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令和６年第１回松崎町議会定例会会議録

議 事 日 程（第１号）

令和６年３月６日（水）午前９時００分開会

日程第 １ 会議録署名議員の指名について

日程第 ２ 会期の決定について

日程第 ３ 議長諸報告

日程第 ４ 町長行政報告

日程第 ５ 町長施政方針

日程第 ６ 一般質問

１． ８番 藤 井 要 君

２． ７番 髙 栁 孝 博 君

３． ３番 髙 橋 良 延 君

４． ５番 田 中 道 源 君

５． １番 藤 井 昭 一 君

─────────────────────────────────────────────────

出席議員（８名）

１番 藤 井 昭 一 君 ２番 菜 野 良 枝 君
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６番 小 林 克 己 君 ７番 髙 栁 孝 博 君

８番 藤 井 要 君 ９番 深 澤 守 君

欠席議員（なし）

─────────────────────────────────────────────────

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 深 澤 準 弥 君 副 町 長 木 村 仁 君

教 育 長 平 馬 誠 二 君
総 務 課 長
兼 防 災 監
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─────────────────────────────────────────────────
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産業建設課長 鈴 木 清 文 君 会 計 管 理 者 舩 津 直 樹 君

教 育 委 員 会
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松 本 利 之 君

議会事務局長 大 場 千 徳 書 記 飯 田 聖



－3－

開会 午前 ９時００分

◎開会の宣告

○議長（深澤 守君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員は８名であります。定足数に達しておりますので、これより令和６年

松崎町議会第１回定例会を開会いたします。

─────────────────────────────────────────────────

◎開議の宣告

○議長（深澤 守君） 直ちに本日の会議を開きます。

申し上げます。議場内で上着を取ることを許します。

撮影について申出がありましたので許可いたします。

─────────────────────────────────────────────────

◎議事日程の報告

○議長（深澤 守君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

日程に入ります前に、傍聴人の皆様にお願いいたします。会議中は静粛にお願いします。

また、議場における言論に対し、拍手などによる可否を表明することはできません。

その他、議事進行に支障となる行為があった場合は、退席をお願いする場合がありますの

でご承知ください。

以上、傍聴人の皆様のご協力をお願い申し上げます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（深澤 守君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、議長において、８番、藤井 要君、
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１番、藤井昭一君、補欠、２番、菜野良枝君を指名します。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第２ 会期の決定について

○議長（深澤 守君） 日程第２ 会期の決定についての件を議題といたします。

お諮りします。本期定例会の会期は、本日より19日火曜日までの14日間といたしたいと思

いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日より３月19日

までの14日間と決しました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第３ 議長諸報告

○議長（深澤 守君） 日程第３ 議長の諸報告を行います。

この際、諸般の報告をいたします。

法令上報告すべき事項。

１．令和５年度11月分例月出納検査の結果報告について

２．令和５年度12月分例月出納検査の結果報告について

３．令和６年度１月分例月出納検査の結果報告について

議長において必要と認めた事項。

１．伊豆縦貫道西伊豆アクセス道路建設促進期成同盟会県要望活動

２．賀茂郡町議会議長会議について

３．静岡県町村議会議長会総会について

おのおのその資料の写しをお手元に配付いたしましたので、ご覧いただければと思います。

これをもって議長の諸報告を終わります。

─────────────────────────────────────────────────
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◎日程第４ 町長行政報告

○議長（深澤 守君） 日程第４ 町長の行政報告を行います。

町長から報告の申出がありましたので、これを許します。

町長。

（町長 深澤準弥君登壇）

○町長（深澤準弥君） おはようございます。

令和６年松崎町議会第１回定例会の開会に当たり、謹んで行政報告を申し上げます。

今年は、元旦から能登半島地震や羽田空港での航空機火災等の大きなニュースが相次ぐな

ど、心痛めるニュースが続いているところでございます。

新型コロナウイルス感染症も昨年から第５類に移行されたとはいえ、依然として流行期に

ある状況であり、季節性のインフルエンザの流行とともに、まだまだ感染症に対しては万全

の対策を取っていかなければならないと考えております。

そうした中、伊豆半島では観光客の出足は好調で、河津桜まつりは目標の70万人には届か

なかったとはいえ、かつてのにぎわいを取り戻しつつあり、昨期比で21％増とのことでした。

先月の３連休には、河津町との地域連携の一環として初めての取組でしたが、桜まつり会場

内に松崎町独自のブースを設置させていただき、桜葉関連商品等の物販を行ったところ、大

変好評であり、商工会、観光協会など関係団体の交流、結束も図ることができ、非常によい

ＰＲ活動を行ったものと確信しているところでございます。

また、国内経済も日経平均株価が史上最高値を更新しており、徐々に景気回復の兆しが見

え始め、当地域にも好景気の波が届き、地域経済や町民の生活にも潤いが生じることを期待

しておるところでございます。

本日は、町営観光施設の入館状況など２件について、今年度の取組やその成果について、

議員の皆様にご報告申し上げます。世はまさに変革の時代であり、これまで経験のないすさ

まじい速度で変化し続けており、政府が言うように、世界的にも例を見ない急速な少子高齢

化により、当町に限らず、社会全体で人口構成がこれまでと全く変わってしまったことを踏

まえ、必要に応じて住民ニーズの把握に努めながら、時代に即したよりよいまちづくりに邁

進させていただきます。

本定例会におきましても、皆様から忌憚のないご意見を頂戴いたしまして、活発かつ建設

的な議論を展開してまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。
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○企画観光課長（八木保久君） それでは、企画観光課から町営観光施設の入館状況につきま

して、資料ナンバー１によりご報告させていただきます。

それではまず、伊豆まつざき荘の状況でございますが、右側の１月末の累計の比較でご説

明させていただきます。

宿泊利用人員につきましては、昨年度、実施されておりました全国旅行支援等の支援が行

われなかった影響がありまして、前年度に比べ1,967人減の１万5,721人となりました。入浴

利用は594人増の5,105人、食事や会議の休憩利用者は1,212人増の2,116人となりました。

収益につきましては、宿泊利用者の減により1,298万1,000円減の２億3,748万5,000円とな

りました。費用については、減価償却費が前年度に比べ大幅に少ないため、677万5,000円減

の２億4,346万5,000円となっておりますが、施設経営費は物価高騰による影響を受け、

1,229万8,000円増の２億2,612万3,000円となりました。この結果、差引損益は前年比620万

6,000円減のマイナス598万円となりました。

続きまして、２ページをお願いいたします。

こちらから町営観光施設の１月までの利用人員、収支等の累計の前年度の比較となります。

まず、長八美術館からでございます。入館者数１万1,146人で、昨年に比べ369人の減、収入

は515万円で４万2,000円の増、支出は2,358万4,000円で、コロナ後の職員配置の見直し等に

よる人件費や電気料の増等により859万円の増。収支差額はマイナス1,843万4,000円となり

ました。

続きまして、重文岩科学校でございます。入館者数は7,449人で昨年に比べ478人の増、収

入は621万3,000円で44万8,000円の増、収支差額はマイナス850万円となりました。

３ページをご覧ください。

依田邸についてでございます。依田邸入館者数が3,437人で昨年に比べ342人の減、依田之

庄の入浴者数は１万8,314人で昨年に比べ181人の減、収入は864万円で７万8,000円の減。収

支差額はマイナス562万7,000円となりました。

道の駅花の三聖苑につきましては、利用者数が１万1,020人で昨年に比べ3,438人の増、収

入は1,337万9,000円で326万4,000円の増、収支差額はマイナス525万6,000円となりました。

入館者数については、美術館と旧依田邸は前年比減であり、松崎町を含めて伊豆南部への

観光客はまだコロナ前まで戻っていない状況となっております。伊豆まつざき荘についても、

物価高騰による材料費や光熱費等の増加、また経年劣化により修繕費も増えている状況です。

修繕の際には可能な限りお客様の要望を取り入れて改善し、施設利用者の満足度向上に努め
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てまいります。

以上、資料ナンバー１の町営観光施設の入館状況についての報告とさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 公営企業会計令和６年１月末経営状況について、生活環境課

からご報告いたします。

資料ナンバー２をご覧ください。

備考欄をもってご説明いたしますが、初めに、左側、水道事業会計でございます。

１月末現在の有収水量は63万6,429立米で、前年対比524立米、0.1％の減となりました。

営業収益は、前年度に台風８号の被害に伴い、雲見地区において水道使用料の減額を行った

ことが主な理由により、前年対比118万2,000円、1.2％の増となりました。予定収益を加え

た収益の合計は前年対比109万9,000円、1.0％の増となりました。

一方、予定費用を加えた費用の合計は、雲見入谷配水池撤去に伴う資産減耗費等の増加に

より、前年対比467万6,000円、4.6％の増となりました。この結果、収益から費用を差し引

いた利益は293万2,000円となり、前年対比357万7,000円、55％の減となりました。

続いて、右側、温泉事業会計でございます。１月末現在で給湯した総湯量は14万2,883立

米で、前年対比418立米、0.3％の減となりました。営業収益は自家用の開栓口数の減少によ

り前年対比９万1,000円、0.2％の減となりました。予定収益を加えた収益の合計は、前年対

比89万6,000円、1.9％の減となりました。

一方、予定費用を加えた費用の合計は、減価償却費の減少により前年対比183万3,000円、

4.4％の減となりました。この結果、収益から費用を差し引いた利益は622万1,000円となり、

前年対比93万7,000円、17.7％の増となりました。

報告は以上でございます。

○議長（深澤 守君） 以上で町長の行政報告を終わります。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第５ 町長施政方針

○議長（深澤 守君） 日程第５ 町長の施政方針演説を行います。

町長。

（町長 深澤準弥君登壇）
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○町長（深澤準弥君） 令和６年第１回松崎町議会定例会の開会に当たり、町政運営に関する

所信の一端を申し上げます。

初めに、令和６年元旦の団らんのひとときに発生した能登半島地震により亡くなられた

方々へ謹んでお悔やみを申し上げますとともに、被災された多くの方々に対しまして心から

お見舞い申し上げます。

このたびの地震、津波災害は、同じ半島地域の災害として学ぶべきところが多く、明日は

我が身という気持ちで災害対策に取り組む機会を与えられたと思っております。石川県では

初動の課題が取り沙汰されておりますが、我が町においても常日頃からあらゆることを想定

し備えていくことが必要であり、近隣自治体との連携はもとより、県や国との連携体制等を

再確認したところでございます。また、伊豆半島においても多くの自治体職員も被災者とな

ることが想定されるため、離れた地域の自治体との災害時の相互支援体制の構築も大切であ

ると改めて感じたところでございます。

さて、政府は令和６年度予算編成方針の中で、我が国経済は、コロナ禍の３年間を乗り越

え、改善しつつある。30年ぶりとなる高水準の賃上げや企業の高い投資意欲など、経済の先

行きには前向きな動きが見え始めており、デフレから脱却できる千載一遇のチャンスを迎え

ている。また、政策効果を国民一人一人、全国津々浦々に届け、デフレから完全脱却すると

ともに、新しい資本主義の旗印の下、社会課題の解決に向けた取組それ自体を成長のエンジ

ンに変えることで民需主導の持続可能な成長、そして成長と分配の好循環の実現を目指し、

人口減少を乗り越え、変化を力にする社会変革を起動・推進する中で、包摂社会の実現に取

り組み、国民の安全・安心の確保に万全を期し、経済社会の持続可能性を担保することを目

指すと宣言しているところでございます。

松崎町におきましても、新型コロナウイルス感染症の影響や世界的な情勢不安、円安に起

因する物価高騰は日常生活に影を落としております。町では、これまでもプレミアム商品券

や宿泊クーポン券などによる消費喚起、個人住民税の非課税世帯への給付金の支給などの対

策を実施してまいりました。依然、物価の高騰は続いているものの、昨年５月から新型コロ

ナウイルス感染症も感染症の分類が第５類に引き下げられ、我々の暮らしもかつての日常生

活を取り戻しつつあります。

令和６年度予算編成に当たっては、第６次総合計画に掲げる「ここでは、誇り高く、穏や

かに、豊かに生きられる～コンパッションタウン松崎～」の実現のため、「だれ一人取り残

さない、支え合いのまちづくり」、「だれもが夢をはぐくみ、実現できるまちづくり」、
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「地域に根付いた産業が育まれ、経済がにぎわうまちづくり」、「豊かな社会・自然環境を

次世代へつなぐ、持続可能なまちづくり」、「コンパッションを共有し、”きょうどう”で

進めるまちづくり」に向けた施策を引き続き展開してまいります。

それでは、重点施策を中心に予算概要について説明をさせていただきます。

「だれ一人取り残さない、支え合いのまちづくり」では、冒頭で申し上げましたが、本年

元日に発生した能登半島地震は、同じ半島地域の災害として多くの課題を突きつけられたと

ころです。事前の備えに力を注いでまいります。また、万が一介護等が必要になった場合で

も安心して暮らせる地域を目指すため、松崎町版地域包括ケアシステムの構築に関係者と共

に取り組んでまいります。

「だれもが夢をはぐくみ、実現できるまちづくり」では、何年も前から要望されてきた新

共同調理場建設に着手し、子供たちに安全・安心な給食を安定して供給できる環境を整備し

ます。また、子供・子育て支援事業計画を策定し、子育て家庭を支援してまいります。子供

たちだけでなく、大人にも学ぶ機会を増やし、地域でも文化的な生活の充実を図ってまいり

ます。

「地域に根付いた産業が育まれ、経済がにぎわう」では、より一層のふるさと納税の推進

や観光を産業と位置づけ、伊豆半島全体でインバウンドを含めた観光誘客に努め、商工会や

観光協会と共に、金融機関とも連携した地域産業の振興に力を入れてまいります。

「豊かな社会・自然環境を次世代へつなぐ、持続可能なまちづくり」では、道路や橋梁、

水道事業など、インフラ整備に適切な投資を行いつつ、花いっぱい運動の継続や歴史的建造

物の保全、活用を図り、持続可能なまちづくりを進めます。

「コンパッションを共有し、”きょうどう”で進めるまちづくり」では、静岡大学等との

連携により進めております2030松崎プロジェクトを継続し、人口減少、市場を縮小する社会

において地域のコミュニティーをもう一度見直し、祭りやイベントを活性化し、地域への愛

着を深められる活動をオール松崎で取り組んでいくため、総合戦略を新たに策定してまいり

ます。

静岡県で一番財政規模が小さく、財政的にも、人材的にも大変厳しい中で、今まで先送り

されてきた事業に着手し、人材育成に重点を置きながらしっかりと未来を見据えた投資を行

ってまいります。

次に、令和６年度予算の総括的な概要について説明させていただきます。

一般会計は予算総額44億8,100万円で、前年度対比５億5,000万円、14.1％の増となります。
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令和６年度から岩地、石部、雲見地区の集落排水事業会計が公営企業会計化されるため、そ

れを除いた前年度との比較では５億5,992万円、8.45％の増となりました。

一般会計予算において、義務的経費では、職員の給与改定や会計年度任用職員の勤勉手当

の支給開始、町内への新しい障害児通所支援事業所の設置、個人住民税均等割のみ課税世帯

に給付する価格高騰重点支援給付金等により15億2,073万円。消費的経費では、昨年度に引

き続き地方創生人材支援制度における専門人材の派遣に係る負担金や下田消防本部、西豆衛

生プラント組合、南伊豆地域清掃施設組合への負担金、新斎場整備事業負担金、令和６年度

から公営企業化となる三浦地区の集落排水事業会計への補助金などにより18億4,074万円。

投資的経費では、伏倉地内に建設される新共同調理場の建設費用や伏倉橋、入谷橋などの橋

梁補修工事などにより６億9,054万円。また、その他の経費としては、国民健康保険や後期

高齢者医療、介護保険特別会計などへの繰出金や積立金など４億2,897万円を計上していま

す。

次に、水道事業会計以下９会計についてであります。

水道事業会計予算につきましては、人口減少による事業収益の減少が見込まれますが、収

益的収支の不足に対する補塡や今後の料金改定による経営の安定化を下支えする財源補塡を

行うため、一般会計から繰入れを行います。今後においては、今年度策定する経営戦略に基

づき、供給の安定化、経営の安定化を図ってまいります。

次に、温泉事業会計予算につきましては、水道事業と同様に事業収益の減収が見込まれま

すが、引き続き施設の健全度を確保し、供給の安定、経営の安定化を図ってまいります。

次に、伊豆まつざき荘事業会計予算につきましては、宿泊利用人員を前年度当初予算から

200人増の２万2,100人、宿泊利用率44％といたしました。７月１日からは料金を改定し、ダ

イナミックプライシングの導入を見据え、弾力的かつ効果的な誘客対策を講じ、業務の改善

を図ってまいります。

次に、国民健康保険特別会計予算につきましては、平成30年度から制度改正により静岡県

国民健康保険として県と市町がともに運営を行っているところですが、今後も国民健康保険

の安定した財政運営や国民健康保険事業の広域的かつ効率的な運営を図ってまいります。

また、特定健診の受診率の向上と高血圧対策など、重症化予防に重点を置いた対策を進め、

医療費の抑制につなげてまいります。

次に、後期高齢者医療特別会計予算につきましては、後期高齢者の増加に伴う医療費の増

加に対し、広域連合と連携し健全な制度運営に努めてまいります。
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次に、介護保険特別会計予算につきましては、令和６年度から施行される高齢者保健福祉

計画及び第９期介護保険事業計画を着実に推進してまいります。今後も介護給付費の増加が

見込まれる中で、持続可能な介護保険サービス提供体制の確保を図りつつ、引き続き介護予

防・介護サービス及び地域支援事業の適切な提供と、高齢者が安心して健康で自立した生活

を送ることができるよう支援してまいります。

このほか、三浦地区の集落排水事業特別会計は、いずれの施設も指定管理者である地元管

理組合により良好な管理がされておりますが、どの会計も使用水量の減少による収入の減少

が続いております。

また、令和６年度からは地方公営企業法を適用した公営企業会計へ移行します。将来にわ

たって持続可能な経営を確保するため、経営の見える化による経営基盤の強化に取り組んで

まいります。

最後に、財政運営についてであります。

地方財政を取り巻く環境は、全国的に見ましても、人件費や扶助費、物件費、補助費など

の経常的経費が増加し、財政の弾力性が失われつつあるなど厳しさを増しております。

一方、当町における財政状況は、これまで将来負担を見据えた財政運営を行ってきた結果、

公債費の増大が抑制されており、地方財政健全化法に基づく実質公債費比率及び将来負担比

率は適正な数値を維持しております。財政調整基金の残高も適正な水準を維持しておるとこ

ろでございます。

しかしながら、令和６年度以降につきましては、学校給食共同調理場の工事をはじめ、広

域ごみ処理施設や西伊豆町と協議を進めている新斎場の建設など大規模事業が控えているこ

とから、補助財源や起債等も有効に活用し、財政調整基金の残高にも十分注意しながら、町

民の皆様の暮らしや経済、安全を支える事業を実施してまいりたいと考えております。

人口減少や少子高齢化の進展、頻発する自然災害への対応や公共施設等の老朽化等対策な

ど多くの課題がありますが、事務事業の見直しにより経常経費の増加を最小限に抑えるとと

もに、限られた財源を有効的かつ効果的に活用するなど、今後も財政の健全性に最大限配慮

しながら事業の執行に取り組んでまいります。

結びに、第６次総合計画において、「ここでは、誇り高く、穏やかに、豊かに生きられる

～コンパッションタウン松崎～」を目標として掲げました。「人と人が交流し、きょうどう

し、地域の自然、文化、伝統を大切にし、風と土が出会い、育ちあい、人生のはじめから終

わりまでよりそい支え合え、だれもが夢を描き、チャレンジできるまち」を目指し、国際的
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な潮流でありますＳＤＧｓの基本コンセプトをしっかりと捉えたまちづくりを展開していき

たいと考えております。

能登半島地震からも、災害に強いまちづくりに必要不可欠なのは、支え合い、助け合い、

お互いさまという意識とのことです。町民の皆様一人一人が心豊かに、共に認め合い、支え

合い、住む人も訪れる人もこのふるさとを誇りに思える町を目指し邁進する所存でございま

す。

今後とも、議員の皆様、そして町民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げ、令和６年

度の施政方針とさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 以上で町長の施政方針演説を終わります。

40分まで暫時休憩します。

休憩 午前 ９時３０分

再開 午前 ９時４０分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問の前に申し上げます。質問、答弁は的確に分かりやすく要領よく行ってください。

通告以外の質問はできません。また、関連質問は議長の許可を受け、質問を続けてください。

質問は一括質問と一問一答方式、どちらか述べてから質問に入ってください。

固有名詞等は発言に十分注意してください。

なお、本定例会において町長等に反問権を付与します。反問権を行使する場合は反問の趣

旨、内容を示し、議長の許可を得てから行ってください。

最後に、傍聴者の皆様に申し上げます。議場内ではお静かにお願いいたします。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第６ 一般質問

○議長（深澤 守君） 日程第６ 一般質問を行います。

─────────────────────────────────────────────────
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◇ 藤 井 要 君

○議長（深澤 守君） 質問の通告がありますので、順次発言を許します。

通告順位１番、藤井 要君。

（８番 藤井 要君登壇）

○８番（藤井 要君） それでは、通告に従いまして一般質問を行います。

まず最初に、町長のほうからもいろいろありましたけれども、能登半島における被災者に

対しまして、いろいろと今頑張っているところでありましょうけれども、これからも頑張っ

てもらいたいなと、そういうことでエールを送りたいと思います。

それでは、私の質問ですけれども、この能登半島の関係を受けまして、松崎町にもある危

険な空き家対策ということで最初に質問したいと思います。

これは、長い間、町長も企画観光課長のときあたりから、松崎町内で災害があったり、焼

け跡が残っている、また最近では北区辺りのところでも空き家になっている、そういう倒壊

寸前のそういう建物、それをどうしていくんだということで質問したいと思います。

２番目の施設整備管理の活用についてでございますが、これは学校給食の関係、これも災

害と関連しながらやっていきたいなと思います。

②番の山田邸の福祉避難所に対しても、これも同じようなことでございます。

③番目の21世紀の森の関係でございますが、これは観光対策がこのところ停滞していると

いうことで、何とかもう盛り上げていくことはできないかというようなことを質問していき

たいと思います。

最後になりますけれども、能登半島の地震を受けて、今までの対応にいろいろあろうかと

思いますけれども、それを改めて教訓として生かすべきではなかろうかと、そのようなこと

を考えた質問をしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 町長。

（町長 深澤準弥君登壇）

○町長（深澤準弥君） 藤井 要議員の一般質問に回答させていただきます。

大きな１番、危険な空き家抑制と対策強化について。

能登半島地震で、家屋の倒壊や火災の恐ろしさを改めて思い知らされた。町内には「崩落

家屋」や「管理不全空き家」など倒壊の恐れのある家屋があり、震災時には、倒壊し、道路

を閉塞するなど支障をきたすことも考えられる。
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早急な空き家対策が必要と考えるが、今後どのような対策を考えているのかという質問に

対してでございます。

今回の能登半島地震は、最大震度７、地震の規模を示すマグニチュードは7.6の直下型地

震でございました。震源地となった石川県では、全壊、半壊、一部損壊を合わせると７万

5,000棟以上の住宅で被害が確認されております。被害が大きかった要因として、直下型地

震であったことや規模の大きな余震が続いたことに加え、液状化現象も影響しております。

藤井議員が心配されるとおり、町内にも危険な空き家が存在することは承知しております

が、今回の被災状況を目の当たりにしますと、一部の危険な空き家対策よりも家屋の倒壊か

ら命を守るための耐震補強の推進が必要と考えております。住宅の耐震工事に対する国・県

の補助制度もありますが、その期限が令和７年度までと迫っております。補助を受けられる

うちに耐震工事を実施するよう広報にも努めてまいりますが、所有者の負担も伴いますので

思うように進んでいないのが現状でございます。

なお、空き家対策につきましては、昨年９月の一般質問でもお答えしておりますが、危険

な特定空家の対応だけでなく、空き家の利活用や空き家相談など、空き家の抑制をも含めた

総合的な計画を策定する必要がありますので、関係各課とも調整しながら検討してまいりま

す。

○議長（深澤 守君） 教育長。

（教育長 平馬誠二君登壇）

○教育長（平馬誠二君） 大きな２番、施設整備と管理活用促進について。

①今後整備を予定している学校給食共同調理場は、どのくらいの規模で、どのように運営

管理されるのか。

また、災害時、被災者に食事を提供するために活用できるのかにお答えをいたします。

学校共同調理場の使命は、安心・安全な給食を安定して子供たちに届けることです。中学

の裏にある調理現場は、老朽化により安定して子供に供給するという使命が果たせなくなっ

てきています。このため、現在、新調理場の建設に取り組んでいる次第です。

規模については、これまで議会全員協議会でも報告させていただいておりますが、現在の

計画では、１日350食を提供できる施設の建設を予定しております。

運営形態は、町の直営の予定です。

次に、災害時の活用です。共同調理場は子供たちに給食を提供するための施設ですので、

学校が再開された場合は子供たちへの給食の再開を第一に考えなければなりません。仮に学
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校再開よりも早いタイミングで電気、ガス、水道が使用可能となること、調理員が参集可能

となること、そして地域住民用の食材が確保できること等の条件がそろえば炊き出しなどの

活用もできるかもしれません。しかし、先ほども述べたとおり、学校が再開された場合は子

供たちへの給食の提供を最優先することとなります。

以上でございます。

○議長（深澤 守君） 町長。

（町長 深澤準弥君登壇）

○町長（深澤準弥君） 続きまして、大きな２番の②、災害時に旧山田邸を福祉避難所として

活用する考えはあるかという質問に対してでございます。

現在、町が指定している福祉避難所は、峰輪地区内にある聖和保育園と、野田地区内にあ

る松崎幼稚園の２か所となっております。

旧山田邸につきましては、防災資機材が置かれており、現在は避難所としては指定してお

りませんが、災害時には町外からの支援者の受入れ体制を整えておく必要もあることから、

リエゾン等の宿泊場所としての利用を検討しております。災害の程度によっては、旧山田邸

を福祉避難所として開設することも検討していく必要があると思われます。

③外国人も含め多くの人が「癒やし」を求める時代。町の目玉となる新たな観光スポット

が見つからない中、観光対策として、21世紀の森を再生したらどうかという質問に対してで

ございます。

富貴野山21世紀の森は、保健休養等の場として、またオーナー制度を通じた都市住民との

交流を図ることを目的として平成４年３月にオープンしました。21世紀の森には、アスレチ

ック施設のある健康の森、シイタケなどの収穫体験のできるきのこの森、果実の収穫体験の

できる実りの森、山菜狩り園など、園内に様々な施設が整備されましたが、オープンから30

年以上経過し、施設の老朽化が進み、広範囲なことから管理が行き届かないところもあり、

現状では宝蔵院や参道の石仏周辺の森林の中を散策する瞑想の森、それから長九郎山への登

山道の起終点としての利用に限られている状況となっています。

21世紀の森の再生という点につきましては、癒やしを求める今の時代に合ったスポットで

はあると思いますが、今のところ全体的な施設の再整備の考えはございません。現状で利用

されていない部分を整理し、利用の多い部分の管理に重点を置き、その魅力を発信するとい

った施設の集約化は必要と考えております。

大きな３番、災害対策と避難所の運営について。
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能登半島地震を含めこれまでの震災を教訓に、町の災害に対する意識を再度確認する必要

があると感じるため、町の災害対策について伺います。

①１次避難地・２次避難地の確保はできているか。また、そこは避難地として適地かとい

う質問に対してでございます。

発災直後の１次避難地につきましては、各地区で公民館や広場等を避難地として定めてい

ます。総合防災訓練や地域防災訓練、津波避難訓練の際には、これらの避難地への避難訓練

を各地区の自主防が主体となって行っております。

当町は山や海に囲まれており、土砂災害や河川の氾濫、津波など、何かしらの災害の危険

があり、安全な場所が少なく、そのため全ての地区において災害の危険のない場所を避難地

として確保することが困難な状況でございますが、安全な場所として総合グラウンドや松崎

高校、旧中川小学校、旧岩科小学校、旧三浦小学校を広域避難地として指定しております。

②避難及び避難所における災害弱者等の対応は、検討されているかという質問に対してで

ございます。

高齢者や障害者などの災害弱者につきましては、指定している福祉避難所において専門職

の派遣により対応することとしています。避難所においても、段ボールベッドやパーティシ

ョンなどにより避難生活の環境に配慮をしております。

③避難所におけるペットの受入れ体制は検討されているかという質問に対してでございま

す。

災害時におけるペットの対策は、飼い主による自助が基本となります。飼い主は日頃から

ケージ等に慣れさせるとともに、基本的なしつけを行ったり、水やペットフードなどの備蓄

を行っておくほか、感染予防ワクチンの定期的な接種など、日頃からペットの健康、衛生状

態を確保しておく必要があります。

ペットの避難所対応につきましては、環境省の作成した人とペットの災害対策ガイドライ

ンにより対応していくこととなりますが、旧岩科小学校にはペットをケージやキャリーバッ

グに入れ、それを保管しておく場所がつくってございます。避難所での生活においては、動

物が苦手な方やアレルギーを持つ人もいるため、ペットと一緒に避難所で生活することに苦

慮する事例も見られるため、これまでの事例ではペットが車中泊をすることも対策の一つと

考えております。

④番、災害時に孤立が予想される集落があるが、通信手段や情報収集手段は検討されてい

るのかという質問に対してでございます。
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災害時の通信手段につきましては、各地区の自主防災会長にデジタル簡易無線機や小型無

線機が配備され、毎年行われる総合防災訓練や地域防災訓練の際には、各地区における避難

人員の報告や情報収集のための通信訓練を行っております。また、災害時に孤立することが

想定されている池代、小杉原、門野、八木山、岩地、石部、雲見の７地区においては、自主

防会長に衛星携帯電話を配備し、デジタル簡易無線等が利用できないときのための通信訓練

も実施しております。

○議長（深澤 守君） 藤井 要君。

○８番（藤井 要君） 一問一答でお願いします。

○議長（深澤 守君） 許可します。

○８番（藤井 要君） それでは、再質問を行います。

先ほどの危険な空き家対策というか、空き家の関係でございますけれども、先ほど、私、

冒頭でも言いましたけれども、たしか町長が企画観光課長のときぐらいからだと思いますけ

れども、ですからもう５年や６年前ぐらいになると思いますけれども、火事であったところ、

そして先ほど言いましたように、床屋さんが崩落しているような状態、これを何回も質問し

ておりました。そして、この前のときにでは、町長が言った言葉が「空き家の活用、再発予

防などの総合的な計画策定に取り組むべく」、これ、先ほども町長も今も言いましたけれど

も、「職員を含め、頭と体をフルに使いながら進めていく」と、そういうふうに答えている

んですよ。

そして、今、能登半島の関係を受けて、倒壊防止が人の命を守るというようなことで、そ

れがまず最初にやるというようなこともまた言われておりましたけれども、私もこのことを、

能登半島があり、そしてあそこの建物が、これかなり耐震性が能登半島の関係はありません

でしたけれども、どんどん壊れていった。液状化でビルなんかも倒れている。そして道路を

塞いでいる。そのようなことを考えて、何でもっと先にやらなかったのか。町内に３つぐら

いありますけれども、それがなぜ今までこんなに延ばしてきたのか。そして、地震が能登半

島のを受けて、今度は倒壊防止が先だということを今言っておりますけれども、賀茂地区で

は何か５％とか10％ぐらいしかちゃんとした倒壊防止の、昭和56年ですか、何年だかちょっ

と私も分かりませんけれども、そういうことができていないというようなことも聞いており

ますけれども、まず最初に、町の中の今ある、あと２件、海岸のところ、何とかなりません

か。町長、先ほど言ったように、頭と体を使ってやるよと。そして、それからまた倒壊防止

の対策立てたらどうかと思いますけれども、その点はどうなんでしょうか。
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○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 藤井 要議員から何度も何度もご質問いただいている案件でございま

す。しかも、私の実家の裏、そして同じ通りの建物でございます。当然、同じ地区でござい

ますので、地区内でも地区の区民の皆さんとも当然職員のときから協議をしたり、所有者を

探したり、いろんなことを職員に限らず、地域住民とも協議しているところでございます。

そうした中で、やはり個人の所有物であるということ。所有者がいまもって見つからない、

見つけられないことであること。

そして、藤井 要議員が懸念されている、避難のときに障害になるんじゃないかというよ

うなこともいただいておりますが、私の地区の自主防の中では、取りあえず避難道は確保さ

れるだろうということで避難訓練もしているところでございます。地域住民の方とも一緒に

なって対策はしているところでございますが、ほか、その２件だけでなく、藤井 要議員は、

多分これから先増えていく空き家に対しての懸念をこの例を取って言っていただいていると

思っております。

その中で、やはり今回の能登の地震を受けたときに、まず最初に、助けられる命、生きて

いる、今住んでいる方の命を最優先させることがやはり必須だろうということで、今回もま

だまだ耐震化、静岡県、防災対策、全国でも先進と言われている中でも、結局は地域の方々、

個人の財産の部分に入るようなことにもなりますので、個人が申請をしていただく必要があ

ります。ただ、大切な命を守るためには、そういったことをやはりやっていただきたいとい

う理解をしていただき、まずは耐震診断、無料の耐震診断をぜひ活用していただいて、もし

くは躊躇している方がいたら、周りの方も含めて、先ほど施政方針演説でも申し上げました

とおり、もう松崎、オール松崎でそういった人の命を助けるようなところに持っていきたい

と考えているところでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 町長、私もそうなんですけれども、能登の地震を受けて耐震化率とい

うことを言いました、言っていると思いますけれども、町長、私も何回もこういう新聞のや

つを見て、特定空家とか管理不全ということで、今年のこれは１月頃ですか、そういうこと

が法律的にいろいろできているわけですよ。

町長は先ほど言いましたけれども、相手がどこだか分からない、どこに行っているか分か

らないと言う。じゃ、分からなければそのままにしておくということになるわけですけれど

も、この、町長も新聞とか読んでいると思うんですよ、法律が改正されているということを。
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そこを危ないということ、これ、地震があったからじゃなくて、私はその前から言っている

わけですから。そうしたときに、町長は公費というか、町のお金を使ってでも危ないと思わ

れる、人命、あそこの町の中のことをいえば、壁が落ちたりとかして、そしてあそこは馬が

貼って危なくないように一応の通りに注意しなさいよということでやっているわけですけれ

ども、私は条例をつくったりとかということも前に言いましたけれども、今度は相手の方分

からないということですけれども、話合いをする、そして話合いがうまくいったときには壊

す、お金がなければ公費を使ったりとかいろいろな方法、いなければいないで、相手がいな

ければいないだけのそういう、まあこれは公費になるわけですけれども、あちこちでいろん

なのでそういう事例があるじゃないですか。今度は地震があったから耐震性が先だと言って

おりますけれども、これ、本当に町の中と、そして海岸通りのところは早急に、これ公費で

も使ってでもやるべきじゃないですか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 全国的にもいろいろこれは問題になっておりまして、なかなか進んで

いないのが現状でございます。最近、代執行、県内でも浜松市が取り組んだ事例がちょっと

あったと思うんですが、うちの町としましては、なかなかそこに手が届かない。理由としま

しては、やはり所有者が分からないというところでございます。代執行した場合も基本的に

は税金を投入するという形になって、普通は代執行した後、それをちゃんと請求して回収す

る方向にいきます。今回のように所有者が分からないケースで代執行を行う場合は、回収の

見込みがないというような状況にもなりますので、そういったものも全て踏まえた上で判断

をしなければならないところでございます。

藤井 要議員がおっしゃるとおり、自分が職員のときからの質問と受けておりますけれど

も、地域でも、先ほど来申し上げておりますが、地域の中でも同じような話をしながら、そ

の声も聞きながら進めているところでございますので、やはりそれには法律をちゃんと基づ

いた上で、本当に簡単に撤去できる物ではないので、今、苦慮しているという現状をご理解

いただければと思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 町長、先行している自治体あたりは、やっぱり公費を使ってでも安

心・安全だということでやっているわけですよ。町長は先ほどから何回も相手が分からない

とか言っていますけれども、相手が分からなくたってやっているところはあるわけですよ。

それはいろいろな方法があるわけですよね。それをいつも町長が逃げるのが、相手が分から
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ない、そして回収、その口実がそのお金をどこから持ってくるだ、町が出さなきゃならない

と。私はいろいろ、そこを取ったときに、開始したときに、更地になったとした。更地に利

用するのに、例えば町の中の駐車場にする。その利用料金を相手が請求来たりしたときには

こういうことだということをやればできるんじゃないかと。そういうことだって提案はして

いるんですよ。それで、先ほど町長が言っているように、頭と体を使って美しい村、この町

を守ると言ったらおかしいかもしれないので、やっていくということを言いながら、あそこ

はじゃ誰だか分からないとかと言う、そういうことばっか言う。じゃ、繰り返しになります

けれども、あそこに固定資産税とかは入っていないんですか。それも放棄している状態にな

っているんですか。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） あそこの火災の跡の住宅につきましては、評価のほうの減点

補正がされておりまして、家屋については20万円未満になりますと免税ということになりま

すので、その20万円未満の家屋ということで、課税のほうはされておりません。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 火事で焼けた上物ですよね。土地の評価が20万円かと分かりませんけ

れども、そういう点も、土地と、上と下、上物と下物が同じ人じゃないかも分からないし、

そしてそこの床屋さんのところも評価が20万円とか知りませんけれども、今言った、上、下

だよね、所有者がどうかということもありますけれども、これ、全然把握はしていない。前

にも言いましたけれども、今、法律がプライバシーの関係とかそういう守秘義務があるから

役場の中でも教えないなんてことを昔はありましたけれども、今では横のつながり分かるわ

けですよね。その点はどうでしょうか。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） 北区の物、建物につきましては、土地と建物が違う所有者に

なっております。家屋のほうの所有者の方につきましては、免税点未満ということで固定資

産税の通知等も送っていないので、そのままの……。

○８番（藤井 要君） 下、先ほど聞きましたので、下のほう、下物は。

○窓口税務課長（糸川成人君） 下物については、申し訳ございません、ちょっと今現在資料

がないので、ちょっと申し訳ございません、回答できないです。申し訳ございません。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） いろいろここで時間過ぎますので、町長、いろいろやればいいですよ。
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そして、やった中でできないといったのであれば強制的にやる方法だってあるじゃないです

か。もう倒壊するのに分かっていて、分からないからそのままにしておきますよという、こ

れはできないでしょう。ですから、強制的にやるときにはちゃんとやってくださいよ。そし

て、あまり言いませんけれども、北区の方といろいろ交渉しています、何回交渉しています

なんて私も言いたくないですから、口だけで、何回交渉しましたなんて言いませんよ。です

から、本当に真面目に、真面目に何ですかやっているんでしょうけれども、お願いしますよ。

そして、耐震化率、これは松崎町の耐震化率どのくらいですか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） これは令和元年度末になりますけれども、木造住宅で61.2％、

非木造住宅で65.6％、合計しますと全体で63.6％になります。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 町長、先に倒落というか、倒壊防止ということでお金をかけるという

ようなことを言った。今は63％ですけれ、済んでいるという。あと、じゃ約37％ぐらいがで

きていないということですけれども、じゃ、これはいつ頃までに徹底してというか、通知出

す予定なんですか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 町長の答弁にありましたけれども、国・県の補助が受けられ

るのが、木造住宅ですけれども、令和７年度までで、６年度までが耐震診断が無料で受けら

れまして、補強工事は７年度末が今のところは補助の対象期間となっております。

２月の広報まつざきでも載せさせてもらいましたし、年が替わる前もお知らせ版で耐震診

断無料でできますよというのを掲載もさせていただいております。

能登半島地震以降、問合せもかなり来ておりまして、今年度たしか７件耐震診断も行われ

ております。今後も広報とか問合せがあったときに、なるべくそういう制度を活用していた

だきたいということでＰＲはさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 今、広報でも話をしていますし、防災訓練のときにも各自主防の方々

にもお願いをしているところです。今月末においても、自主防災と防災委員さんの皆さんへ

の研修を予定しておりますが、その中でもしっかりとその辺は伝えていきたいと思っており

ます。

先ほどの、藤井 要議員からもお話があったところですけれども、例えば代執行した後の
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土地を町で駐車場でとかというのは基本的には無理でございますので、そういった活用は個

人の所有ということで進んでいくことになりますので、うちのほうで勝手に使うことはでき

ないということはご承知おきいただければと思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 分かりました。その、それじゃできないということでありますけれど

も、じゃ危険なところを残したまんまって町長はお考えということで私は解釈して、今、実

際に早急に取り組めるという考えはないということでよろしいですよね。

じゃ、次の質問に入ります。

給食の関係ですけれども、先ほど聞きましたら、規模的には330ですか、そこら辺の、50

ですか、やるということで、じゃ、災害のときにも余裕があればということで、できるとお

伺いいたします。

今から建てるということでありますから、あれですよね、水の確保も、食料の確保も、電

気設備というか、止まったときでも３、４日はできるような余裕で設計されているのかなと

考えますけれども、その点はどうなんでしょうかね。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 先ほどの教育長の答弁の中にもございましたけれども、

共同調理場は、園児、児童、生徒に給食を提供するための施設となります。発災後、学校が

再開されましたら、簡易給食ですとか、弁当給食ですとか、そういったものを段階的に取り

入れながら、その先で施設を復旧をして完全給食に移行をするというような段階を現在検討

しております。したがって、発災後すぐには学校を恐らくすぐに再開ということには、その

翌日、翌々日再開になるということは、大きな災害の場合にはないかと思いますので、そこ

までの想定はしておりません。本当に簡易な災害ですぐに学校が復旧できる場合には、施設

のほうも被害がそんなに大きくないというふうに想定をしておりますので、そのまま速やか

な復旧というのができるのかなと思います。

○議長（深澤 守君） 教育長。

○教育長（平馬誠二君） 先ほど、その食材の備蓄という話もありましたけれども、やはり子

供たち等の給食提供が目的の施設でありますので、その都度、その都度仕入れて、その日の

うちに調理するというのが基本となっておりまして、米等々についてはそれぞれ備蓄、あれ

も炊飯は委託しておりますので、あ、自炊、基本自炊ですけれども、本当に備蓄して対応す

るというふうな施設ではございませんので、食材の備蓄は基本あまりないというふうに理解
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していただいても結構かと思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） ちょうどいいタイミングでですね、昨日とか、おとといあたりかな、

学校給食の関係でＢＳか何かだと思いますけれども、やっていたんですけれども、そこのと

ころをちょっとメモしなかったんですけれども、通常は４日間ぐらいの野菜等は備蓄してお

りますよというようなことをありましたけれどもね。そして、今、物価の高騰の関係でなか

なか食材を集めるのが苦労している。町だとまだまだ無料ではやっていないわけですよね。

父兄の方が食材を入れる、1,850万ぐらいでしたっけか、今回の予算にも入っていましたけ

れども、そういう中で、そこのテレビのやつは物価高騰の関係で農業振興費を使ったりとか

して、今、2030とかありますよね。そういう人たちとか農業の方に食材を提供してもらう。

そうすると安く入る、そんなこともやっていましたけれどもね。そして、有機農業のやつを

何というがで、生産者も助かる、町も助かる、児童の方もそういう健康の無農薬なんか使っ

ているやつをということをありましたけれども、ちょっと今そんな話が出ましたので、そん

な点はこれからの考えというのはありますか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 議員、そのご提案といいますか、今、お話にあったよ

うなことというのもそういうふうに思われるのも理解できるところではあるんですけれども、

先ほどの教育長の答弁にもありましたように、１日おおよそ350食程度の給食を提供してお

ります。また、メニューを１か月ほど前から既にもう固めて、材料の調達も、入ってくるの

は直前なんですけれども、２週間ほど前から調達をかけているというような状況にある中で、

果たしてそういったそれだけの食材が安定して、何か月も前から入ることを予測をしながら

調達が可能かなというところがキーになろうかと思います。そういったものが可能であって、

さらに限られた学校給食費の中でやりくりができるような、そういった価格のもので折り合

いがつくものがあるとすれば、可能性としてはあろうかなというふうに思われます。逆に、

そこら辺のあたりといいますか、見込みがつかないようであるとちょっと難しいのかなとい

うふうに思われると思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） なかなか生のもので難しいということをよく理解しました。

最後に質問になりますけれども、じゃ、災害のときにはなるべく協力できるような体制は

一応は残っているよということで解釈させてもらってよろしいですか。はい、ありがとうご
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ざいます。

次に、旧山田邸の利活用ということでございますけれども、福祉の避難所として、この前

町長がほかの議員に対して、隣の近隣の市町と協力してやっていくというようなことで、私

も、例えば災害があったときに、じゃ、下田のほうへと連れていくのかとか、取りあえず西

伊豆でもいいですけれども、そこでしたら何か山田邸があそこは福祉の関係、福祉の関係は

例えば学校とかいろいろなところへ行って大きな騒いだりとかもあるでしょうし、精神的な

ものもありましょうから、そういうところで私は山田邸がうってつけではないかとそう考え

たんですけれども、先ほど町長は、山田邸はそのときの災害のときには泊まったりとかとい

うことで使うということでありますけれども、そうすると、じゃそこの福祉の方はどこへ行

けばいいのかということがなるわけですけれども、それに対して町長、いいところがお考え

ですか。それとも学校に行けばいいじゃないかと、学校の一室を与えればいいじゃないかと

か、そのように考えなのか、ちょっと伺いたいと思いますけれども。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） こういうところがあるからいいじゃないかということが実際にできれ

ば一番簡単で一番効率的だと思います。

ただ、災害時のことをいろいろ想定していく中でいろいろ学びもありながら、先ほども能

登の事例もありますけれども、そういったところを学びながら、やはり事前準備をしていく

中では、今の現状にあるもの、そしてこれからそういったものを想定していく中では、現状

の福祉避難所、決して足りている、充足しているとはもちろん思いませんけれども、そこを

まず第一に優先していただくと。受援体制も含めて、避難所だけでなく受援体制も含めてい

ろいろ考えて、総括的に考えなければならないので、その部分も議論を進めているところで

ございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 能登と違いましてうちのほうは暖かいですから、雪も降らないしいい

ところだと思います。そういう点では恵まれていると思いますけれども、やっぱりある程度

弱者の方と言ったら叱られるかもしれませんけれども、そういう配慮もやっぱり考えてもら

いたいなと思いますので、これからもよろしくお願いいたします。

次に、松崎の目玉の観光スポットということで、これは企画観光課長が一番いいのかなと

思いますけれども、21世紀の森、これは今インバウンドの関係もありますけれども、外国人

の方が本当に喜ぶところですよね。町長、シイタケでしたか、そういうところがいろいろあ
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りましたけれども、あそこはもう全然使えませんよね、遊具も使えません。私も何回も見に

行きますけれども。そうしたときには、やっぱり外国人の方が来て喜ぶのは、コケむしたそ

こが好きなんですよね。お地蔵さんが立っていたり、そして瞑想の森、これ瞑想の森も本当

に喜びます。喜びますけれども、瞑想の森の座るところはコケが生えちゃって、もう本当に

普通ビニールか何か持っていかなきゃ座れないんですよね、もう染みてきちゃって。昔はこ

んなじゃなかったんですけれども、ちゃんと座れたんですけれども。そして最近では、ある

有名人の歌手の方なんかも来て、いろいろいいところだと。そして烏帽子山もその有名人の

方は来て、いいところだということを言いましたけれどもね。私は、この今2030で、この前

も発表会がありましたけれども、いろいろなルートを使って町を売り出すよというようなこ

とありましたけれども、私は烏帽子山、そして21世紀の森、長九郎山、そして大沢の鮎の茶

屋さんの上へ上った、山桜が、天の川と言ったら大げさですけれども、物すごいきれいなん

ですよね。ですから、それは３月。５月は何でしたっけか、長九郎のツツジ、そして１年中

としては烏帽子と、そして21世紀の森、これがそんなコースにもなるんじゃないかと。

そんな中、最近、課長がいろいろ古道というか整備をしているということを聞きましたけ

れども、課長、そんなところへ2030も併せて、新しい町の観光スポットということで計画が

できないでしょうかね。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 議員のほうからいろいろなお題、烏帽子山、21世紀の森、長

九郎、いろいろご提案がありましたけれども、今、2030のサステナブル・ツーリズムと古道

のチームのほうでいろんな町の自然、それから歴史、文化を生かしたコース設定しておりま

すので、そちらのほうはグリーン・ツーリズム事業の一環として非常に松崎町にとってもい

い観光施策になると思っておりますので、そちらのほうはコースは定めましたけれども、今

後はどういった形で売り出すかということが課題となっておりますので、その辺は町として

も協力、支援しながら努めていきたいと考えております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 時間延長してもらえますか。

○議長（深澤 守君） 許可します。

○８番（藤井 要君） 休みとかに課長が本当にいろいろな町の観光スポットで整備している

ということを聞いております。そういう中で、ほかの人も山歩きをやっている人たちもいる

わけですけれども、21世紀の森をもう少し、１年中烏帽子ということで、もうちょっと整備
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できないんですかね。今回、予算が去年は300どんかい、今年が200どんかいということで、

予算的には減っていましたけれども、これは、前回管理してくれている人が労働時間が減っ

たというようなこと、これもそうかなと思いますけれども、もう少し手を入れて、そして宝

蔵院から長九郎に登るそういうルートの整備とかできないものなんでしょうかね。それの点

はどうなんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 21世紀の森の整備については、町長の答弁の中でお答えした

とおりなかなか難しいところがありまして、現状で使われているところはきれいにしていき

たいと考えております。先ほども、もう座禅台がちょっと腐食して座りにくいというのはま

あ承知しておりますので、そちらも小修繕については町としても対応できると思いますので、

そういったところの対応であるとか、あとは2030のチームでも石仏周辺のところをきれいに

していただいて、コケのをちょっと増やしたいという活動がありますので、そちらにつきま

しては町としても、そういったほうが21世紀の森の魅力を増すことになりますので、そうい

ったところにも努めていきたいと思います。

遊歩道につきましては、なかなかお金をかける整備というところはいかないですけれども、

トレイルの整備については私も含めてボランティアでやっている方もおりますので、そうい

った形で整備しながら、お金をなかなかかけられないですけれども、限られた予算の中で対

応できることはやっていきたいと考えております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） なかなか難しいということですけれども、一番の難しいネックという

かは何なんでしょうかね。それが解決すれば、もうどんどん進んでいくような気もするんで

すけれども、一番の問題点は何ですか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 21世紀の森の整備の関係で問題の関係は、当初の整備のとこ

ろはちょっと広過ぎてというところで、実際に観光客が魅力と感じて訪れるところが限られ

ているといったところがありますので、施設規模がちょっと当初の段階でちょっと大き過ぎ

たかなというのは、担当課としては思っているところがございます。

あとは、管理の関係でございますけれども、現在、シルバーの方だけにちょっとお願いし

てメインとしてやっておりますので、そういった管理に関わる方もちょっと少ないのかなと

いうのが、今までの整備がなかなか行き届かなかったという課題かなと考えているところで
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ございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） まあ広過ぎたりとかいろいろあるでしょうけれども、ＰＲできていま

すか。全然できていないような気がするんですよ。だからインターネット、町の広報も使っ

てですけれども、もっともっとＰＲすべきだと思うんですよ。日本の方というか、国内から

はそんなには行かないかもしれませんけれども、先ほど言っている外国人の方が本当に魅力

的に感じる、私も連れていったことがありますけれども。ですから、そういうもっと発信を

してもらいたいと思いますけれども、もう少し何かこうインターネット等もそうですけれど

も、ＳＮＳ等を使って発信、課長、できないでしょうかね。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 情報発信につきましては、議員のおっしゃられるとおりで、

町としても課題として考えております。町のほうでもインスタグラムとかフェイスブックと

かでもやっておりますけれども、そのほか振興公社、観光協会でもＳＮＳ使って発信してお

りますので、ただ発信はしておりますけれども、なかなかお金を使ってまで発信できるとい

うところがちょっとできていないところがありますので、その辺につきましては、ちょっと

また検討、有効な情報発信ができるかどうかというのは、費用をかけてまでやるかとどうか

も含めてちょっと検討していきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 町の観光が衰退してきているわけですので、宿泊ばかりじゃなくて、

海の幸ということがなかなか今難しい時代になってきましたので、そういう点にまた注力し

てもらって、ＰＲしてもらいたいなと思います。

町長が、台湾とかいろいろありますけれども、台湾にも今度来てもらうときにはやっぱり

そういうところに連れていったりとか、いろいろしてＰＲに努めてもらいたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。

最後の質問になりますけれども、能登半島の関係ですけれども、今、よく関連死というこ

とが言葉が出ているわけですけれども、うちはそこまでいくかどうかは分かりませんけれど

も、第１次避難所が長くなるというようなことが想定した場合に、その関連死なんかをなく

すために、先ほど、女性や子供たちのためにということで、アドバイザーみたいのがいると

いうことですけれども、その関連死について防ぐ主な手だてということはいろいろ考えてい

るでしょうけれども、一番重要なことというのはどのようなことを考えておりますかね。
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○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 災害関連死につきましては、東日本大震災から始まって、能登の地震

の前には熊本地震、そして今回の能登というようなことになっております。災害関連死が非

常に多かったのは熊本の地震でございます。

そうした中で、やはり一番はその地域のコミュニティー、田舎らしさという部分の中で孤

立になっていく、支えが薄くなる、助け合いが薄くなるといったようなことがやはり１次、

発災後逃れた後の１次避難所、もしくは２次避難所において非常に大きい原因だと新聞、ニ

ュース等でも言われているとおりでございます。防災関連の勉強会でも必ずそこの部分は出

てきているので、できるだけコミュニティーをしっかりと残しておくことが一番の対策であ

ると。冒頭、私の挨拶の中でも申し上げましたとおりでございますので、そういった意味で

はこの地域のコミュニティー、しっかり結束を普段からつくっておくことが必要と考えてお

ります。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 関連死を起こさないために、町長、常日頃からまた考えていくという

ことですからお願いしたいと思います。

そして、避難所の一番問題になっているのが何かＴＫＢですか。トイレ、キッチン、ベッ

ドというようなことで、あと水とか、電気とかそういうのはまた別ですけれども。トイレな

んかの場合は、やっぱり女性が大体７割、男性が３割ぐらいということで使用というか、規

模になろうかと思いますけれども。そして、Ｋはキッチン、これは災害のというか感染の蔓

延とか、これはベッドもそうでしょうけれども、そういうことがあるみたいですけれども、

いろいろ備蓄等もやっているわけですけれども、その点に対して、トイレとかそういう配慮

がなされているのか。そして岩科のほうなんかへ行くと、まだ岩科の体育館ですか、雨漏り

がしているよというようなことも伺っているんですよね。そうするとベッドの関係だってそ

ういうところには敷けないわけじゃないですか。ですから、ＴＫＢの、キッチンはこれはな

かなか炊き出し等でやるしかないかと思いますけれども、そういう点、男女の関係とかの比

率、そういうことはどのように考えているのか、お願いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 災害時のトイレにつきましては、かなりやっぱり重要な

問題であるというふうに考えております。

来年度につきましても、トイレ用の消臭剤ですとかそちらのほうは購入をさせていただく
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予定でおります。

ただ、今現在使われていない小学校ですとか、体育館辺りですと、トイレの一昨年度も岩

科小学校の体育館整備させていただきましたけれども、やはり使わなければ施設のほうはだ

んだん劣化してまいりますので、できるだけちょっと頻繁に使っていただかないとまずいの

かなというふうには思っていますので、学校のほう辺りは点検に毎年、毎月行っていますの

で、その際には水なんかを流してもらうような形で今現在対応してもらっています。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 時間がなくなりましたので、先ほど言いましたように、女性の……

○議長（深澤 守君） すみません、まとめていただきたいんですけれども。

○８番（藤井 要君） まとめなんかいい。

そういうことで、７対３ぐらいということで、パーティションをつくったりとかいろいろ

そういうことで配慮してもらいたいと思いますし、私、先ほどの７件ぐらいあると言いまし

たよね、閉鎖されるというか、交通手段がなくなるところ。そういうところ、昔から言って

おります、ドローンを使ったということでずっと言っているんですよね。ドローンを購入し

て、小さいやつでいいわけですから、最初は役場の職員とかそういうことを慣れらかしても

らって、そしてそれをつなげていくということで、ドローンを活用した、常日頃からそうい

う体制づくりをしてもらいたいなと思いますので、よろしくお願いします。

ちょうど時間が来ましたので、私の質問は終わらせていただきます。ありがとうございま

した。

○議長（深澤 守君） 以上で藤井 要君の一般質問を終わります。

50分まで暫時休憩します。

休憩 午前１０時３７分

再開 午前１０時５０分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────
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◇ 髙 栁 孝 博 君

○議長（深澤 守君） 一般質問を続けます。

通告順位２番、髙栁孝博君。

（７番 髙栁孝博君登壇）

○７番（髙栁孝博君） 壇上から質問いたします。

能登半島の災害に際して、亡くなられた方への哀悼の意を表します。

被災された方には、お見舞いを申し上げます。

能登半島の災害は、よく似た伊豆半島にも起こり得る状況にあります。今回は、想定以上

の災害が発生したように思います。

ある人が、歌手のグループの名前をもじってＭＫＢ48と言った方がいます。これはＭは、

私はメディカルというふうに思うんですが、その方は水と言ったような気がするんですけれ

ども、メディカルいわゆる医療、それからＫはキッチン、先ほど藤井議員のほうからもあり

ましたけれども、キッチンですから食料、水含めてそういったものが必要になると思います。

それからベッド、ベッドは居場所ですね。先ほどトイレの話もありましたけれども、居場

所の確保、これは48というのは、48時間以内に確保する必要があるというふうに思います。

最初の日はとにかく余震があって、活動ができない状況が続くので、48と言っていると思

いますけれども、あと私はそれプラス、音楽でいくとＤＪ、Ｄは電気でＪは情報だというふ

うに思います。それらを確保する、そのことが非常に困難になっている。今回の災害を見ま

すと、私たちが今持っている防災計画というものをもう一度見直す必要があるように思うわ

けでございます。

今回は、道路の寸断で孤立地域が発生し、支援復旧が思うようにできないという、そうい

う状況が起きています。また、想定以上の避難者で、避難所以外のところで避難される方が

少なくありませんでした。多くなっていました。

これは断水が２か月たっても解消していない。そのために家に帰られない人がたくさんい

らっしゃるようです。

それから、関連死が発生している。感染症対策、メンタルヘルスがさらに必要ではないか

と思います。

余震があり、家庭に入れない状況が続いて、備蓄が取り出せない場合がありました。

そこで、防災計画の見直しについて、能登半島の被災を鑑みて、今の防災計画と今後の町

の防災をどう考えるか、通告してある11項目と災害時の教育確保について質問します。
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次に、全国的な働き手不足から町の職員の募集もままならないようです。働き方改革に沿

った働き方も求められております。若い方が辞められることもあります。

そこで、役場職員の働きがいについて、職員のスキルアップとメンタルヘルスの対策をど

う考えるか、３項目を質問します。

また、今年度はＡＩ、人工知能を使ったビジネスが急速に増えてきています。

自治体も、ＡＩを使った業務改革の事例が多く見られます。自治体のＤＸの推進も求めら

れております。

そこで、松崎町のＤＸ推進について、今後の取組についてどう考えるか。人材の育成につ

いて、システムの導入について、令和４年度の包括連携協定を締結した２社との現在の取組

と今後の予定を質問いたします。

以上、詳細について通告してありますので、一問一答で質問席でやりたいと思います。

○議長（深澤 守君） 町長。

（町長 深澤準弥君登壇）

○町長（深澤準弥君） 髙栁議員の一般質問に回答させていただきます。

大きな１番、防災計画の見直しについて。

①令和６年１月の能登半島の被災を顧みて、今の防災計画と今後の町の防災をどう考える

か。

（１）番、道路の遮断時の孤立化対策に自衛隊支援要請は今まで以上に必要とならないか

という質問に対してでございます。

令和６年元日の能登半島地震は、石川県輪島市などで最大震度７という大変大きな地震と

なりました。また、震源地が能登半島の先端ということで、半島における地震災害として、

当町にとっては、今後の防災において地震対策の参考となる地震であったと思います。

地震の際、自衛隊に災害派遣を要請する場合には、第34普通科連隊の重迫中隊が賀茂郡内

に入ることになっておりますので、平時から自衛隊との連携を密にし、必要な支援を要請し

てまいります。

（２）番、避難所外の被災者も食料、水がないと避難所へ行くようになる。自宅などへの

物資の支援はという質問に対してでございます。

災害時の支援物資については、自宅避難者も受け取りに来ていただくことが原則となって

おります。また、自力での受け取りが困難な方については、地域防災の観点からも地区内で

の助け合いにご協力をお願いしたいと考えております。
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（３）番、感染症対策（清掃、消毒、隔離）は十分かという質問に対してでございます。

災害時の感染症対策につきましては、新型コロナウイルスやインフルエンザなどの感染者

が確認された場合には、急速に蔓延することが想定されます。こうした場合、感染者は一般

の避難者とは別に部屋を確保していく必要がございます。

町では、簡易テントやアルコール、次亜塩素酸などの消毒薬を備蓄しております。これら

の資機材を有効に活用し、感染対策を講じてまいります。

（４）番、関連死対策のために避難所の設置、避難生活への追加施策はあるかという質問

に対してでございます。

災害時には、避難生活の長期化が見込まれるため、できる限り快適な環境を整え、ストレ

スの軽減に努めてまいります。また、関連死を防ぐよう、仮設住宅等を整備する際には、コ

ミュニティーを保つなどの配慮をしていきたいと考えております。

（５）番、耐震化率のさらなる向上施策はあるかという質問に対してでございます。

当町における木造住宅の耐震化率ですが、令和２年３月末現在、61.2％となっております。

阪神淡路大震災をきっかけに、静岡県と市町が連携して、木造住宅耐震化プロジェクトを推

進しておりますが、本事業における無料耐震診断は令和６年度まで、補強工事の補助も令和

７年度で終了となります。

後継者のいない高齢者世帯の増加や、工事費用の問題により、耐震化があまり進んでおり

ませんが、能登半島地震以降、問合せや耐震診断を希望する方が増えておりますので、引き

続き広報紙等を活用したＰＲ活動に努めてまいります。

（６）水道施設の耐震化をどう考えるかという質問に対してでございます。

水道施設の耐震化は、大きな課題であります。これまで、平成21年度から平成23年度に行

った配水池の耐震診断、平成29年度に行ったアセットマネジメント及び平成30年度に策定し

た経営戦略に基づき、施設の更新を図っているところでございますが、厳しい経営状況も踏

まえ、効率的な推進を検討した上で優先順位をつけ行っているところでございます。

（７）番、外国人観光客に対する避難所の言語対策はという質問に対してでございます。

日本への外国人観光客が増加している中で、災害時の避難所等における外国人対応も準備

しておく必要がありますが、地方の松崎町まで来られる外国人の方は、日本語は話せなくて

も簡単な日本語は理解できる方が多いと考えられますので、阪神淡路大震災を踏まえ、考え

出された外国人にも分かるように配慮して簡単にした日本語となる易しい日本語での表記の

準備をしていきたいと考えております。
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（８）連絡手段として携帯が使えないときの対策はという質問に対してでございます。

先ほどの、藤井要議員の質問でも回答いたしましたが、各地区の自主防会長には、デジタ

ル簡易無線機や小型無線機、衛星携帯電話が配備されております。無線による情報通信の手

段は、携帯電話が普及する以前から災害時の通信手段として取り入れられております。

（９）津波対策の水門工事に向けての取組はという質問に対してでございます。

松崎海岸における津波対策は、防潮堤、水門とも、県営事業となります。防潮堤について

は、現在、詳細設計を行っており、早ければ令和６年度中の着工となる見込みでございます。

水門については、県が主催する那賀川水系流域委員会において、河川整備計画の策定を進

めておりますが、この計画の中で水門整備についても計画が示されることになります。

（10）医療の確保について追加対策はという質問に対してでございます。

広域で災害が発生したときは、静岡県の広域計画では、国及び他の都道府県と連携し、市

町のみでは対応できない広域的な医療救護活動を行うため、あらかじめ災害拠点病院を指定

し、重症患者の広域医療搬送体制や医療に係る広域受援体制を整備することになっておりま

す。

（11）ペット同伴の避難者の追加対策はという質問です。

こちらも、先ほどの藤井要議員の質問でお答えしましたが、ペットとの避難につきまして

は、旧岩科小学校にペット用の棚があり、そこにケージやキャリーバッグに入れていただく

ようになります。近年ペットは家族の一員という意識もあることから、まずは飼い主による

自助を基本として、ペットを原因としたトラブルが生じないよう、ペットを飼育していない

避難者に配慮することが求められるところでございます。

○議長（深澤 守君） 教育長。

（教育長 平馬誠二君登壇）

○教育長（平馬誠二君） １、防災計画の見直しについて。

②被災時の教育確保に向けて追加施策はについてお答えいたします。

松崎町地域防災計画では、共通対策編第３章22節及び地震対策編第５章第11節に被災後の

対策に関する記載がございます。

特にご質問の被災時の教育確保に関しましては、速やかな学校再開に向けた対策が必要と

なってくると思います。

地域防災計画では、校舎が災害により被害を受けた場合は、分散授業や他の施設を間借り

する等の手段も検討し、授業再開に努めるとしております。
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しかし、今後発生が予想される南海トラフ巨大地震など被害が広範囲に及ぶ場合は、町内

でこれらの手段を取ることが難しい場合も想定されます。そのような場合には、今回能登半

島で行われたような集団避難など柔軟な対応も視野に入れ、教育環境の確保について検討し

ていく必要があると考えております。

○議長（深澤 守君） 町長。

（町長 深澤準弥君登壇）

○町長（深澤準弥君） 大きい２番、役場職員の働きがいについて。

①職員のスキルアップとメンタルヘルス対策をどう考えるか。

（１）チェックシート、アンケートの活用はあるかという質問に対してでございます。

役場職員のメンタルヘルス対策として、毎年ストレスチェックを行っております。この結

果は各個人に返却され、どういったところにストレスがかかっているか知ることができます。

また、総務課には男女別、年齢別、職場別の結果表が送られ、どのようなところに負荷がか

かっているかや、どういった対応によってよい効果が得られているかなど分析をされている

ところでございます。

（２）自動化による業務の改善をどう考えるか。ＣｈａｔＧＰＴ、ＡＩなどの導入による

省力化とワークライフバランスの確保の考えはあるかという質問に対してでございます。

各企業においても、労働力不足が懸念される中で、業務の自動化は有意義なものと考えて

おります。こうした中でＣｈａｔＧＰＴやＡＩなどを利用した業務については、県内でも複

数の市が導入しており、挨拶文や資料作成に利用しているということです。

今後、当町でも導入する場合には、セキュリティ対策や利用に当たってのガイドラインを

策定する必要があります。デジタル技術を応用した業務が普及し、業務の効率化が進み、職

員の業務量がそれにより軽減されるため、ワークライフバランスも充実すると思われます。

（３）職員が研修を受けやすい環境を整えるために、研修期間中の業務の代替など、業務

上の配慮が必要と思うがどう考えるかという質問に対してでございます。

職員研修につきましては、町村会が主催する研修会や各課の担当ごとに行われる研修など、

多くの項目があります。これらの研修会は、コロナ禍前は町外で行われることがほとんどで

したが、コロナ禍以降ウェブでの研修が取り入れられ、移動に大きな時間を割くことなく、

研修に参加できるようになりました。

職員は、研修に行く際には事前に予定を立てた上で研修に参加するため、現在のところ大

きな問題には至っておりません。
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また、研修期間中の業務につきましても、課内で担当業務を割り振るなど、職員が研修に

専念できる体制は整っていると思われます。

大きな３番、ＤＸの導入について。

①今後の取組についてどう考えるか。

（１）人材の育成はどこまで進んでいるか。情報担当によるデータのメンテナンスが必要

である。専門担当の育成をどうするかといった質問でございます。

町内のＤＸの導入につきましては、ＤＸ関係の業者との打合せなどを行っている中で、ま

ずは電子入札の導入や勤怠管理、押印の廃止など身近なものから対応していきたいと考えて

おります。

こうした中で、令和６年度は地方創生人材支援制度を活用し、デジタル専門人材を派遣し

ていただくことで、予算を計上いたしました。

これにより、電算担当も専門的な知識を習得でき、庁舎内のＤＸ化も格段に進歩するので

はないかと期待しております。

なお、専門の担当者を置くとなると、その職員が不在の場合、対応できる人材がいなくな

ることから、多くの職員を育成していく必要があると考えてございます。

（２）システム導入の考え方について。

ア、ＡＩによる問合せ対応や、受付案内業務の改善を目的に、ＣｈａｔＢｏｔなどの導入

の考えはあるかという質問に対してでございます。

ＣｈａｔＢｏｔについては、コールセンター業務やヘルプデスクなど様々な問合せ業務に

対応することによって、業務の効率化が進められております。これらの技術は４、５年で大

きく変わると言われており、生成ＡＩやＣｈａｔＢｏｔの導入により、多くの業務の効率化

が図られ、組織の大きい企業などでは有効に活用できるとしても、当町のように規模の小さ

い自治体では、大きなメリットはないのではないかと考えられます。

今後、これらのシステムはより進化し、様々な状況下で利用できるようになれば、費用対

効果を検証しながらも導入してまいりたいと考えております。

イ、検索のスピードアップによるサービスの改善と職員の省力化を図るため、Ｏｆｆｉｃ

ｅＢｏｔなどの導入の考えはあるかという質問でございます。

ＯｆｆｉｃｅＢｏｔは、社内ＤＸ、問合せ対応効率化などの効率化を図ることに特化した

ＡＩＣｈａｔＢｏｔとなります。

先ほどの質問にも回答いたしましたが、大手企業や大規模な自治体のように問合せが多い
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事業所であれば業務の効率化のための導入についての価値は高いと思われます。しかし、当

町のように小さな自治体では、どのような状況において導入する必要があるのかも含めて、

今後検討してまいりたいと思っております。

（３）令和４年度に包括連携協定を締結した２社との現在の取組と今後の予定はという質

問に対してでございます。

令和４年９月に、ニューホライズンコレクティブ合同会社と株式会社電通国際情報サービ

スとで包括連携協定を締結いたしました。この協定では、地域のデジタル化、役場内のＤＸ

による業務の効率化、官民データの利活用等についての協定を締結いたしました。今年度は

この協定に基づき、デジタル関係についての職員研修を行っております。来年度は、派遣予

定のデジタル専門人材からの助言等を踏まえ、２社との連携を強化していきたいと考えてお

るところでございます。

以上、髙栁議員からの一般質問への回答とさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 一問一答でお願いします。

○議長（深澤 守君） 許可します。

○７番（髙栁孝博君） まず、防災計画の見直しについてでございますが、能登半島における

災害は、想定以上の災害が来たように思います。海岸が隆起するとか、普段あまりなかなか

聞き慣れないことが起きている状態になっていまして、半島という特異性から交通が遮断さ

れてしまうともう孤立化してしまう。そうすると支援もできにくい、復旧もなかなかできな

くなっていくという状況が発生するわけでございます。

支援とか何か来ていただくと、その支援の方たちのことを考えて、いろんなことができる

わけですが、なかなかできなくなってしまうということが今回起きたわけでございます。

自衛隊の方もかなりなかなか入れなくて、孤立するところへは車両は行けませんので、歩

いて行くといういったようなことが起きていると。そうすると、そういったこともある程度

想定していかなければいけないなと思って。

レベル２で多分考えられると思うんですが、東南海になってしまうと各広範囲、もっと広

範囲に半島だけではなくて、広範囲に被災されることが想定されているわけでございます。

そう意味では、オーバーレベル２というか実際に通れなくなっちゃったらどうするのとか、

それから避難所に対してもこの中にも質問の中にも入れましたけれども、避難所に対しても

非常に多くの方がいるということで、そのあたりの見直しというのは必要じゃないかと思い
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ます。

オーバーレベル２くらいの支援も来られない、医療の派遣もなかなか届かないといったと

きに、じゃあどういうふうにしていくかということをちょっと考えておく必要があると思う

んですが、そのあたりいかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 髙栁議員がおっしゃるとおり、想定を超えた地震だったということで、

能登半島地震の対策は非常に遅れていると、冒頭申し上げましたとおり、初動の判断が非常

に難しかったということで石川県のほうからも伺っております。

そうした中で、うちのほうの防災計画については、県のほうの想定を基に想定している範

囲でございます。ただ、髙栁議員のおっしゃるとおり、想定をクリアしていればいいかとい

う、いわゆる東日本のときに想定外という言葉を自治体が使っていたことに対しての批判も

非常にありましたので、そこの部分については、やはり想定外をできる限りなくすような形

での対策について考えなければいけないと考えております。

ただ今回、昨年、今年度県のほうも見直しがかかりまして、うちのほうもこれから見直し

に入っていく状況にはなっていくので、そうした中では、今回のやはり能登半島地震につい

てのやはりこの情報をしっかりと踏まえた上で考えなければならないなということは考えて

おります。

先ほどもおっしゃっていたとおり、能登半島と同じような状況でございまして、拠点施設

が、金沢とかそういったところから行くのに最初の頃は４時間以上余計にかかったというよ

うなことを伺っていますので、先日も７市６町の首長会議急遽開きまして、その中で伊豆半

島として防災に対する考え方をもう一度練り直そうじゃないかというようなことで、今月も

３月中旬に下田で防災に対する考え方のシンポジウムを計画しているところでございますの

で、そういった意味では、想定を超える部分について考えられることはしっかりと準備して

いくような計画にする必要はあるなと感じているところです。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 認識として、なかなか難しいところへ入っていくなというふうに思う

わけです。そのあたりも検討していただけるということで、これは人命にも関わりますし、

将来この町が、みんなが帰って来られるかどうかというところにも関わりますので、やはり

そこのところも考えておいて、被災された方もよそへと避難した方も戻ってこられる、そう

いったことまで考えてのぜひ検討をお願いしたいと思います。
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それで、中の細かいことに入っていきたいと思いますが、今回は避難所以外のところで避

難された方がたくさんいらっしゃいました。孤立したものですから、なかなか避難所へいけ

ない、車両も手元になくなってしまったということで、避難されている方が非常に困ったと

思います。中にはビニールハウスの中で生活する方もいらっしゃいましたよね。でも、そう

いったところに食料を届けてあげないと、こんだけ２か月とか長い避難生活になってしまう

と相当の量がないと、各地区でももたない。

それから、うちが倒壊してしまって、備蓄はしてあっても取りに行けない。取りに行くと

危ないから入れない。そういう状況になってしまったときのこともある程度考えなければい

けないと思います。そのあたりの個々に考えていかなければならないということが起きてし

まいまして、自助共助が難しくなったときに、やはり公助だけが頼りになると思います。そ

のあたりも検討していただきたいと思いますがいかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 今回の能登の地震で、やはり公助が届かない時間が大分長かったとい

うことで、その中でやはり自助共助に頼らざるを得ないところが多かったと聞いております。

今回、うちのほうの先ほどもお話しの中にあった孤立の予測される地域においても、やは

り情報というのを髙栁議員もおっしゃっていただいておりますけれども、まずは情報をちゃ

んと仕入れて、何が必要であるか、その孤立した被災地がどういう状況であるかの情報収集

がまず１番、そしてその後にやはり今回の東南海トラフを想定した場合については、津波浸

水区域外のところに孤立集落はなりますので、そういった意味では建物がまずは耐震化され

ていて、公民館も含め、そういったところへの備蓄の製品でつないでもらうと。

その後に、やはり職員の数ももちろん限られますので、公助の部分をこの松崎町役場だけ

ではやはり到底追いつきませんので、そういった意味ではほかの自治体との協力も仰ぎなが

ら、なおかつ国・県へまず真っ先に支援を要請し、その上で自衛隊といったところ、そして

最終的には今回ボランティアも大分石川の場合町道の関係で入るのが遅れています。

道路の関係ももちろん大きかったんですけれども、そういった意味で、そこの部分も含み

ながら災害ボランティアの部分についてもやはり受入れの体制をしっかりとつくっておく必

要があるのではないかと。そのときもやはり広域エリアを限定せずに、広域の拠点を考える

というようなことも想定の中に入れつつ対応していく必要があるとは考えているところです。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） いろいろ検討する、非常に難しいと思います。災害というのはお金か
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けて限度がないわけですよね。そういう意味で難しいと思いますけれども、いざ被災してか

ら考えるというのはさらに難しいわけですので、その事前に今の防災計画の中にさらに追加

して、道路が遮断されているけれどもどうするのか、避難所がたくさんできたときにどうす

るかというのをぜひ入れていただきたいと思います。それは後でまとめの中でお願いしたい

と思いますけれども。

続いて、耐震化の関係ですけれども、63％くらいあるということで、県がたしか60％くら

いで目標にしていたと思うんですが、東京都のほうは90％くらいあるというふうに認識して

いるんですけれども、空き家とかそういったところはどのように考えられているんでしょう

か。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 今、住んでいる人の命を守るというのが最優先といいますか、

そうなりますので、空き家についての耐震化というのは特には考えておりません。

空き家でも、耐震化はできますので、そういう多少お金が必要になりますけれども、そう

いう方はそういう方で耐震化をすればいいとは考えております。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 空き家とはいえども、倒れてしまって、例えば道路に来てしまうと通

れなくなってしまうとか、いろんな面で支障は出てくるわけです。だからそういった意味で

はそこも少し把握しておく必要はあると思います。

それと、今回の能登半島の地震を基にして、さらに耐震化を進めていただけると、今住ん

でいるところの耐震化だけを見ていると思うんですけれども、それがもう耐震化しないよと

いう人はなかなかやっていただけないと思うんですが、やれそうな方にはぜひ、年度は診断

が６年度で７年度に建築やらないと補助金も出ませんよということでもう一度ＰＲしていた

だく考えはないでしょうか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 耐震診断については６年度ありますので、当然２月の広報に

も載せましたけれども、また４月以降も新たに広報紙の紙面を確保して掲載はしていきたい

と思っております。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） もう時間もないので次へいきたいと思いますけれども、教育のほうで

すけれども、教育のほうはリモートの授業というのもやられたようです。それで現状、リモ
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ートで授業をやろうとした場合に、そういった訓練とかそういったものはなされているんで

しょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 今、能登の状況を聞いていますと、能登の学校で学校

に通える子たち、それから遠方へ避難をしている子たち、それから避難所から学校へまだ通

うことができていないという子がちょっと前までは一応いらっしゃったというふうに聞いて

おります。

この３種類の学習環境の子供たちが、オンラインで、タブレットでつないで授業をやって

いたというような状況があったということは報道等で聞いております。

こちらの伊豆半島も、同じような環境になったときにある程度はＺｏｏｍですとか、グー

グルミートですとかそういったものを使った学習というのも一部取り組んでおりますので、

そういった対応についても行うことは不可能ではないのかなというような認識でおります。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） リモートでできるかどうかというのは、生徒さんの環境にもよるわけ

です。だから生徒さん側の現状把握をしていかないと、いざというときなかなか連絡のやり

取りもなかなか難しいですので、それをしていく必要があると思いますが、その辺りの考え

はございますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 学校の教育現場の発災から学習の環境の復帰に向けた

流れとしまして、まず、いの一番に発災した後児童生徒がどういった被害を受けたか、元気

でいるかどうかというような安否確認を行います。また、学校に災対本部を設置をしまして、

学校の中の被害状況確認、学校が再開できるかなですとかそういった施設の点検を行います。

その後、私ども教育委員会事務局と学校と協議をいたしまして、どういった形で学校を再

開をしていくかというようなところを準備をしていくことになろうかと思います。

そういった準備をしていくと、今回の能登の状況なんかも見ていますと、おおよそ３週間

程度で通信環境が復旧しているというような状況でございます。おそらくその方針が出る頃、

同じようなペースでいくと通信環境もある程度再開をして、オンラインの授業なんていうの

を学校再開の中の一つの手段として選択可能になってくるのかななんていうようなことで、

今回の地震から見ております。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。
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○７番（髙栁孝博君） 災害の時はいろんな条件があると思うんですが、実際にどういう状況

で教育を確保できるかというのは、時間的スケジュールによって違うと思うんです。そうい

った意味では、ＢＣＰいわゆるビジネスコンティニュイティープランというのはつくられて

いるんでしょうか。最初の時には現状把握をしなければならないとか、あるいは最初は生徒

の安否確認がまずとかそういうのはあると思うんですが、そういったものはつくられており

ますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 今、学校では、私どもが行政で使っております地域防

災計画ですとか、あとは学校の危機対応マニュアルというものがそういったものを基本とし

まして作成をされております。

そういったものの中で、通常の身近で起こり得る風水害の対策から、ある程度大きな地震

等に対する対策、そういったものは今想定可能な範囲では、ある程度立ててそれをＢＣＰと

してといいますか、そういった対策として準備をしておるところでございます。

ただ今後、こういった日本国内、それから世界各地で起こる災害を反省する材料といいま

すか、素材としまして、さらにそれにこう付け加えながらいろんな対策を立てていくと、追

加をしていくと、修正していくということを現在考えておるところでございます。

また、一つ具体的な例としまして、先日も町内の園長・校長会を開きまして、教育長から

はもっと短期的ではなく、もっと長期的な流れの中で教育の現場でどういう対応をしていく

かということを考えなさいと、生徒児童の心のケアであるだとか、そういったもっと長期的

なスパンで学校はそれぞれ現場で何ができるか、どうしたらいいかということを考えなさい

という指示も出されたところでございますので、そういったことをこれからも積み重ねてい

きたいなというように考えております。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 防災についてここでまとめたいと思うんですけれども、教育のほうも

まだ長期的な計画とかそういったものを検討されるようですし、さらにオーバーレベル２と

いうか、ちょっと考えられなかったようなことも少し考えなければならないということで、

検討されるということで、そういう考えでよろしいでしょうか。

じゃ、それでお願いします。

それから、次の役場職員の働きがいですけれども、これはどの職場も同じだと思います。

役場の職員だけではないと思うんですが、なかなか人手が集まらないという中で、人手をカ
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バーする、そういった意味でシステムを入れる中にＣｈａｔＧＰＴとか、そういったＡＩを

使って業務の案内、あるいは職員がそこをＡＩに聞きに行くと業務のことに答えてくれる。

職員というのは３年くらい経っちゃうと交代する可能性があるわけです。そういったときに

せっかくそこで知り得た知識というのが、また新しい方は新たな知識でやらなければいけな

いということが出てくるわけです。

そういった意味で、そういったノウハウを、あるいは中のデータを簡単にＡＩでもって検

索してくれて答えてくれる、そういうふうにしていただければ省力はできるのではないかと

思っているわけです。

そのあたりは、導入するには多分役場の職員であろうと大変なので、誰かそういうソリュ

ーションをやっている会社の方を入ってもらって、データの管理は職員がやってというよう

な感じで入ると思います。これをやると多分いろんな面で研修とか行かなくても、逆に言う

と研修とか行かなくても、これはどうなっているんだと聞くとＡＩが答えてくれるような、

そういった仕組みになれば、職員のほうもこれは分からないけれども、先輩がいないけれど

もどうしようかなんていうようなことがなくなって、ＡＩに聞いてもらえる。

それから、外からの応答に答えるというようなことになってきますと、職員が外から住民

から問合せが来た時の回答というのをいちいちやらなくても、ネットが使える方はそのＡＩ

の回答を見れば、システムが動いている限り365日、四六時中回答が得られるわけです。

例えば、特定健診はいつですかなんていうごく単純なものでも、外からもう今は多分ネッ

トで自分で特定健診ところへ行って何日始まって何時からというのを自分で調べなければな

らないんですけれども、特定健診はいつですかと聞くと答えてくれる。そういったのはそん

な難しくなくできると思います。実際そういうやり方をしているところはあるんです。だか

らそういった事例を入れていただいて、職員一人雇うつもりになってソリューションを雇っ

ていただいてやれば可能じゃないかと思うんです。というのは松崎でそういうことを、僕は

松崎町で……があると松崎に泊まってくれると思っているんですよ。

だから、そういうことをやっておいて松崎では小さいがゆえに先頭切ってやるということ

ができないかと思って、そのあたりいかがですか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 人口減少というのが非常に昨今ニュース等でも出ておりまして、各種

業界、一番顕著なのは運送業界の2024問題でございます。ただ、あの裏には、全ての業界で

人がいないというような状況が隠されておりまして、働き方の改革の表立ったところでトラ
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ックの運転手さんの残業の制限というのが出てきているので目立っておりますが、実はそれ

以外にも医療関係者とかその他こういった公務、そして一般の事業所も非常に苦慮している

ところです。

特にうち、伊豆半島は観光業界が非常に苦慮しているような状況です。今おっしゃってい

ただいたとおり、役場の中もやはりそういったところに対応していかなければならない時代

には来ていますし、最先端とはいきませんけれども、できるだけ早くそういった知識を持っ

たソリューションを入れていくというのは必要だと思っておりますので、うちのほうも先ほ

ど申し上げましたとおり、地域創生の人材支援、活用支援の中でリンクする人材を今雇い入

れる方向で予算立てをしていますので、そういったところはすごく期待しているところです。

髙栁さんがいつもおっしゃっていただいているとおり、ＲＰＡも含めてやはり効率、業務

効率を非常に求める中では必要だなと思っていますし、ＣｈａｔＧＰＴにつきましては、や

はりセキュリティの問題とかあるんですけれども、だんだんとデータも蓄積されていって自

治体向けのそういったＡＩというのも今に確立してくるんじゃないかと思っていますので、

例えば、今までＱ＆Ａで自分たちで探さなければいけなかったことを、まさに問いかけて機

械が答えてくれる。その先にどうしてもということがあれば、町の従業員が対応するといっ

た順番ができると、おっしゃるとおり、非常に効率がいいのかなと思いますので、ぜひそう

いう方向で進めさせていきたいとは思っておりますので、よろしくお願いします。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 全く単純な問合せみたいのが、そちらのほうでＡＩでやっていただけ

れば、職員はもっと住民に対して濃厚な逆にサービスができるわけです。これ住民に喜ばれ

るわけですので、そこはぜひ、多分自分たちでやると負荷がかかってかえって大変ですので、

先ほどそういうソリューションの方が何かみえられるというようなことがありましたので、

これいいことだなと思っておりますので、いいことは早くやったほうがいいんです。効果は

早く出たほうがいい。だからそこは早くやっていただけるというふうに捉えておりますので、

そういうことでよろしいでしょうか。

それでは、最後ですけれども、ＤＸの導入、今のものと絡みますけれども、これについて

もＯｆｆｉｃｅＢｏｔというのがオフィスのデータ、先ほど多分職員の方は何年かいるとそ

この担当のところでエキスパートになっていくと思います。それは自分の担当で持っている

データをよく熟知してきて、それをどういうふうに扱っていくかというのを熟知していくか

ら業務がベテランの動きで動けると思うんです。ところが、またその方が代わってしまうの
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で、そうすると代わってしまうと、また新たに来た方はそこを学ばなければいけないという

ことが起きますので、そういったオフィスのデータをセキュリティが先ほどありましたけれ

ども、セキュリティはやはり考えられていまして、ＶＰＮの工事レベルのところで、例えば

アプリケーションに特定の人しか入れないとか、そういうセキュリティは考えられています

ので、もし、エンタープライズ基幹システムに入るのが大変だということであれば、別にし

てでもネットが見られるようになるとかいう環境とか、ある特定のところで環境をつくって

やるほうが今後だんだんそれが広がっていくと思いますので、試しにでもまず、始める、そ

こが大事だと思います。そのあたりはどうでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 髙栁議員おっしゃるとおり、いろんな意味でセキュリティの部分の対

策も進んできております。そういった意味では、今回のインターネットの関係、仮想の関係

を皆さんにもいろいろお話をさせていただいているところですので、そういったところ進め

てまいりたいと思います。

今、本当いろんな業界でＡＩ導入始まっておりまして、今まで考えられなかった農業のノ

ウハウといったもの、感覚的なものまで今はＡＩで集積をして、それを次世代に引き継ぐと

いったようなことも考えられておりますので、こういった事務レベルでのこともやはり検討

していく必要があるなと思っております。

ただ、スピードにつきましては、先立つものもちょっと関係してきますので、その辺はち

ょっとやっぱりご理解をいただきながら、できる限りのことは進めてまいりたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） ５分延長お願いします。

○議長（深澤 守君） 許可します。

○７番（髙栁孝博君） 先ほど、ＡＩの町長の考え方聞かせていただきまして、ＡＩというの

はあらゆる分野に今入り込んでいるんです。英語の学習さえもうＡＩで英語の会話をやって

いるんです。答えてくれますから。だからそういう時代に入ってきているので、特に教育の

ほうも子供たちがそういったもの、困るのは論文までそれに書かれて、同じ回答が来るって

困るっていうのがあるんですけれども、自分でネットで検索するよりははるかに早く、まだ

完全ではありませんけれども、ヒントをたくさん出してくれますので、そのうちに政策まで

出してくれるんじゃないかと思うんですけれども。

逆にそういうのを使われる、ＡＩに使われるんではなくて使うほうになる。そういった意
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味では、やはりやっていく必要、やっていく中でいろんな課題というのが見えてくると思い

ますので、そこはいろいろ検討しておくということでよろしいでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） おっしゃるとおり、やはりこの生成ＡＩのＣｈａｔＧＰＴも含めて、

いろんな生成ＡＩ出ていまして、やはり使うということ、あくまでも道具であるので、使う

ということをやっていただきたいなと思いますし、例えば、私なんかの挨拶文なんかにして

も、ある程度そういうものを使ってちょっとつくってもらうというのは全然自分としても勧

めている、若い子には勧めたりして、経験をちょっと重ねるようにしております。

ただ、使う使わないとかしゃべるしゃべらないは私の判断にさせていただいているんです

けれども、とりあえずでもそこに触れていくというのは大事だと思います。さっきもおっし

ゃるとおりそれに依存するのではなくて、使いこなす道具としてのもの、そして正しい情報

かどうかもしっかりと自分のほうで確認をした上でそれを活用するというのは非常に先ほど

髙栁議員がおっしゃっるとおり、ヒントとして使うというのは非常に便利なものであるとい

うことを私も実感しておりますので、そういう方向でもし業務効率が上がるのであれば、進

めていきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 私は、本当にこれを町おこしの手段として使えるんではないかと思っ

ているんです。だからぜひそういうのを先頭を切って、まず隗より始めよで、住民の方に全

部やるまでにはなかなか大変ですけれども、町内はそれは比較的動きやすいんではないかと

思いますのでお願いします。

それから、セキュリティについてもいろいろ、今、当然セキュリティがなければ会社の基

幹業務とは接続できませんので、基幹業務と接続した上で各担当が検索できる、あるいは会

社によっては、この担当はここまでアクセスできる、この担当はここまでということで、そ

の担当課のセキュリティも顧客情報はここしかできないとか、そういうセキュリティのやり

方をやっているところもあります。それは当然、それを考えないとオープンにして基幹デー

タを活用することはできないわけです。

だから、そこのところはいろんな方法があるみたいですので、またぜひそこら辺も今度こ

られるＩＴの方が来られたら、当然セキュリティも考えていただいて、自分たちが考えたら

非常に大変ですので、ＩＴの方は今人手が足りないと言っているから、なかなか難しいとこ

ろあるんですけれども、足りないんですよ本当に、ＩＴの人が、それで就職する人はＩＴ行
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きたいという人がたくさんいるんだけれども、なかなか育ちにくいというか、難しいんです

かね。何か時間外が多いのがＩＴの企業の人だという話もありますから、そういう意味では

働き方改革と逆行しちゃう、働き方改革をやるために時間外をやっているわけですから、そ

ういうことで、時間もあんまりですから、最後にいろいろ話していく中で、防災については、

いろいろレベル２だけではできなかった道路の遮断であるとか、通信の遮断とかそういった

ことも考えられているようですので、それを今後防災計画の中に新たに盛り込んでいただけ

るということは考えありますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） ぜひ、そういった中、もちろん前段で議論をした中でやはり乗せてい

くことを乗せていかなくても違う形で周知することというのがあると思いますので、今、根

本的な今言うようなレベル２を超える部分についての考え方というのはもちろん持ってござ

いますので、それに応じた形での記載をしていきたいと考えております。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 基本的に住民サイドで考えていくと、ここが不便だねというところは

多分求めているところでしょうから、そのあたりをよく考えていただいてつくっていただけ

ると住民としては非常にありがたいと思います。

それから、システムの関係ですけれども、システムをやはり入れていくことによって、入

れるときには金はかかるんですけれども、入れたことによって稼働が助かりますので、また

そういう方向に向かっていると思います。

これもぜひそういう例えば業務のフローの標準化というんですか、業務のフローの標準化

ができていないとどこでどういうデータを使えるかというのが分かりませんので、フローの

標準化と使えるデータというのを明確にしなきゃいけない。これは職員側でやらないと、ソ

リューションの方もそこはできないと思います。

ですから、そこのところも検討されて、ぜひ早く実現していただきたいと思います。私も

あまり長くないですから。町を本当にこれから変えるいいチャンスだと思います。まだ、み

んながやっていないからこそチャンスだと思うんです。みんながやり始めたら、まだやって

いないのかとなるわけですから。だからそこのところをやっていただけるということで、あ

りがとうございます。よかったと思います。

今後、２、３の方もおりますので、ぜひ形にしないと何やっているんだという話で、見え

ないなというふうになってしまいますので、そこはぜひやっていただきたい。そこにもう一
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度決意をお願いします。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） ＤＸにつきましては、本当にいろんな意味で進めなければならない時

代にはなっていると思います。その時代に即した中で、やはりまずは町民へのサービス向上、

その裏にあるのが、やはり職員のデジタル技術の導入もしくは、こちらも結局働き方の充実

というかそういうところに持っていきたいと思っておりますので、今回、新年度地域創生の

人材の活用という部分でも皆様方にぜひご理解いただいた上で、進めてまいりたいと思いま

すので、ぜひよろしくお願いします。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） これからそういう検討されて、新しい方向へ向かっていく教育のほう

もまださらに長期的な教育の確保という意味で、防災に対しては昨年でしたっけか、町がそ

の受けてやっていたと思うんです。その前だったかな。そのときに防災のことをつくってい

ると思うんです。教育の防災です。それに対して、今回のように長期に学校が使えなくなっ

た時にどうするかというのをぜひ考えていただきたい。そういった長期のことも検討されて

いるということですので、私の質問を終わりたいと思います。

以上です。

○議長（深澤 守君） 以上で髙栁孝博君の一般質問を終わります。

午後１時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時４４分

再開 午後 １時００分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────

◇ 髙 橋 良 延 君

○議長（深澤 守君） 一般質問を続けます。

通告順位３番、髙橋良延君。
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（３番 髙橋良延君登壇）

○３番（髙橋良延君） それでは、議長の許可を得ましたので、通告に従い壇上から一般質問

を行います。

初めに、本年１月１日、お正月の団らんのひとときを襲った能登半島地震において、尊い

命を落とされた皆様に謹んで哀悼の意を表すとともに、いまだ避難所などで不便な生活を強

いられている皆様に心よりお見舞いを申し上げます。復旧・復興が一刻も早く進み、日常の

生活に戻られることを強く念願しております。

さて、私の一般質問は３件となります。１件目は地震津波防災対策についてであります。

私は、12月定例議会におきましても地震津波防災対策について一般質問をしました。

令和４年度で終了した地震津波アクションプログラムは、33のアクションで目標には達せ

ず、やり残した対策は山積しています。さらに、能登半島地震は同じ半島に住む我々松崎町

にも大きな課題を突きつけました。

そこで、新たな地震津波アクションプログラムを早期に策定し、対策を進めるべきではな

いか。また、能登半島地震で問題となった住宅の耐震化、孤立集落対策、食料・水・燃料な

どの緊急物資の確保に町としてどのように取り組み、町民の命と暮らしを守っていくのかに

ついてお伺いいたします。

２件目は、松崎町の水道事業についてです。

近年の災害において、水道の重要性、ありがたさが改めてクローズアップされています。

国は、国土強靭化年次計画2022を策定し、水道においては基幹管路の耐震化率を2028年度

末までに60％以上に引き上げる目標を掲げました。

当町においては、人口減少に伴う給水人口の減少、水道施設の更新需要の増大、災害対策

など課題は山積しており、わが町の水道事業は果たして大丈夫なのでしょうか。

そこで、「安全」、「強靭」、「持続」を掲げる松崎町水道事業ビジョンの今後の具体的

な対策についてお伺いをいたします。

３件目は、松崎新港の利活用についてです。

松崎新港は、特定地域振興重要港湾に指定され、観光交流、防災、物流機能を持つ伊豆半

島において貴重な港であります。災害時には、海路からの支援が見込まれる一方、平常時に

おいての利活用が大きな課題となっており、観光交流機能をどう果たしていくのかお伺いを

いたします。

壇上での質問は以上です。
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○議長（深澤 守君） 町長。

（町長 深澤準弥君登壇）

○町長（深澤準弥君） 髙橋議員の一般質問に対して回答させていただきます。

大きな１番、地震津波対策について。

①新たな松崎町津波対策アクションプログラムの策定と重点対策はという質問に対してで

ございます。

松崎町地震津波対策アクションプログラムは、平成26年に策定されました。

昨年12月議会定例会の髙橋議員からの一般質問の際にもお答えさせていただきましたが、

目標を達成していない項目につきましては、今後も優先順位をつけ対応をしていきたいと考

えております。

また、当初策定されたアクションプログラムから10年が経過することから、現在計画の見

直しを行っております。この中には、今後整備が予定されている防災公園や遺体収容の関係

なども加え、当初アクションプログラム策定後、新たに課題となってきたものも目標として

掲げ、全町的に対応していく必要があると考えてございます。

②住宅の耐震化、孤立集落対策、緊急物資（食料・水・燃料など）の確保に町としてさら

なる具体的な取組及び令和６年度予算への反映はという質問に対してでございます。

阪神淡路大震災や今回の能登半島地震においては、多くの方が倒壊した家屋により死亡し

ており、住宅の耐震化は喫緊の課題であると認識しております。

町といたしましても、わが家の専門家耐震診断事業や木造住宅の耐震化に対して補助金を

予算措置しており、令和６年度も令和５年度に引き続き予算を計上してございます。また、

食料につきましては、約６万食、飲料水は約３万9,000リットルを目標に備蓄を進めており、

令和６年度もこれらの購入のための予算を計上し、役場や旧小学校などに分散して備蓄して

まいりますが、町内は７か所孤立が予想される集落があるため、今後はこれらの集落にも備

蓄用の倉庫等の整備や災害時の食料や資機材確保のための支援は必要と考えておるところで

ございます。

大きな２番、松崎町の水道事業について。

近年の災害において水道の重要性、ありがたさが改めてクローズアップされています。人

口減少に伴う給水人口や料金収入の減少、水道施設の更新需要の増大、災害対策など課題は

山積しており、わが町の水道事業は果たして大丈夫なのでしょうか。

そこで、「安全」、「強靭」、「持続」を掲げる松崎町の水道事業ビジョンの今後の具体
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的な対策について伺います。

①基幹管路耐震化の現状と今後の取組はという質問に対してでございます。

平成30年度に策定した松崎町水道事業ビジョン経営戦略においては、厚生労働省の新水道

ビジョンで掲げられている持続、安全、強靭の視点から目標を定めているところです。この

うち強靭においては、災害に強い安定した水道を基本目標とし、その実現に向け基幹施設の

耐震化の推進と老朽管の計画的な更新、耐震化の継続を定めております。

具体的な取組としては、平成29年度に策定したアセットマネジメントに基づき、施設の更

新を図っているところでございますが、ここ数年は町道石部線の改良に合わせた石部地区の

総配水管改良工事に取り組んでおり、今後においては伏倉配水池の更新に合わせた管路更新

を計画しておるところでございます。

②今後の設備投資に対し、財源確保をどう考えるかという質問に対してでございます。

水道施設は、昭和40年代に整備された施設が多く、これらの施設の更新に多額の費用が見

込まれる一方で、給水人口の減少等による収益の減少が続いており、令和４年度からは、ご

承知のとおり一般会計からの補助を必要とする事態となっております。

水道ビジョン経営戦略において、令和３年度に必要とした20％アップの料金改定をコロナ

禍などの社会情勢から先送りしたことも大きく影響しているところです。一般会計からの繰

り入れを必要とする事態を改善し、経営の健全化を急ぐ必要があり、今後本年度策定する経

営戦略に基づき公平、妥当な料金の検討を進め、令和７年度当初には料金を改定し、経営の

安定化を図っていきたいと考えておるところでございます。

大きな３番、松崎新港の利活用について。

松崎新港は、特定地域振興重要港湾に指定され、観光交流、防災、物流機能を持つ伊豆半

島において貴重な港であります。災害時には海路からの支援が見込まれる一方、平常時にお

いての利活用が大きな課題となっており、観光交流機能をどう果たしていくのか伺います。

①駿河湾フェリー及びクルーズ船の誘致など新港湾の利活用の状況と今後の取組はという

質問に対してでございます。

松崎新港の観光交流面での利活用の状況としては、本年度は御前崎市から夏の体験事業と

して、帆船みらいへの入港や秋の東海汽船の高速ジェット船による伊豆大島ツアーが実施さ

れました。クルーズ船については、数年前にコロナ禍で計画が中止となった以降動きはあり

ませんが、来年度は東海汽船の高速ジェット船については、東京・松崎間の臨時航路が検討

されております。
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また、駿河湾フェリーについては、季節的な活用として伊豆南部に多くの観光客が訪れる

下田の黒船祭や賀茂地区の花火大会、２月の河津桜の時期に松崎新港を乗下船の港とする検

討がされております。

松崎新港を管理する静岡県においても着岸用のフロート整備を予定しており、今までにな

かった動きが出始めておりますので、町としてもこの機会を逃さず、関係機関と連携し松崎

新港の観光交流面での活用に取り組んでまいります。

以上、髙橋議員からの一般質問に回答させていただきました。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 一問一答でお願いします。

○議長（深澤 守君） 許可します。

○３番（髙橋良延君） それでは、１件目、地震津波防災対策についてのところから質問いた

します。

①のところで、私この質問したのは、12月定例会で先ほどこの一般質問をしたということ

を言いましたが、そのアクションプログラムにおいては、想定される犠牲者を８割減少させ

るということでいろいろな対策が練られて10年間進んだわけです。そこで、その10年間で事

前の備えは進んだのか、町民の皆さんに知らせる必要があると思ったから、私は12月質問を

したところです。

この一般質問を行った後、能登半島地震がまさに起こりました。そこで、今、各自治体で

対策、備えを急ぐ動きが出ております。

わが町はどうですか。新たな地震津波アクションプログラムをやはり早急に策定して、令

和６年度からもう、すぐにスタートできるような形で早急にこれを策定し、目標を持って進

めていくべきじゃないかと思って質問したわけです。その点もう一度答弁をお願いします。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 議員ご指摘のとおり、松崎のアクションプログラム2014

は、令和４年度をもって終了というようなことになりました。

ただいま県のほうで新たなアクションプログラム2023を策定いたしましたので、現在町と

したしましてもそちらのほうの県のアクションプログラムの更新に合わせまして、新たな項

目を追加した上で新しいアクションプログラムの策定に今行っているところになります。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） それは、令和６年度スタートいうことでよろしいでしょうか。
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○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 令和６年度からのスタートになります。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） それで、そのアクションプログラムに新たなものを取り加えてという

町長のところでありましたけれども、防災公園もしかりだと思います。

もう一つ、私ちょっとそこで聞きたかったのが、令和６年度予算に前のアクションプログ

ラムにもありましたが、津波を避難する施設で津波避難タワーというのがあったと思います。

それが、令和６年度予算になぜか計上がありません。総合計画の実施計画では、６年度から

避難タワーを整備するという実施計画であったと私は資料を見て思いましたけれども、６年

度予算にこの予算計上がないというのは、理由はありますか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 津波避難タワーは現在西区にありまして、新たなものを

今度南区の地内に建設の方向で、今現在話を進めております。

今後、地区との話し合いを行ってまいりたいと思っております。地区のほうからは、要望

書が上がっていましたので、今後は場所ですとか予算の関係なんかを話をしていくものと思

われますが、現段階ではまだ予算化できる段階ではないというようなことで判断をしている

ため、今回は予算計上はしませんでした。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 私は総合計画、実施計画の３年間というのがありましたけれども、そ

こに６年度と７年度というので整備のあれがあったものですから、もうこれはかなり進んで

いるのかなということで思ったところです。そういったまだまだやらなきゃならないところ

があるということでは理解しましたけれども、こちらのほうは早急に話を進めてやってくだ

さい。やはり、防災の命を守る要にもなると思いますのでよろしくお願いいたします。

それから、もう一つ、防災公園の関係で町長ちょっと言いましたけれども、例えば、じゃ

この令和６年度の予算に、防災公園に係る要は計画づくりの委員会じゃないですけれども、

よくあれですよね、地元の関係者とかいろいろな関係者集めてどうするのかという委員会と

かって必要じゃないかということ誰か質問したと思ったんですけれども、そういった動きも

６年度予算ではないということを思うと、この辺はいかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） その委員会が必要であれば、必要なとおりつくっていくような予定で
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はおりますが、今のところ、とりあえず前にもお答えしたと思うんですけれども、ふじのく

に防災士会松崎町委員会というのがございまして、何人かの議員の皆さんにも協力いただい

ていますけれども、その中でまずは知識がある中でつくっていく案を提出して、それをまた

地域の方にも要求、要望吸い上げながら、やはり日頃からやはりこの防災公園というのが身

近に位置づけられるような公園であるべきだというような意見もいただいていますので、そ

ういった方向性でそういった計画を立てていきたいと思っております。

必要であれば、その委員会を立ち上げて、そこに対する予算をつけていければなと思って

おりますし、今現段階では公費である予算をつけない中でも、できることを進めていくよう

な形で今後も進めてまいりたいと思っておりますのでよろしくお願いします。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） ぜひ多様な関係者を入れて、計画を練り上げていただきたいと思いま

す。

それでは、②のところで、住宅の耐震化の取組についてお伺いいたします。

令和３年４月に公表されました松崎町の耐震改修促進計画というのがあります。これの計

画によると、住宅の耐震化率を令和７年度末に95％にしますという計画でありました。令和

７年度末、来年度末ということですね。今現在の耐震化率、令和元年度末で63.6％。４年が

経過して現在は若干増えているとは思いますが、そんなに変わらない数字だと思います。こ

の目標には程遠い状況ということ、この耐震化が進んでいない現状、これどのように考えて

いるかお答えください。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 耐震化にするには、ある程度これお金がかかります。それか

ら、高齢者世帯だけの場合、これから耐震化に躊躇するといいますか、そういうところもあ

りましてなかなか進んでいないということです。

直近、今年度あった耐震補強の実績でいきますと、120平米ぐらいの建物で設計も含めて

160万円ぐらいでできているところがあります。ただ、これはやっぱり建物の状態によって

違いますので幅がありますけれども、そうしますと100万円補助でいくと60万円ぐらいの自

己負担と。恐らく多分、それとリフォームも含めて、古い建物でしょうからやるでしょうか

ら、相当のお金がかかると思いますけれども、そういうのも原因になっているのではないか

と思います。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。
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○３番（髙橋良延君） やはり耐震化が進んでいない現状の要因は、課長もおっしゃいました

ね、やはり高齢化とあとお金ということだと思います、私は。私もそう思います。

町内ちょっと振り返ってみると、65歳以上の独り暮らしの世帯が588世帯ぐらいだと思い

ました。全世帯の20％ほどになります。要は、やはりなかなか耐震化に大きなお金がかけら

れないなということは十分やっぱり理解できるわけです。じゃ、そうであればどうするのか

といったときに、例えば、住居の一部、居間とか寝室のところを耐震化する、要するに耐震

シェルターというようなことのようで、ほかでもやっている事例ありますけれども、耐震シ

ェルターの設置ですとか防災ベッドの設置、そういったことに補助をつけるというような新

しい選択肢を示す、こういったことも考えられるんじゃないでしょうか。

やはり今言ったように160万円、あるいはもっと、僕が調べたあれでは200万円以上とかと

いうのが平均的なということが出てきましたけれども、やはりそれだけのお金はなかなかか

けられないということを思えば、今言った耐震シェルターとかそういった防災ベッドのこう

いったことで、自分のまず身を守ってくださいということはできませんか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 今、髙橋議員からもお話がありましたとおり、今、防災ベッドという

寝ている場所においては、ドーム型のこういう柵のついたベッドとか、あとは今言った耐震

補強についてのシェルター化は、家全体というよりか一部の部屋をそういった安全シェルタ

ーとして活用できるような壁に設置する耐震パネルみたいなものも出ていると伺っておりま

す。

そういった意味で考えると、改修については今のその補助の中でもう少し安くできる工法

も出始めているというようなことも含めて、そういったこともちょっと防災士会等でも勉強

しながら、周知をしながら、耐震工事に進んでいく。今言った防災ベッドについても県内で

もちょっと検討しているところがあると伺っていますので、そういったところは検討のテー

ブルに乗るんじゃないかと考えておりますので、新しい技術をやはりこういうところで活用

しながら、できるだけ多くの人の命を救えるような対策はやっぱり必要であると感じており

ますので、検討する材料にはなると思います。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） ぜひ、これ前向きに本当に検討してもらいたいです。検討してもらう

というか、本来は令和６年度の当初予算で防災の耐震化の新たな取組という形で、本来乗せ

ていただきたいぐらいの形でした、私。
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ただ、そうは言っても令和７年度末ですか。課長が先ほど言いました国・県の補助が切れ

ますよね。この場合。令和７度末って来年度もう切れちゃわけですよ。じゃそうすると、そ

こでもうぱったり耐震化止まるんじゃないかという危険もあるわけです。そういったことの

中で、町独自でこの耐震シェルターとか防災ベッドこれの普及しますというようなことを打

ち出す、まさにタイミングじゃないですかと思ったわけです。それだもんですから、ぜひこ

こは前向きにやっていただきたいと思います。

答弁ありますか。いいですか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 髙橋議員言われるように、住宅の一部の部屋を補強するだけ

で、恐らくぐしゃっていかないよということもあるわけですけれども、建物全体を補強しな

いと、今回今やっている補助の対象にならないということだもんですから、多額の費用もか

かるわけですけれども、これが令和７年度で終わるのについて、県のほうからも各市町を回

ってヒアリングを行っております。

松崎町にも県のほうから職員来ましてヒアリングを行っていまして、防災ベッド、シェル

ターの補助制度の設置について検討しているということで伺っておりますので、これにつき

ましては、恐らく防災のほうの担当になると思いますけれども、またこれから検討を重ねて

まいります。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 先ほど耐震化の目標が95％という本当に高い目標、これが達成できれ

ば本当にいいわけですけれども、今95％にするためには、あと800件以上耐震化をしなけれ

ば95％の目標に達しないです。だけれども、少なくてもそれに近づけるように努力はしてい

くべきだというふうに思いますので、ぜひ新しい制度、町独自の制度の創設も含めて、これ

はやってください。

それから、耐震シェルターとかの設置については、少ない費用で済みます。見ると、20万

円、30万円からあるというような形でありますので、利用者にとっても少ない金額で、それ

でそれに多少補助があれば、かなり利用者の負担というのは少なくて済むというようなこと

もあると思いますのでお願いします。

それから、住宅の耐震化について、先ほど広報で伝える、広報紙に載せるというそれはそ

れで結構です。ぜひそれはやってもらいたいですけれども、やはりそれだけで十分ですかと

いうふうなところを私は投げかけたいと思います。
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例えば、今は利用者からの申請を待っているわけですよね。そういうような状況だと思い

ますけれども、例えば、職員は今少ないですので臨時職員等を雇用して、住宅の耐震化の訪

問活動ができるのか。それは分かりませんけれども、訪問活動はできるのか。また、あるい

は地区の会合に出向いていくとか、これから３月は地区の総会がありますね、いろんなとこ

ろで。そういったところに出向いていって、直にやはり町のほうで防災委員がそこで話すか

どうか知りませんけれども、町の職員がそこで耐震化の必要性とか、逆に今のタイミングだ

からこそそういうことをやるべきじゃないかなと思いますけれども、そういった活動につい

てはいかがですか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 冒頭、私のほうから申し上げましたとおり、その人的、財政的が結構

厳しい状況ですので、そういうことができるタイミングであれば、もちろん行ってお話はさ

せていただきたいと思います。

ただ、先ほども申し上げましたとおり、今月に自主防会の会長さんと防災委員さん向けに

やはり研修会を行わせていただきます。その中では、実際に向こうへ行った消防の職員や県

の職員といった方、そして、うちのほうの防災士会の方からも現状とかどういったことが必

要かというようなことも併せて皆さんに周知するとともに、今言った髙橋議員がおっしゃっ

ていただいたとおり、耐震化の普及について強くお話をさせていただいて、そこからの波及

もぜひ地域によってもやっていただきたいですし、オール松崎でという言葉を先ほどから申

し上げておりますけれども、それがやはり漏れなく誰一人取り残さないという意味では、皆

さんの力を使わせていただいてやる必要があるということが、能登の地震の中からも学んだ

大きなものでございますので、ぜひそういったところをうまく活用していただいて、例えば、

地区の防災委員さんに、うちのほうの広報だけでなく、防災委員さんからのお言葉等でも避

難の訓練の言葉だけでも出してもらうだけでも大分違うと思いますので、そういったことも

ちょっとご尽力いただけたら非常にありがたいなと思います。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） そうですね。やはり、まさに今のタイミングを逸することなくという

ことであると思いますので、それは私たちも当然そういった話の普及はしていきます。ぜひ

町のほうもやはり町の姿勢じゃなくて、地区に出るということもお願いをいたしたいなと思

います。

それでは、次に、孤立集落の関係です。
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町内に７地区孤立集落があります。岩地、石部、雲見、八木山、池代、小杉原、門野です

か。いずれも中山間地で道路網の被災によって孤立化する地区であろうかと思います。その

孤立したときに、やはり一番大事というかあれなのは情報です。やっぱり一番孤立して不安

の中、情報を得られる、そこは一番基本だと思いますけれども、町と自主防との連携体制で

す。これが当然この孤立のところでは求められるわけですけれども、情報連絡手段が今の状

況で万全なのかお伺いをいたします。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 各地区との連絡なんですけれども、基本的には電気が通

じないものというようなことの判断から、以前から無線機を使った訓練を行っております。

特に孤立が想定される地区につきましては、通常の無線機ではなくて、衛星携帯無線を使

ったものを今想定をしておりますので、それを各地区で７つの地区には配布をしてあります

ので、そちらの訓練も現在併せて行っているというふうな状況になっております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 防災無線等衛星携帯電話、この衛生携帯電話というのが、この７地区

に支給されているということだと思いますけれども、こことの通信訓練とか、あと衛星携帯

電話ってそれなりのメンテも必要だと思いますけれども、ここがされているのかお伺いいた

します。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 衛星通信電話の関係につきましては、防災訓練ですとか

そのときを利用して訓練を行っております。

また、電話のほうのメンテナンスですが、こちらも年に１回行っております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） しっかりとやっぱりメンテをしていただきたいなと思います。

いざとなったときに使えないということがないようにお願いしたいと思います。

そして、孤立集落で当然救助や支援、そういったことが必要な場合、道路が駄目なら空と

海とかということはなると思いますけれども、恐らく三浦地区の漁港は津波によって壊滅的

被害を受けるのかなということも想像されます。最終的には空からのまずは救助支援という

のが緊急な場合ですね、空からの救助支援になると思いますが、この想定はされているのか

お伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 総務課長。



－58－

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 孤立集落の中でヘリコプターの着陸ができないのが、今

現在、八木山地区１か所だけとなっております。八木山地区につきましては、若干ちょっと

広場はあるにはあるんですが、電線ですとかそちらのほうの関係がありまして、ちょっとな

かなか難しいのかなというようなことで判断しておりますが、着陸できなくてもホバリング

をやっておりまして、そこから物資を投下するというような方法も考えられますので、もし

着陸ができないというようなことであれば、そのような方法で物資を供給していただきたい

ということでは自衛隊のほうには連絡はしたいなというふうに考えております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） この孤立７地区の空からの支援というふうについては、万全だよとい

うような回答であったと思いますので、そこについては了解いたしました。

もう一つ、やはり緊急物資の支援というのがなかなか遅くなる、やはり孤立地区ではあり

ますので、遅くなる恐れがあることを考えますと、自主防での備蓄や資機材の保有状況、こ

れを町でもやはり把握しておくべきではないかなと思います。

もう自主防のことだから、そちらで備蓄、資機材も集めてねということじゃなくて、やは

り事前に自主防でどのくらいの備蓄やっているのか、資機材どんなもの持っているのかとい

うことを町も把握して共有して、ちゃんと必要量しっかり確保するべきじゃないかと思いま

すけれども、その点いかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 町が現在自主防の備蓄食料を把握しているかというよう

なことですが、今現在、町のほうとしましては自主防の備蓄食料は把握はしておりません。

しかし、毎年自主防が、例えば備蓄用の食料を購入するですとか、資機材を購入するよう

な場合は、そちらのほうにつきましては補助金を出しておりますので、自主防の方にはそち

らのほうの補助金を利用して備蓄品の購入をお願いできればなというふうには思っておりま

す。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） ぜひ、この孤立７地区のところでいいと思いますけれども、しっかり

自主防での今備蓄状況を資機材の保有がどんなものを持っているのかということは、把握し

たほうが私はいいと思います。その上でやれる対策もできると思いますので、そこはやはり

いざなったとき、町と自主防がちゃんと連携取れていなければというのもありますので、こ

このところは本当に把握してください。ぜひよろしくお願いいたします。
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それからもう一つ、緊急物資の確保の中に私、燃料ということで質問を入れました。燃料

の確保ということが大きな問題であると思います。

町内にある３つのガソリンスタンドがあります。ここは、資源庁にも今、登録されており

ますけれども、住民拠点サービスステーションということだそうです。この町内３つのガソ

リンスタンドです。いざ、災害のときに住民に燃料供給が円滑にできるというようなところ

で、このサービスステーションに認定されているというか登録されていると。

しかし、いずれも津波浸水区域にあります。被災リスクが非常に高いと思いますけれども、

燃料の確保をどう考えているのかお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 燃料につきましては、ガソリンですとか軽油といろいろ

あるわけですが、タンクに保存をする燃料になりますと、やはり何か月に１回かは入替えが

必要になってまいります。

各地区の自主防の燃料につきましては、やはりちょっと町のほうでは全て把握はし切れて

おりませんので、その辺りは現在自主防のほうにお任せをしているというような状況になる

と思います。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） この燃料の確保は、私孤立集落ということだけでなくて、全体のとい

うところでちょっとお伺いをさせていただきたいと思ったんです。

例えば、この被災リスクがある町内３つのガソリンスタンドがどうなるか分からない、そ

ういったときに、やはり外からの応援というかそういったところですよね、今、町長がよく

言う。そういった中で静岡県の石油業組合というのがあるそうです。

要は、ここと災害協定を結んだらどうですか。燃料の確保に対して。いざ有事、ガソリン

スタンドも使えない云々のときに、この組合との災害協定を生かして町に必要な燃料を確保

する、ぜひ検討に値するんじゃないかなと思います。私はそれを提案したいと思います。い

かがですか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） やはり燃料の確保は大変重要であると思います。議員お

っしゃられるとおり検討に値するものだというふうに思っておりますので、今後はじっくり

と検討していきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。
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○３番（髙橋良延君） それでは、防災のところは時間も経過しましたので、次の２件目、松

崎町の水道事業についてお伺いいたします。

今、管路の耐震化率が、松崎町では28％ぐらいだと思います。なかなか進んでいかないと。

この管路の耐震化が進まなかった原因をどう考えて、どうすれば耐震化が進むと考えていま

すか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 管路の耐震化についてのご質問でございますが、耐震管率と

いう数字で申し上げますと、大きく指標が２つございまして、管路の耐震管率が令和３年度

で当町の場合が31.8％です。それから、県内の平均でいきますと21.6％、これが一つの指標

でございます。

もう一つの指標として、基幹管路の耐震管率のという指標がございます。こちらは、管路

の中でも重要とされる基幹の部分についての耐震管率でございますが、これは令和３年度末

において当町が18.1％、県内平均が31.1％ということで、こちらについては平均よりも低い

という状況になっております。

進度が早いか遅いかということについてでございますが、町長からの答弁でもいたしまし

たとおり、平成29年に策定したアセットマネジメント、こちらに基づいてやっているわけで

ございますが、その中においても経営状況も勘案しながら効率的にやれるところからやって

いると申し上げましたとおり、石部線の改良については、産業建設課において行っている町

道の改良工事と合わせて経費の軽減ということにもつながるものですので、合わせて効率的

にやっているというところでございまして、やれる中に現在経営状況も見ながら、やれる範

囲をもってやっているというところでございます。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 分かりました。

先ほど、町内に７つの孤立集落があると言いましたけれども、その７つに共通することは

水道事業の弱さ、脆弱性だと思います。恐らく、三浦地区については水道集落排水施設が壊

滅的被害を受けて、水の確保は最重要課題です。石部までは、八木山から岩科を経由して、

山を越して配水していることを考えると、長期の断水になることは容易に想像できます。

この八木山から岩科を通して石部までの耐震管への更新等の計画年度、これは決まってい

るのかお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。
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○生活環境課長（髙橋和彦君） 岩地、石部につきましては、議員おっしゃるとおり、通常は

八木山の浄水場でつくられた水を柳原という山口地内の山越しをして岩地につなげていると

送っているという状況でございます。

その間の管路の計画はというお尋ねだと思いますけれども、現時点において、そこを何年

度にやるという計画立てはしておりません。

ただ、先ほど申し上げた平成29年度のアセットマネジメントにおいて重要とされる分野に

は入っているところでございますので、優先順位は高いほうではありますけれども、現状と

しては、それよりもさらに優先される例えば、伏倉の配水池の耐震化ですとかということも

今後計画されておりますので、そちらのほうがさらに優先されて、その後の中において検討

をしていくというところでございます。

○３番（髙橋良延君） 議長。５分延長をお願いします。

○議長（深澤 守君） 許可します。

髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 優先順位がということを申し上げましたけれども、私なぜこの質問し

たかというと、中川地区、松崎地区については既に水道本管改良工事が終わりまして、耐震

管の改良がなされていると思います。

しかし、岩科から三浦は、いまだ老朽管、耐用年数ももうとうに過ぎている老朽管だと思

います。このルートの耐震化は喫緊の問題であると思います。

ですから、私はこの更新年度は、一体いつになるのかということを具体的にお伺いしたい

わけですけれども、優先順位は高いほうだ、何年になるかはちょっとまだ言えないというこ

とでありますけれども、極力この状況を見て伏倉の配水池の耐震化も必要です。もちろん必

要だけれども、この岩科から三浦までの老朽化したこの配水ルート、ここの耐震管の改良も

本当に必要だと思いますので、よろしくお願いいたします。

②のところの質問ですが、この先やはり水道施設の耐震化とか強靭化をさらに進めていく

には、当然財源の確保、お金です。この財源の確保が重要であることは明らかです。

先ほど料金改定を行なうということの話がありました。令和７年度当初から。この令和７

年度の料金改定率をどの程度見込んでいるのかお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 議員おっしゃられるとおり、令和７年度当初において料金を

改定したいということで、議会の場でもこれまでもお話をさせていただいてきております。
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その改定率はどの程度かというお尋ねでございますが、今年度経営戦略を策定いたしまし

て、その経営戦略に基づいて今後公営企業委員会ですとかにお諮りしながら決めていくとい

うことになりますけれども、今年度の経営戦略がまだ引き渡しを受けていない状況でござい

ますので、具体的な数字についてはちょっと申し上げられませんけれども、少なくとも平成

30年度に策定した20％アップでは遠く及ばない状況でございます。

ご承知のとおり一般会計からの繰り出しを必要とする赤字会計でございますので、まずは

その赤字会計化からの脱却、一般会計からの繰り出しをどの程度先に卒業できるか。また、

さらには必要とされる内部留保資金についても１億という数字が以前からございますので、

内部留保資金を１億にするためのそこから先のまた経営の改革であるとかということも求め

られておりますので、かなりの料金アップが必要とされるというようなことは打合せの中で

も出てきております。

その料金アップが１段階でいくかというと、それはまず無理ぐらいな水準でございまして、

であるならば、今後20年程度見据えた中で２段階でどうかというような検討もしておりまし

て、それも厳しいような状況というところが今見えてきているところでございます。

具体的には、引き渡しを受けた後で、こちらのほうでも経営戦略の成果として受けとめま

して、その先に公営企業委員会ですとか、また、議会に対しても全員協議会等でご説明はさ

せていだきたいなと思っておりますけれども、非常に厳しい状況が現地において伝わってき

ているというところでございます。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） まだ改定率どのぐらいということは分からないということですけれど

も、私は適正な周知による、見込みによる料金改定であれば、町民の皆さんは理解してくれ

ると思います。

今、こういった災害もしかり、こういった中でやはり強靭な水道事業をつくっていくとい

う中で、町民の皆さんは理解をしていただけると思います。

もう一つ、最後ですけれどもこの質問の中で、やはり料金改定だけではなかなか設備投資

の財源確保はできないというふうに私は思います。

水道の給水人口が現在5,863人、給水戸数が3,448件を見れば、ほぼ町民全員が水道の恩恵

を受けているわけです。これを考えると、水道施設の耐震化を進めるため、ある程度一般会

計からの支援があっていいのではないかと思いますけれども、いかがですか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。
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○生活環境課長（髙橋和彦君） 議員ご指摘のとおり、水道事業会計は公営企業会計でござい

まして、料金収入をもって経営を成り立たせるというのが大原則でございます。

一方で、公営企業会計地方公営企業法に基づいて行っているわけですけれども、地方公営

企業法の17条の２、経費の負担の原則という条項がございますが、この中において一般会計

等で負担すべきものというのも定めております。一般会計で負担すべきものというものを法

令上で定めております。

また、同じ法律の17条の３において、災害の復旧その他特別な理由により必要がある場合

は、一般会計がその水道事業会計に補助することができるという条項もございます。

これらのところから、法令で定める一般会計が持つべき責任のあるもの、または災害等の

理由によって一般会計が補助することができるものを除く部分については、また法令の中で

言っておりますけれども、それを除く部分は使用料収入をもって賄わなければならないとい

う三段構えみたいになっております。

使用料収入で賄わなければいけない部分というのは、それらを除くものであって、それら

については一般会計の責任もあるよということは法令上も言っているところです。

また、具体的には毎年総務省が基準内繰出とはこういうものだよということで、具体的に

示しているところもありますので、そこで示されたところも一般会計が持つべき責任がある

というふうに読めるものですので、そういった部分が発生した場合においては、水道使用料

で全て賄えばいいさということばかりではないと思いますので、その辺については法令に従

って、また他自治体の例に従って、その補助、繰り出しについても検討しながら水道事業会

計の経営健全化ということを図ってまいりたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） これは一般会計との関連もありますので、また今言ったように法令等

でそれをちょっとしっかり勉強して検討していただければと思います。

水道については以上で、最後、松崎新港の関係です。

先ほど町長から駿河湾フェリーについて、スポット的に就航をというような話がありまし

たですね。そういった動きが具体的に出てきたことは、本当に評価したいなと思います。例

えば、これが実現すると松崎新港にターミナルみたいな整備というのはされるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） ターミナルの整備につきましては、現在のところ具体的な計

画等はないですけれども、お客さんが来られますので、新港から松崎のターミナルまでの動
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線のどうするかというのは課題もありますので、その辺はちょっとまだ具体的にはないです

けれども、改善に向けてちょっと議論はしていきたいと考えております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） もし、ターミナルがないと、切符、チケットの購入とかそういうのも

できないし、待合もどうなるのかなということで思ったものですから、それがないというこ

とになると何かどうなのかなというのも疑問として思いますが、それもまた動きがあったら

教えてください。

もう１つ、クルーズ船の関係、町長。

令和２年８月18日だと思いましたけれども、日本最大の大型客船飛鳥Ⅱ、これが松崎新港

に寄港することになっていたと思います。コロナで中止になってしまいました。本当に残念

でありました。

ただ、昨年からコロナが５類になって行動制限がなくなって、クルーズ船の就航も何か清

水が中心ですけれども非常に多くなってきているということも聞いています。もう一度クル

ーズ船の誘致に町長は挑戦しませんか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 先ほどご指摘あったとおり、令和２年のときにそういう話がありまし

て、今回コロナもこういう落ち着いてきたところで、清水の港湾のほうともちょっとお話を

させてはいただいております。

全体的に増えてきているところでございまして、この間も下田には一度来ていますので、

そういった意味ではまだまだチャンスがあればつかんでいきたいというような思いがござい

ますので、また情報をしっかりとつかまえながら、そういった動きに便乗するような形でぜ

ひぜひ就航、直接接岸はできないんですけれども、前の飛鳥Ⅱのような形での就航という形

は取れるんではないかと思っております。

○議長（深澤 守君） 副町長。

○副町長（木村 仁君） ターミナルの関係ちょっと補足させていただきますと、おもてなし

というような関係であれば町のほうでどのように開発していくかというのは考えていくこと

かと思いますけれども、チケットの売り場であったりとかそういうことに関しては、ふじさ

ん駿河湾フェリーのほうで、その実際もしこちらの新港に来る場合には、土肥で働いている

方が臨時でこちらに来るというような話も聞いておりますので、その場合は社団法人のほう

で、例えばチケット売り場をどのようにするかというところは、これから整備して話し合い
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にはなってくるかと思います。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 分かりました。

ぜひクルーズ船の就航に向けても挑戦していきましょう。よろしくお願いします。

最後まとめに入りたいと思いますが、今回能登半島地震を受けて、多くの議員が防災の一

般質問をしています。それは、昨年東日本大震災の被災地を我々訪問して、実際に現場を見

聞きし、また、能登半島地震を目の当たりにし、このことが我々の町で起こるであろうこと

を想像したときに、地震津波防災は本当に一刻の停滞も許されないということを強く思った

からではないかと思います。

私は、防災は一言で言えば事前の備えに尽きると思います。町行政としての備え、地域で

の備え、住民個々としての備えを徹底することだと思います。防災士でもある町長はそんな

ことは分かっていると言うでしょうが、分かっているからこそ令和６年度一般会計予算に防

災の取組が弱いなと感じるのは私だけでしょうか。

町民の命と暮らしを守る対策がさらに進んでいくよう期待し、私の一般質問を終わります。

○議長（深澤 守君） 以上で、髙橋良延君の一般質問を終わります。

２時５分まで暫時休憩します。

休憩 午後 １時５５分

再開 午後 ２時０５分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

─────────────────────────────────────────────────

◇ 田 中 道 源 君

○議長（深澤 守君） 通告順位４番、田中道源君。

（５番 田中道源君登壇）

○５番（田中道源君） 通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。



－66－

まず初めに、このたび能登半島におきまして、被災されました方々に哀悼の意を表すとと

もに、一刻も早い復興をご祈念申し上げたいと思います。

また、一般質問に先立ちまして、もう一つこの場をお借りしましてお礼の言葉を述べさせ

ていただきたいと思います。

このたび３月17日から30日までの２週間、グリーンスローモビリティを使用した実証実験

を行います。この実証実験は、桜の開花時期に那賀川の駐車場が大変混雑するものを解消す

ることと、田んぼを使った花畑に訪れる観光客を町中の商店に誘導したいこと。また、路線

バスや買物支援タクシーなどの町の抱える交通課題というものの新たな可能性というものを

見出していきたいという、そういう目的でこの実験を行います。

実験に際しまして、多くの方々にクラウドファンディングやグリスロストップ、また運転

手、企画運営、広報などのご協力をいただきました。一時、資金面から大変厳しい状況にご

ざいましたが、皆様のおかげで何とか実証実験が開催できそうでございます。本当にありが

とうございました。

「だれもが夢を育み、実現できるまち」を掲げている松崎町において、仲間や温かい言葉

が助けとなります。ぜひ、この実証実験にそのグリーンスローモビリティに試乗していただ

きまして、皆様のご意見、ご感想をお聞かせいただけたらなと思います。

その言葉を次回以降に生かしまして、松崎町の未来のためにさらなる挑戦をしていきたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

さて、本日は３つの質問をいたします。

１つ目は、幼稚園、保育園、小中学校について、２つ目は、井戸の調査について、３つ目

は、三聖苑、旧依田邸温泉施設の活性化についてでございます。

壇上からの質問は以上にさせていただきまして、詳細は質問席にて行いたいと思います。

本日もどうぞよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 町長。

（町長 深澤準弥君登壇）

○町長（深澤準弥君） 田中議員の一般質問に対して回答させていただきます。

大きな１番、幼稚園、保育園、小中学校について。

①町内保育園の待機児童の現状はどうなっているのかという質問に対してでございます。

現在、聖和保育園ですけれども、待機園児はゼロ歳児が３名となっておりますが、令和６

年度からは解消され、希望する全員が入園できることとなっております。
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②移住者増加のために待機児童の対策を町として応援してほしいという声があるが、どう

考えるかという質問に対してでございます。

少子化が加速している中で、多くの移住者の方々に住んでいただくことが町の活性化につ

ながるものと考えております。

ご質問の待機児童対策については、保育の現場に携わっていただく人材を確保していくこ

とが重要と考えており、委託先の保育園においても募集をしていますが、応募者がなく、苦

慮している状況でございます。

町としましても情報収集して、保育園へ提供していきたいと考えております。

③保育園や幼稚園、小中学校の給食でオーガニック給食を導入してほしいという声がある

が、どう考えるかという質問に対してでございます。

オーガニック給食の導入について回答いたします。

オーガニック食品は、食の安全、環境に優しいなどのメリットがある反面、価格が高い、

収穫量が少ないといったデメリットがあります。当町の学校給食の場合、１日350食を年間

180日提供してございます。給食で使用する食品の全てをオーガニックに置き換えた場合、

価格はどうなるのか、あるいは納入業者が量を確保できるのかといった心配がございます。

また、給食の食材に関する費用は、給食費で各ご家庭にご負担いただいているところでご

ざいます。こちらの大幅な値上げについて保護者の理解を得ることは難しいかと想像します。

これらの理由から、オーガニック給食の導入は、現実的な問題としては、現時点では難し

いと考えます。

大きな２番、井戸の調査について。

①12月議会にて井戸の調査を提案し、検討するとの答えだったが、その後の経緯はどうな

っているかという質問です。

災害時に使用できる防災井戸は、今回の能登半島地震においても大変重要な役割を担って

いたものと思われます。

防災井戸については、まずは町内でどれだけの井戸が存在しているのか、調査を行いたい

と思っております。そのため、今年度内を目途に、自主防災会長宛てに調査を依頼する予定

でございます。その後はどの程度の井戸があるのか確認した上で、水質検査等の実施につい

ては判断してまいります。

②能登半島の災害を踏まえ、井戸水の重要性が再確認されたが、町として今後どうしてい

くのかという質問に対してでございます。
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井戸水を飲料水として使用する場合には、厚生労働省の建築物における衛生的環境の確保

に関する法律施行令に基づく半年に一度、最大16項目の検査を継続して実施しなければなら

ないため、現状では多くの自治体が飲料水ではなくトイレや風呂などで使用する生活水とし

て地権者と協定を締結しています。

井戸水の重要性は十分認識していますが、水質や地権者の了解、停電時の対応など課題が

ございますので、今後、調査結果を踏まえ活用について検討してまいります。

③井戸水だけでなく、各地の沢の水の利用も検討してはどうかという質問に対してでござ

います。

山間部での沢の水については、井戸水と同様に飲料水としての利用は難しいものと思われ

ますので、トイレ等の生活水としての利用については、検討の余地があるのではないかと考

えております。

大きな３番、三聖苑、旧依田邸温泉施設の活性化について。

①コンサルタントの調査では、三聖苑単独での黒字化は厳しいという結果であったが、今

後の活性化についてどのような計画があるかという質問に対してでございます。

令和４年度に、一般社団法人道の駅支援機構に委託して、実施した簡易経営診断業務の広

告では、一般的な道の駅としては小規模であり、独立採算で運営することは困難と予測され

るとのご報告をいただいております。

今後については、道の駅の在り方についてどの方向に進むのか、町として方針決定してい

く必要がありますが、まだその決定までは至っておりません。現状においては、具体的な計

画は今のところまだ立っていないところでございます。

②ガソリンスタンド、コインランドリー、バーベキュー、施設の整備、民間宿泊施設の活

用や耕作放棄地を活用したドッグランなどの事業をしてはどうかという質問に対してでござ

います。

以前にも田中議員から、災害時にも活用できる機能を持たせるため、ガソリンスタンドや

コインランドリーの整備のご質問を受けておりますが、そのような施設があれば災害時に役

立つことは理解しておりますが、平常時において、民間での経営が難しい施設を町が整備す

ることが現実ではないと考えます。他の提案の施設についても、道の駅の方向性が決定して

いない中で、なかなかハード整備が必要な事業は考えておりません。

当面は、現状の道の駅の施設を活用して、利用者増につながる取組、例えば、つながりの

ある帯広の物産販売などのソフト部分などの誘客強化や民間から相談を受けている作業棟の
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活用への協力などにより、道の駅の活性化に取り組んでいきたいと考えております。

③依田之庄の黒字化を図るため、今後、指定管理者を変更していく考えはあるかという質

問に対してです。

温泉施設の依田之庄は、文化財部分の旧依田邸と併せて、現在、松崎町振興公社を指定管

理者として委託しております。町内の民間事業者が、依田之庄の経営を検討していることは

承知していますが、今のところ具体的な提案の話もなく、経営が改善がされる可能性は不透

明な状況でございます。また、旧依田邸と依田之庄については、電気や水道等の設備が一体

となっているため、この設備管理を分けられるのかという課題もあり、依田之庄のみの指定

管理は難しいと現状では考えておりますが、黒字化に向けての具体的な提案があれば、可能

性は検討していきたいと考えております。

以上、田中議員からの一般質問に回答しました。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 一問一答でお願いします。

○議長（深澤 守君） 許可します。

○５番（田中道源君） それでは、詳細につきまして再質問をさせていただきたいと思います。

まず、小中学校の、小中学校というか保育園の待機児童の話につきまして、今年度も３名

いましたが、令和６年度は何とか解消できそうだということで、６年度に関しましてはよか

ったなと思うところが正直なところでございます。

今年度も３名ということでございましたが、私の把握している限り１名は西伊豆町のほう

で働くことで西伊豆町の保育園に行かして、もう一方は入る場所がないので、もう一年育児

休暇というものを、そのお母さんの働く場所がそういう制度があるということで対応できて

いるというふうに聞いておりました。

もう一人、もう一名の方は、ちょっと私も存じ上げないので、何とも言えませんが、何と

かこの１年、どういうふうに乗り越えたのかなというのはとても心配なところでもございま

すし、もし差し支えなければ、そのもう一方、どんな状況だったのか教えていただけますで

しょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） その３名の方々の状況につきまして、すみません、ちょっと

今資料を持ち合わせていないものですから申し訳ないですが、そちらのほうの回答は申し訳

ないですが。
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○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 今資料がないということでお答えいただけないのは、それも分かりま

した。

来年度は、一応そういう不安はないよということですから、安心したとは申しましたけれ

ども、今後も松崎町に、今、移住定住の促進を頑張っている方々がいらっしゃいまして、そ

れで移住してこようということ人が増えてくることというのが予想されますし、そうあって

ほしいなと思っております。

となると、そのときにやはり増えたから行き場所ありませんとかということになりますと、

せっかく移住定住、来てください、来てくださいと頑張っている人らが、連れて来たはいい

けれども、受入先がありませんでしたみたいなことになってしまいかねないなと思っており

まして、私としてはそこの受入れ体制にちょっと余力をちゃんと持たせておくということが

大事なことじゃないかなと懸念しているわけでございますけれども、それについてはいかが

ございますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいま田中議員のほうからご質問のございました移住者の

方が増えて、その方々が保育園に入りたいというときに受皿がないと、非常にその方々も困

るということでございますけれども、来年度の入園者63名ということで伺っておりますけれ

ども、その方々が入園される予定であるということです。

先ほど、町長の回答の中にもありましたけれども、やはり最終的には保育の現場に携わっ

ていただく人材を確保するということがやはりどうしても必要なこととなってまいります。

重要なことでございます。

それにつきまして、先ほどの回答の中でも募集はしているんですけれども、なかなか応募

者がいないということで、町のほうといたしましても、先ほどの回答の中に情報収集して、

保育園へ情報提供ということでお答えさせていただきましたが、今年度におきましてもよそ

から入られてきた方で、そういう資格を持たれている方がいらっしゃったものですから、そ

の方にもお声がけをし、保育園さんのほうで募集をしておりますので、そちらのほうにちょ

っとお話をしていただけませんかということでお話のほうもさせていただいております。

ただ、なかなか現状厳しい状況が続いている状況でございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 抜本的な解決のこととしましては、その保育園の職員さんの数を増や
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すということがどうしても避けて通れないというか、そこが本当にネックに、ボトルネック

になっている原因だと思いますので、何とかしてほしいなと思います。

そして、保育園さんもここ非常に苦慮されておりまして、大分前の、何か月も前からずっ

と探しているんだけれども見つからないとおっしゃっておりました。

ですので、町としてもそういうこと、動きされているということですので、引き続きやっ

てほしいと同時に、多分、今やっていることもやれる限りのことを発揮されていると思うん

ですが、それでやはり見つからないんで、もう少し一工夫、二工夫しないと、来ていただけ

ないというのが現状だと思います。もう一工夫、二工夫の何かいいアイデアあったりしませ

んか。来年度はこんなふうに募集をかけて、何とか確保するんだというような、そういう。

やっぱり今までどおりの募集の仕方でいきますか。何か新しい工夫を考えておりましたら教

えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） そうですね、いろいろな工夫といいましても、やはり最終的

には保育園さんのほうでの職員を募集していただくしかないかとやっぱり思うんです。

保育園さんのほうでも、人づてにも知人にもいろいろとお声がけをしていただき、そうい

った中でも見つからないと。そして、町内の商店、または図書館の入り口等にも求人等のほ

うの広告を出しているんですけれども、そちらのほうでもなかなか入ってこないと。

本当にこれ保育園さんだけではなくて、ほかの役場についてもそうですし、ほかの業種に

ついてもそうなんですけれども、この本当に人が足らないというのが応募しても来ていただ

けない、本当に苦慮している状況でございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 保育園に限らず役場でも苦労しているところでありますし、いろんな

業種にささやかれていることですので、本当に困ったことだなと思っておりますが、困った

ことだなで終わらせちゃいけないのが多分私たちだと思いますので、お互いに知恵を絞って

いけたらなと思います。

私なりにちょっと知恵を絞らせていただいた、いただいたというか、いろいろ今回お話を

聞いている中で見えてきた課題としまして、実務の子供を見るという仕事以外に、例えば、

県に提出しなきゃいけない書類が物すごく多かったり、しょっちゅう制度が改正されたり、

いろんな案内が来たりということで、その辺の事務処理がなかなか大変なんですよねという

のをぽろっと聞きました。これは町のほうでどうこうできることではないのかもしれません
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が、そういうちょっと書類手続だとか、簡素化できませんかみたいなことを、もし何かの会

議に行ったときとかで意見していただいたり、町長からもし県に行くことがあれば、伝えて

いただけたらなと思うんですけれども、私も機会があればそういう発信していきたいと思う

んですけれども、いかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 法律で定められている報告義務をなかなかよせとは言えないんで、今

みたいに簡略化できないかというようなことを働きかけていくことはやぶさかでないと思っ

ていますので、先ほど来からＤＸ化の話もある中で事務の簡略化というのはこれから叫ばれ

ていくと思いますので、その部分、機会があればそういったところにいろいろ話を伺いにい

きながら、要求・要望は出していければと思います。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） １点、事務の軽減負担ということでございますけれども、う

ちのほうの聖和保育園１園しかないものですから、役場の健康福祉課の福祉係のほうでもい

ろいろな請求関係であるとか、本当に細かなところまで職員のほうも携わりまして、協力し

てやっているというような現状でございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 実は、ちょっと聖和保育園さんだけでなくて、しんわランドさんとい

うんでしょうか、そこでも一応少数ながらも見ていただいていることがありまして、待機児

童というか、新しく来られた人とかに、聖和さんのほうではちょっと受けられないよという

ときに、しんわさんのほうを紹介したり、されているというふうに聞きました。そのときに、

しんわさんもあるので、どうぞ行ってみてくださいという対応なんだそうです。今のこのや

り取りの中でも、聖和さんというのが話として出てくるんですけれども、そのしんわさんの

ほうに対して、今話としても出ていませんし、そういうところがあるので当たってみてくだ

さいよという対応なんですね。

この対応の仕方自体に、町としてそれでいいのかなというちょっと疑問がございまして、

やはりそこに来た人にちょっとしんわさんのほうもあるから聞いてみますよとかで、聞いて、

そこでやり取りするということがあってもいいんじゃないかなと思うんですよね。ちょっと

そこの、もしかしたら聖和さんのほうは、そういうふうにやっているのかもしれません。い

ろいろ細かく見てくれているのかもしれませんが。

もう一方で、そういうふうに対応してくれている保育園もありますんで、その丸投げみた



－73－

いな感じの対応というのは、町としてどうなのかなと思うんですけれども、それについては

いかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 町のほうが委託をさせていただいているのが、聖和保育園さ

んということで、そちらのほうをさせていただくというのがまず１点。

そして、しんわさんもございますので、そういったこともありましたことはお話はさせて

もらいますけれども、基本、聖和さんのほうのお話もさせていただいております。

そしてもう一点、保育入所ということで、田中議員ご承知かと思いますけれども、保護者

の方が町外で仕事をされているときに、そちらのほうの保育園に入所をということも両町の

ほうで、自治体のほうで話合いを行いまして、面談等を行った結果、広域入所のほうもやっ

ておりますので、そういったところも対応はさせていただいているという状況でございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 法律に則ってとか、両町の取決めに従ってとか、そういったことなん

だとは思うんですけれども、もう少し小さな町でございますし、せっかくよそから来てくれ

たりとかというので、もう少し田舎くさい対応の仕方というのがあってもいい町なんじゃな

かろうかと思います。

法律でこう決まっているからこうだでなくて、その中で何とか本当に困っているものを私

たちもサポートしてあげたいよとかという思いやりの気持ちを持って、対応していただける

と、それで実現できなかったとしてもちゃんとそういういろいろやってくれたという思いが、

松崎町というのはいいところだなになると思いますし、私たちのこと、子供らのことを見捨

てない町なんだというそういう姿勢の在り方になるんだと思うんで、ぜひ今後の在り方とし

て、ちょっと心に留めていただきまして、対処していただけたらと思います。いかがでしょ

うか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） そうして来られた方に対しましては、町のほうといたしまし

ても、本当に今寄り添って、ご相談に乗らせていただきまして、これまでも対応させていた

だいておりますので、これからも同様のような形で対応させていただきたいというふうに考

えております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 私もやったつもりと、こっちでつもりでいても、それがそうでないと
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ころというのは、家族間でよく感じるところでございます。

やはりちゃんとこっちがやっているつもりということとできているかはまた別物でござい

ますので、時々どうかなという、本当にできているのかなみたいなのは振り返ることもあっ

ていいと思います。

じゃ、次の質問に行きたいと思います。

オーガニックの給食を導入してほしいという声が、11月の議会で開いた町民懇談会の際に

ありました。

先ほど、町長からのお答えのとおり、金額が高くなってしまうのと、この仕入れの部分の

数の少なさとかでなかなか実現難しいなというのは、私も理解するところでございます。そ

して、恐らくそれをやるとしますと、給食費を出しているその保護者の方々の負担というの

が、恐らく高くなることだろうと思いますので、みんながみんなそれをよしとするかどうか

は、確かに微妙なところだなとは思っておりますが、全部でないにしても、例えば、月に１

回なのか、半期に１回なのかとかということでやるようなことがあってもいいのかなと思う

んですけれども、それについてはいかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 事務局長もやっていた経験もあるものですから言わせてもらいますと、

今、月に１回ですかね、地産地消で食育という形で地元の食材を使った給食を出すというよ

うなことを積極的に取り入れております。

今おっしゃったように、地域のものであってやっぱり減農薬、無農薬で作っている野菜等

もありますので、そういったものを導入するというのは、それこそ月に１回であれば可能で

はないかと思いますし、地産地消の問題と食育の関係の中でそういった対応というのはでき

るのではないかと思いますので。

毎日というのは、先ほど田中議員からもお話があったとおり、求める方とそうでもない方

とのバランスもありますので、その辺を加味しながらやっていく必要があるかと思います。

ただ、今みたいな形で食育の分野でオーガニック、ＳＤＧｓの観点からもそういったもの

を１品入れるとか、そういったところから意識づけをするというようなことは非常に大切か

なと思いますので、現場のほうで対応できるかできないかもありますので、それはまた努力

をしていく必要があるかと思いますけれども、一応そういうことは対応を今も地産地消の関

係はしているというようなことはやっておりますので。

○議長（深澤 守君） 田中君。
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○５番（田中道源君） 恐らくこの手の話は、現場の給食を作ってくれている、献立を考えて

くれている方々にしてみれば、そんなことは分かっているし、いろんな制限された条件の中

でやりくりしていて、大変なことをやっていると思いますので、何ていうんでしょう、それ

を重々承知の上でこういう声があったんで、もしよかったら反映できるものがあったらして

いただければなとお伝えいただけたらと思います。

それでは、幼稚園、保育園、小学校につきましては、以上にさせていただきまして、２番

の井戸の調査についてお話しさせていただきたいと思います。

12月の議会にて、井戸の調査のことを提案させていただいて、そのときも検討していきた

いようなお話をいただいたかなと思いましたが、今回の当初予算の中にはちょっとそれに関

連するような予算が載っていなかったように見受けられたんですけれども、ちょっと私の見

方が甘かったのか分かりませんが、その点いかがでございますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 防災井戸の関係につきましては、今回は予算のほうの計

上は行いませんでした。

まずは、町内にどのくらい、先ほどの町長の答弁もございましたとおり、町内にどのくら

いの井戸があるかを、それをちょっと確認をしてからその後の対応を考えようかなというよ

うなことだったものですから、今回はちょっと上げてありません。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 自主防災の長、防災長宛てに依頼して、その後、それをもって水質検

査というお話があったので、ぜひそれを補正予算とか、早くにこれが進んでいって、補正組

みますとかという話になることを期待しております。

それで、飲料水として使うのと、生活水として使うのとで大分大きな基準が差があるとい

うことは、先ほど答弁の中でもありまして、運がよければ飲料水として使えたらいいなと思

いますけれども、なかなかこれ難しいんだろうなと感じております。

そんな中で、私の前の各議員さんたちの一般質問にもありましたけれども、飲み水の問題

であったり、この水の問題というのが、今のまさに能登半島のほうで非常に大きく取り沙汰

されていることでございます。

松崎町にも、７つほどの孤立地域があるであろうという話でございますし、ぜひこの調査

というものをしっかりしていただいて、ここがそれに相当できるよねと、いざというときに

はここは頼りになるよねというのをしっかりと調査していただきたいと思います。
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ちなみに、スケジュール感としましては、どういうふうにこちらとしては考えていたらい

いですか、いつ頃。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 年度内には、自主防宛てに通知を差し上げて、ちょっと

なかなか使っていない井戸なんかもあると思いますので、時間はかかるとは思っていますけ

れども、今度３月19日に、その自主防の防災員などを対象とした研修会も行われますので、

もしよろしければそのあたりでもちょっとＰＲのほうはしたいなというふうに思います。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） その際に、ちょっと次の質問にも被りますけれども、井戸水だけでな

くて、各地の沢の水なんかの調査も一緒にしてみてはと思うんですけれども、それはいかが

でしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） やはり沢の水も一般の生活水としてはある程度利用はで

きると思いますので、そちらのほうももしよろしければ併せて調査のほうをできればなとい

うふうに思います。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 今回12月に質問して、また今回質問させていく中で、また、改めてい

ろいろ私なりに調べたりしていく中で、井戸掘ってほしいよという方がいらっしゃいました。

ただ、単純に井戸掘ればいいという話ではないと思うし、掘るのもなかなかお金のかかるこ

とだから、一応調査をしてもらって、それがどういう使われ方をするかで、本当にこの地域

でここは本当にないよねというのが分かってきて、もしかしたらどうしても井戸掘ろうにな

るのかもしれないしとかになるとは思うけれども、いきなり最初から井戸を掘るじゃなくて、

まずは調査からだと思いますと伝えてあるんですけれども、最悪本当にここは何もないなと

いうときに、井戸を掘ったりという可能性はあったりしますか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 現在のところ、井戸を掘ることは考えておりません。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 穴掘るというのは本当にお金がかかると聞いておりますので、それで

私なりにちょっとある方からご助言いただいて、こういうのがあるよと聞いたのが、松崎中

学校の入り口の門に向かって左側に水色の消火栓があるんですけれども、あれというのは実
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は緊急時にも非常用の電源が入っていて、ろ過も、ろ過されるような施設が備え付けられた

消火栓なんだそうです。飲用もできるということなんですけれども、あれが一応、松崎町で

はそこだけらしいんですね。

例えば、井戸を掘るのと、それを設置するのとどっちのほうがコストとしていいのかはち

ょっと分かりませんが、例えば、もうここは沢もないし、湧き水もないし、井戸もないしと

いうところに、こういう感じで水色の消火栓を設置するとかというのは、一つ方法としてあ

りなのかなと思うんですけれども、それについてはいかがでございますか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） すみません、私もその中学校の水色の消火栓はちょっと

記憶にございません。消火栓、多分井戸水か何かを引っ張っているんじゃないかと思うんで

すけれども、地下水…あの…。

○議長（深澤 守君） いい。じゃ、会計管理者。

○会計管理者（舩津直樹君） すみません、松崎中学校のところのその青色の消火栓につきま

しては、送水ポンプですね。あそこの井戸、松崎中学校のところの井戸の水源から伏倉配水

池、江奈配水池への送水ポンプからその消火栓を設置していまして、いざというときに配電

を使いながら、そこから給水ができると、そういうポンプがありまして、もともと松崎地区

に使っている水道の井戸の水を使える消火栓というものでございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） もともとそこから水源として取っていたという、だからあるというこ

となんだろうなと思います。

それにこしたことはもちろんないんですけれども、もうもともとないよねところに水をた

めるようなものにしておいて、大事なのが使いたいときにろ過がその場でできてというとこ

ろが非常にいいんだろうなと思った次第でございます。

そもそも水源のないところに井戸掘ったって出ないでしょうし、なのでためておきましょ

うよというようなことの上でためておくと、水も腐ったりとかがあるかもしれませんから、

その場でろ過ができるようなそういう青い消火栓というのができるといいんじゃないかと。

ちょっと言葉が足りず申し訳ございませんでした。

一応そういうことなんで、一度、詳しい職員さんもいらっしゃると思いますので、ちょっ

とそれも検討の一つに入れていただけたらと思いますけれども、いかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。
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○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） ちょっと現場を確認しまして、検討させていただきたい

と思います。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ぜひ、よろしくお願いいたします。

井戸に関しては、特に能登半島の地震を経まして、著しくやはりこの松崎にとっても大事

な話だよねということで、この町民の方々も大分興味というか意識が上がっておりますので、

滞ることなく進めていただけたらと思います。

それでは、３番目の三聖苑、旧依田邸温泉施設の活性化についてのお話をさせていただき

たいと思います。

先ほどの町長の答弁では、今後の計画に関しては、まだ決定には至っておらずということ

でございました。もう今から３年、４年ぐらい前でしょうか、前の町長が挙げた三聖苑の計

画をずさんな計画だからということで、なしにして以来一つも進んでいないことだなと思っ

ておりまして、何とかこれはしないといけないなと思っているところなんですけれども、私

が挙げました２つ目のガソリンスタンドであったり、コインランドリーというのは、どうし

てこれを挙げているかをちょっと説明させていただけたらなと思います。

ガソリンスタンドに関しましては、先ほど髙橋議員も言っていましたですかね。緊急時の

燃料確保という意味では、そこは浸水域から離れているので、備蓄するにはちょうどいいだ

ろうというのが１点あります。それと、そのときの総務課長の答弁で、何か月かに１回、入

替えしないといけないという話の中で、通常の営業をしていると、給油してということでど

んどん入替えがあるんだろうなと思っております。なので、通常時に開店させながら、それ

を保管できるという意味でいいだろうなと思っております。

もともと中川地区に１件ガソリンスタンドがあったんですけれども、それこそ何年か前に

撤退されまして、そのときの理由というのが、何年かに一度にタンクの補修というか工事し

ないといけないんだけれども、それがものすごい金額かかる。それを何千万だかかけてやる

のもちょっと大変な世の中になってきたんで、今回で店閉めますと。もしそれがなければま

だ続いていたかもしれませんし、恐らく今、町なかでやっている３社あると思うんですが、

いずれそういう同じような話が来ると思うんですよ。工事のタイミングで店閉めますになる

のか、その費用何千万出してやるのか。

町としては、やはり続けてもらうことが一民間であるということとはまた別の、先ほどの

何か住民サービスステーションという位置づけでしたかね、もあるということで、民間であ
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りつつも私たちにとっての生活のかなり大事な部分を担っている業界でもあるのかなと思う

ものですから、いわゆるそれこそ公設民営してもいいんじゃないかなというのが、私の今回

提案しているところです。

いわゆる側の部分ですね。タンクのところとかの準備は町でするけれども、通常の営業は、

その手を挙げてもらって入りたいよという人を公募でして、営業してもらって、そこで赤字

だろうが黒字だろうが、それはそこのお店の責任という中で営業してもらう。その代わり、

いざ災害となったらば、松崎町のほうに優先的にその災害用に使わせてくださいよとかとい

うような在り方を一つの契約の担保として、施設の維持費は町で持ってもいいような施設な

のかなというのが私の上げている思いでございます。

もちろんこれはちゃんと議論していかなきゃいけないことですから、ここでそうだね、決

まると思っておりませんけれども、一応ガソリンスタンドを推しているのはそういうところ

です。

コインランドリーに関しては、今も雨のときとかに洗濯物が乾かないので、結構町内でも

使っている人は多いと思います。

中川には、今コインランドリーはないので、中川で使いたいよという人らは、結構町のほ

うまで行ってやっているんですけれども、恐らく中川の人らが使うであろうと思いますので、

通常時もそれなりにペイするであろうと思います。

そして、いざ災害時になりますと、命の安全の確保というのはもちろん大事なことですが、

災害後も避難生活していく中で、清潔であったりとかを保つことが、心のメンタルヘルスと

いうんでしょうかね、の上でとても重要なことであります。被災では何とか生き延びれたけ

れども、その後の病気であったり、心の病でなくなってしまっては、さらに残念な話でござ

いますので、このコインランドリーであったり、お風呂であったりというのは、そこに非常

に実は役に立つものなんじゃなかろうかなと。

バーベキューに関しましては、ちょうど三聖苑の脇に流れている川原がもってこいの川原

になっておりまして、通常時はそうやって遊び、レジャーとしてバーベキューをするような

道具を貸し出しますよとか、あそこでどうぞご自由にとやりつつ、いざ……。

５分延長でお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 許可いたします。

○５番（田中道源君） 災害になりますと、その道具がそのまま炊き出しであったりすること

に使えるんだろうなと。また、日常でバーベキューを楽しんでいたりすることで、災害時に
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薪でご飯を炊いたりとかということが楽しみながら訓練することにもなるんじゃないかなと

思いまして、バーベキューというのを挙げております。

宿泊施設ですけれども、ちょうど何ていうんでしょう、川の、明伏川とでもいうんでしょ

うか、あちらの川向うにある廃墟みたいになっているところがあるんですが、あそこを一つ

見栄えもよくないところになりますので、あそこをうまく生かしつつ、いざというときに簡

易の避難施設、宿泊施設としても使ってもいいと思いますし、通常時はバーベキューをやっ

たり、川遊びをした人らがちょっと休めるよなんていう使い方として提供するのはありなん

じゃなかろうかと。

ドッグランでございますけれども、今度はそっちとは別の川向うが、今、耕作放棄地とし

て広大な広さになっているんですけれども、そっちのほうを少し草刈りしたり、芝生まです

るかどうかは置いておいて、わんちゃんたちどうぞ自由に遊んでいいよというのが、今流行

りといいますか、サービスエリアなんかでもドッグランがあるところとかは、やっぱり人気

でございますので、それを用意していて、そういうお客さんを来てもらいたいと同時に、災

害時にはそこが簡易の宿泊、簡易住宅を設置する場所として用地として使えるよというのも

ありかなと思っております。

もう一個は、これは次の話にもなってきますけれども、依田之庄のほうで薪ボイラーをす

るということは、電気が通っていなかったり、ガソリンはスタンドができていれば使えるか

もしれませんけれども、お風呂を沸かすというのに、松崎町で取れる山から取ってくる木を

使いつつ温めることができるというのが一つ大きな点であると同時に、発電施設もこれでで

きるんじゃないかなと思います。

なので、このあたりをうまく融合させますと、あの三聖苑を中心にあの辺り一帯は、災害

時も電気がちゃんと通せて、洗濯ができて、お風呂が入れてということで、ガソリンも救助

に来た人らは入れることができてということで、復興に向かっていくときに一大拠点として

機能することができるんじゃないかなというのが、私の提案でございます。そのときだけで

なくて、日常でもそれは使えて、回転していくよという、そういうことにできたらと思って

おります。

ちょっと長々と持論を述べましたが、町長どうでしょう、今の話。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） すごく前から実はちょっとそういう話もある中で、今回、三聖苑の調

査をしたときに、今の形態のままでいく、もしくはあそこに直売所なんかを造っていくケー
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スでやるとすると、単独では非常に困難であるというケースの判断でございました。

ですので、今おっしゃるように、有事のときには実は自衛隊の拠点にもなり得るところで

すし、国交省のほうの道の駅の在り方というのが示されて、最近示されたものの中には防災

拠点の機能を強化するといったことが示されておりますので、そういった意味で県のほうで

も一応あそこに発電施設が整備されているところです。

そういった意味でも、そういった防災に向けてフェーズフリーなエリアとして使うという

のは、非常に目指したい案の一つであるというのは間違いございませんので、そういったこ

とも踏まえながら、投資であるとか、あとはその運用の部分であるとか、いろんなことを総

体的に今考えるものと、将来的に５年、10年のスパンの中で考えなければいけないこととい

うのもございますので、特にガソリンスタンドについては、どんどん日本中で減っている状

況でございます。

そうした中で、どう残していくかとか、今あるガソリンスタンドを今公費で造ったときに、

お客さんの取り合いになってしまうのも、やはり懸念しなければならないし、いろんなケー

スを考えなければならないので、そこの部分もちゃんと踏まえながら進めてまいりたいと思

いますので、今の提案は、ほぼほぼ今までも検討している中で、コインランドリーについて

も今完全オフグリッドのタイプのものであったりして、災害時に使えるものというのもござ

いますので、そういった新しい技術も加味しながらそういったものを踏まえて検討していけ

ればと思いますので、また、今後もいろいろご提案、ご意見等をご助言いただければと思い

ます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 何ていうか、一度潰している、もう、一度じゃないのかもしれません

が、それでもあそこを何とかしたいという思いは変わらずありますので、本当にいいものを、

ちゃんと未来のためになるものを残せていけるよう、今後ともお互いよろしくお願いいたし

ます。

それで、最後の質問にしたいと思いますけれども、最後というか、依田之庄の黒字化を図

るために、今後、指定管理者を変更していく考えはあるかという質問に対して、本当に黒字

化できるそういう具体的な話として聞いていないよということですから、それがちゃんと示

せることが前提になろうかと思いますけれども、示せた上で依田之庄だけの、電気の関係で

したかね、その辺のことも話ができて、これは行けるかもなというときには可能性はゼロで

はないよというお話だったかなと思うんですけれども、念を押すようで申し訳ないんですけ



－82－

れども、今言ったので合っていますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 町は、町内の事業者からの提案についても、議員さんからの

説明を受けてということで、その後で担当課のほうにも資料を持ってきたんですけれども、

薪ボイラー活用でということで、あとはサウナも薪ボイラーを使いながらということで提案

ありましたけれども、それによって経費がどうなるかというのは、ちょっと具体的なものが

ないものですから、町としても持続可能なということでバイオマス発電とかそういったもの

にもちょっと興味がありますので、その辺は具体的な提案があれば可能性は検討していきた

いと思います。

指定管理につきましては、なかなか依田之庄と、すみません、依田邸と一体となっている

関係もありますので、なかなか難しいところはありますけれども、その辺のボイラーとか熱

量をどう確保するか等も含めて提案があれば、ちょっと可能性は検討していきたいと思いま

す。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） いろいろ立てつけの問題というかクリアしないといけない、いろいろ

もろもろの条例であったりあるとは思いますので、そういった調整というのはあるかとは思

いますけれども、一つそれがあるからできませんで切ってしまうんではなくて、いろんな可

能性を一緒に模索していただけたらありがたいと思います。

それでは、お時間がもうぎりぎりでございますので、まとめさせていただきますが、やは

りこの松崎町で抱えている問題というのは多々ございます。一遍に全部をやれるわけでもあ

りませんし、これだけやっておけばいいというものはありませんが、一つ一つやれることを

確実にやっていくことが大事だと思いますので、ちょっと人も少ない中大変かと思いますけ

れども、諦めずにお互いに頑張っていけたらいいんじゃないかなと思っております。今後も

松崎の未来のためによろしくお願いいたします。

以上で終わります。ありがとうございました。

○議長（深澤 守君） 以上で、田中道源君の一般質問を終わります。

３時10分まで暫時休憩します。

休憩 午後 ３時００分
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再開 午後 ３時１０分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────

◇ 藤 井 昭 一 君

○議長（深澤 守君） 一般質問を続けます。

通告順位５番、藤井昭一君。

（１番 藤井昭一君登壇）

○１番（藤井昭一君） １番、藤井昭一です。

まず初めに、このたび正月に起きました石川県能登半島を震源とする令和６年能登半島地

震により、お亡くなりになりました方々に謹んでお悔やみ申し上げますとともに、被災され

た皆様にも心からお見舞い申し上げます。

また、被災地の復興支援のために尽力をされている方々に深く敬意を表します。

それでは、私の一般質問に移りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

今回は３つの質問を用意させていただきました。

まず、１つ目の質問です。松崎町ＬＩＮＥ公式アカウントの利用について伺います。

令和５年11月10日に、松崎町議会主催の住民懇談会を開催し、その中で、現在、休止して

いる松崎町ＬＩＮＥ公式アカウントを活用してほしいとの意見がありました。ＬＩＮＥ公式

アカウントを活用している他の市町では、市民町民がそれに登録していれば、誰でも簡単に

様々な情報が受けられ、とても便利で喜んでいるという声が聞かれております。松崎町にも

ＬＩＮＥ公式アカウントがあるのでぜひ活用してほしい、そのような意見が複数の方から聞

かれました。

そこで、①現在の町の情報発信ツールは、どのようなものがあるでしょうか。

②その情報発信ツールで、現在の町の情報は十分に町民に届いていると考えているでしょ

うか。

③現在活用されている松崎町防災メール配信サービスの登録者数は何人いるでしょうか。

また、活用されておりませんが、松崎町公式ＬＩＮＥアカウントの登録者数（友だち）は何

人いるでしょうか。
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④今年度の高齢者向けスマートフォン購入補助事業の利用件数は、何件あったでしょうか。

⑤高齢者向けのスマートフォン教室の開催状況は、どうなっているでしょうか。

次に、大きな２番です。石部地区の防災無線がほとんどの家庭で電波障害を起こしている

問題で、前回の12月の定例会で、私が質問させていただいたときには、施工業者が調査対応

を検討しており、一刻も早く問題解決するように進めているということでした。

そこで伺います。

①その後の進捗状況はどうなっているでしょうか。

②問題解決していない場合、今後の方針をどう考えているでしょうか。

次に、大きな３番です。令和４年11月に、富士宮市とヒメの里交流都市提携を結んでおり

ますが、今後の交流について伺います。

①今後、富士宮市と松崎町はどのような交流を考えているでしょうか。

②帯広市や松本市安曇地区との交流事業については、町の予算に計上されておりますが、

富士宮市との交流のための町の予算はどうなっているでしょうか。

以上、３つの質問をお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 町長。

（町長 深澤準弥君登壇）

○町長（深澤準弥君） 藤井昭一議員の一般質問に対して回答させていただきます。

大きな１番、松崎町ＬＩＮＥ公式アカウントの利用について。

①現在の町の情報発信ツールはどのようなものがあるのかという質問に対してでございま

す。

現在の町の情報発信ツールとしては、紙ベースでは広報まつざきやお知らせ版（各戸配布、

回覧）となり、音声としては防災行政無線での町内放送となります。デジタルでの情報発信

では、町のホームページ、ＳＮＳでは町ホームページとリンクしているフェイスブックの

「今日のまつざき」とインスタグラムを活用している状況でございます。

②その情報発信ツールで、現在の町の情報は十分に町民に届いていると考えているかとい

う質問に対してでございます。

情報発信については、世の中はデジタルに移行する流れとなっておりますが、デジタルに

不慣れな高齢者の多い松崎町では、紙ベースや町内放送などアナログ的な情報発信も併せて

行う必要があります。

町としては、必要な情報をアナログとデジタルを組み合わせて情報発信をしておるところ
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でございますが、町民の皆さんに思うように伝わっていないと感じることはございます。

③現在活用している松崎町防災メール配信サービスの登録者数は何人いるのか、また活用

がされていないが、松崎町ＬＩＮＥ公式アカウントの登録者数（友だち数）は何人いるかと

いう質問に対してでございます。

松崎町防災メールは、同報無線による火災情報や行方不明情報など、臨時的に放送される

内容以外の放送内容をＥメールで各個人のメールアドレスに送信しております。

２月26日現在の登録者数は850人となっておりますが、毎年、広報まつざきには防災メー

ルの登録方法を掲載しておりますので、多くの方にご利用いただければと思っております。

また、松崎町ＬＩＮＥ公式アカウントにつきましては、コロナのときに「まつざきほっと

ライン」として新型コロナウイルス感染症の接触者確認のため導入いたしましたが、その後

は活用されておりません。

登録者数につきましては、令和６年２月26日現在で746人となってございます。

④今年度の高齢者向けスマートフォン購入補助事業の利用件数は何件あったのかという質

問に対してでございます。

高齢者向けのスマートフォン購入費助成事業につきましては、現在の利用実績は12件とな

ってございます。

⑤高齢者向けのスマートフォン教室の開催状況はどうなっているのかという質問に対して

でございます。

高齢者向けのスマートフォン教室については、今年度実施に向けて事業者と調整をしてき

たところですが、参加者はドコモの会員登録が必要になるなど、事業者との教室開催の条件

が折り合わず、いまだ開催できておりません。

大きな２番、石部地区の防災無線の現状についてでございます。

①その後の進捗状況はどうなっているか。

石部区の同報無線につきましては、施行業者であるＮＥＣネッツエスアイが、本年１月18

日に、山家にあり牛原山からの電話を受信している再送信子局と地区内でも聞こえないと言

われている海岸部で戸別受信機の調査を行いました。

この結果、山家にある再送信子局の受信状態はよかったということでしたが、海岸部分で

は電波が弱く、戸別受信機も屋外では電波を拾うものの、屋内では設置場所の関係やアンテ

ナが伸ばされていないこともあり、放送が受信器から流れない状況でした。

そのため、まずは戸別受信機の適正な使い方のチラシを作成し、先月29日の宅送で石部地
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区内へ全戸配布いたしました。

②問題解決していない場合、今後の方針をどう考えているかという質問に対してでござい

ます。

石部地区内の聞こえの悪い場所は、海岸部に限られていますので、まずは２月29日に配布

したチラシでお知らせしたとおり、家庭内でできる受信対策をお願いしたいと思います。そ

れでも改善されないようであれば、外部アンテナを設置したり、地域全体で受信状況を改善

しない場合には、再送信子局の設置あるいは戸別受信機に代わる屋外拡声子局の設置等の対

策が必要となると考えております。

大きな３番、富士宮市との姉妹都市交流について。

①今後、富士宮市と松崎町はどのような交流を考えているかという質問に対してでござい

ます。

富士宮市における都市提携の交流は、イベントや式典への参加が主となっており、松崎町

がこれまで帯広市や安曇地区との交流で実施してきたような親善訪問や物産のやり取りとい

ったことまでは、富士宮市としては対応は難しいと聞いております。

令和５年度においては、松崎町としては、７月の富士山お山開きへの参加、富士宮市から

は、２月23日の富士山の日に、雲見浅間神社の神事に参加をいただいております。もともと

は民間レベルでの交流がきっかけで都市提携にまでつながっており、松崎町商工会では、ミ

カンの寄贈や訪問ツアーの実施など積極的に動いておりますし、町としては民間レベルでの

交流が広がっていければと考えております。

また、富士宮市は、海がない自治体ですので、海水浴やマリンレジャーなどを富士宮市の

子供たちに体験してもらい、逆に松崎町の子供は朝霧高原での牧場体験など、お互いの町に

ない体験を通じて子供たちの交流が広がっていければとも考えております。

②帯広市や松本市安曇地区との交流事業については町の予算に計上されているが、富士宮

市との交流のための町の予算はどうなっているのかという質問に対してでございます。

前の質問で回答したとおりで、松崎町はこれまで帯広市や安曇地区との交流で実施してき

たような親善訪問や物産のやり取りまでは、富士宮市との交流では想定していないため、今

のところ現在予算措置はしておりません。

令和５年度においては、商工会における交流事業への補助を９月補正予算で計上しており、

民間での交流事業については、必要があれば内容を精査した上で予算計上も考えていきたい

と思います。
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以上、藤井昭一議員の一般質問に対する回答をさせていただきました。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 一問一答でお願いします。

○議長（深澤 守君） 許可します。

○１番（藤井昭一君） まず、１番の松崎町ＬＩＮＥ公式アカウントの利用についてのことで

質問させていただきます。

現在、使われていないんですが、今ＬＩＮＥの登録者、友だちに登録している方が746人

ということでした。これですね、私、これを見たときに大変びっくりしまして、使っていな

いのにこんなにいるんだなということで大変驚きました。これを使いましたら、これもっと

増えると思うんです。

それで、やはりメールよりもＬＩＮＥのほうが入る方が入りやすいというメリットがある

と思います。日本人が一番使っているＳＮＳ、第１位がＬＩＮＥだということが出ておりま

す。調べますと大体８割とか９割とかという日本人の方がＬＩＮＥを使っていると。

そういったところで大変なじみがあって、それで簡単にできるということで、これメール

からＬＩＮＥにもう切り替えるという考えはないでしょうか。お願いします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） ＬＩＮＥの活用でございますけれども、町長の答弁にありま

すけれども、当初のほうはコロナの感染対策の接触者確認という形で導入しましたので、そ

の関係で利用者が多くて760人と友だちのほうが多く残っている状況となります。

活用につきましては、町としても有効なＳＮＳの一つとして使っていきたいという思いは

ありますけれども、運用の課題といたしましては、情報発信を町職員が対応できるのかとい

うところがございます。アナログ的な紙ベースでもやりますし、ＳＮＳ、それから町のホー

ムページのデジタルでの発信もしている中で、またＬＩＮＥとなりますと、かなり通常業務

がなかなか追いついていない中で、その負担がなかなか対応が難しいという中で現在活用さ

れていないのが状況でございます。

メールからＬＩＮＥへの防災の関係かなと思いますけれども、それについてはちょっと担

当のほうが総務課になるものですから、その辺については私のほうの回答は控えさせていた

だきたいと思います。

ただ、ＬＩＮＥについて、活用はしたいですけれども、そういった課題があるということ

があります。
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もう一点は、若手ＰＴでもＬＩＮＥを拡張したサービスでというのも検討しておりますけ

れども、先ほど言いました職員の情報発信の負担感であるとか、拡張サービスでありますと、

初期の導入経費であるとかランニング経費、そういったものもございますので、なかなかち

ょっと手が今のところは出せていないなというところもあります。そういった状況でなかな

か取り組めていない状況ですので、ご理解いただければと思います。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） ＥメールからＬＩＮＥへの切替えというようなことです

が、今現在ちょっとＬＩＮＥのほうであまり活用がないというようなことです。そちらのほ

うは、おいおい活用されるというようなことであれば、ＬＩＮＥへの切替えもやっていきた

いと思いますが、現状ではＥメールをそのまま継続して使用していきたいなというふうには

思っております。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 当時、ＬＩＮＥを導入した担当者でございまして、コロナの関係で予

算をつけて、皆さんに承諾いただいて、つけさせてもらいまして、その当時、ＬＩＮＥを使

っているところはなかなかなかったんですけれども、非常に三島とかそういうところが使っ

ていたのをこちらもということでやらせていただいたところです。

実際、今活用できていないのは、その後、そこの部分の予算をカットされまして、できな

くなってしまったというのが現状でございます。

ただ、今お話があったとおり、ＬＩＮＥについては非常に、ちょっと今、最近ニュースは、

総務省からのいろいろなものがあったりというようなことがありますけれども、実際に活用

している自治体は非常に多うございまして、その辺をやはり今度、新年度ですね、先ほど来

から申し上げていますとおり、デジタル人材を期待しているところでございますので、費用

対効果も含めて今言った情報発信の部分の負荷をどうやって分散していくかを含めて、いろ

んな形で検討に値するものだと思っておりますので、今後やはりそういった届きやすい、町

民に一番届きやすい情報発信の方法というのは、１つではないと思っていますが、模索しな

がら進めてまいりたいとは思っております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） １つちょっと紹介させていただきますと、これ昨年９月13日の静岡新

聞の記事にありました。読ませていただきますね。

川根本町が、ＬＩＮＥクーポン、９月13日から第１弾という記事がございました。川根本
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町は、９月13日から町内の飲食店などで利用できる割引クーポンを町のＬＩＮＥ公式アカウ

ントから配信するキャンペーンを開始する。家計支援や観光活性化などを目的に昨年初めて

実施し、今回が２回目。飲食や小売など町内39店で使用できる。利用は１店舗につき１回ま

でで、購入額に応じて最大30％（900円）の割引を受けられる。これ3,000円までで900円と

いうことでした。それで、同町によると、昨年は期間中に町内外から7,441人が利用し、町

のＬＩＮＥ公式アカウントの友だち登録者数が1,653人から7,119人に増加したと、こういっ

た記事がございまして、これを見たときに、もうこれちょっと入れてみようと思って、自分

のＬＩＮＥに入れてみました。それで、川根本町の情報が、いろんな情報が私のところに来

るんですけれども、それはどうでもいいというか、あれなんですが。

それで、これが現在、３月２日時点で登録者数が１万1,908人になっています。約半年間

で4,789人増加しているんです。

それで、川根本町といいますと、松崎町とほとんど人口も変わらず約5,900人ということ

で、高齢化率は昨年度時点で51.3％、県内２位のということで松崎町よりも上を行っていま

す。それなのにこのＬＩＮＥの登録者数が１万1,908人。それで、私、川根本町の実は役場

の方に聞いたんですが、このうち町民の数、大体何人ぐらいですかと聞いたんです。そうし

たら、大体4,000人ぐらいだと、そういうことを聞きました。高齢化がこんなに進んでいて、

それで松崎町とほとんど変わらない人口で、これだけの人がスマートフォンを持って、町の

公式ＬＩＮＥに登録しているという、これどう思いますか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） そういった意味では、川根本町の登録者数の数は、非常に効果のある

数だなと思っております。

もともと川根本町は、光ファイバーを引く関係で町の中でいろいろ議論のあった地域でご

ざいまして、デジタルについても非常に積極的に取り組んでいたところです。ゾーホーとい

う会社の日本法人についても積極的に働きかけをして、当時県の職員と共に町の職員とゾー

ホーの誘致に向かっていろいろ努力をされたと伺っておりますので、ゾーホージャパンの日

本法人の中のサテライトが川根本町にあるといったことがきっかけで、いろんな状況が動い

ているというのも伺っております。

今のＬＩＮＥの関係ですけれども、実はやっぱり防災の関係でＬＩＮＥというのは非常に

東日本のときも大変使えたということで、そこから防災のほうを中心にＬＩＮＥの普及とい

うのは広まっていったというような流れがあると思います。



－90－

私どものほうも今言ったように、いろんな状況の中で防災の部分でやるということと、デ

ジタルデバイドでスマホの普及というのが、時代とともに今の年齢が60代、70代の方で持っ

ている方がそのまま10年たつと80代、70代になるということを考えますと、そういった準備

と流れも含めながらこういったＳＮＳの活用というのは必要であるなと考えておりますので、

やはり来年度、そういった専門の方を入れながらやっていくのが必要かなと思っております。

常々言っている関係人口の関係についても、実は防災関係人口ということをやっている自

治体もありまして、何かあったときにそこに行くというようなことで、町外の方にも災害被

災状況をＬＩＮＥで発信して、ボランティアを募るといった準備ができている自治体もある

ものですから、そういったものもちょっといろいろそこの自治体の方にもいろいろ伺ったん

ですけれども、活用できるよと。そこの防災が拠点なんですけれども、関係人口という関わ

りからほかの面にもつながっていくと、広がっていくというような実際にあるということも

伺っていますので、そういう視点を変えた中で広げていく関係人口の在り方というのも大切

だなというのを感じておりますので、ぜひ検討してまいりたいと思いますが、何分先ほどか

ら言っている人と金という部分の負担をどうやってクリアしていくかも含めて、やはり皆さ

んと共に考えなければいけないなと思っております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 確かに人と金がないと言われますと、もうそれまでであれなんですが。

先ほど、防災とか使われているよということで、もう一個紹介させていただきますと、い

ろんなことが今できるんですね、ＬＩＮＥ公式アカウント。先ほど、川根本町の広まったき

っかけとなったまずそのクーポンですね、そんなのもプレミアム商品券の代わりにこれＬＩ

ＮＥでやったんです。それで、高齢者の方たちも今まで使っていなかった方たちがこれをき

っかけにどんどん購入されたと思うんです。そういったまず一つ作戦があったんだと思うん

ですね。一気にこれ町民のデジタル化が進むと、私、思うんです。これいい例なのでまねし

たらいいかなと。

西伊豆町も来年度の予算に健康アプリというんですか、そういうようなもので高齢者のス

マートフォン取得のきっかけになるような策を考えてやっていると思うんです。

それで、私、スマートフォン購入補助事業、これも松崎町はなかなか進まないというか、

件数が伸びない。それで、予定していた件数に行きそうにないので、これ予算がカットされ

て、結局12件だったと思うんですね。

それで、スマートフォン教室も、もちろんだから買う人が少ないからやらなくたって、要
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するに必要に迫られていない、必要に迫られていないから買わない。だから、スマートフォ

ン教室もやらない。

だったら、何かそういった町民に対して働きかけを町としても何かやったほうがいいんじ

ゃないかと思うんですけれども、どうでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 確かに、今、新しいデジタルのＳＮＳの活用という中でＬＩ

ＮＥを売りにして働きかけということですけれども、確かにそういった戦略的なものも使っ

て町として将来必要な情報発信ツールを広げていくというのはちょっと必要かと思いますの

で、いい事例を紹介していただきましたので、町としてもそういった事例をちょっと参考に

しながら活用のほうは検討していきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） ありがとうございます。

私ですね、今回この質問をするに当たりまして、いろんなところの公式ＬＩＮＥアカウン

トを私のスマホに入れました。もう毎日物すごい膨大な情報が来るんですが、これ大体、例

えば子育て情報だとかイベント情報だとか、何だとかと選べるんですね。それで、必要ない

ものは来ないようにもできるし、自分が欲しいものだけ入れるというような感じでやってい

ます。

それで、ちょっとまた紹介させていただきますと、いろんなことができるんです。例えば、

自治体のホームページへ直接リンクするものがあったり、広報の閲覧、電子回覧板。この電

子回覧板というのも、我々、家にいないで回されちゃうと、読まない、結構回覧板読まない

方が多いです。そういったところで電子回覧板というのが、一人ずつにこれ登録した方に来

ます。あとは、子育て情報ですとか、ごみ出しのやり方だとかそういったもの、休日の当番

医、あと公共施設の予約システム、こんなのも松崎町で今度やりますよね、スポーツ施設。

そんなのもほかの市のところの公式ＬＩＮＥだとスポーツ施設だとか文化施設だとかいろん

なものを選んで、それで予約サイトに飛んで、そこでどこどこの施設を何時から何時まで予

約したいよというのを選ぶと、それで、そこで何かログイン画面になっちゃって、僕はそこ

から先は行けないんですけれども、そういったことで。あとは、町政への意見箱、こんなの

もあります。

もはや、これ町から一方的に情報が来るだけじゃなくて、双方向のツールにもなっていま

す。ぜひこういったものを来年来る新しいデジタルの人材の方が、できたらやっていただけ
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たらなと思います。

それから、無料のスマホ教室ですね。これもせっかく予算を取って、やるわけですから、

いるわけですから、ぜひこういった高齢者の方がスマートフォンを持ちたいとなった、そう

いう町になってからそういうスマートフォン購入補助事業で買っていただいて、そうしたら

ぜひスマートフォン教室で使い方を学んでいただきたい。それで活用できるように、高齢者

の方も活用できるようになっていただきたいなと思います。

それで、私も西伊豆町とか東伊豆町だとかのＬＩＮＥアカウントで、そちらはやっていま

すね。

それで、西伊豆町は、２月２日、田子地区、２月８日、安良里地区、それぞれ１時間の講

座を３回行います。こんなＬＩＮＥが来ています。

それから、東伊豆町は、スマホ教室ＩＮ稲取幼稚園なんていう、こんなのが入っていまし

て、シニア向けスマホ教室、事前予約制、先着20名まで。それで、持っている方はスマホを

持ってきてください。キャリアはドコモ以外でもご参加いただけます。ここはドコモ、やっ

ているところはドコモショップの沼津八間通り店というところが何かやっているそうなんで

すね。それで、ここはドコモに縛りないですよ。ぜひ、聞いていただいて、それでスマホ、

ドコモ以外でもやれるところというのは実際あるもんで、ちょっとやってもらいたいなと思

いました。どうでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） まず最初の他の自治体のＬＩＮＥの活用ですけれども、その

いろんな情報の発信については、ちょっと今、若手ＰＴで検討している関係になりまして、

内容は町としても把握しておりますので、先ほど言いました人的なマンパワーの関係と費用

の関係があるものですから、ちょっとその辺も踏まえながら検討はしているところになりま

す。

それから、スマホ教室の関係につきましては、申し訳ございませんが、今年度は事業者と

調整がうまくできなくて開催できておりません。来年度も６年度の当初で予算計上しており

ますので、ぜひ町としても高齢者のそのデジタルデバイド対策としてやりたいという思いは

持っておりますので、ほかの自治体でうまく制限なしにできているというのは、それも承知

しておりますので、他の自治体の状況を聞きながら開催を実施していきたいと考えておりま

す。

○議長（深澤 守君） 藤井君。
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○１番（藤井昭一君） ありがとうございます。ぜひ前向きに検討していただいて、よろしく

お願いしたいと思います。

続きまして、２番の石部地区の防災無線についてお聞きします。

この石部地区の防災無線、電波がどうやって石部のところに飛んでいっているのか、ちょ

っと教えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） まず、役場から電波を出します。それが牛原山の中継局

がございまして、そちらのほうから石部の山家にある再送信子局がそれを受信して、それか

ら石部の地区内へ電波を改めて発信するというような状況になっております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） ということで、石部の山家地区から下の海のところに行く過程で何か

しらの障害があるということでよろしいですか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） そのとおりだというふうに思っております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） １月の調査で、各戸に資料を配布してくださったということで、それ

で２月29日に配布されたんですね。それで、その後、例えば新たな鉄塔を建てなければなら

ないとか、そういったことも考えられますか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 29日に出しました全戸配布のチラシにつきましては、ま

ずは山家地区に近いほうに受信機を据えていただいて、アンテナを目いっぱい伸ばしてくだ

さいというような形で周知をさせていただきました。

ＮＥＣのその話によりますと、携帯電話でいいますと、やっぱり受信電波の悪い状況はア

ンテナが１本立つか立たないかのような電波の状況であったというようなことなものですか

ら、あまり電波の質がよくないなということは感じております。それでもやはり改善しない

というようなことであれば、屋外の小っちゃいアンテナがあるわけですけれども、それをち

ょっと立てていただきたいというようなことで考えております。

回覧を流してからまだ１週間ほどしかたっていなくて、各家庭に回覧がそろそろ周知され

た頃ではないかというふうに思いますので、またちょっと地区内を数件当たって、電波の状

況どうなったかというのをちょっと調査をしなければならないなというふうには思っており
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ますが、そこで電波が、受信状況が改善しなければ、屋外のその受信用の小っちゃいアンテ

ナを立てなければならないなと思います。

町長の答弁にもございましたとおり、やはりそれでも電波の状況が改善しなければ、改め

てまた送信の屋外拡声子局というのがありまして、それを設置しなければならないなという

ようなことになるわけですが、金額的にかなりちょっと1,000万単位でお金がかかってまい

りますので、できるだけ屋外の各子局のほうで対応できればなというふうには思っておりま

す。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 本当に防災の観点からもやはり放送が聞こえないということが大変な

問題になりかねないと思いますので、ぜひ今後も引き続き対応をよろしくお願いいたします。

続きまして、次の質問に移ります。

富士宮市との交流で、昨年11月に姉妹都市交流を結んだということで、それで、実は商工

会の関係の方からちょっと相談を受けました。それで、町の予算がないんでポンカンを贈り

たいんだけれども、商工会の予算が商工会も大変コロナ禍でそれから脱却出来切れておらず、

それで大変な状況の中やっているんだよということをお聞きしまして、それであれですよね、

富士宮市との話の中でそういった物品のやり取りはやめようということになっているわけで

すね。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） ご質問のやめようというわけではございませんで、なかなか

松崎町が今まで対応してきたような対応は、富士宮市としてはちょっと難しいという話を聞

いております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 分かりました。

先日も富士山の日で、あちらの副市長さんが来られまして、それで、今度少年野球で交流

しようなんていうお話もされておりまして、いいなと、よかったなと。私も松崎のスポ少は、

本当にすばらしい、すばらしいといいますか、本当に私の子供も昔やっていた関係もありま

して、大変頑張っているなと思っていまして、ぜひそういうことで野球で交流できたらなな

んてと思っていた矢先でしたので、大変うれしかったなと思います。

そこで、私、町のホームページで富士宮市とどんなことが書いてありますね。これまで富

士宮市からは、長八まつりや雲見温泉海賊料理まつりに富士宮焼きそばを出店し、松崎町か
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らは観光協会や商店が、富士宮市駅前通り商店街の十六市に出店するなど、民間交流が盛ん

に行われてきた。今後も産業、観光のほかに防災、教育、文化、スポーツなどの交流により

相互の親善を深めていきますという、こういうふうに書かれておりましたので、まだ昨年結

んだばかりで、まだ時間もないものですからあれなんですが、ただ、やはり同じ県内で同じ

東部、東部地区にあります富士宮市さんとせっかく姉妹都市になったんですから、どんどん

交流を進めていただいて、地域が、両方の地域が活性化するようなそういった活動していき

たいなと思うんですが、どうでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） その点については、議員のおっしゃられるとおりでございま

して、協定の方向性としてはいろんな面で今後考えられるスポーツであるとか、防災である

とか、産業であるとか、そういった可能性のあるものは協定の文面に含まれているところで

ございます。町としてもそういった形で多方面に発展していきたいと考えているところでご

ざいまして、実際にやっている中では、自治体同士の職員がイベントに参加ということで、

昨年の海のピカ市も富士宮市のほうから出店とかありますので、そういった小さなことから

少しずついろいろ始めておりますので、多方面な形で、先ほど言いました少年野球の関係と

かも含めてスポーツ面でも交流が広がっていければいいなと考えております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 私もこの間、フェイスブックか何かで富士宮市から何ですかね、贈ら

れてきましたね、つるし雛みたいな。こんなのもやっているんだなということで再確認させ

ていただきましたが、これからもどんどん小学校野球だけでなく、例えば、中学の部活動で

すとか、町民同士の交流ですとか、議員同士の交流とか、そんなのも含めまして何らかの形

で交流していただけたらなと思いますが、どうでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 議員のおっしゃるとおりで、いろんな方面で交流をしたいということ

でした。一番最初のきっかけとなったときの訪問したときにも、相手の教育長、そして議長

も同席をしておりまして、そのときにやはり議会同士、もしくは教育委員会同士といったよ

うなことも含めて交流をしていきたいというようなことをおっしゃっていただいたので、全

方面的にいろんな形の可能性を見いだしながら交流ができればと思っております。

もともとは、自分が担当していたときに、町としては防災の関係が一番大きかったもので

すから、向こうは浸水区域外で、こちらは富士山の被害が受けないといったようなところか
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らの話からスタートしたところです。それ以外にも、実は棚田の黒米を使った米焼酎を作っ

ていただいている富士錦酒造さんが、旧芝川町だったんですけれども、富士宮市に合併しま

して富士宮市の中にございまして、そこともいろんな関係性もございますので、ただ、今、

黒米の生産がちょっと足りなくて、そっちも滞っているものですから、そういった意味でも

そこの活性化をもう一度していけるような交流が求められたらいいなという思いですので、

本当に今後皆さんと共に町の方と一緒にやっていければいいなと思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） ぜひ松崎町と富士宮市、お互いに活性化するような、元気になるよう

な交流をしていっていただきたい。よろしくお願いいたします。

それでは、まとめさせていただきますが、スマートフォンのＬＩＮＥ公式アカウントです

か、これやはり多くの方が望んでいると思います。町政懇談会に13人の方が来られまして、

その13人の方のうち２人の方からこの西伊豆町みたいなＬＩＮＥをやってくれないかなとい

う声がありました。13人のうちの２人ですが、たくさんの方が待ち望んでいると思います。

私の知っている人の中には、西伊豆町のＬＩＮＥが便利だから入っているよという松崎の方

もいます。大雨が降ったときに、どこどこの道路が使えないよとか、そういった情報がすぐ

に来るから便利だよなんていうことで、そういった方が松崎のＬＩＮＥでできるようになっ

て、そして、高齢者の方も含めまして町内の皆さんが町民のデジタル化、そのためにただ単

に便利なだけじゃない、そういったところで考えていただければと思います。

それで、町民の皆さんが喜ぶような、よかったなと喜ぶような仕事を私は役場の方にたく

さんしていただきたい。そういうことで、ああ、よかった、みんなが喜んでくれてよかった

なというようなことの仕事をたくさんしていただきたいと思いまして、ぜひよろしくお願い

いたします。

以上で一般質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（深澤 守君） 以上で、藤井昭一君の一般質問を終わります。

─────────────────────────────────────────────────

◎散会の宣告

○議長（深澤 守君） 以上で、本日の議事日程は全部終了しました。

本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでした。
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散会 午後 ４時００分
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開議 午前 ９時００分

◎開議の宣告

○議長（深澤 守君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員は８名であります。定足数に達しておりますので、これより本日の会

議を開きます。

申し上げます。議場内で上着を取ることを許します。

撮影について申出がありましたので、許可いたします。

─────────────────────────────────────────────────

◎議事日程の報告

○議長（深澤 守君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

日程に入ります前に、傍聴人の皆様にお願いいたします。会議中は静粛にお願いします。

また、議場内における言論に対し、拍手などにより可否を表明することはできません。

その他、議事進行に支障となる行為があった場合は退席をお願いする場合がありますので、

ご承知ください。

以上、傍聴人の皆様のご協力をお願い申し上げます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１ 一般質問

○議長（深澤 守君） 日程第１ 昨日に引き続き一般質問を行います。

質問の通告がありますので、発言を許します。

─────────────────────────────────────────────────

◇ 菜 野 良 枝 君

○議長（深澤 守君） 通告順位６番、菜野良枝君。
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（２番 菜野良枝君登壇）

○２番（菜野良枝君） 議長の許可を得ましたので、壇上より質問をいたします。

質問に先立ち、さきの能登半島地震で犠牲になられた方々に哀悼の意を表し、被災され、

現在も困難を抱える方々に心よりお見舞いを申し上げます。これからも被災地に思いをはせ、

今できる支援をしていきたいと考えています。

もう一点、前回の12月定例会に出席できなかったことにより、皆様にご心配やご迷惑をお

かけしたことを、この場を借りておわびを申し上げたいと思います。

では、通告に従い、一般質問をいたします。

大きな質問の１、防災と男女共同参画についてであります。

１、災害時には平常時における社会の課題が顕在化するという調査結果があります。平常

時に意思決定の場に女性が少ないことにより、災害時に女性の意見やニーズが反映されず、

必要な支援が提供されないことにつながってしまいます。

松崎町地域防災計画には定期的に研修会を開催し、自主防のリーダーの養成、その際、女

性の参画を推進。男女共同参画の視点を踏まえた知識・訓練等を指導できる人材の育成に努

めると記載されています。そこで伺います。

①県の事業として女性防災リーダー育成事業があることをご存じでしょうか。

②ご存じであれば、事業を周知したことがありますでしょうか。

③松崎町でその事業を受講している数を把握していらっしゃるでしょうか

④養成講座の実施は県と市町が共同で実施することができます。実際に松崎町がこれに手

を挙げることはできませんか。

２番、災害時には性別によって困難や負担が異なり、女性の負担や困難がより大きくなる

ことが容易に想像できます。女性や子育て家庭からの要望にできるだけ応えられるよう、町

としてできることはないかをお伺いします。

①９月定例会で備蓄について質問いたしましたが、今回の震災を受け、備蓄の見直しをす

る予定はあるでしょうか。

町の備蓄はもちろんですが、家庭で備えることもとても大切なことだと思いますので、②

として、各家庭で備えるリスト等の広報をする考えはあるかをお聞きいたします。

３、女性の参画が増え、防災対策に女性の視点が入ることにより、これまで検討されてこ

なかった新たな課題も見えてきて、対策が進むことから今後もより取組を強化する必要があ

ると考えます。
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そこで、①現在、県の男女共同参画担当課に派遣している職員の経験を生かすことがその

推進力になるのではないか思いますが、どう思われるでしょうか。

大きな質問の２、地域包括ケアシステムについてです。

高齢化が進む中、地域包括ケアシステムを構築することは重要なことですが、システム構

築の上で重要な役割を担う地域包括支援センターと社会福祉協議会についてお伺いいたしま

す。

①地域包括支援センターは、保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員等を配置するとな

っていますが、その配置状況はいかがでしょうか。

②地域包括支援センターを新年度強化する内容はあるでしょうか。

③システム構築のためには各機関や団体とのネットワークを築く必要があると考えますが、

関係者が集まり、会議などで検討した経過はあるでしょうか。

④民生委員、ボランティアの協力も必要だと考えますが、民生委員向けの研修やハートア

ンドへルプ事業に参加していただくための養成講座などを開催する考えはありませんか。

⑤現在、社会福祉協議会職員は全員が50代であると聞いています。新たな人材の育成が必

要ではないかと考えますが、いかがでしょうか。西伊豆町では福祉関係（社会福祉協議会）

に地域おこし協力隊を配置しています。わが町でも同様の募集ができないかをお伺いします。

以上、壇上からの質問を終了いたします。

○議長（深澤 守君） 町長。

（町長 深澤準弥君登壇）

○町長（深澤準弥君） 改めまして、おはようございます。

菜野議員の一般質問に対して回答をさせていただきます。

大きな１番の①、県の事業として女性防災リーダー育成事業を承知しているかという質問

に対してでございます。

静岡県の女性防災リーダーは、静岡県が主催する男女共同参画部局と危機管理部局が連携

して、地域で活躍する女性防災リーダーの育成事業で、平成25年度から実施しているところ

でございます。地域でリーダーシップを発揮する女性防災リーダーが少なかったことから、

男女共同参画部局と危機管理部局のこれまでの取組を踏まえ、両者が連携しながら防災リー

ダーの研修会を実施しているところでございます。

②番、事業を周知したことがあるかという質問に対してでございます。

令和５年度、今年度につきましては、川根本町で女性防災リーダー養成講座が開催されま
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したが、今までこの事業を、町の場合、町民に周知したことはございません。

③松崎町で受講している数を把握しているのかという質問に対してでございます。

県内では198人の方が静岡県女性防災リーダー育成事業の修了者となっておりますが、こ

のうち松崎町には平成26年度に事業を修了した方が１名だけおります。

④養成講座の実施は市町と共同で実施することができるが、実施に手を挙げることはでき

ないかという質問に対してでございます。

災害時においては男性だけでなく女性の割合も非常に大きいため、養成講座は必要である

と考えております。開催するについては多くの方に参加していただけるよう、近隣市町と共

同での開催等を検討していきたいと考えております。

大きな２番、①、今回の震災を受け、備蓄の見直しをする予定はあるかという質問に対し

てでございます。

備蓄食料につきましては、現在、町民１人当たり３日分の食料６万食を目標として備蓄し

ており、毎年購入しております。この中には一般の方用のアルファ米のほかにも、昨年度か

らは保存期間の長いレトルト米や、幼児・高齢者用のゼリーのほかにも乳児用の粉ミルク等

も含まれております。

また、女性用の備蓄用品や高齢者用の備蓄用品、乳幼児用の備蓄用品も毎年購入しており

ますが、今年も必要に応じて備えていきたいと思います。

②、各家庭で備えるリスト等の広報をする考えはあるかという質問に対してでございます。

各家庭が避難の際に備えておくべき非常用持ち出し用品につきましては、総合防災訓練に

合わせ、毎年、広報まつざき８月号に掲載しているところでございます。また、本年度は能

登半島地震の発生により、町民の皆様へは住宅の耐震化に対する助成金の関係や家具の転倒

防止、物の落下防止も併せて広報まつざき２月号にも掲載したところでございます。

今後も災害への備えを備えておく必要があることから、引き続き周知はしていくつもりで

ございます。

３番の①、現在、県の担当課に派遣している職員の経験を生かすことは推進力になると思

うが、どう思うかという質問に対してでございます。

今年度令和５年度、当町からは県の県民生活局男女共同参画課へ１名の職員を派遣してお

ります。県への派遣業務ではかなり専門的な内容に踏み入ることになりますので、多くの知

識を習得して戻って来ることと思っております。男女共同参画については、所属に限らず、

県で得た知識、経験を生かしてもらいたいと考えております。
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大きな２番、地域包括ケアシステムについての①番です。地域包括支援センターは、保健

師、社会福祉士、主任介護支援専門員等を配置するとなっているが、配置状況はどうかとい

う質問に対してです。

国の設置基準では、高齢者人口が3,000人以上の場合は３職種、保健師、社会福祉士、主

任介護支援専門員を配置することになっておりますが、当町におきましては3,000人未満の

ため適用はされておりません。現状では、保健師、主任介護支援専門員、介護支援専門員の

２職種、３名体制となっております。

②番、地域包括支援センターを新年度に強化する内容はあるかという質問に対してでござ

います。

令和６年度においては、配置人員は同じでございますが、今年度策定する松崎町高齢者保

健福祉計画、第９期介護保険事業計画の中で掲げている基本目標の１つである社会参加の促

進について、通いの場づくりを増やしていく取組を行ってまいります。

③、システム構築のためには各機関や団体等とのネットワークを築いていく必要があると

思うが、関係者が集まり、会議などで検討した経過はあるかという質問です。

現在、賀茂圏域において医療、介護、予防、住まい、生活支援が包括的に確保されるシス

テムの構築を実現するため、医療、介護をはじめとする専門職の連携を強化し、市町におけ

る地域包括ケア推進体制の整備につなげるため、地域包括ケア推進ネットワーク会議を設置

しています。

今後は町内においても関係機関の方々に集まっていただき、システムを構築していきたい

と考えています。

④、民生委員、ボランティアの協力も必要だと考える。民生委員向けの研修やハートアン

ドヘルプ事業に参加してもらうための養成講座などを開催する考えはないかという質問に対

してでございます。

民生委員やボランティアの協力も必要と考えております。今後、システム構築に当たり、

関わりについて検討していきたいと考えているところでございます。

また、ハートアンドヘルプ事業に参加してもらうための事業説明会などの開催につきまし

ては、社会福祉協議会において事業の見直しをしていく中で検討していくものと考えており

ます。

⑤番、現在、社会福祉協議会職員は全員が50代であると聞くが、新たな人材の育成が必要

と考える。そこで、西伊豆町では福祉関係（社会福祉協議会）に地域おこし協力隊を配置し
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ているが、わが町も同様の募集ができないかという質問でございます。

社会福祉協議会の職員は同年代の構成になっており、将来を見据えた中では新たな人材を

確保していくことは必要なことだと考えております。社会福祉を取り巻く現状を的確に把握

し、新たな事業の展開を行っていくなどの取組を見据えた中で社会福祉協議会として対応し

ていくことが必要であると考えます。

また、地域おこし協力隊の配置をしたらどうかというご質問ですが、長期的な雇用という

観点から考えた場合、難しいのではないかと思われます。

以上、菜野議員の一般質問に回答させていただきました。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 一問一答でお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 許可します。

○２番（菜野良枝君） では、まず大きな１の防災と男女共同参画についての１でお聞きいた

します。

①②についてですが、町民の方が防災に興味があってリーダーになろうと思っても、なか

なか情報を得られなければそういった機会が得られないということがあります。もっとそう

いった講習や研修、講座などの情報発信が必要ではないかと思いますが、どう思われますか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 議員おっしゃられるとおり、やはり防災の関係、避難す

る場合には半数が女性の方ですので、なかなかちょっと今年行われた川根本町のように遠い

ところですと、なかなか参加される方は数少ないのではないかと思われますが、近隣でもし

このような事業が行われるというようなことであれば積極的に広報してまいりたいと思いま

す。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 今年度、川根本町ということで行われたということで、こちらについ

てはＺｏｏｍで公開する講座もその中で多分ありますので、そういった情報なども発信して

いただけると助かります。

では、続いて関連の質問をお願いしたいんですけれども、許可をお願いします。

○議長（深澤 守君） どのような関連。

○２番（菜野良枝君） 災害ボランティアコーディネーターの件についてです。

○議長（深澤 守君） 許可いたします。
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○２番（菜野良枝君） 災害ボランティアコーディネーターが松崎町に現在何人いるか把握し

ているとは思うんですが、団体で活動もなく、近隣市町との連携も取れない状況ではないか

と思いますが、このままでいいと思われますか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいまご質問のございました災害ボランティアコーディネ

ーターの関係でございますけれども、社会福祉協議会のほうに確認をさせていただきまして、

今まで養成講座受講修了者は55名ぐらいいらっしゃるということでございます。現在、亡く

なられた方等もいらっしゃいますので、受講者は55名ぐらいということでございます。

また、その訓練の関係ですけれども、訓練は毎年１回、立ち上げ訓練を行っているようで

ございますが、今年度は３月の下旬を予定していらっしゃるようです。ただ、この訓練には

７名ぐらいの参加が毎年行われているという状況でございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 55名ということで、この中には女性の数も含まれていると思います。

こういった講座を受けている方は、そもそも防災のリテラシー高い方ですので、やはりそう

いう方がリーダーになっていただくということが必要になってくると思います。

その立ち上げ訓練なんですが、それは現状を見てみると、災害ボランティアコーディネー

ターが個人的に参加している。組織としては動いていないように思いますが、そちらはどう

いうふうに理解されているでしょうか

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいまご質問の、それぞれの個人個人で参加されていると

いうことでございまして、私のほうでも社会福祉協議会のほう確認したんですが、例えば定

例会であるとか、そういう会議をやっているかということにつきましては、当初は役員等決

めましてやっていましたけれども、その後は会合等も開いていないということでございます。

やはり組織的にそういったことを、やはり定期的に会議等も開催しながら意見交換を図り、

そして訓練に臨んでいくということは必要だと思いますので、この点につきまして、また社

会福祉協議会のほうに会議等の開催につきまして要請をしていきたいというふうに考えてお

ります。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） こちらについては、やはり組織的に脆弱というところ、私理解してお

りますので、こちら町のほうと、社協に一任するという形ではなく、やはり町のほうでも協
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力していただいて、連携を取って進めていただけると助かるなと思います。

では、次の質問に入ります。

④で県と共同、または広域で女性防災リーダー養成講座を開催することで新たなネットワ

ークをつくることができるのではないかと思いますが、この点についてはどう思われますか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） やはり災害、特に大きな災害になりますと、単独の町だ

けではやはり対応ができなくなると思います。その場合には、やはり広域化というのは必須

となると思われますので、このような講習会に参加されることによって、そのようなネット

ワークができるということは大変に貴重なことではないかなというふうに思っております。

できるだけ参加していただくような形で、ちょっと町のほうとしてもＰＲはしていかなけれ

ばならないのかなというふうには思っております。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 第６次総合計画の中で幾つになっても学ぶというようなことを提案さ

せていただいていますので、その中の防災の関係も含め、学ぶ機会の提供というのは町とし

てもぜひ進めていきたいところですので、養成講座等も状況を確認しながら、協力者を県も

含めて協議しながら、そういった機会提供というのは進めてまいりたいと思います。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） やはり防災に関して関心があったり意欲があっても、情報を得られな

いことには、やはりそれが学びであったりと、そういったものにつながっていきませんので、

ぜひそういう機会を増やす。また、それをしっかり皆さんに届くように情報発信をしていた

だきたいと思います。

では、２番です。

①で町で備える備蓄はもちろんですが、地震により孤立が想定される地区に独自に備蓄を

することが重要ということが能登の地震で見えてきました。昨日の髙橋議員の質問にもあり

ましたが、地区ではどのような備蓄がされているのかということについて把握してないとい

う回答でありました。やはり、これについては私も把握は必要だと考えています。

その他の各自主防でも備えはあまりないと想像していますので、また実際、私の住む区で

もまだ備えはされておりません。早急に対応が必要と思っております。いま一度、そういっ

た確認、配置、どのような備蓄がされているか調査を行っていただけるか、ちょっと確認の

意味を含め、お伺いしたいと思います。
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○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 調査につきましては、議員おっしゃられるとおり、やは

りやっていく必要もあろうかなというふうに思います。また、備蓄食料ですとか資機材、昨

日もお話をさせていただきましたが、町のほうの補助金も利用できますので、地区の方につ

いては購入に当たりまして積極的に町の補助を利用していただければと、こういうふうに思

っております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） この大きな災害があった後ですので、やはり町民の皆さんの関心も高

いと思います。ですので、またさらに備蓄の喚起をすることが効果的ではないかと思います。

ですので、やはりこの時期にしっかりとした備蓄の備えを各家庭がしていただく取組という

のもしっかり情報発信をしていただきたいと思います。

ちょっと備蓄について幾つかお伺いしたいと思います。

過去の災害で、避難所で性被害やＤＶ被害の報告がされていることはご存じだと思います。

それらに対応するため、今回の地震などでもトイレには一人で女性が行かないなどの注意喚

起がされているところですが、そこで性被害、ＤＶ対策に有効とされる防犯ブザーなどの備

えも必要だと考えるんですが、その対応についてはどうお考えになるでしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） やはり必要というようなことであれば、こちらのほうと

いたしましても積極的に購入をしていきたいというふうに考えております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ありがとうございます、前向きな回答ということで。ただ、やはりこ

ういったことは各自が備えるということも大切なことだと思いますので、その前の質問にも

ありましたが、各家庭での備えのチェックリストの中にも加えていただけると助かります。

命を守る備えとしての防寒というのがとても大事なんですが、３の原則という言葉をご存

じでしょうか。空気は３分、体温維持は３時間、水分は３日間、食料は３週間で生命に危険

が及ぶと言われています。想像してみてくたさい。冬の西風が吹く中で避難タワーに避難し

ました。津波はなかなか引きません。そんな中で体温の保持ができるでしょうか。何らかの

対策が必要ではないでしょうか、伺います。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 津波避難タワーにつきましてはアルミシートを置いてあ
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るということです。ちょっと数のほうにつきましては十分ではないのかもしれませんけれど

も、ある程度は備蓄が置いてあるということです。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 分かりました。

アルミシートなどの防寒対策、とても重要ですので。またこんなものも、先ほど言いまし

た各自の備蓄のリストの中にも加えていただきたいと思います。

あと、水の確保についても昨日質問がありましたが、水の備蓄については飲料水と生活水、

別に考える必要があるのではないかと思います。生活水の備蓄として電気温水器のタンクの

お湯の活用が考えられます。温水器の中には常にお湯が入っております。通電しているとき

にはお湯ですし、これが停電後、だんだん冷めていって最終的には水になります。水になる

とこれは生活水として使用が可能です。

浸水してしまう地域では使用することができませんが、浸水や倒壊を免れれば数百リット

ルの水が確保できるということになります。最近、オール電化の家も増えていますので、給

湯器の保有の数など知ることは有用ではないかと思うんですが、どのように考えられますか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 飲料水につきましては、現在３万9,000リットルを目標

に備蓄を進めております。それにつきましては、今年度も購入するための予算を計上してお

りますし、そちらにつきましては、まだちょっと備蓄の目標に達しておりませんので、年々、

購入をしていかなければならないのかなというふうに思っております。

電気温水器の関係ですが、議員おっしゃられるとおり、やっぱり飲料水としてはなかなか

使用はできなと思います。生活水として利用できるというものであれば、それも有効に活用

できればなというふうには思っております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） これはちょっと単純に質問なんですが、そういったことができるとい

うことは、課長、ご存じでしたか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 申し訳ありません。私、電気温水器自体をあまりちょっ

と存じ上げませんで、今ちょっと前任者の防災のほうの関係者にちょっと聞きましたら、屋

根の上に乗っかっているものではないかと。あとはエコキュートですとか、そのようなもの

ではないかというようなことだったものですから、申し訳ありません。
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○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） なぜこういうことを聞いたかというと、やはり温水器をお持ちの家庭

でもこういった情報ってもしかすると知らない可能性もあると思うんですね。責めるという

わけではなく、やはりそうやって、そういうこともできますよというような広報することで

やっぱり再確認して、それが災害時に備えになるんだなって。

言ってみれば、これはよく言われているフェーズフリーですね。ローリングストックの究

極のものではないかと思いますね。必ずそこのタンクには毎日ためられていますし、使いな

がらストックできているということになりますので、そんな周知もしていただくと、生活水

としては自分のところではストックできているんだなという確認にもなりますので、そんな

周知もしていただけたらと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 防災の関係のチェックリスト、毎年、先ほど町長申し上

げましたとおり、防災訓練に合わせまして８月に掲載しておりますので、その中に入れるこ

とは可能かなというふうに思っております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 前向きに検討していただけたらと思います。

では、大きな質問の２のほうに入っていきたいと思います。

地域包括支援センターについてお伺いしたいんですが、ちょっと予算を見る限りでは、そ

の強化を示す数字がなかったように思うんですが、いかかでしょうか、お伺いします。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 地域包括支援センターにおきましての強化の予算がないとい

ことでございますけれども、予算的に伴うものではございませんで、現在、サロンであると

か通いの場であるとか、そういった方々に、リーダーの方々に集まっていただきまして、ほ

かの地区はこういったことをやっているよと、こういったことがうちの地区でもやったらい

いんじゃないかとか。それから、それがこの地区に、やられてない地区に波及していくよう

な形で言っていくようなものであればいいということで、情報交換を行っていくという内容

でございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 最近、サロンであるとか居場所が増えていることは承知しています。

現在、幾つぐらいの団体があるかはご存じでしょうか。
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○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） あくまでも町のほうで把握しているサロンであるとか通いの

場、そういったものになりますけれども、今、把握しているのが11地区となります。それ以

外にも、例えば本当に数人で友人同士で集まっていたりとかそういったところでの、また趣

味の会とかで集まっているとかそういったのはちょっと分かりませんけれども、町のほうで

把握しているのは11か所というふうになっております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 承知いたしました。

次ですね。③のほうに移っていきたいと思います。

人口も少ない、予算も少ない松崎町が生き残っていくためには、やはり人材とそれをつな

ぐネットワークではないかと思います。機関と機関、専門家と専門家、人と人と、全てをつ

なぐ機会が必要ではないかと思いますが、いかがでしょうか。また、そういう機会が少ない

とは思いませんか、伺います。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいまのご質問で、先ほどちょっと町長の回答の中にも上

げさせていただきました。現在、賀茂圏域において医療、介護、予防、住まいの生活支援が

包括的に確保されるシステムの構築を実現するため、医療、介護はじめとする専門職の連携

を強化するということで、賀茂圏域地域包括ケア推進ネットワーク会議というのが設置され

ております。

この目的といたしますと、重度な介護状態になっても、住み慣れた地域で自分らしい暮ら

しを人生の最後まで続けることができるよう、医療、介護、予防、住まい、生活支援が包括

的に確保される地域包括ケアシステムの構築を図るため、医療、介護はじめとする専門職の

連携を強化し、市町における地域包括ケア推進体制の整備につなげるため、この賀茂圏域地

域包括ケア推進ネットワークを開催しているものでございます。

先ほどのご回答のように、町内におきましても現在、そのような会議がまだ開かれていな

いような状況もございますので、今後、町内におきましても関係機関の方々に集まっていた

だき、今後のシステム構築を目指していきたいというふうに考えております。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 今、地域包括ケアシステムというのが、国の示す地域包括ケアシステ

ムが今、つくるようにということで示されていますけれども、それを基本とする大本という
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のは、この地域で、先ほども課長が申し上げましたとおり、最後までしっかりと生活をして

いくということになりますので、今、町が掲げている第６次総合計画の根幹であるところの

一端を担う地域包括ケアシステムということですので、地域包括ケアシステムだけできれば

いいというのがまちづくりではないので、それに伴ういろんな関係性のものをつなぎ合わせ

て、先ほどから菜野議員おっしゃるように、各部署、異業種であるとかそういったところを

しっかりとネットワークしながら、冒頭申し上げましたとおり、オール松崎でこの地域を持

続可能な地域としてまちづくりに邁進してまいりたいと思っておりますので、いろんな形で

ご協力いただくようにはなると思いますけれども、もちろん町の方の力も必要であるという

ことだけは申し上げておきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） やはりシステムができただけでは回っていかないと思います。やはり

人がやるということですので、人と人をつなぐ、そういった取組が必要ではないかと思いま

す。

④番に移りますが、私が研修や養成講座を開催することについて重要視するのは、自身が

いろんな場所に参加して、そこで知識を得、いろんな人との関係性を築いてきたという経験

値から申し上げています。町長も多忙の中、いろいろな勉強の場に参加されていますので、

その辺は実感されているのではないかと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 今、自分がここにいるのは全ての出会いが基本であるというのは本気

で思っているところです。そこの場所に自ら飛び込んでいく機会が提供されていたことに対

して、もちろん自分は感謝して飛び込んでいったつもりです。

ですので、やはり総合計画でも学びの場の提供という社会教育も含め、生涯学習も含め、

子供たちの教育の場、体験の場というものは非常に大事だと思っております。それは、私も

痛感しているところでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ちょっと先ほどの防災のほうの質問とも重なるんですが、やはり女性

防災リーダー、そういう講座を開くことに、また広域で開くことによって、やはり横の連携

であるとか、現在、災害ボランティアコーディネーターというのが賀茂地域でそういったま

とめる団体があるんですが、松崎町はそれには誰も参加されておりませんので、やはり横の

つながりがあるとは言い難い状況にあります。
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やはり、またここで新たにそういった女性防災リーダーを広域で開催することによって新

たなまた関係性が築かれて、防災時に例えばお互いに助け合いましょうというような共有が

されることだと思いますので、やはりここでも養成講座、強くお願いするところであります。

あと⑤になりますが、町長の回答で社会福祉協議会に地域おこし協力隊の採用は難しいと

いう回答でありましたが、では、なぜ西伊豆町ではできるのか。また松崎町では何でできな

いかという詳しい説明をお願いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 地域おこしの採用につきましては、いろんなこちらからの要求・要望

で出して募集をかけていくような形になります。今、地域おこし協力隊も募集して入っても

らって終わりではなくて、それなりのやはり３年間という限度がありまして、その先も見な

ければならず、今、自治体として、いわゆる労働力として来てもらうだけではなく、その協

力隊自身のスキルの向上と３年後の自立、そしてできるだけ、やはりこの地域に来たことで

定住を図るというのが一つの条件になっております。

今回、先ほども菜野議員からもありますように、社協は今50代の前半の職員だらけです。

確かにあと10年後というと、基本的には次の世代を考えなければならない状況ではございま

すが、その中で地域おこし協力隊等でやるのか。もしくは正式に職員を募集してやっていく

のかというのも含め検討しなければならないので。

西伊豆町は協力隊でたまたま何か打診というか、もともとそういう流れもあったようにも

聞いておりますので、そういった話があった状況で、またその現場の状況を確認しながら、

募集というのはできる可能性はゼロではございません。難しいというのは、今の現状だと難

しいという答えをさせていただいております。

社会福祉協議会やその他いろんな団体につきましても、一昨年、雲見で被災した際にも、

西伊豆の社会福祉協議会、災害ボランティアコーディネーターの会、賀茂地域の社協関係者、

県の社協関係者、たくさんの方が協力していただいて、助けていただいているのも存じ上げ

ておりますし、そういった中でいうと、社会福祉協議会の在り方というのが、今後、人口が

減っていく中で、もう少し広域になるということも可能性としてゼロではないのかなという

ような思いもありますので、人がどんどん、なかなか採用も難しい中でいうと、そういうと

ころも将来的には考えていく必要があるかなと思っておるところでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） そうですね。一番いい形はやはり正規職員として採用できるのが一番
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いいことだと思います。ただ、今の現状でそれが難しい中で、やはり地域おこしの活用とい

うところに私は提案してみたわけなんですね。

西伊豆町でできるということでありますので、必要ならばその経緯ですとかノウハウを教

えてもらうということも必要ではないかと思いますが、そういった検討、あと研究などもさ

れる考えはあるでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 幸い西伊豆の社協の職員とかも、自分も福祉関係にいたときに非常に

交流を持たせていただいておりますので、今回もうちの社協の力が及ばないところについて

は西伊豆の社協の力をお借りするような形で、共同で事業なんかも実施を大分、今年度増え

ているはずですので、そういった意味では、そういうノウハウ等はこちらにも情報はいただ

いているところでございますが、何分、予算立ての中とかいろんなその他取り巻く環境があ

りますので、そういうものを踏まえた上でぜひ検討はしていきたいとは思います。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） また、地域おこし協力隊は、調べてみたところ会計年度職員としても

採用できるようです。庁舎内で福祉の仕事をしてもらうことも可能ではないかと思いますの

で、そこはいろいろ検討されて、ぜひ福祉枠での募集をお願いしたいと思いますが、ちょっ

と一言だけ、町長お願いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） はっきり申し上げますと、福祉だけでなく全ての部署で欲しいぐらい

の今現状でございますので、そういったものを、全体的なものを俯瞰しながら前に進んでい

きたいと思います。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 今回、私が質問した内容についてはしっかりと回答いただきましたの

で、まとめに入りたいと思います。

災害は時と場所を選びません。性別に関係なく対策を考え、備える必要があります。まず

は機会の少なかった女性が知識を得る場を増やすことが大切です。女性防災リーダー育成講

座を県と共同、また広域で開催する検討をぜひお願いしたいと思います。備蓄についてもい

ろいろな見直しをしていただくようお願いします。

地域包括ケアシステムにつきましては、核となる地域包括支援センター、社会福祉協議会

の強化につきましては、今後も研究し、私も質問を重ねていきますので、町でも強化に取り
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組んでいくようお願いいたします。以上、よろしくお願いいたします。

以上で私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（深澤 守君） 以上で、菜野良枝君の一般質問を終わります。

10時まで暫時休憩します。

休憩 午前 ９時４６分

再開 午前１０時００分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第２ 報告第２号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定及び和解）

◎日程第３ 報告第３号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定及び和解）

○議長（深澤 守君） 日程第２ 報告第２号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定

及び和解）、日程第３ 報告第３号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定及び和

解）の件は関連がありますので一括して行います。

提出者から報告を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 報告第２号、報告第３号 専決処分の報告についてでございます。

詳細につきましては担当課長から説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） それでは、報告第２号 専決処分の報告について（損害賠償

額の決定及び和解）についてご説明をいたします。

報告書の２枚目をご覧いただきたいと思います。専決処分書になります。

令和６年１月18日午後４時頃ですが、伏倉の町道寺の下線におきまして、ヤマト運輸宅配

便のトラックが町道の側溝に設置されていましたグレーチングの上を走行しましたところ、

グレーチングが経年劣化により腐食していたため、これが破損し、車両の後部、マフラー付

近に当たり、車両を傷つけたものでございます。
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町道の管理上の責任によりまして、車両の修理費用を賠償するということで相手方と示談

をさせていただきます。損害賠償額は２万5,630円、相手方はヤマト運輸株式会社でござい

ます。

なお、本件につきましては、１件30万円以下の損壊賠償額の決定及びその和解につきまし

ては専決処分できるということで、議会の承認をいただいておりますので、その結果の報告

でございます。

説明につきましては、以上でございます。

続きまして、報告第３号 同じく専決処分の報告について（損壊賠償額の決定及び和解）

についてでございます。

報告第３号につきましては、先ほどの今、報告しました報告第２号で説明いたしました事

故によりまして、ヤマト運輸のトラックが跳ね上げたグレーチングの一部が道路沿いの民家

敷地内に止めてありました軽自動車に当たりまして、フロントバンパー及び右のヘッドライ

トを損傷させたものでございます。

本件につきましても、町道の管理上の責任により、車両の修理費用を賠償するということ

で示談をさせていただきます。損害賠償額が14万1,625円、相手方は下田市の渡邉ゆかり氏

でございます。

説明につきましては以上でございますが、現場につきましては応急で対応いたしまして、

危険のないようにしております。

また、３月の補正予算に修繕費を要求させていただいておりますが、予算が通り次第、残

りの安全になるような修繕、道路の管理をしてまいります。

報告につきましては、以上でございます。

○議長（深澤 守君） 以上で、報告第２号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定及

び和解）、報告第３号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定及び和解）の報告を終

わります。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第４ 議案第７号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整理に関する条例の制定について

○議長（深澤 守君） 日程第４ 議案第７号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴
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う関係条例の整理に関する条例の制定についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第７号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整理に関する条例の制定についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） それでは、議案第７号 地方自治法の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてご説明いたします。

地方自治法において、公金事務の私人への委任に関する制度が見直されたことにより、地

方自治法第243条の２から243条の６が追加されたことに伴い、職員の賠償責任に関する規定

で、地方自治法の243条の２を引用している関係条例につきまして条ずれが生じたため、こ

ちらの条文を引用している今回の条例を改正するものでございます。

今回の改正を必要とする条例につきましては、松崎町監査委員に関する条例、松崎町温泉

事業会計の設置に関する条例、松崎町水道事業の設置等に関する条例、昭和天皇の崩御に伴

う職員の懲戒免職及び職員の賠償責任に基づく債務の免除に関する条例、松崎町営宿泊施設

の設置及び管理に関する条例、松崎町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の６つに

なります。

今回改正される地方自治法243条の２は、普通地方公共団体の町の損害賠償責任の一部の

免責についての規定と、また243条の２の第４項は監査委員が賠償責任があると判断した場

合についての規定、243条の２の２は職員の賠償責任についての規定となります。

条例の施行期日は、令和６年４月１日からとなります。

説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）
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○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第７号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関

する条例の制定についての件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに、賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第５ 議案第８号 松崎町犯罪被害者等支援条例の制定について

○議長（深澤 守君） 日程第５ 議案第８号 松崎町犯罪被害者等支援条例の制定について

の件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第８号 松崎町犯罪被害者等支援条例の制定についてでございま

す。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 議案第８号 松崎町犯罪被害者等支援条例について説明させ

ていただきます。

説明に入る前に、少しだけ説明の、別の説明をさせていただきたいと思います。

誰もがある日突然、犯罪被害者やその家族、遺族になり得るおそれがあります。犯罪被害
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者等は生命を奪われ、家族を失い、障害を負わされ、財産を奪われるといった直接の被害に

加え、周囲の無理解による配慮に欠けた対応などによって間接的な被害にも苦しめられます。

このような状況の下、犯罪被害者等基本法におきまして、犯罪被害者等に対する支援など

に関し、国、地方公共団体及び国民の責務が明記されていることから、本町においても支援

に関する条例を制定し、不幸にも犯罪に巻き込まれて被害者となってしまった場合、その苦

痛や経済的負担が軽減できるよう見舞金等を支給し、速やかに支援できるようにするための

ものでございます。

それでは、条例の内容についてご説明いたします。

第１条は、この条例の目的を規定しております。この条例は、犯罪被害者等基本法に基づ

き、本町における犯罪被害者等支援に関し、基本理念を定め、町及び町民等の責務を明らか

にするとともに、本町における犯罪被害者等支援の施策に関する基本となる事項を定めるこ

とにより犯罪被害者等支援を総合的に推進し、もって誰もが安全で安心して暮らすことがで

きる地域社会の実現に寄与することを目的とするものでございます。

第２条は、本条例における用語について、その意味を明確にし、解釈に疑義が生じないよ

うに定めております。

（１）犯罪等とは、法第２条第１項に規定する犯罪等をいうものでございます。

（２）犯罪被害者等とは、法第２条第２項に規定する犯罪被害者等をいうものでございま

す。

（３）町民とは、本町の住民基本台帳に記録されている者をいうものでございます。

（４）関係機関等とは、国、静岡県、その他の地方公共団体の機関及び犯罪被害者等の支

援を行う民間の団体をいうものでございます。

（５）町民等とは、町民並びに町内に居住し、通勤し、または通学する者及び町内で事業

を行う法人、その他の団体及び個人をいうものでございます。

（６）犯罪被害者等支援とは、犯罪被害者等がその受けた被害を回復し、または軽減し、

再び平穏な生活を営むことができるようにするための取組をいうものでございます。

（７）二次的被害。犯罪等による直接的な被害以外の犯罪被害者等が、等が犯罪等に関連

して被る経済的な損失、精神的な苦痛、心身の不調、プライバシーの侵害等をいうものでご

ざいます。

（８）再被害。犯罪被害者等が、当該犯罪等の加害者などから再び受ける被害をいうもの

でございます。
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第３条は、基本理念として、犯罪被害者等の支援を推進するに当たっての基本となる考え

方を定めております。犯罪被害者等の尊厳を尊重し、尊厳にふさわしい処遇を保障されるよ

う、犯罪等により被害を受けたときから再び平穏な生活を営むことができるようになるまで、

犯罪被害者等が置かれている状況等に応じて、支援が途切れることなく推進し、犯罪被害者

等の名誉または生活の平穏を害することがないよう、二次被害の発生防止に十分配慮し、推

進されなければならないことを定めております。

第４条は、町の責務を規定しております。町は、第３条に規定する基本理念を受けて、町

が実施する犯罪被害者等の支援に当たり、関係機関等と連携を図り、施策を実施していくこ

とについて責務が課されております。

なお、支援の具体的な内容は第７条、見舞金の支給から、第11条、町民等の理解の促進と

なります。

第５条は、町民等の責務を規定しております。町民等は、第３条の基本理念を受けて、犯

罪被害者等の状況を町民等一人一人がしっかりと認識し、二次的な被害の発生防止に配慮す

るとともに、犯罪被害者等が再び平穏な生活を営むことができるようなるため、町及び関係

機関等に協力するよう努めることを規定しております。

第６条は、町が犯罪被害者等からの相談に応じるに当たり、相談窓口を設置し、関係機関

との連絡調整を図るとともに、各種支援制度の案内や申請補助などのコーディネートを行い

ます。

第７条は、見舞金の支給について定めております。町は、犯罪被害者等である住民に対し、

規則で定めるところにより、犯罪等による被害の程度に応じた見舞金を給付することができ

ることを定めております。規則では、遺族見舞金を30万円、重傷害見舞金を10万円としたい

と考えております。

第８条は、町は犯罪被害者等である町民が平穏な日常生活を取り戻すために必要と認める

支援を行うことを規定しております。

第９条は、犯罪被害者等が二次的被害、再被害及びさらなる犯罪等による被害を受けるこ

とを防止するため、一時保護、施設などへの入所について必要な施策を講じることを規定し

ております。

第10条は、犯罪等により従前の住居に居住することが困難となった犯罪被害者等に対して、

居住の安定を図るために必要な支援を行うことを規定しております。

第11条は、犯罪被害者等の人権、名誉及び平穏な生活等への配慮の重要性に関する町民等
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の理解が深めるよう、必要な広報、啓発活動等を町が行うことを規定しております。

第12条は、犯罪被害者等支援を行うことが社会通念上、適切でないと認められる場合は支

援を行わないことができることを規定しております。

第13条は、委任規定で、この条例に規定されている事項のほかに本条例の施行に関し、必

要な事項は規則で別に定めることを規定しております。

最後に、附則におきまして、この条例の施行日は令和６年４月１日とするものでございま

す。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 本案は、被害者を救済するという意味で、非常に昨今の状況を見ます

と有意義だと思われるわけですけれども、窓口を先ほどつくられるということでしたけれど

も、その窓口へのルート、それはどのようなものに考えておられるでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） まず、本事案が発生した場合、警察のほうから町のほうに連

絡が入ります。町のほうの担当課といたしますと健康福祉課となります。窓口を一本にいた

しまして、健康福祉課のほうで庁舎内の連絡、そういったことにつきまして対応を図るもの

でございます。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 私は、本議案については犯罪被害者に寄り添う行政、町民ということ

で、この条例案に疑義はないわけですが、一つ質問させてください。

第４条、町の責務というのがあります。町の責務の中に、犯罪被害者等支援のための施策

を策定して及び実施しなければならないという、ここにうたわれています。この施策の策定

はされているのか、されていなければどのような施策を見込んでいるのか、お伺いいたしま

す。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） こちらの町の責務のところですけれども、先ほどの説明のと

ころでもちょっと説明をさせていただきましたが、施策のところにおきましては、具体的な

支援の内容といたしまして、第７条、見舞金の支給から第11条、町民等の理解の促進という
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ことになりまして、こういったことをやっていくことが一つの施策であるというふうな解釈

でお願いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 藤井要君。

○８番（藤井 要君） 第12条の関係でございますけれども、社会通念上、適切でないと認め

られる場合ということですけれども、これはどんなことを想定しているのか、お聞きしたい

と思います。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 第12条は、犯罪被害者等支援を行うことが社会通念上、適切

でないと認められる場合は支援を行わないことができるということの規定ですけれども、適

切でないと認める場合というのは、例えば暴力団であったりとか、そういう方が社会通念上、

適切でないという判断に基づきますと、そちらのほうは支援を行わないことができるという

ような規定の内容でございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 被災者を救済するという意味で非常に有意義だと思うわけですけれど

も、これから細かいことは規則で定めるようですけれども、まずその規則をこれからつくら

れていくのかどうかは１点と、先ほどの30万とか10万というお話は規則の中で出てくるのか

どうか。それと、このことに対して、被災者というのはなかなか表に出てこないものですか

ら、告示だけではなくて、さらに周知していく必要があると思うんですが、そのあたりはど

のようにお考えでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） まず１点目の規則の関係につきましては、この３月に規則の

ほう定めまして、施行のほうは４月１日からというふうになります。

第７条の金額の30万円、それから10万円のことにつきましても、この規則の中で定めるも

のでございます。

そして、最後のご質問のこれからの周知等の関係でございますが、原則は警察のほうから

連絡が来て、警察の方がその被害者の方と面談をした中で、対象となる被害者の方も支援を

希望するということであれば、そこで初めて警察から町のほうへ連絡が来るということでご

ざいます。が、まず１点。

それから、広報のことにつきましては、前回の先日の議会全員協議会の中でも説明をさせ

ていただきましたように、また広報等通じまして周知のほうを図ってまいりたいというふう
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に考えております。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 基本的に警察のほうから連絡が来るということですので、警察しか被

害者が分かりにくいかもと思いますけれども、それの連絡というのは、警察のほうはそれを

ちゃんと聞いていただけるというか、町の案内がしていただけるような、何かそういうコン

タクトは取れていますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 先般も警察の方も見えられまして、もし事案が発生した場合

には警察のほうから町のほうに連絡をさせていただくということで、これは松崎町のみでは

なく全国どこでも同じような状況でございます。そのような形で連絡をいただきまして対応

するというような流れとなっております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ５番。

今議案に関しましては全協でもいろいろ説明いただきまして、ほぼ納得しているところで

ございますけれども、一つ質問したいのは、この事案が発生しまして、警察から来まして、

役場の中でもいろいろ対応することになると思うんですけれども、この情報に触れる人とい

うのがどの程度の方々が触れて、またそれはどういう形で外に漏れないようにしていくとか

というような、ちょっと大まかな流れといいますか、どのくらいの関係の人らが知り得るこ

とになるのか、ちょっと教えていただけますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 連絡が入りまして、私のほうで、例えば必要なもの、例えば

住民票のことであるとかいろんなことがあるかと思いますけれども、ほかにも公営住宅の入

居であるとかいろんなことがあると思いますが、やはり担当者間だけで連絡を取り合って、

そこで決めるということもできませんので、やはりそれは課内で担当課のほうと、私どもの

健康福祉課とそれぞれの担当課の、それぞれまた課長も含めて、最終的には町長も含めての

中でのあれですので、やっぱり組織として、そういったところはしっかりと対応してまいり

たいというふうに考えております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ５番。小さな町でございますので、役場の中での守秘義務というのは

徹底されることと思いますが、それでも役場の中に知っている人もいるでしょうし、知られ
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たくないなんていうこともあることも想定できると思いますので、その辺のしっかりと守秘

義務守られて、気兼ねすることなく守ってもらえるんだというような、告知の際にそこは伝

えたほうがいいのかなと思います。

以上でございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） ７条の関係ですけれども、重度が30万、軽度が10万ということですけ

れども、これ決定機関というのか、先ほど田中議員の中でも守秘義務の関係も出てきました

けれども、町長、副町長とか委員さんとかいて何名ぐらいでやる。そして、この重度、軽度

の関係の度合いをはかるというか、そこら辺もある程度はもう決めてあるというか、そうい

うことをちょっとお聞きしたいと思いますけれども。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 第７条、見舞金の支給についてでございますけれども、規則

の中で遺族見舞金を30万、重傷害見舞金を10万というふうな形になっております。こちらに

つきましては、遺族見舞金の30万につきましては死亡された場合、それから重傷害見舞金に

つきましては１か月以上の入院をした場合というのが規定となりますので、そこに合致して

いるものであれば、町長まで決裁いただきまして支出するというような形になります。

○８番（藤井 要君） 何名か、委員の数。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） これにつきまして、委員会を設けるとかそういったことはご

ざいませんで、先ほどの申し上げました死亡、または１か月以上の入院、こういったことを

もちまして、町長まで決裁を経まして支出するような形となります。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 30万、10万というお話が、この松崎町でそんなに大きな犯罪はなかな

かあるとは思えないんですけれども、これ予算化しなきゃいけないかと思うんですが、その

あたりはどのようなお考えでいらっしゃるでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） こちら予算化につきましては、令和６年度当初予算のほうに

予算要求のほうはさせていただいております。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 一応、想定はどのようにする。ただ名目上、置いておくだけなのか、
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想定があるのか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） これまで松崎町、そういう事案的にはないわけですけれども、

予算の中ではそれぞれ１件ずつ、遺族見舞金が１件、それから重傷害見舞金を１件というこ

とで予算のほうは要求させていただいております。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑終結の声がありますので、質疑を終結したいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 私は、本案に賛成いたします。本案は、今までなかなか被災者の救済

というのができなくなっておりましたけれども、今回それを明確にして、町としても救済し

ようというものであります。今後、これが役に立っていくようなことを願いまして、賛成い

たします。

○議長（深澤 守君） これをもって討論を終了します。

これより議案第８号 松崎町犯罪被害者等支援条例の制定についての件を挙手により採決

します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第６ 議案第９号 松崎町公営企業会計職員定数条例の一部を改正する条例
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について

○議長（深澤 守君） 日程第６ 議案第９号 松崎町公営企業会計職員定数条例の一部を改

正する条例についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第９号 松崎町公営企業会計職員定数条例の一部を改正する条例

についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） それでは、議案第９号 松崎町公営企業会計職員定数条

例の一部を改正する条例についてご説明いたします。

地方公営企業法を適用していない事業につきましては、平成27年１月に総務大臣から公営

企業会計の適用の推進について通知があり、平成27年度から平成31年度までの５年間で公営

企業会計に移行するよう要請がありましたが、取組が進まないことから、平成31年１月に再

度、平成35年度までに公営企業会計へ移行するよう要請がありました。

当町におきましては、水道事業会計や温泉事業会計、伊豆まつざき荘事業会計は以前から

公営企業会計として事務処理を行ってきましたが、令和６年度から岩地、石部、雲見の３つ

の集落排水事業が公営企業化へ移行となるため、事業の公営企業会計移行に伴い、定数を定

めるものになります。

新旧対照表をご覧いただきたいと思います。

左側が現行の条例で右側が改正案となります。松崎町公営企業会計職員定数条例第３条に

おきまして職員の定数を定めておりますが、現在、水道事業会計７人、温泉事業会計３人、

伊豆まつざき荘会計１人となっております。

今回の条例改正では、水道事業会計、温泉事業会計、伊豆まつざき荘事業会計のそれぞれ

から会計の文言を削除し、（２）の温泉事業の下に下水道事業２人を加え、（３）の伊豆ま

つざき荘事業会計を（４）に繰り下げるものです。

現状では、水道事業会計は水道の技師を含め５人で対応しております。また、温泉事業会

計も２人で対応しており、下水道事業会計として現在、集落排水事業を担当している職員２

人分を担当者として加えるものです。

なお、この人数は配置する職員の上限となります。
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条例の施行期日は、令和６年４月１日からとなります。

説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第９号 松崎町公営企業会計職員定数条例の一部を改正する条例についての

件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第７ 議案第１０号 松崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例について

◎日程第８ 議案第１１号 松崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例について
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◎日程第９ 議案第１２号 松崎町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の

一部を改正する条例について

○議長（深澤 守君） 日程第７ 議案第10号 松崎町職員の育児休業等に関する条例の一部

を改正する条例について、日程第８ 議案第11号 松崎町会計年度任用職員の給与及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例について、日程第９ 議案第12号 松崎町企業職員

の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例についての件は関連がありますの

で、一括議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君）議案第10号 松崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例について、議案第11号 松崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例について、議案第12号 松崎町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例

の一部を改正する条例についてでございます。

一括して、担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） それでは、議案第10号、議案第11号、議案第12号につい

てご説明いたします。

議案第10号 松崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について、議案

第11号 松崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例に

ついて、議案第12号 松崎町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する

条例につきましては、会計年度任用職員への勤勉手当の支給に関する内容となりますので、

一括してご説明させていただきます。

今回の条例改正は、地方自治法の一部を改正する法律により、国の非常勤職員の取扱いと

の均衡及び適正な処遇の確保の観点から、会計年度任用職員に対する勤勉手当の支給を可能

にする改正法が令和６年４月１日から施行されることに伴い、当町におきましても、令和６

年度から会計年度任用職員に対する勤勉手当の支給をするために改正をするものです。

現在、会計年度任用職員には期末手当のみ支給をされておりますが、今後は一般職員に準

じて勤勉手当の支給が可能となります。職員につきましては、期末手当と勤勉手当が合算さ

れて支給されております。期末手当が６月と12月にそれぞれに1.225か月、勤勉手当もそれ

ぞれ1.025か月支給されており、年間では4.5か月分の支給とされておりますが、令和６年度
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からは会計年度任用職員にもこの支給率と同じ率で支給をすることになります。

会計年度任用職員で支給の対象となる人は、任期が６か月以上であり、週の勤務時間が15

時間30分以上で、６月１日と12月１日の基準日に在籍している職員であれば、フルタイムの

会計年度任用職員もパートタイムの会計年度任用職員も勤勉手当の支給対象となります。

議案第10号の新旧対照表をご覧いただきたいと思います。

左側が現行の条例、右側が改正案となります。議案第10号の松崎町職員の育児休業等に関

する条例の一部を改正する条例では、育児休業をした職員のうち、勤勉手当の支給を受ける

職員に関する条文につきまして、会計年度任用職員を除くという規定がありましたが、今回

の法改正で会計年度任用職員を除く規定を削除します。

議案第11号の松崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例では、会計年度任用職員に対し勤勉手当を支給することができるよう条例を改正いたし

ます。こちらも新旧対照表をご覧いただきたいと思います。

３条におきまして、会計年度任用職員へのボーナスにつきましては、今までは期末手当だ

けでありましたが、改正案では期末手当の後に勤勉手当を加え、フルタイムの会計年度任用

職員、パートタイムの会計年度任用職員のいずれも期末手当と勤勉手当の両方が支給できる

ように改正します。

第14条の２では、フルタイム会計年度任用職員で期末手当を支給する人の基準が設けてあ

り、先ほどもご説明いたしましたが、任期が６か月以上であり、週の勤務時間が15時間30分

以上で、６月１日と12月１日の基準日に在籍している会計年度任用職員としています。

令和６年度では６月と12月に期末手当と勤勉手当が支給されますが、令和６年６月１日に、

令和５年12月２日から引き続き勤務している会計年度任用職員には、６月には1.025か月の

勤勉手当が期末手当と合わせて支給されることになります。

新旧対照表の２ページ目をお願いいたします。

第23条の２では、パートタイムの会計年度任用職員で勤勉手当を支給する人の基準が設け

られましたが、算出額の基準は６か月間の１か月の平均給与額となります。こちらも14条の

２の規定するフルタイムの会計年度任用職員と同様に、令和６年６月１日に、令和５年12月

２日から引き続き勤務している会計年度任用職員には、1.025か月分の勤勉手当が期末手当

と併せて支給されることになります。

議案第12号です。議案第12号の松崎町企業会計職員の給与の種類及び基準に関する条例の

一部を改正する条例の関係ですが、こちらは企業会計の会計年度任用職員の規定となります。
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企業会計におきましても、議案第11号の松崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の第３条の規定と同様に、企業会計における会計年度任用職員

にも勤勉手当が支給されることになることから、第15条において期末手当の後に勤勉手当が

追加されることになります。

この要件に該当する会計年度任用職員は現在51人となっており、令和６年度の勤勉手当の

支給額は年間で1,582万9,000円で計上してあります。１人当たりの１年間の平均の支給額は

およそ31万円となります。

条例の施行期日は、令和６年４月１日からとなります。

説明は以上になります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑に当たっては、初めに議案番号を明示し、行ってください。

質疑を許します。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより議案第10号 松崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につい

ての討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第10号 松崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につい

ての件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。
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（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第11号 松崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例についての討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第11号 松崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例についての件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第12号 松崎町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する

条例についての討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第12号 松崎町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正す

る条例についての件を挙手により採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。
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─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１０ 議案第４０号 松崎町税条例の一部を改正する条例について

○議長（深澤 守君） 日程第10 議案第40号 松崎町税条例の一部を改正する条例について

の件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第40号 松崎町税条例の一部を改正する条例についてでございま

す。

詳細は担当課長より説明させていただきます。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） それでは、議案第40号 松崎町税条例の一部を改正する条例

について説明させていただきます。

本議案は、令和６年１月に発生した能登半島地震災害の被災者の負担の軽減を図るため、

自宅や家財の被害に応じて所得税や住民税を軽減する措置が１年前倒しで適用できることと

した地方税法等の改正が２月21日に国会で可決成立したことに伴い、税条例の一部を改正す

るものでございます。

お配りした資料でございますが、議案をめくっていただいた２枚目が松崎町税条例の一部

を改正する条例の改正文でございます。

その次に、議案第40号資料として新旧対照表がございます。

また、その次に、議案第40号資料その２として改正概要が１枚ございます。改正文により

既存の松崎町税条例を改めるものでございますが、議案第40号資料その２、松崎町税条例の

一部を改正する条例改正概要により説明をさせていただきます。

まず、１、概要でございますが、令和６年１月に発生した能登半島地震による災害では、

広範囲において生活の基礎となるような住宅や家財など生計の手段に甚大な被害が生じてお

り、かつ発災日が１月１日と、令和５年分所得税、令和６年度分個人住民税の課税期間に極

めて接近していること等の事情を総合的に勘案し、臨時、異例の対応として、令和５年度分

所得税、令和６年度分個人住民税について、今般の地震による損失に係る特別な措置として、

１年間前倒しして雑損控除の措置を適用する措置を講ずるものでございます。



－134－

２、改正内容。雑損控除の特例ということで、能登半島地震による災害により住宅や家財

等の資産について損失が生じたときは、本来であれば令和７年度分の個人住民税、令和６年

度分所得の雑損控除として適用されるものを１年前倒しして、令和６年度分の個人住民税、

所得としては令和５年分ということになりますけれども、において、その損失の金額を雑損

控除の適用対象とすることができる特例を設けるものでございます。

また雑損控除は、損失が大きく、その年分で控除し切れない場合は、翌年分以降に繰り越

せます。繰越期間は通常３年でございますが、特定非常災害の場合は５年に延長されます。

今回の能登半島地震は特定非常災害に指定されているため、令和５年の分所得で控除し切れ

ない場合は、令和６年分所得以降５年間、令和10年分所得まで繰り越すことができます。

１枚前に戻っていただきまして、新旧対照表でございます。右側が改正案となっています。

附則第５条の２、第１項では、納税義務者本人の特例損失金額について。第２項では、納

税義務者の扶養者における親族資産損失額について。裏面になりますが、第３項では、特例

を受けようとする場合は申告書にその旨を記載することなどが規定されております。

また、附則第６条では、今回の地方税法の改正により項ずれが生じた部分を修正してござ

います。

１枚戻っていただきまして、条例の改正文の裏面でございますが、一番最後の附則の施行

期日ですが、公布の日から施行し、令和６年２月21日から適用するものでございます。

現在のところ該当者はいませんが、特別損失が５年間繰越しができるため、今後、該当者

の転入等も考えられることから、今回の地方税法の改正に合わせて改正するものでございま

す。

説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 当町において、直接当町で被害があったようには思えないんですけれ

ども、先ほど転入の方とか、あるいは親戚の方とか何かあるかもしれませんので、扶養され

ている方があったとかいうのはある場合も該当するんではないかというふうに思うわけです

けれども、これらについて先ほど該当がないよということでしたけれども、これらの証明と

いうんですか、被災証明というのはやはりもらってきて、こっちに来ていたとしても現地の
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ほうで被災証明をもらってきて、こちらで申請という格好になるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） 議員のおっしゃられるとおり、罹災証明等が必要になります。

そのほかに申請に必要な書類としましては、被害を受けた資産取得時期、取得価格の分かる

ものであるとか、被害を受けた資産の取り壊しに係る費用、撤去に係る費用など、あと被害

を受けたことにより受け取る保険金の金額が分かるもの、あと市町から交付された罹災証明、

あと５年度分、これ申告に係るものでございますけれども、通常の申告にも係るものですけ

れども、５年分の所得金額や所得控除の分かる書類というようなものを用意していただくと

いうことになります。

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第40号 松崎町税条例の一部を改正する条例についての件を挙手により採決

します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

11時５分まで暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時５４分
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再開 午前１１時０５分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１１ 議案第１３号 松崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例について

○議長（深澤 守君） 日程第11、議案第13号 松崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての件を議題といたし

ます。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第13号 松崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 議案第13号 松崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを説明させていただき

ます。

今回の改正につきましては、国において令和４年６月３日にデジタル臨時行政調査会でデ

ジタル原則に照らした規制の一括見直しプランが決定されました。

これは、書面掲示、目視等を義務づけるアナログ規制については、点検見直しをすること

ととされ、行程表に基づき順次見直しが行われており、現行法上フロッピーディスク等の特

定の記録媒体での提出等を求める規制についても、手続のオンライン化の支障になっている

ことから、新たな情報通信技術の導入、活用に円滑に対応できるよう見直しを行うこと。標

識等について、書面の掲示等義務づけている規制について、当該掲示に加えてその内容をイ

ンターネットを利用して、公衆の閲覧に供しなければならないこととするよう見直しを行う

ことといった見直し方針が示されたことを踏まえ、特定教育・保育施設及び特定地域型保育
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事業の運営に関する基準の改正に伴い、町条例の必要な事項について改正するものでござい

ます。

それでは、議案資料の新旧対照表をご覧になっていただきたいと思います。

第５条内容及び手続の説明及び同意の第２項第２号の「磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、そ

の他、これらに準ずる方法により、一定の事項を確実に記録しておくことができるもの」を

「電磁的記録媒体（電磁的記録に係る記録媒体を言う）」に改め、第23条掲示の第１項中を

「掲示しなければならない」を「掲示するとともに電気通信回線に接続して行う自動公衆送

信（公衆によって直接受信されることを目的として公衆からの求めに応じ、自動的に送信を

行うことを言い、放送または有線放送に該当するものを除く）により、公衆の閲覧に供しな

ければならない」と改めるものでございます。

本条例は、「磁気ディスク及びＣＤ－ＲＯＭなど」を「保存媒体の種類を示さない形の電

磁的記録媒体」に改め、紙媒体のみではなく、インターネットを利用して公衆の閲覧も提供

できるようにするという内容となっております。

なお、この条例は、国の基準の改正に伴い改正するものでございます。

説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。
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これをもって討論を終了します。

これより議案第13号 松崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例についての件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１２ 議案第１４号 松崎町介護保険条例の一部を改正する条例について

○議長（深澤 守君） 日程第12 議案第14号 松崎町介護保険条例の一部を改正する条例に

ついての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第14号 松崎町介護保険条例の一部を改正する条例についてでご

ざいます。

詳細は担当課長から説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） それでは、議案第14号 松崎町介護保険条例の一部を改正す

る条例についてを説明させていただきます。

初めに、本条例を改正する趣旨でございますが、介護保険料の改定に関し、松崎町介護保

険条例の一部を改正するもので、２月21日の議会全員協議会においてご説明させていただき

ました、松崎町高齢者保険福祉計画第９期介護保険事業計画に基づき、令和６年度から令和

８年度までの保険料を定めるものとなります。

なお、この計画については、２月７日に開催いたしました地域福祉検討協議会において承

認されているものでございます。

それでは、改正内容について議案の最後にある議案第14号資料の新旧対照表をご覧になっ

ていただきたいと思います。

左が現行のもので、右が改正案となります。

令和６年度から令和８年度までの保険料を次のとおり改めるものです。なお、第９期の介
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護保険料につきましては、所得段階が９段階から13段階に変更となりました。

それでは、表の下線部について説明をさせていただきます。

第２条第１項第１号、現行２万520円を３万1,120円へ、同条同項第２号、現行３万4,200

円を４万6,860円へ、同条同項第３号、現行４万7,800円を４万7,190円へ、同条同項に第10

号を追加し、令第38条第１項第10条に掲げるものは、12万9,960円とするものです。

同条同項に第11号を追加し、令第38条第１項第10条に掲げるものは14万3,640円とするも

のです。

同条同項に第12号を追加し、令第38条第１項第10条に掲げるものは15万7,320円とするも

のです。

同条同項に第13号を追加し、令第38条第１項第10条に掲げるものは16万4,160円とするも

のです。

同条第２項３項４項については、所得分の第１段階から第３段階の低所得者の方の費用負

担を軽減する規定を追加し、軽減後の金額を表記したものでございます。

同条第５項については、各年度における保険料に10円未満の端数が生じたときは、これを

切り捨てた額を当該保険料とするものでございます。

前の条文に戻っていただきまして、附則のところでございますけれども、施行期日につき

ましては、この条例は令和６年４月１日から施行するものとします。

適用区分について２ページをお願いします。

改正後の松崎町介護保険条例第２条の規定は、令和６年度以降の年度分の保険料から適用

し、令和５年度以前の年度分の保険料については、なお、従前の例によるものといたします。

以上で説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 何回も説明を受けて申し訳ないんですが、簡単に言うと、低所得者層

は安くなる、それからこの分けることによって、その上の段階のほうの人は高くなるのか、

安くなるのか、そのあたりを簡単に説明願えないでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） これまで、９段階であったものが13段階となることによりま
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す。そして第１段階から第３段階までの方、低所得者の方ですけれども、そちらの方々につ

きましては、第１段階の方が1,020円、年額の差額になりますが1,020円、第２段階、第３段

階も同じく1,020円の減額となります。

そして、第10段階から13段階の方が金額が上昇するものでございます。第10段階の方が１

万3,680円、第11段階が２万7,360円、12段階が４万1,040円、13段階が４万7,880円の年額で

増となります。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） すみません、保険の数字があまり細かくあれですけれども、これによ

ってあれですか、保険料の当然保険料が賄えなくなると値上げとか何かあるんですけれども、

そこら辺の計画上の変更とか何かあるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） この３年間で、この保険料を定めるわけでございますけれど

も、その間、不足を生じないように今財政調整基金等の取崩しも予定しておりますので、そ

の中で対応してまいる所存でございます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、これにご異議ございま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第14号 松崎町介護保険条例の一部を改正する条例についての件を挙手によ

り採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。
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（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１３ 議案第１５号 松崎町漁港管理条例の一部を改正する条例について

○議長（深澤 守君） 日程第13 議案第15号 松崎町漁港管理条例の一部を改正する条例に

ついての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第15号 松崎町漁港管理条例の一部を改正する条例についてでご

ざいます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） それでは、議案第15号 松崎町漁港管理条例の一部を改正す

る条例につきましてご説明させていただきます。

議案書の３枚目、新旧対照表をご覧いただきたいと思います。

この町の漁港管理条例につきましては、この漁港漁場整備法の規定に基づき、必要な事項

を定めておるものでございますが、今回の条例改正は、第１条に規定されております「漁港

漁場整備法」を法律の名称変更に合わせまして、「漁港及び漁場の整備等に関する法律」に

改めるものでございます。

この条例の基となります漁港漁場整備法ですが、昨年５月に改正法が公布されまして、本

年４月１日より施行されることとなります。

法律の改正内容につきましては、今申し上げました法律名を「漁港漁場整備法」から「漁

港及び漁場の整備等に関する法律」に改めることと、あと水産物の消費量が大幅に減少して

いる中で、水産業の発展、漁業地域の活性化を図っていくために、漁港施設、空いている漁

港施設用地などを幅広い事業で活用することができるようにするものでございます。

そのためには、漁港管理者である町が、町や事業をやりたいという事業計画者が、事業者

が計画を策定していくことが必要となるわけですが、町は必ず計画を策定しなければならな

いというものではなくて、仮に策定することが必要となるわけですけれども、法律の上では
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できる規定、計画を定めることができるとなっているもので、町は必ず計画を策定しなけれ

ばならないというものではございません。

仮に、今回の改正された法律に基づきまして、今計画を策定した上で、新たな事業用地と

して漁港施設用地などの貸付けを行った場合は、使用料を徴収する必要がございますので、

その部分も条例改正の必要が生じるわけでございますが、今回の改正では、使用料の徴収規

定を早急に改正する必要がないものですから、大本の法律改正に伴う条例改正につきまして、

最初に説明させていただいたとおり、第１条中に規定されている法律名を改正させていただ

くというものでございます。

使用料の徴収規定の改正につきましては、今後、計画等が策定されまして、新たにそうい

う必要が生じた際に改正させていただく予定でおります。

説明につきましては以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） ここで言っているところのその漁場というのは、例えばどういうよう

なところを具体的には指すのでしょうか。もし分かりましたら。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 漁港施設ですので、例えば、岩地でいけば海岸からずっと石

部寄りの奥です。あとトンネルの向こうに船揚げ場とかありますけれども、そのような部分

になります。石部で言えば大きく埋め立てたところが該当してきますけれども、現状は漁業

者が船を揚げたり、エビ網を広げたりとか使っていて、漁業者に支障がないようにというこ

とであればそういう法律に基づいた利用もできるわけですけれども、現状ではそういう施設、

余裕というものがあまりないものですから、一応町としてはそのような検討はちょっと難し

いのではないかなと思っております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 先ほど、課長から漁港、この法律の内容という中で、空いている漁港

用地の活用という何か新たに説明があったと思ったんですけれども、この空いている漁港用

地の活用というのは、例えばこの法律は、町が主体なのかそれとも地区からこういった何か

漁港用地の活用したいよとかという、そういう地区からの活用というのも想定されているの
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かお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） これは、大本は水産庁、国のほうが管理方針みたいなものを

定めまして、それに基づいて町が漁港をこういう形で活用したいという計画をつくって、そ

の町の計画に合致した事業申請があった場合はということになりますけれども、町がつくる

前にもしそういう話が下からあれば当然検討するようにはなると思いますけれども、現状で

はちょっと水産庁のイメージあたりですと、例えば、地元で捕れた魚を使った食堂とか、そ

ういうのが何かイメージしているみたいですので、ちょっと該当はしないのかなとは思って

おります。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありますか。

菜野君。

○２番（菜野良枝君） ところで、計画ができる規定ということで、どうしてもつくらなけれ

ばならないというものではないという説明でしたが、これについては、こちらつくる方針で

いくのか、それともつくらない方針でいくのかということで言ったらどちらでしょうか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 今も申しましたけれども、施設自体、余裕がある土地も漁港

としても少なくて、国のほうのイメージしている活用方法というのが、今の松崎町の漁港で

はマッチしないだろうというイメージでありますので、つくらない方針でおります。

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。
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これより議案第15号 松崎町漁港管理条例の一部を改正する条例についての件を挙手によ

り採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

30分まで暫時休憩します。

休憩 午前１１時２５分

再開 午前１１時３０分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１４ 議案第１６号 松崎町営宿泊施設の設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例について

○議長（深澤 守君） 日程第14 議案第16号 松崎町営宿泊施設の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第16号 松崎町営宿泊施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） それでは、議案第16号 松崎町営宿泊施設の設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例につきましてご説明させていただきます。

本議案につきましては、町営宿泊施設の伊豆まつざき荘における宿泊利用料を改正するも

ので、条例第16条で定める利用料のうち、宿泊利用料を規定しております別表第１を改正す

るものでございます。
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資料として添付しております条例の新旧対照表のほうをご覧ください。

改正箇所につきましては、下線のある金額の部分になりまして、内容につきましては、大

人及び子どもの宿泊料を税込みで550円、食事利用のうち夕食を1,100円の合わせて1,650円

増額するものでございます。

この増額によりまして、大人の宿泊利用料の合計は１万2,980円から１万4,630円に改正、

子供の宿泊利用料の合計は１万1,000円から１万2,650円に改正となります。

戻りまして、改正文の附則のほうですけれども、記載の施行期日につきましては、令和６

年７月１日から施行としております。

これは、予約につきましては、３か月前からの受付開始となりまして、４月１日から７月

分を新料金で予約受付を開始できるようにするためのものとなります。

最後になりますが、今回の改正の理由につきましては、飲食材料費や光熱水費の高騰、ま

た建設から18年が経過し、機械等の故障も相次いで発生しており、今後も施設改修や修繕費

用の増加も見込まれ、今後を見据えた対応が必要であると考えたためでございます。

また、物価高騰による単なる値上げと言われないように、料理の改善や、施設内の備品の

改善といったところにも取り組み、お客様の満足度向上に努めてまいります。

現状のまつざき荘の経営状況や改正理由をご理解いただき、宿泊利用料の改正につきまし

てご承認いただけますよう、お願いいたします。

以上で、議案第16号の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

田中君。

○５番（田中道源君） ５番。先ほど料金を上げるだけでなくて、料理の質であったり、内容

をよくしていきたいと思いますという説明ありましたけれども、具体的にこういうスケジュ

ールでこんなことやりますみたいなのがありましたら教えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 料理の改善の関係でございますけれども、具体的なスケジュ

ールといいますか、新料金の改定にあわせて６年度の営業戦略として考えておりますことは、

まず、料理の関係につきましては、夕食については、メイン料理の改善をしていきたいとい

うことで考えておるところでございます。
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今回の宿泊利用料とは直接関係ないんですけれども、朝食バイキング実施しておりますが、

バイキングにつきましてもちょっとマンネリ化というような声も聞かれるものですから、そ

ちらも日替わりメニューを考案して、連泊するお客様に飽きさせないような工夫であるとか、

あとは季節ごとの新プランを導入しということで、今魚料理ですと伊勢エビ、キンメダイ、

それからイサキのプランでやっておりますけれども、そのほかの今まで使わなかった食材に

つきましても、使ってプランを考えていきたいということで、まつざき荘では料理の関係は

考えているところでございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ５番。料理のお話聞けまして、ぜひ進めていただきたいなと思います。

かつてシェフズキッチンでしたか、そういった企画をしたことがあったかと思いますけれ

ども、金額がこの中で納まるかどうかちょっと分かりませんが、そういったものの検討とい

うのもされていくのかどうかということと、料理以外のことで、こういうこと考えています

というのも教えていただけますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） まず、料理の関係でございますけれども、シェフズキッチン

ということでしたけれども、現在のところは、あの事業をやったところもかなりお金がかか

っておりましたので、現在のところは考えてはおりません。ただ、まつざき荘の調理場のほ

うには、新しい料理人で洋食の方も入ってきて、いろいろ最近料理のほう変わってきている

と思いますので、料理人の方々で話し合って料理の改善は目指していくということで、今取

り組んでいるところでございます。

そのほかの改善の関係につきましては、いろいろございますけれども、また予算のときに

も説明いたしますけれども、まずは持続可能な顧客を獲得ということで、まつざき荘で友の

会実施しておりますけれども、こちらがだんだん減っているような状況でございます。こち

らリピーターになりますので、そういった形で減ってはおりますけれども、新たな方々を友

の会に入っていただいて、リピーターを増やすというような取組をしていきたいという思い

がございます。

また、客室の稼働率と部屋単価の向上ということで、この宿泊利用料金の改定に合わせま

して、ダイナミックプライシングを見据えた需要と供給に応じた料金設定を断続的に７月か

ら運用いたしまして、また、お客様から改善要望のあるテレビの大型化であるとかといった

部分も部屋の改善とかも実施をする予定でございます。
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あと、営業戦略におきましても、インターネットでの予約も増えているものですから、じ

ゃらん等のＯＴＡの広告を強化するとか、ホームページのほうも見やすい形にするとか、Ｓ

ＮＳも今、振興公社で一括して情報を発信していますけれども、まつざき荘独自でＳＮＳで

発信していきたいといったこんなような形の６年度は考えているところでございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ５番。料理以外のことも今説明いただいたんですけれども、かねてよ

り言っていた従業員の方々の研修についてはちょっと触れられていなかったので、まだやら

ないのかなというふうにちょっと思ったんですけれども、それはやったほうがいいと思いま

す。

もう１点、料理の中で、今の多分シェフの方がつくってくれる手作りの七味とか、あれを

すごくおいしいと思いますので、地元という感じもしますし、あれが商品化されたり、お土

産で買えたりするようなところまでいけると、なおいいのかななんて思います。

その研修の件のほうはどうでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 田中議員から以前から従業員の研修でほかのところに行って

見て学んだほうがいいというのは言われているところでございまして、町としてもまつざき

荘には言っておりますけれども、現在取り組めていない状況です。

ただ、今まつざき荘のほうの総支配人のほうからは、営業戦略におきましても、ほかの施

設を見て、そのよいところを学んできなさいというような、まつざき荘としての改善の努力

目標というリストにも入っておりますので、それはまつざき荘のほうでやってくれるものと

私は信じておるところでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井昭一君。

○１番（藤井昭一君） １番。先ほど、田中議員のほうからも研修のことお話がありましたが、

やはり施設、設備ですとか、料理ですとか、そういったものと同じくらいスタッフの気持ち

のよい接客ですとか、電話の対応の仕方とか、そういったところが、ソフト面がやはりハー

ドと同じくらい大事なことだと私思います。

従業員のおもてなしの心と言いますか、そういったものを育てることでリピーターなんか

が増えていくんじゃないかと思いますので、田中議員もおっしゃいましたが、ぜひ内部研修

とか、外部の先生など来ていただくとかして、そういうこともぜひやったほうが来るお客さ

んが喜んでくれると思いますので、ぜひ検討してください。よろしくお願いします。
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○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） ソフト面でのサービス面での研修ということでのご質問です

けれども、今年度、まつざき荘のほうでサービス面で、Ｍ＆Ｍサービスというところの実際

に宿泊施設を運営している会社に調査入っていただいて、従業員にヒアリングであるとか、

アンケートであるとかでいろいろと言いまして、細かい部分のサービスの改善の提案をこれ

から受けることになっています。それを基にまつざき荘の従業員に対しても報告とかする予

定となっておりますので、それを受けてサービス面の改善は図れるものではないかなと思っ

ております。

これ以外にも、また研修の関係につきましては、今年度の当初の段階で、危機管理の関係

のちょっと研修を受けましたけれども、視察研修だけではなく、そういった内部の研修も務

めてお客様の満足いただけるようなサービスに努めていきたいと考えております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ２番。まつざき荘がほかにはない魅力を発信することとして、体験メ

ニューの紹介などが考えられないかということです。今、インバウンドでもただ観光、見に

来るだけではなく、そこでなければできない体験をしに来るという傾向が強くなっていると

いうことがあります。そういったメニューの提供など合わせたＰＲができないでしょうか。

お伺いします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） まつざき荘の窓口においては、体験メニューだけではなくて

観光情報のお客さんから問合せがありましたら、応えられるような形でしていきたいという

ことで取り組んでおりますけれども、ただまつざき荘に聞いても分からないよといった声も

実際に聞かれることがありますので、その辺は、まつざき荘の事務所のほうに話をしてちょ

っと勉強をしていただいて、体験メニューのグリーンツーリズムを振興公社の大本がやって

おりますので、体験メニューも併せて観光ＰＲも含めてお客様に情報提供できるような体制

は整えていきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ２番。そうですね、先日、養成講座行われて19名のインストラクター

さんが新たに誕生するということが、生まれたと言ってもいいと思いますので、そういう人

たちせっかくつながってくれましたので、そういった方々と連携を取りながら、まつざき荘

の魅力を発信していただきたいと思います。
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以上です。

○議長（深澤 守君） １時まで暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時４４分

再開 午後 １時００分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

質疑を続けます。

小林君。

○６番（小林克己君） ６番。今回のこの料金改定ですけれども、材料費の高騰、想像を超え

た多分材料費の高騰、また光熱水費とこの電気代の急激な高騰、これを加味してこの価格に

転嫁せざるを得なかったというような認識でよろしいでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 今回の料金価格改定につきましては、議員のおっしゃるとお

りでございまして、担当課といたしましては例月出納検査におきまして、監査委員からもい

ろいろ助言いただいているんですけれども、やはり物価高騰の中で、利益を上げるためには、

宿泊料金の見直しも考えたほうがいいんじゃないかというご提案も受けての中で、このよう

な今回宿泊料金の改定という形で議案を上げさせていただいております。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） ６番。町長にちょっとお伺いしたいと思います。

町長の必要と認めれば増減、５割を超えない範囲であればこれはすることができるという

文言、これがあることにより、7,315円から２万1,945円のこの範囲内であれば、多分料金の

設定ができるのではないかということになると思います。

そこで、町長が以前からよく推し進めてこられたデジタル村民とか、そういうような人た

ちへの関係者人口へのこういう割引とか何かとか、そういう形をもって料金を下げて割引と

か何かというような対応とかそういうことを考えて関係人口を増やすことによって、まつざ

き荘に来てもらうような考えとかっていう形で行っていく事業という形も考えられるという

ことはあるでしょうか。ちょっとすみません、町長、ちょっとこの趣旨とはちょっと話がち

ょっとずれるかもしれませんけれども、お伺いしたいと思います。
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○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 今回の、この条例改正案につきましては、先ほど来お話があるとおり、

監査委員さんのほうからもご指導いただいたということで上げるということになっています。

もともと50％以内であればというような話があったんですが、それを超える電気代の高騰

という部分、全協でも説明させていただいていますけれども、そこの部分の幅で、それをも

う少し超える部分でやっていかなければならないというような算出が出たもんで、今回の形

になっています。当然それ以外の部分で、まずは誘客、そしてお客様の満足度向上というの

が必須になっておりますし、その誘客の部分につきましては今までどおりの誘客ではもちろ

ん事足りないので、それ以上の知恵をしっかり出して、しかも活動して誘客に努めてまいる

ということですので、ＮＦＴも含めあらゆる手段を投じて、やはり誘客をしていく必要があ

ると感じているところでございます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） ６番。今の言葉、本当にありがたいと思っております。

自分が公社のほうから聞いて、これから、来年度どのようにしていくのかという話を聞い

た中で、今の支配人である山地さんが、山地塾みたいな形で職員に対していろんな指導され、

またその新たな販売網、新たな顧客を開拓していくというようなイメージのような話も聞い

ております。そのような事業を多分勉強会なんでしょうけれどもされて、料金が上がること

に対しても違和感がないような計画を持って、これを遂行されていくという認識でよろしい

でしょうか。町長、すみませんけれども、お願いいたします。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 総合計画でも先ほどから申し上げているとおり、学ぶ機会というのが

非常に重要であると、それは誰に対してもそうですし、今回のまつざき荘に限っても皆さん

方から研修の話もたくさんいただいています。

今回の支配人が、自らやる気のある職員に限られるかもしれませんが、そういった学びの

場を提供するというところでございます。

そこについては、やはり今まで外を見ていなかったり、今までこのままでいいと思ってい

るような形ではもう社会が変わっていますので、皆さんも多分そういう感じを受けていると

思いますので、うちのほうの従業員、職員、町の人もそういう機会を提供して、学んでいっ

ていただくことで、松崎町にとっては成績、おもてなしの向上、そして町の人にとっては豊

かな暮らしに向けて学ぶということも必要になってくると常々思っておりますので、そうい
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ったことを提供する場もやはり必要であろうということで、今回支配人のほうからもそうい

う提案があって、ぜひやっていただきたいというような思いで伝えたところでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 上げる要因として、先ほど小林議員なんかも言いましたけれども、賃

金のアップや物価上昇についてということもありますけれども、これ上げることによって一

般の人というかＰＲしなければならない、これをＰＲするのにこういう満足度というかお客

様に新たなアピールを訴えていかなければならないと思うんですよ。そういうことに対して

は、ＰＲ作戦というようなことは考えて、どのようなＰＲを予定しているのかと、上がりま

した、今までと同じじゃないことは先ほどから当局も言っておりますけれども、やっぱり上

がったけれども、皆さんにこのくらいの満足度を与えますよというようなことを流していか

なければ、今までよりも顧客が減る可能性も出てくると思うんですよ。

その点はどのような対策を行うのか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 料金値上げに伴ってお客様にＰＲということですけれども、

その点につきましては、施設の改善であるとか、先ほど言いました大型テレビの導入である

とか、空気清浄機の導入も予定しておりますけれども、そういった形で部屋の改善のＰＲで

あるとか、あるいは最近まつざき荘では、最近ですとひな人形をロビーに飾ったりとかそう

いったことも季節ごとのイベントもこれから積極的にやって、おもてなしをしたいというこ

とで動いておりますので、そういったことも併せてＰＲして、まつざき荘がよくなったとい

う形でお客様にＰＲしていきたいと考えております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） ですから、ＰＲの方法がインパクトがあるように、まつざき荘がリニ

ューアルしましたよとか、そういうのを前面に出して、それで皆さんがああ変わったんだと、

こんな面白いことをやっているねと、でも高くなっても行ってみたいよねと、そんなような

ことをどんどん打ち出していかなければ駄目だと思うので、考えていますじゃなくてそうい

うところをはっきりとやりますと、そういうことを行っていきますというようなことをしっ

かりと力強い言葉でやっぱり言ってもらって、あれしなければ駄目ではないかと思いますし、

今まで儲かっていないというか、赤字のわりにこれをカットしちゃうとまた赤字が増えると

いうこともあるかもしれないけれども、割引の量がというか種類が多くというか、その点を

ちょっと考える必要があるんじゃないかと思いますけれどもそこはどうなんでしょうかね、
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町長。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 割引の利幅が多いということでしょうか。

プランの話ですか。

プランについては、やはり多様なプランを用意しないと、ほかの宿泊施設との競合に勝て

ていかないということが一つです。ただ今回の値上げについては、基本的な金額を上げると

いうのは、ほかの宿泊施設等との価格バランスと、あとはやはり皆さんが何度もおっしゃっ

ていただいているとおり、ただ上げる、値段が上がる、経費がかかるから上がるというだけ

では、まず満足されないと思っておりますので、その辺は強く私のほうからもその金額に見

合う、もしくは想定を超えるサービスというものを提供しなければ、この意味はないとはっ

きりと申し上げているところですので、その辺の工夫は現場のほうでいろいろ協議している

ようですので、これから今のプランについても当然見直しが入ると思っておりますので、そ

ういったところをこれから基本的な金額を今回の議案については上げるということを上程さ

せていただいているものでございます。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 価格について、どうこうということは特にありませんが、まつざき荘

の強みの一つがリピーターが非常に多い。おそらく50％超えているんじゃないかなというふ

うに思います。このリピーターの中でも、友の会と課長は先ほど言いましたけれども、

1,000人近くの友の会員があると、ただ、今年非常に少なくなっているという資料も見まし

た。そういった中で、リピーターにおいては、昨年の７月に料金が上がりました。そしてま

た今年も４月に料金が上がります。また料金が上がったのかというような形でリピーターに

対しての影響をどう考えて、そこに対する何か対策とかというところも戦略としてあるのか

お伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 最近の、今回も上がりますと２回目ということでリピーター

に対しての説明でございますけれども、昨年上がった関係で、友の会からのほうは最近の物

価高騰による影響で、ほかの近隣の宿泊施設も上がっているものですから、特にクレームみ

たいな感じのはいただいていないところでございます。

今回につきましても、ほかの施設と比べると、そんなに値幅はまつざき荘としても上がっ

ていないのではないかなと思います。理解の範囲内だと思いますけれども、いずれにしまし
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てもお客様には料金が上がったことによって、満足度を感じてもらわなければ上げたことの

理解はちょっと得られないかと思いますので、その辺は先ほど言いました料理の改善である

とか、施設の改善であるとか、あるいはおもてなしの部分のソフト面の改善であるとか、そ

ういった部分で満足度を与えて料金の値上げに対して理解を得られるようにしていきたいと

考えております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） そうですね、課長。やはり料金の吹き上げが逆にお客様の満足度の低

下につながっては元も子もない、意味がないと私は思いますので、ぜひそういったソフト面

と改善面を実践していってもらいたい。これはまた令和６年度の当初予算の中で私のほうは

質問させていただきます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 今、これは料金の値上げについての議論になるかと思いますけれども、

実際料金を上げるということは、たとえ原価が上がったとしても黒字であれば別に上げる必

要はないわけですよね。今までが、当然黒字になっていませんので、負荷体力がないから上

げざるを得ないというのはこれはもう当然だと思います。これは仕方がないことだと思いま

すけれども、私がちょっと気になっているのは、マーケットインになっているのか、お客様

が本当に料金は上がっても大丈夫というぐらいの考えでいるのか、お客さんが来るというの

に何をもって、さっきおもてなしとかいろんな話が出ていますけれども、おもてなしに本当

に満足しているのかしていないのか、その要因は何かということをやはり先ほどの説明の中

では今調査していると、調査した中でどういう状況にあるかということが出てくると思いま

す。

私は、ずっと言っているんですけれども、先ほどの満足度というものの中にいろいろある

わけです。設備があったり、接客の態度であるとか、それから交通の状況、ここの場合は交

通は非常に大変ですので、車で来られる方が多いんじゃないかと思うんです。車で来られる

方は本当に駐車場はどう思っているのか、駐車場は十分足りている、あるいはあそこは潮が

来るからあまり置きたくないと思っているかもしれないし、そういったことをしっかりお客

さんの意向をまずしっかりつかんだ上で、どの対策を打ったらいいかやっていかないと、外

れてしまう可能性があるわけです。原材料が上がるから上げるということになると、今賃金

を上げる方向に行ってるわけですよね。賃金を上げる方向に行っているので、これを上げた

からと言ってまたすぐに埋めてしまうと、また、賃金が上がって今度コストが上がってくる
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と、その追っかけっこでそうするとまた上げなければいけない。そういうことが出てくると。

これがこの値が本当にこれでずっと耐えられるのかどうかというのも、やはりお客さんの感

覚がどう思っているのか、そこにあると思います。

そのマーケティングのやり方の考え方はどのように考えているのでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） お客様の考えを反映しているかということだと思いますけれ

ども、まつざき荘におきましては、毎月々客様アンケートを集計しているところでございま

す。それにつきましては、応接、事務、調理、それから施設整備、それから松崎町全体につ

いても意見いただいているところでございまして、応接の関係は非常によい評価をいただい

ているところでございます。料理についてもアンケート自体は全体的にはいい評価ですけれ

ども、中には個別の関係で料理はちょっと提供の時間がもうちょっと改善したほうがいいと

か言うような意見は聞かれているところでございます。

その点につきましては、先ほど言いました設備の関係につきましては、テレビの関係につ

いては小さいというような意見も多く聞かれますし、露天風呂の目隠しの曇りもちょっと気

になるというような意見もありますので、そういったことは施設の改善はしていきたいと考

えております。

サービスのおもてなしの関係につきましても、今回の調査で、よりお客様が満足していた

だけるような形で改善していきたいということで考えております。

料金の関係につきましては、具体的にどこまでが適正かというのはちょっと難しいところ

でございますけれども、近隣とかあるいは公共の宿の宿泊料金を比較しながら、これくらい

が適正では、現在価格の高騰も含めまして、これぐらいでいけるんじゃないかなということ

で、今回議案でお願いしたものでございますので、ご理解のほうをお願いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 先ほど、髙橋議員のほうからこれは上げることによって、本当にお客

さんが増えていって満足していただけるならばいいんですけれども、逆にそのことによって、

お客様の不満足が増えているようでは困るわけです。だからそのあたりをやはり心配してい

るんですけれども、そういう意味では実際に予算のときとか何かでやればいいかもしれませ

んけれども、思いついたところで少しお話しさせていただきたいと思います。

一つは、まつざき荘では会議をするところが少し弱いんじゃないかというふうに思います。

誘客の一つの中に会議を開くというのがあるんですよね。国際会議はちょっと難しいかもし
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れないんですけれども、私は一つ思ったのは、ちょっとこの前も言いましたけれども、ＤＸ

を早くやってＤＸの講習会をまつざき荘でやってこの近隣の人全部泊まってもらうと、ある

いは全国から。

○議長（深澤 守君） すみません、会議の話は料金のあれですので。

○７番（髙栁孝博君） ただ、そういうことをしていくと負荷体力ができてきて、料金を上げ

るということが、あるいは逆に利益が上がってくれば料金を下げることもできるわけですか

ら、そういうことも考えていく、中身についてはまたいろいろ予算のときにさせていただき

たいと思いますけれども、料金がこの適正かどうかというのはやはり捉えておく必要がある

と思います。アンケートやられているということで、そのアンケートが、この料金によって

どう影響してきたかというのはやはりしっかり捉える必要があると思います。

そのあたりの考えいかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） まず、会議を開くというようなご提案でございますけれども、

確かにまつざき荘全体とシェア宿泊だけではなくて、会食であったりとか会議のとか、休憩、

それから入浴も含めて全体の中での利益を上げなければいけないという中で、会食の関係に

つきましては、例はコロナ前は6,000人くらいあったのが、今はもう3,000人も届かない状況

でございます。会議も含めまして休憩利用、併せて休憩もといった会食も利用していただけ

ることもあると思いますので、そういった形では積極的にＰＲして使っていただくような形

で考えているところでございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 先ほども少し申し上げましたけれども、料金を上げる幅をどこにする

かというところは、結構経営戦略上問題があると思うんですよ。問題というか大きな判断材

料になると思います。そういった意味で、今回上げられたのがどういうふうに効いてくるの

か、ぜひ調べていただいて、そこが分かるようなアンケートの取り方をしていかなければい

けないと思います。

そこのところをぜひお願いしたいと思います。

そして、これからも今のところ賃金を上げると言っていますから、コストが上がってくる

可能性が、賃金が上げれば物価が上がっていく、物価が上がってくると賃金が上がってくる

ということでやってきますので、インフレ傾向に向かっていくんじゃないかと思います。

そういったときに、情勢をつかんでいないと先ほど市場の状況に応じて値段を決めていき
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ますという説明がありました。そういったことをしっかり細かにやっておいて、タイミング

をずらさないようにやっておく必要があると思います。

そのあたりは、把握をどのように考えられているでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 料金の上げるののタイミングということでございますけれど

も、今回、この料金改定に合わせまして、７月１日からの変動の料金制も弾力的に運用して

いくこととしておりますので、そういった形での運用も含めながら、どのような部分がお客

様にとって適正な価格かというのをデータを集めまして、ちょっと分析していきたいと考え

ております。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） この法案に私は賛成いたします。

ぜひ、こちらの料金改定しっかりしていただいて、そこの部分だけでないところもしっか

りやりながら、よりよい経営をしていっていただきたいなと思い、賛成いたします。

以上です。

○議長（深澤 守君） 本案に対する反対討論はないので、本案に対する賛成討論の発言を許

します。

髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 私は本議案に賛成をいたします。

振興公社に運営の主体性をより持ってもらうため、料金改定、ダイナミックプライシング、
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私は必要であると思います。

ただ、主体性を持つということは責任もよりかかってくるということであると私は思いま

す。

料金に見合うサービスの改善が図られるよう、お客様満足度の向上につながることを強く

お願いし、賛成といたします。

○議長（深澤 守君） これをもって討論を終了します。

これより議案第16号 松崎町営宿泊施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例についての件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１５ 議案第１７号 松崎町地域交流館の設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例について

○議長（深澤 守君） 日程第15 議案第17号 松崎町地域交流館の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第17号 松崎町地域交流館の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例についてでございます。

詳細は担当課長より説明させていただきます。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） それでは、議案第17号 松崎町地域交流館の設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例につきましてご説明させていただきます。

本議案につきましては、地域交流館浜丁の茶屋について、本年度の施設改修により施設の

貸出ができる状態になったことから、使用料金を設定するとともに、蔵につきましても２階

の利用が可能となったことから使用料金の増額の改正を行うため、条例の中で使用料を定め

ております別表の一部を改正するものでございます。
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資料として添付しております条例の新旧対照表のほうをご覧ください。

改正箇所は、下線のある部分になりまして、蔵につきましては、現行で１日300円ですが、

200円増額し500円に改正、また茶屋につきましては現行で料金設定しておりませんが、１日

500円の料金設定をするものでございます。

条例改正の本文のほうをご覧ください。

条例改正の施行期日につきましては、１番下の附則に記載しておりますが、令和６年４月

１日から施行としております。

以上で、議案第17号の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 今回は、新たに茶屋ですか、使えるようになったということで料金設

定されておりますけれども、この料金の設定に当たる、本来は需要とかいろいろ勘案しなき

ゃいけないと思うんですが、この運営のコストとそれからその利用状況はどのくらいを見込

んでおられるか、そこはいかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 浜丁につきましては、すみません、令和４年度の状況ですけ

れども、年間で全体で568人利用しております。

浜丁の蔵につきましても、１階部分時々利用している状況でございまして、利用人数のほ

うはそんなに多くは増えないかもしれないですけれども、２階も活用できるということで、

より活用の幅が広がるのではないかなということで見込んでおるところでございます。

それから、収益の関係でございますけれども、浜丁の収入のほうは４年度決算で収入が13

万6,300円、それから費用のほうが光熱水費、通信料を含めまして29万5,763円ということで、

約16万ぐらいのマイナスということでございますけれども、浜丁につきましては目的のほう

がチャレンジショップというところが、あるいは地域活性化というような目的がございます

ので、必ずしも収益を上げる施設ではございませんので、とは言いましてもなるべく赤字の

幅は少なくしたいという思いもございますので、利用者、新たに茶屋と蔵の２階も使えると

なったということで、また先日の全協においてもＷｉ－Ｆｉが使えるようなＰＲもすべきだ

というようなご提案もありましたので、そういったことで利用者のほうを増やしていきたい
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ということで考えております。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） あそこもいろいろ整備されて、きれいになっていろんなもの使えると

思うんですけれども、どんなことに使われたかという分析はなされているでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 利用につきましては、チャレンジショップ的なということで

土日はカフェをやっておりますけれども、そのほかにはリラクゼーションマッサージである

とか、あとは地域活性化の関係で子供たちの教室みたいなものもやっておるところでござい

ます。

ワーケーションの関係はなかなかちょっと利用が少ないですけれども、とーふやがちょっ

と使えない場合には、浜丁に行ってパソコン使った仕事をしたいという方も時々はおります

ので、一応そのような状況でございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ２番。先ほど課長のほうからチャレンジショップという発言がありま

したのでちょっとお伺いします。これについて全協では資料がつけられて、そのチラシが添

付されておりましたが、あのチラシについては広報する予定はあるでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） あのチラシにつきましては、対外的に配布しているものでご

ざいまして、松崎のホームページでも周知しているところでございますので、あのチラシを

使って周知しているというところでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） １番。全協のときに、そのチャレンジショップでほかの人が使いたい

というような話もあったかと思うんですが、私ちょっとチャレンジショップのこと調べてみ

たんです。そしたら、実際にお店を出したいと思っている方が、試しにその場を借りてそれ

でやってみてそれで成功しそうだと思えば、自分のお店を持つためのものだというようなこ

とが書いてありまして、それで他の市のチャレンジショップでは、期間が決まっているみた

いですね。半年なら半年みたいな感じで期間が決まっていて、それで今期はこの方がチャレ

ンジ、次の期の方を今現在募集しておりますとかそんな感じのものがありました。

その点について、どうでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。
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○企画観光課長（八木保久君） 本来のチャレンジショップにつきましては、藤井議員の言わ

れるとおりで、期間を定めてある程度の１か月か２か月かの長い期間で試して収益が出るか

というのを試すわけでございますけれども、浜丁につきましては、チャレンジショップ的な

施設ということで、１日の施設利用が基本原則となっておりますので、そういった形の中で

お店の運営ができるかどうかというのを試していただくような施設となっているところでご

ざいますので、なかなか長期というのは現状ですと空いていれば使えなくはないですけれど

も、なかなかちょっとそういった１か月とか２か月の長期はなかなか難しいかなというよう

な状況でございます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありますか。

田中君。

○５番（田中道源君） ５番。全協のときも確認させていただいたというか、話をさせていた

だいたんですけれども、今チャレンジショップと言いつつもある団体の方の責任者でしたか、

名義を使っているものでそこしか使えないという状況だというお話しだったかなと思います。

その後、それについてのどういうふうに変えていくかという検討ってどんな風になされま

したかね。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 食品衛生責任者の関係でのご質問ですけれども、その方がい

ることでほかの方が使えないけれども、あくまでも台所のキッチンだけのところの問題にな

っておりまして、その点につきましてはまだ保健所等の確認はしておりませんけれども、私

どものほうでは、私のほうは道の駅の直売所の加工所の関係であるとか、あるいは現在三聖

苑の漬物の関係で保健所にいろいろ確認している中でなかなか食品衛生責任者のハードルは

かなり高いなんて感じておりますので、その辺はまだちょっと進んでいないですけれども、

また改めて保健所のほうには確認はさせていただきたいと考えております。

○議長（深澤 守君） 大分少しずれてきたんで、料金についての質問がなければ質疑を打ち

切りたいと思うんですが、いかがでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）
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○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

藤井君。

○８番（藤井 要君） この500円という料金は適正だと私は思っております。全体的な母屋

の１日1,000円とか、１時間100円とか、そういうバランス的なことを考えても、この500円

というのは適正であると思いますので、賛成いたします。

○議長（深澤 守君） ほかに本案に対する賛成討論される方いらっしゃいますか。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） なしでよろしいでしょうか。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第17号 松崎町地域交流館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例についての件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１６ 議案第１８号 松崎町水道事業給水条例の一部を改正する条例につ

いて

○議長（深澤 守君） 日程第16 議案第18号 松崎町水道事業給水条例の一部を改正する条

例についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第18号 松崎町水道事業給水条例の一部を改正する条例について

でございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。
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○生活環境課長（髙橋和彦君） 議案第18号 松崎町水道事業給水条例の一部を改正する条例

についてご説明させていただきます。

資料の一番最後のページ、議案資料新旧対照表でご説明させていただきます。

左側に現行、右側に改正案とございますが、改正箇所については、下線、アンダーライン

を引いております。

このページのお示しする第５条第43条第48条同じでございますが、現行において「厚生労

働省令」としているところを「国土交通省令」に改めるものでございます。

裏面、次のページをご覧ください。

第54条でございますが、改正箇所はこれまでの「厚生労働大臣」としていたところを「国

土交通大臣及び環境大臣」に改めるものでございます。

この改正は、本年４月に水道における国の所管が、これまでの厚生労働省から国土交通省

及び環境省に移管されることに伴いまして、水道法が改正されることによるものでございま

す。

水道法において改正された箇所を当町において引用していた部分がございますので、その

部分についてを改正するものでございます。

説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

髙橋君。

○３番（髙橋良延君） この所管が、厚生労働省から国交省になったというこの狙いというの

はありましたら、分かりましたら教えてください。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） その点について、国のほうが改正の背景も含めて示している

ところでございまして、その部分についてをご説明させていただきます。

国においては、近年の水道整備管理行政では、人口減少社会の到来に伴う水道事業者の経

営環境の悪化、水道施設の老朽化や耐震化または災害発生時の断水等々への迅速な対応が課

題になっていると、この背景の中、会計にどう対処するかということについて社会資本整備

や災害対応に関する専門的な能力、知見を有する国土交通省にそれを持っていくとよりいい

じゃないかということ。それから、もう一つの環境省に水質基準の策定等について、もとも
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と河川等のそういったところには専門的な能力、知見を有しているものですので、その部分

については環境省に移管すること、これが先ほどの課題にも対応できるということだという

ことで行うということを国は説明をしております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 私もおそらくそうかなと思いました。よりこれから、今問題になって

いる水道管老朽化、耐震管による布設替え、あと断水、災害対策等、これに対処するという

国の姿勢だなと思いました。

例えば、これによって当然水道の耐震管への布設替えとかそういったものが、より加速度

的に進んでいくという、例えば具体的な国の対策みたいなのが、併せて出ているのかどうか

お伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 具体的に耐震管率を目標値はこうであるとかということにつ

いては、私のほうは承知はしておりません。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第18号 松崎町水道事業給水条例の一部を改正する条例についての件を挙手

により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。
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（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１７ 議案第１９号 松崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す

る条例について

○議長（深澤 守君） 日程第17 議案第19号 松崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を

改正する条例についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第19号 松崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条

例についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） それでは、議案第19号 松崎町消防団員等公務災害補償

条例の一部を改正する条例についてご説明させていただきます。

初めに、今回の改正の理由ですが、社会経済情勢に鑑み、損害補償の額の算定の基礎とな

る補償基礎額の引上げを行うため、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の

一部が、令和６年２月９日に公布され、令和６年４月１日から施行されます。

この政令の施行に伴い、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令を根拠とし

ている松崎町消防団員等公務災害補償条例についても改正をするものとなります。

それでは、改正の内容について新旧対照表をご覧いただきたいと思います。

今回、改正を行うのは、団長以下全ての消防団員が対象となります。

まず、団長、副団長においては、勤続年数10年未満の場合は１万2,440円から１万2,500円

に、10年以上20年未満の場合には１万3,320円から１万3,350円となります。

20年以上勤続の場合には、１万4,200円と変更はございません。

次のページをお願いいたします。

次に、分団長及び副分団長ですが、10年未満の場合には、１万670円となっていますが、

１万800円に、10年以上20年未満の場合には１万1,550円から１万1,650円に、20年以上の勤



－165－

続の場合には１万2,440円から１万2,500円となります。

次に、部長、班長及び団員についてですが、10年未満の団員では8,900円となっています

が9,100円に、10年以上20年未満では9,790円から9,950円に、20年以上勤続の場合は１万670

円が１万800円となります。

実際の公務災害の補償の支払いに当たりましては、本条例に基づき、休業補償や障害補償、

遺族補償など、今回改正される補償基礎額に倍数を乗じていた額をお支払いすることになり

ます。

なお、本改正は令和６年４月１日から施行いたします。

消防団員の処遇の改善が検討される中、国において基準が示されたことを受け、町といた

しましても消防団員の処遇改善を行うために条例改正をするものであります。

議員の皆様にはご理解くださりますようお願い申し上げます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） これ金額が上がるわけですけれども、これに上がる影響はどのくらい

なんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） これにつきましては、実際に団員がけがとかそこらあた

りをちょっと負いませんと算出できませんが、予算といたしましては、非常勤消防費のほう

で10万円予算計上してございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 警備が、警備というかこれでいきますと、560円くらいとかそのよう

な金額なんですけれども、もっと上げるとかそのような考えは起きなかったのか、その点は

どうなんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 今回の金額の改正につきましては、国のほうの基準が変

わりましたので、それに合わせて今回改正をさせていただきました。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。
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（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第19号 松崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

の件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

14時まで休憩といたします。

休憩 午後 １時５０分

再開 午後 ２時００分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１８ 議案第２０号 令和５年度松崎町一般会計補正予算（第８号）につ

いて
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○議長（深澤 守君） 日程18、議案第20号 令和５年度松崎町一般会計補正予算（第８号）

についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第20号 令和５年度松崎町一般会計補正予算（第８号）について

でございます。

詳細は担当課長より説明させていただきます。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） それでは、議案第20号 令和５年度松崎町一般会計補正

予算（第８号）についてご説明をいたします。

お手元の補正予算書の１ページをお願いいたします。

歳入歳出予算、第１条でございます。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億1,047万6,000円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ42億4,649万3,000円とするものです。

２項、歳入歳出の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表でご説明いたします。

第２条、繰越明許費の追加につきましては、第２表１でご説明いたします。２項繰越明許

費の変更につきましては、第２表２でご説明いたします。

第３条、債務負担行為の変更につきましては、第３表でご説明いたします。

第４条、地方債の変更につきましては、第４表で説明いたします。

２ページをご覧ください。

第１表歳入歳出予算の補正額になります。

まず、歳入からご説明いたします。款、項、補正額の順に読み上げます。

１款町税920万円、内訳として、１項町民税500万円、２項固定資産税220万円、６項入湯

税200万円。

６款法人事業税交付金、１項法人事業税交付金300万円。

10款地方交付税、１項地方交付税3,409万1,000円。

12款分担金及び負担金、１項分担金202万9,000円。

13款使用料及び手数料、１項使用料マイナス741万3,000円。

14款国庫支出金マイナス1,363万7,000円、内訳として、１項国庫負担金マイナス14万
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4,000円、２項国庫補助金マイナス1,349万3,000円。

15款県支出金マイナス1,144万8,000円、内訳として、１項県負担金マイナス113万9,000円、

２項県補助金マイナス1,030万9,000円。

18款繰入金、２項基金繰入金マイナス１億700万1,000円。

20款諸収入、４項雑入マイナス769万7,000円。

21款町債、１項町債マイナス1,160万円。

歳入合計、補正前の額43億5,696万9,000円、マイナス１億1,047万6,000円、42億4,649万

3,000円でございます。

続きまして、歳出、３ページになります。

同じく、款、項、補正額の順に読み上げます。

１款議会費、１項議会費マイナス24万7,000円。

２款総務費575万6,000円、内訳として、１項総務管理費623万1,000円、２項徴税費マイナ

ス120万円、３項戸籍住民登録費322万7,000円、４項選挙費マイナス250万2,000円。

３款民生費マイナス2,506万2,000円、内訳として、１項社会福祉費マイナス2,457万8,000

円、２項児童福祉費マイナス48万4,000円、４款衛生費マイナス2,923万1,000円、内訳とし

て、１項保健衛生費マイナス2,054万9,000円、２項清掃費マイナス868万2,000円。

５款農林水産業費マイナス3,090万3,000円、内訳として、１項農業費マイナス2,495万

4,000円、２項林業費マイナス494万9,000円、３項水産業費マイナス100万円。

６款商工費、１項商工費マイナス862万円。

７款土木費マイナス497万1,000円、内訳として、１項土木管理費マイナス217万3,000円、

２項道路橋梁費120万円、５項住宅費マイナス399万8,000円。

８款消防費、１項消防費マイナス138万1,000円。

９款教育費マイナス1,471万7,000円、内訳として、１項教育総務費マイナス899万円、２

項小学校費マイナス150万円、３項中学校費マイナス56万円、４項幼稚園費マイナス183万

1,000円、５項社会教育費マイナス196万6,000円、６項保健体育費13万円。

11款公債費、１項公債費マイナス110万円。

歳出合計、補正前の額43億5,996万9,000円、マイナス１億1,047万6,000円、42億4,649万

3,000円でございます。

続きまして、２表繰越明許費についてご説明いたします。

５ページをお願いいたします。



－169－

１、今回新たに追加するものでございます。

２款総務費、１項総務管理費、石部バス停改築事業80万円は、石部のバス停の老朽化に伴

う改修工事ですが、国立公園や名勝地の申請の関係で、年度内に事業が完了が見込めないこ

とから、繰越しとなるものです。

４款衛生費、１項保健衛生費、新型コロナワクチン接種事業35万2,000円は、コロナウイ

ルスワクチンの町外の摂取の場合、国保連を通して請求が来ますが、遅れて来るため、出納

閉鎖期間内に支払いが完了しない場合があるために繰り越すものとなります。

６款商工費、１項商工費、長八作品保存事業130万円は、指川の住民の方の家屋内に長八

作品があり、それを切り離す事業になりますが、現状では年度内に事業の完了が見込めない

ために繰り越すものでございます。

続きまして、第２表２、変更となるものでございます。

２款総務費、３項戸籍住民登録費の戸籍附票システム改修事業162万8,000円と、次の住基

システム改修事業413万6,000円は、令和６年度で予定をしていた事業ですが、令和５年度の

補助金の採択要件に追加されたため、戸籍附票システム改修事業を429万円に、住基システ

ム改修事業を457万6,000円にそれぞれ増額し、翌年度へ繰り越すものでございます。

続きまして、６ページをお願いいたします。

第３表債務負担行為の補正となります。

現在観光協会が入っている団体事務所は、耐震の関係もあり、以前から観光協会には事務

所の移転をお願いしていましたが、令和６年度から観光協会の事務所が中瀬邸に移転するこ

とに伴い、管理を委託するものになります。委託の期間が令和10年度までとなり、限度額を

933万円としたものでございます。

続きまして、地方債の補正額になります。

７ページの４表をお願いいたします。

変更箇所のみご報告いたします。

一番上の保健衛生施設整備費ですが、旧共立湊病院の解体費用の確定により、450万円か

ら260万円に減額いたします。

また、その下の農村漁村地域整備事業ですが、事業費の減額により2,480万円から1,910万

円に減額となります。

その下の治山事業は、雲見の風早の治山工事に係る県の補助金が確定したことにより、

400万円から360万円に減額となります。
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下から２番目の義務教育施設整備費事業は、学校給食共同調理場の設計に係る費用の減額

により1,620万円から960万円に減額いたします。これによりまして、今年度の限度額の合計

を１億432万8,000円から9,272万8,000円といたします。

続きまして、補正額の財源の内訳についてご説明をいたします。

10ページをお願いいたします。

今回の歳出の補正額の合計は、マイナス１億1,047万6,000円ですが、こちらの財源につき

ましては、国県支出金マイナス2,508万5,000円、地方債マイナス1,160万円、その他マイナ

ス2,052万8,000円、一般財源マイナス5,326万3,000円となります。

続きまして、歳入歳出の事業につきましてご説明いたします。

今回の補正予算は精算的なものとなり、減額される項目が多くなっております。

まず、歳出からご説明いたします。

24ページをお願いいたします。

まず、２款１項１目一般管理費の９節、町長交際費ですが、12月の補正予算でも計上させ

ていただきましたが、その後も慶弔費の支出が発生していることから、追加で計上させてい

ただくものになります。

17節の備品購入費の町用車のマイナス66万2,000円は、町長用の車両の入札差金となりま

す。納期は令和６年度になる見込みです。

３目18節負担金補助及び交付金の250万円は、２月21日の議会全員協議会の席上でもご説

明いたしましたが、棚田保全に係る補助金の追加支給分となります。

25ページをご覧ください。

14目財政調整基金、24節の積立金2,000万円は、12月に追加交付された中に、令和６年と

令和７年度の臨時財政対策債の償還基金分が含まれているということであるため、交付金

3,516万6,000円のうち、2,000万円を積立金として計上いたしました。

26ページをお願いいたします。

３項１目戸籍住民登録費の12節委託料の310万2,000円は、戸籍の附票システム改修と住基

システムの改修業務を委託しますが、国の仕様が定まっておらず、発注もできておりません

が、要綱の改正により、令和６年度の当初予算で予定していた業務が令和５年度の補助金の

採択要件に追加されたため、令和５年度の事業として組み入れられたことから計上すること

といたしました。こちらは、先ほどの６ページの繰越明許費の項目でもご説明いたしました

が、令和６年度への繰越しとなります。
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27ページをお願いいたします。

３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費の12節、委託料マイナス379万6,000円

のうち、自殺対策計画策定業務委託のマイナス344万3,000円ですが、令和５年度で自殺対策

計画業務を委託する予定でおりましたが、業者側で業務が集中しており、受注できないとい

うことから、自前で策定することとなり、減額となりました。

その下の19節、扶助費マイナス70万円のうち、自立支援給付費の200万円は、令和５年度

に町内に障害児通所支援事業所が開設されたことから、増額となったものです。

29ページをお願いいたします。

14目の価格高騰重点支援給付金事業費マイナス923万4,000円の減となりますが、事業費の

確定によるものになります。

続きまして、31ページをお願いします。

４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費の18節、負担金補助及び交付金のマイ

ナス188万5,000円ですが、旧共立湊病院解体に伴う負担金の確定による減となります。

続きまして、32ページをお願いいたします。

６目、感染症対策事業の７節の報奨費マイナス425万1,000円は、コロナウイルス感染症対

策の集団接種の日程が減ったことからの減額となったものです。

同じく感染症対策事業費の12節、委託料のマイナス11万2,000円のうち、一番上の新型コ

ロナウイルスワクチン個別接種委託399万4,000円は、集団接種がなくなり、個別接種となっ

たことから増額となったものです。このうち一部は令和６年度に繰り越します。

また、接種予約等の事業委託も集団接種の日程が減となり、コールセンター業務への委託

も減少したことからマイナス367万7,000円の減となりました。

34ページをお願いいたします。

５款農林水産業費、１項農業費、６目、環境センター費の12節の委託料590万円の減額は、

職員配置を見直したことによる給料や諸手当の減額によるものです。

次の７目の花の三聖苑管理費、12節の委託料820万円の減額は、人件費の減額と材料費の

減額によるものとなります。

続きまして、36ページをお願いいたします。

６款１項商工費、３目、観光費の７節、報償費５万1,000円とその下、18節の負担金補助

及び交付金の24万円は、那賀の花畑に係る駐車場借り上げの謝礼と駐車場の交通整理に係る

観光協会への補助金となります。
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その下、６目、伊豆の長八美術館管理運営費、17節、備品購入費の100円は、現在常設し

て展示している長八作品である「龍」の買取りに係る費用となります。所有者の方から、買

取り要望があり、保険をかけている鑑定価格による買取りとなります。

37ページをお願いいたします。

７款土木費、２項道路橋梁費、１項、道路維持費の10節、需用費の120万円は、報告第２

号と３号でご説明いたしました伏倉の寺の下線道路の補修工事分となります。

同じく土木費の５項１目、住宅費の18節、負担金補助及び交付金マイナス409万8,000円は、

木造住宅耐震補強助成事業において、対象戸数が３戸から２戸に減少いたしました。また、

緊急輸送ルートと沿道建築物、耐震補強助成事業では、対象となる家屋が変更になったため

に減額となります。

続きまして、38ページをお願いいたします。

８款１項消防費の１目、常勤消防費の18節負担金補助及び交付金の94万4,000円は、下田

地区消防組合において、今回の能登半島地震へ職員を派遣しておりましたが、派遣した職員

の時間外勤務手当等の増額によるものです。なお、当町におきましても職員を派遣しており

ますが、現行の予算の中での対応となります。

続きまして、39ページをお願いいたします。

９款教育費、１項教育総務費、３目義務教育管理費の12節、委託料マイナス490万円のう

ち、新共同調理場実施設計業務委託のマイナス460万円は、地質調査項目を全項目調査とし

て予算計上していましたが、平成26年度に一度調査を実施しているため、今回は、何メート

ルで支持層に当たるかを調査する簡易調査となったため、減額となりました。

続きまして、41ページをお願いいたします。

11款１項防災費、２目利子、22節償還金利子及び割引料のマイナス110万円は、当初予算

の作成が１月になりますが、借入れの利息につきましては、予定額で予算計上します。その

後実際の借入れに対し、その差額が発生しますが、今回は当初予定していたよりも利率が低

かったことによる減となります。

続きまして、歳入をご説明いたします。

11ページにお戻りいただきたいと思います。

町税ですが、350万円の増額となります。個人町民税の現年分は、徴収率を98.75％といた

しました。また、固定資産税220万円としました。こちらのほうも現年度の徴収率を97.75％

と見込みました。
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13ページをお願いいたします。

地方交付税ですが、普通交付税の再算定に伴う未予算化分として、3,409万1,000円を計上

いたします。

15ページをお願いいたします。

13款の使用料及び手数料、１項伊豆の長八美術館、依田之庄の使用料ですが、利用者数の

減に伴い、伊豆の長八美術館はマイナス421万3,000円減額し、補正後の額を631万9,000円に、

依田之庄は320万円を減額し、補正後の額を971万5,000円といたしました。

16ページをお願いいたします。

14款国庫支出金、２項国庫補助金、１目１節の総務費国庫補助金マイナス591万2,000円の

うち、新型コロナウイルスワクチン対応地方創生臨時交付金のマイナスの923万4,000円は、

非課税世帯への低所所得世帯支援分となり、事業の実績に伴う減となります。

続きまして、18ページをお願いいたします。

15款県支出金、２項県補助金、４目農林水産業費県補助金の２節林業費県補助金マイナス

250万4,000円のうち、中山間地域林業整備事業費補助金マイナス207万1,000円ですが、林業

経営に携わる事業用備品購入の確定により減額となるものです。

20ページをお願いいたします。

18款繰入金、２項基金繰入金、２目１節、財政調整基金繰入金のマイナス１億214万5,000

円は、当初予定していたよりも財政調整基金の繰入れを繰り入れなくても事業が執行できた

ことによる減となります。

説明は以上になります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入りますが、質疑するときは、ページ、目、項を示してから質疑をしてい

ただくようにお願いいたします。

質疑を許します。

小林君。

○６番（小林克己君） ６番。５ページお願いしてよろしいでしょうか。

繰越明許費の補正のほうで、先ほど路線バス対策事業費のほうで、申請の関係のほうで繰

越明許になったという話でありましたけれども、原材料費の高騰とか、労働賃金が上がった

りとか、そういうような関係があったりとか、もしくは材料がなかなか入らなかったりとか

という関係ではなく、ただ単に申請の関係で繰越明許されたという形でよろしいでしょうか。
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○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） ５ページの繰越明許の路線バス対策の石部バス停改築事業の

関係でございますけれども、こちらのほうは原材料というよりかは、申請の手続の関係で、

あそこの場所が名勝地であるとか、国立公園であるとか、いろいろちょっと複雑なところで

ございまして、そちらの申請のほうがなかなか進まなかったということでの今年度の事業執

行は困難ということでの繰越しとなります。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） それであれば、ちょっと一安心しますけれども、自分が思うに、この

80万円の金額でこのバス停の改築ができるのかなという心配がありましたので、ちょっと質

問させていただきました。

それでは、24ページのほうの２款１項３目の美しい村の棚田の保全事業について質問させ

ていただきます。

総合計画の実施計画のほうからでも、３年間に対して事業のほうで100万、それでフェス

とか何かという形で大体60万円ぐらいの３か年160万円ずつの予算を組んでいたと思いまし

た。

これは、イベントとか何かというフェスとか何かをやるに当たって、今年だけこのような

異常な金額が負担がかかったのか、もしくは、これで来年度の再来年度もこのようにお金が

かかっていくのか、この辺を説明していただければと思います。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 美しい村事業費の18節の負担金補助及び交付金の棚田保全活

用の250万円でございますが、こちらにつきましては、２月21日の全協で説明させていただ

きましたけれども、棚田の運営事業のほうがかなり資金不足ということでの増額となります。

今までのほうは、運営費で100万の補助、それからイベント等の補助で60万円で、これが

160万円でございますけれども、その100万円、運営補助として支援しておりますけれども、

労務費の関係の増加ということが大きな理由で、資金が不足しておりますので、そちらの運

営資金のために250万円を増額をお願いしたいというものでございます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 今の説明を理解しますと、今年度、再来年度、またその翌年、この運

営のほうで予算が多くかかるという認識でよろしいでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。
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○企画観光課長（八木保久君） 来年度、再来年度の関係ですけれども、今年度の状況で250

万円足りないということで補正させていただきたいということですけれども、当初予算につ

きましては、ちょっとこの金額のほうが間に合いませんでしたので、従来どおりの100万円

で予算のほうは取っておるところでございます。

来年度につきましても、同様に労務費の増加ということで足りないことが想定されますけ

れども、そのあたりにつきましては、県の賀茂農林事務所のほうとも連携を取りながら、労

務費の削減ということで、畔のほうを土ではなくて、コンクリであるとかプラスチックであ

るとかいった形での作業の軽減であるとか、水管理のほうもかなり人工がかかっております

ので、そちらのほうもデジタル化で実証実験をしながら、労務費のほうを削減したりとか、

そういった形で工夫をしながら、なるべく運営のほうかからないような形で考えております

ので、当初予算につきましては、その状況を踏まえながら、議会のほうに増額になるかと思

いますけれども、金額のほうを精査しながら、お願いしたいということで考えております。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） ６番。

イベント関係のほうのこの60万に関しては、こちらのほうは変更はないという、これから

変更は起きないというようなイメージでよろしいのでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 来年度の当初予算ベースにおいては、大学連携であるとか、

それから棚田の灯り等イベントの60万については変更はございません。本年度につきまして

は、イベントのほうちょっと行われておりませんので、最終的には減額になる予定でござい

ます。

○議長（深澤 守君） ほかに。

菜野君。

○２番（菜野良枝君） 私も同じページ、同じ項目についてお伺いします。

こちら当初100万円の運営費に対して250万円という金額を補塡するということになると思

いますが、こちらの250万円というのは労務費の増加に伴うという説明もありましたが、こ

ちら、根拠となる労務費、どのぐらい、そういった数字を把握していたらお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） こちらも全協でちょっと説明させていただいたところでござ

いますけれども、４月から11月までの全体の労務費のほうで122人工の増、金額でいくと116
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万円の増となっているところでございます。今後の見込みも含めますと、かなり増額といっ

ているところがございます。

それから、労務費の関係でいきますと、協力隊員の関係がございます。昨年度は通年で作

業員が協力隊員入っておりましたけれども、今年の隊員のほうは、５月下旬に着任というこ

とで１日しか５月は勤務しておりませんので、４、５月分につきましては、昨年度の協力隊

員が手伝いで入っていまして18万6,000円弱払っておりますので、こちらのほうも増えてい

る要因でございます。

それから、労働賃金のアップの関係もございまして、ほかの労務につきましても賃金アッ

プしている中で、棚田の労務につきましても従来8,000円であったものを8,400円ということ

で400円アップしております。この関係でもアップしておりまして、４月から11月の人工で

いきますと、668人工の400円ということですと267万2,000円、こちらもアップしているとい

うことで、もろもろの要因のこの労務費のアップの関係でちょっと資金が不足しているとい

ったこととなります。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 全協で説明していただいていますが、全協での説明というのは、要は

会議録には載らない。また、説明でも会議録には載ってこないものですから、あえて質問す

るんですが、この賃金アップに関してもやはり会計不適切な部分があったんじゃないかと思

いますが、そちらについてはどうお考えでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 賃金のアップにつきましては、大本が振興協議会ですので、

いろいろ会長とかもろもろ相談した中でアップしなければならないところでございますけれ

ども、実際に棚田の管理している担当のものが周辺の状況を見ながら、なかなか労務費も上

げないと人工も確保できないという中で、上げているということで、その辺の賃金アップの

判断のほうはうまくなかったかなというところで考えておりますので、その辺につきまして

は、ちゃんと情報共有しながら、見直していきたいということで、改善のほう図っていきた

いと思います。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） では、伺いますが、こちら棚田の協議会のほうに補助金を出されてい

るものだと思いますが、その協議会というのは年間どのぐらい会議をされているのでしょう

か。
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○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 会議のほうは、総会が年１回ある程度で、あとは細かい部分

でいきますと、棚田保存会と町とあとは協議会の会長等での打合せ等が年５回ほどはやって

いるところではございます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はございますか。

田中君。

○５番（田中道源君） ５番。35ページの５款２項１目12の委託料についてちょっと質問させ

ていただきたいと思います。

森林整備現地調査等業務委託の450万と里山林整備業務委託500万が今回削除されているわ

けですけれども、減額されているわけですけれども、これ、当初予算の金額はそのままカッ

トというか、削除になっております。こちらの経緯といいますか、１年間また何もなく、こ

ういう形になったんだなと思うんですけれども、やってくれる業者がいなかったのか、それ

とも、話として全然ニーズがないのか、教えていただけますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） これにつきましては、当初予算で予算いただきまして、実は

森林の担当職員が年度中に退職されて、10月から新しい職員がまた、新規採用の職員が入っ

てきまして、ここの部署につきましては、５年、６年ずっと続けてきた職員が積み上げてき

た知識で予算計上もしてきまして、今回10月から担当になった職員もほかの業務を一生懸命

やっているわけですけれども、なかなかそこまでやり切れなかったということでございます。

予算は６年度も同じように載せてもらってありますので、今年度できない部分は、来年度

以降継続してやっていく予定でございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） それでは、一応やるべきことというか、したいことというのはあるは

あるわけですね。同じ金額がまた次の６年度の当初予算に載っていたものですから、どうい

うことなのかなと思って聞きたかったんですけれども、じゃ、６年度のほうは半年ぐらいた

ちますけれども、何とか執行するように進めていけそうでございますかね。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 職員とは、係長も含めてその方向で進めるように努力はして

まいります。

○議長（深澤 守君） 田中君。
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○５番（田中道源君） 恐らくこの半年間も一応できるだけやろうと思って、そのまま削らず

に残していたんだと思うんですけれども、やはり当初予算で上げたものが丸々そのまま削ら

れるということになるのが早い段階で分かれば、これ、両方合わせれば950万円になりまし

て、ほかの事業にも使える話になりますから、ちょうど去年も違う案件でこういった話があ

りましたけれども、なるたけこういうことないようにお願いしたいなと思います。

今の説明で今回はまた仕方のない事例だなと思いますけれども、なるべくこういうことの

ないようにしていただきたいなと思います。

以上です。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） １番。すみません、24ページの先ほどの棚田のところに戻ってしまう

んですが、全協のときに説明をしていただきまして、途中で５月からですか、新しい方に替

わったということで、私そのときはしょうがないのかなと思っていたんですが、後々、人か

ら聞いたら、替わった方が元やっていた方だったということを聞きまして、何でこんなこと

になったのかと、本当にちょっと腑に落ちないなと思いました。

それで、棚田の保存会、そういったところで何かいろんな不満なことだとか何だとかとい

うのがあるのかななんて思ったんです。ちょっと心配になったんですが、何かその辺はどう

ですか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 実際に業務をやっていた方は、地域おこし協力隊で棚田担当

でやられていた方が退任して、現在も棚田をメインで振興公社の臨時職員という形で携わら

れております。

棚田の関係の問題につきましては、棚田の関わる棚田保存会の人数が大きく減っていると、

高齢化によって減少しているというのが大きくあります。そのことによりまして、ほかの方

に頼まなければいけないところもありますし、高齢化とか人がいなくなることによって、作

業効率が落ちているとか、そういったこともろもろ積み重なっていったことに加えて、先ほ

ど言いました協力隊員の関係であるとか、人工賃のアップであるとか、いろいろなのが重な

って、５年度につきましては、大幅に資金不足というような状況に陥っているということで

ございます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） ６番。先ほどの田中議員の関連で質問させていただきたいと思います。
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35ページの森林の林業関係の５款２項１目、今回これだけ減額されて、来年度本来であれ

ば岩科の南部の現地の調査であったり、江奈門野線のこの調査に入られると予定されていた

と思います。実際に来年それを予定していたところを、来年度入っていくような形なのか、

今回これでは入れなったところを次年度という形は入っていくような形なのか、ここはどこ

の部分ができなかったのか、教えていただければと思います。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 今年度やる予定のところを来年度へとずらしてやっていくよ

うな形になります。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） ３番。27ページです。

３款民生費、１項１目社会福祉総務費、12節委託料の中で先ほど総務課長の説明の中で、

自殺対策計画策定業務340万減額、これが当初委託をしようと思ったけれども、業者が手い

っぱいで職員が自前で作成したと。いや、本当にこれは職員が自前で作成し、340万円の財

政削減したという、結果的にはそういうふうになっていると思います。本当に職員にはいろ

いろ仕事持っている中でも、自前でこういったことやってくれたということ、その頑張りと

いいますか、それは非常に称えていいんじゃないかなと私は思いました。

とかくやっぱり今委託、委託、当然委託というのも大事だと思いますけれども、安易に何

でもかんでも委託というようなことになるというのも私はちょっと危惧をしております。

ただ、こういったように、当初は340万円で委託しようと思ったけれども、職員でできた

というようなこともあるわけですね。ですので、これは特に回答はいいですけれども、とか

くそういった何でもかんでも安易な委託に頼るということではなくて、職員でもこういうの

ができるんだというようなこともあるということで、職員のこれからの指導、育成も含めて

やっていただければなと思います。これは回答は要りません。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 説明書のほうの６ページですけれども、歳入があるんですけれども、

総括ですけれども、これは町税が結局思ったより入ったというふうに理解するわけですけれ

ども、この要因を何か、町が景気よくなったのか、何か考えられる要因というのはあるので

しょうか。

○議長（深澤 守君） 一般予算のほう見ていないですか、説明書って。

○７番（髙栁孝博君） ９ページ。
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説明書。

○議長（深澤 守君） 総括。

○７番（髙栁孝博君） 総括。

○議長（深澤 守君） 個別明細ですね。

○７番（髙栁孝博君） 総括の歳入のところです。

税収は上がっているので、ほかのところでも出ていると思いますけれども。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） ９ページ、事業別明細書の中の町税920万の増額ということ

になっておりますけれども、その内訳としましては、11ページのほうの歳入ということで、

町税、町民税、固定資産税、入湯税とございます。

この中で、町民税の例えば個人の調定につきましては、現在の調定に対しまして、当初

98％の徴収率を見込んでいたわけですけれども、現在の実績を見て、98.75％ということは、

0.75％徴収率の見込みを上げてございます。同様に固定資産税につきましても、当初97％で

見込んでいたものを97.75％ということで、徴収率のほうを実際の徴収実績を見ながら、最

終的な見込みを立てて上げたというところになります。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 見込みは上げたということですけれども、コロナの関係とかになると

影響があって比較できないのかもしれませんけれども、通常ですとその徴収率というのはど

のぐらいで見ていけばいいでしょうか。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） 徴収率につきましては、予算を組む段階では、やはり歳入欠

陥に陥るとまずいものですから、こちらのほうについては、前年とか前々年度の徴収実績を

参考にしながら、マイナス１％とか、そういう程度で見込んでいます。当初予算ではそうい

うことで見込んでいます。

今回最終の補正ということで、最終的な実績見込みが出てくるということで、それに合わ

せて増額をしたというところでございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 率としては、通常と比べていかがでしょうか。要は率が増えちゃって

いるから、税金が上っているんだよということなのか、それとも要するに所得そのものが上

ってきて、税金そのものが上ってきているのか、それはどのような考えでしょうか。
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○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） 調定の見込み自体は、それほど増減というか、当初の見込み

よりも変更ないですけれども、やはり徴収率、当初はなるべく安全側、安全側ということで

下げていますけれども、最終的な段階になってきて、最終の徴収実績の見込みということで、

その分0.75％上げたということになりますので、それで、金額が上っているということにな

ります。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 私ちょっと聞き方悪かったです。

いわゆるコロナの影響とか何とかない場合の例年の実績が大体これに近い値なんでしょう

か。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） コロナの影響というのは、町民税とかあまり影響がなかった

かなというところでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） １番。25ページ、２款１項19目地域経済活性化対策費の企業等支援事

業236万円減額なんですが、これ、知らない方も多くいると思うんですが、こういう補助が

出るというのをどうやって周知しているんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） こちらにつきましては、町のホームページにも載っておると

ころでございまして、あとは移住の関係で使う方がかなり多いものですから、移住相談会の

ところでも移住に来た方には、こういった補助金があるよということで、周知はしていると

ころでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） それで、以前にたしかこれで使って、事業がされてないという何か事

例があったかと思うんですが、その後、その方どうなったか分かりますか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） その関係はたしかハーブの関係だったかと思いますけれども

ハーブの方はやっていないということではなくて、自宅でやっていて、直売所なんかで卸し

ているものですから、やっていなくはないんですけれども、ちょっと見えにくいということ

で、その確認は必要ではないかなということですけれども、実際にはやられていますので、
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大規模に表立っては出てこないんですけれども、細々やっているというような状況でござい

ます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ２番。

16ページの14款２項の１目総務費国庫補助金の中で、新型コロナウイルスの感染症対策地

方創生臨時交付金というのが900万円を超えてマイナスになっているんですが、これ、予算

を立てるときに、対象となる数を想定して予算組みをしているんじゃないかと思いますが、

まずそれで間違いがないか確認したいと思います。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） こちらの臨時交付金の関係につきましては、低所得者世帯へ

の非課税の３万円の分とプレミアム商品券の部分がございまして、プレミアム商品券の部分

のほうは変更ないですけれども、非課税の３万円の支給のほうが実績確定による減となりま

す。給付費のほうが729万円、それから、事務費のほうも194万4,000円減ということで、低

所得者向けの非課税３万円の実績に伴う減額ということになります。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 分かりました。

かなり高額余っているものですから、その３万円については、対象であるけれども、申請

がされなかったという理解でよろしいのでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） こちらの低所得世帯の３万円の関係ですけれども、こちらに

つきましては、６月の補正で議決いただいたものですが、当初1,150世帯で予定しておりま

して、個別通知、ホームページ、回覧等にて周知を行いましたけれども、最終的な実績とい

たしますと、907世帯ということでございます。

なお、こちらの金額につきましては、国の補助金の10分の10というような状況でございま

す。

○議長（深澤 守君） ５分まで暫時休憩します。

休憩 午後 ２時５５分

再開 午後 ３時０５分
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○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

質疑を続けます。

藤井君。

○８番（藤井 要君） ８番。２点ほどありますけれども、27ページの先ほど髙橋議員から言

いましたけれども、自殺計画の策定業務の計画の策定ですけれども、これ、委託していた先

が断られたということでできたんですけれども、これは、委託と遜色ないような内容で、職

員の方が考えてつくったということでよろしいんですか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） こちらの自殺対策計画につきましては、先ほど総務課長の説

明でもありましたけれども、発注をしようとする前段として、業者のほうにいろいろ確認を

したんですけれども、今年度におきましては介護保険事業計画、それから子ども・子育て計

画等のアンケート調査、そのほかにも各種計画がかなりございまして、事業者のほうでちょ

っと受けられないと、受注が難しいと、何社か確認しましたけれども、そういう状況でござ

いました。そういった中で、計画期間が今年度で終了するものですから、職員による策定と

いうことでございます。

ページ数につきますと、前回までの計画のページ、24ページほどの計画でございまして、

そちらにつきまして、職員のほうで対応するという状況でございます。

なお、先ほど髙橋議員のほうからも策定が済んだというようなお話をちょっとございまし

たけれども、今、策定中でございまして、もうすぐ完成ということでご理解いただきたいと

思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 策定中ということで、まだ出来上がってから内容、正確であるとか、

これは間違いないよということで確認するということになるわけですけれども、町長にあれ

ですけれども、この340万円、もし完璧ないいものができれば、松崎のそういう何でもかん

でも、先ほどありましたけれども、依頼するじゃなくて、何々計画なんていうのは、職員が

ある程度手を挙げて、これ、私やってくれますなんていうことになれば、かなりの削減にな

ろうかと思いますけれども、これとは関係ありませんけれども、そういうところ取り入れて

いく、職員にやる気を起こす、そういうような意味で答弁があればお願いしたいですけれど

も。
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○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） もともと委託業務というのは、基本的にいろんな専門的な知識をある

ケースが必要な場合もあります。そうしたものについては、私たち職員のほうで対応できな

いことが往々にしてございます。特に、データの集計、そして、それの縦横無尽な分析、そ

ういったものが自分たち職員の中でできるかというと、それは非常に難しいと思います。

もう一つ、今回のケースは、非常にまれなケースでございまして、前の計画はあったわけ

ですね、自殺計画はあって、その上で修正をかけるというようなことの中でできているもの

であって、多分この委託業務を全部、じゃ、経費削減して職員でやるといったら、多分ほか

の業務全くできなくなってしまうケースがあります。

今、本当に、皆さんもご存じとおり、きちきちの中でやっているという中で、できるだけ

外注をしていくというのが今方向性でございます。それ、職員を守ることになりますので、

本来健康福祉課のほうでも、できれば、その部分を外注した後、それ以外の部分の業務に邁

進するということができるはずですので、何らかの業務を削って、今回この策定をしている

とご理解いただければと思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 町長が言っていること確かに分かります。

こういうときに、職員がちゃんとやったと、忙しい中でやったということでほめることも

必要であると思いますので、町長のことだからほめているでしょうけれども、金一封ぐらい

は渡してやってください。

それから、もう１点、これは39ページの12節委託料の関係ですけれども、共同調理場の関

係ですけれども、これ、何年か前に掘削というか、試掘して、それからあそこに何か土砂崩

れかなんかということで、駄目になったというケースあるわけですけれども、最初から今回

のがは、そういうのも加味した中で、予算を組むことはできなかった、業者との関係ではそ

ういう点が話し合われなかったということなんですかね。

もし、ここで簡易的ながで済んだということ、そういうことになれば、もっと早く話合い

ができていれば、この460万ぐらい違うほうに、先ほどありましたけれども、使えた感じで

はなかろうかということになりますけれども、どの時点あたりでそういう話になったのか、

お願いします。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） ご質問の件でございますが、確かに現時点から、ゴー
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ルからスタート見ると、恐らくそういう話があり得るのかなというふうに思うんですが、こ

れ、タイムスケジュールでいきますと、当初予算が大体我々は年内の大まかなものを組み上

げます。昨年共同調理場がガスの事故を起こしたのが11月の初めです。そこから、新調理場

に向けた場所の選定等の協議を進めまして、場所が固まったのが翌年の２月の半ばになりま

す。

ということで、当初予算を組んだ時点では、その同じ場所に、前回地質調査をした場所に

会場、その場所が決まっていなかったというようなことがございまして、ほかの場所でも対

応できるように地質調査までを盛り込んだと。２月の半ばに場所が決まって、いざそこで設

計を始めたときに、過去の地質調査の資料等ももう一度精査を始めたところなんですが、そ

の中で、ある程度建物の配置が決まったら、その柱の立つ位置については、もう一度簡易調

査をするべきだというような調査結果がもう提出されておりましたので、その前回の調査結

果に基づきまして、簡易調査をやらせていただいたと。その差金分を今回減額をさせていた

だくというようなことになっております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ５番、田中です。

24ページの、もう何度か出ていますけれども、棚田保全活用事業について、今一度ちょっ

と質問させていただきたいと思います。

今回この補正予算として増額されているわけですけれども、基本的には、こういう話とい

うのは、これから掛かるので予算通してもらって、やっていくというのが基本だと思うんで

すけれども、一応全協からの説明のとおり、もう既に済んでしまっていることに対してのこ

とということで、基本的にはあまり望ましくもないし、認められるべきものではないという

のが、こちらの、私の考えでございますが、それでも、こうせざるを得ない部分の、役場と

しての苦慮してこうしてきていることと思いますが、もう少しなぜそう、納得いくような、

しんしゃくするべき話をちょっと聞かせていただけたらと思うんですが、いかがでございま

すか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 本来の予算取りにつきましては、田中議員のおっしゃられる

とおりでございまして、町としても非常に望ましくないということで、全協でもご説明申し

上げたところでございます。

ただ、町といたしましては、石部の棚田につきましては、町の貴重な資源でございまして、
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この状況で補正予算で運営資金を支援をしていかないと、棚田が後世に引き継がれないとい

うような状況に陥ってしまうものですから、町といたしましても好ましくない状況ではござ

いますけれども、ぜひご理解をお願いしたいということで、このような形で予算計上されて

いただいたところでございます。

本来であれば、経費の関係につきましては、毎月々ちゃんと経理をチェックして、資金が

足りなくなるようなら、補正予算をお願いするという段取りでございますけれども、現在棚

田のほうに関わっている方が労務のほうを優先して、日々の金銭的な管理がちょっと滞って

いたという形で、後のほうになって、このような結果でちょっと非常に困っているというよ

うな形で話をいただいたものですから、その辺につきましては、非常によくないことですの

で、その辺については、棚田のほうにつきましては、公社の臨時職員でございますので、そ

ちらの振興公社あるいは棚田の協議会との町との連携を密にして、こういったことのないよ

うに改善していきたいという形で考えております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ５番。お金の面はもちろんのことでございますけれども、運営面でも

いろいろ人が本当に足りないんでしょうし、違う側面からもテコ入れといいますか、しっか

りとサポートをしてあげないといけないんだと思いますので、しっかりやっていただきたい

と思います。

結果として、こういうことが表に出てきますと、いいことをしてくださっている、一生懸

命頑張ってくれているこの棚田の協議会、そこの団体自体がどうなっているんだみたいな話

になってしまうので、ぜひ役場であったり、この公社であったり、しっかりとサポートして

あげていただきたいなと思います。

ちょっと関連なんですけれども、本当は当初予算のほうでするべき話かなと思うんですが、

ここで今回足りないから250万と追加補正でしておきながら、令和６年度の当初予算のほう

の額少ない気がするんですけれども、また同じようなことになるんじゃないかなというふう

に思うんですけれども、それは今でなくて、当初予算のほうでしたほうがよろしいんですか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 当初予算のほうには、先ほどもちょっと説明しましたけれど

も、予算のまとめる時期が当初予算のほうが早いものですから、その時期ですとちょっと間

に合わなかったというのが実情でございます。本来なら、補正予算と当初予算の整合性とい

う形で、当初予算でも上げたかったんですけれども、ちょっと間に合わなかったというのが
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実情でございます。

当初予算につきましては、今回250万の補正ということでお願いしていますので、多分当

初予算でも同じぐらいの額が足りないんではないかと推測されますので、それはまた改めて

来年度の補正という状況で議員の皆様にはお願いしたいということで考えております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ２番。引き続きまた棚田について再質問させていただきます。

先ほど会議は開催されていたという回答いただきましたが、その会議の中で、先ほど言わ

れました労務費の増加、賃金のアップについて、ちゃんと協議会の中でそこで諮られたもの

なのか。あと、資金不足について、それが分かったのはいつなのかというのを教えてくださ

い。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 労務費の賃金アップにつきましては、協議会のほうでは諮ら

れておりません。これにつきましては、資金の足りなくなった段階で町のほうでもいろいろ

経過を調べている中で上がっているということで、把握したというのが実情でございます。

それから、いつ頃の関係につきましては、１月頃、ちょっと打合せのときに資金が足りな

いよという話をいただいたんですけれども、じゃ、それは何が原因で足りないのかというの

がちょっと分からなかったものですから、その辺の経理の関係もちゃんとつけさせて、原因

を何か特定してからということで準備をしたところでございまして、本来なら12月補正とか

というタイミングでやりたかったですけれども、その辺についてもちょっと間に合わない時

期で分かったということで、今回のお願いということになります。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はございますか。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） ページは20ページですけれども、ここのところの財政調整基金の繰入

金の絡みが出ていますけれども、これ、繰入金が減ってきて、財政調整基金のほうに積立金

のほうに25ページのほうで積立金で2,000万ほど入れていますけれども、ここの数字の動き

というのを少し分かりやすく説明していただけたらと思います。

説明資料の中では、１億214万5,000円が予定していたんですかね、それが減額されて、歳

入額が３億1,734万8,000円というの説明があって、財政調整基金の残高が11億3,661万2,000

円というのが説明がされているわけですけれども、これは残ったこのお金を、確か基金のほ

うに入れるには、何か２分の１がどうのこうのというお話が前にあったと思うんですが、そ



－188－

このところの仕組みを簡単に教えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 財政調整基金につきましては、今回町の支出に不足する

分を財政調整基金から穴埋めをするというような形で予算を組んでおりまして、今回事業費

のほぼほぼ決定をしてまいりましたので、その精査を受けまして、財政調整基金、実際には

想定した額より支出金額が少なかったものですから、財政調整基金のほうを減額をさせてい

ただきました。

財政調整基金につきましては、財政法で決められておりまして、余剰金の半分以上の枠を

積立てをしなければならないことになっていましたので、その関係で積立てを行っていると

いうような状況になります。

今回2,000万円積立てを行いますけれども、こちらのほうにつきましては、臨時財政対策

債費が加算された令和６年度と令和７年度の分を含めた形で国のほうから送金をしてきたも

のですから、この分は積み立てておくような形にしていかないと、国のほうの収支と合致し

てこなくなるものですから、積立てをさせていただいたということになります。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 総括のほうですけれども、10ページのところで、ここには公債が載っ

ているわけですけれども、この公債が今年度で３億4,000なにがしか、これが今年度の公債

として出てきて、最終的に公債の全体のお金というのは幾らになるかというのは分かります

でしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 今回10ページに記載されておりますマイナスの110万円

につきましては、先ほども説明の中でご説明させていただきましたけれども、当初は利率が

まだ確定する前の額で予算を計上させていただきます。

実際に金額が確定したものですから、今回この110万円の減額というようなことで、今回

は計上させていただきました。

すみません、公債費の残高につきましては、今ちょっと手元に資料がございませんので、

回答ができないわけですが、申し訳、これがそうかな。

大体これは、来年度、令和６年度の当初の予算書に出ておりまして、こちらのほうになり

ますと、大体28億ぐらいが起債の残高になります。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑ございますか。
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（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑終結の声がありますが、質疑を終結したいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 私は、本案、松崎町一般会計補正予算（第８号）に反対いたします。

理由は、こちら、ほぼ清算的な内容が主なんですが、ただやはり棚田保全活用事業、250

万円を補塡するということに対して、やはりこれを認めるということは、不適切な会計処理

を認めるということになってしまいますので、また、町民の皆さんにこれを納得していただ

けるかというふうに考えたときに、私は納得していただけないんじゃないかと思うところか

ら反対いたします。

（拍手する者あり）

○議長（深澤 守君） すみません、ご静粛に。

本案に対する賛成意見の発言を許します。

髙橋君。

○３番（髙橋良延君） ３番。私は、議案第20号に賛成をいたします。

本補正予算におけるただいま菜野議員から言いました棚田保全活用事業への250万円につ

いては、何かと疑義はあるところと思います、私もそう思いますが。本件につきましては、

補助団体に対する町の指導不足とはいえ、町の直接的な責任とまでは私は言えないと思って

います。

また、棚田を保全維持していくことは、町民の理解も得られると思っております

なお、当然今後このような予算を逸脱したような行為、今後このようなことがないよう補

助団体の運営がしっかりされることを強くお願いし、賛成といたします。

○議長（深澤 守君） 反対意見がございませんでしたので、賛成意見ありましたら。

小林議員。

○６番（小林克己君） ６番。私もこの案件に対しては賛成させていただきます。

林業振興費の減額であったりとか、この美しい村の推進事業の増額など、組織としての多
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少なりともこの問題は感じております。

しかし、今回のこの補正予算などの数字に関しては、確定額であったり、実績によるもの

であります。

補正予算として、確認して理解できるものであり、賛成したいと思っております。

○議長（深澤 守君） 本案に対する反対討論の発言を許します。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 討論なしと認めます。

本案に対する賛成討論の発言を許します。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第20号 令和５年度松崎町一般会計補正予算（第８号）についての件を挙手

により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（挙手多数）

○議長（深澤 守君） 挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎散会の宣告

○議長（深澤 守君） 以上で、本日の議事日程は全部終了しました。

本日はこれをもって散会いたします。ご苦労さまでした。

散会 午後 ３時２９分
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令和６年第１回松崎町議会定例会会議録

議 事 日 程（第３号）

令和６年３月８日（木）午前９時開議

日程第 １ 議案第２１号 令和５年度松崎町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）に

ついて

日程第 ２ 議案第２２号 令和５年度松崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について

日程第 ３ 議案第２３号 令和５年度松崎町介護保険特別会計補正予算（第２号）につい

て

日程第 ４ 議案第２４号 令和５年度松崎町営宿泊施設「伊豆まつざき荘」事業会計補正

予算（第１号）について

日程第 ５ 議案第２５号 令和５年度松崎町岩地集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

について

日程第 ６ 議案第２６号 令和５年度松崎町石部集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

について

日程第 ７ 議案第２７号 令和５年度松崎町雲見集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

について

日程第 ８ 議案第２８号 令和６年度松崎町一般会計予算について

─────────────────────────────────────────────────

出席議員（８名）

１番 藤 井 昭 一 君 ２番 菜 野 良 枝 君

３番 髙 橋 良 延 君 ５番 田 中 道 源 君

６番 小 林 克 己 君 ７番 髙 栁 孝 博 君

８番 藤 井 要 君 ９番 深 澤 守 君

欠席議員（なし）

─────────────────────────────────────────────────
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開議 午前 ９時００分

◎開議の宣告

○議長（深澤 守君） 皆様、おはようございます。

ただいまの出席議員は８名であります。定足数に達しておりますので、これより本日の会

議を開きます。

申し上げます。

議場内で上着を取ることを許します。

撮影について申出がありましたので、許可いたします。

─────────────────────────────────────────────────

◎議事日程の報告

○議長（深澤 守君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

日程に入ります前に、傍聴人の皆様にお願いいたします。

会議中は静粛にお願いします。また、議場における言論に対し、拍手などによる可否を表

明することはできません。そのほか、議事進行に支障となる行為があった場合は、退席をお

願いする場合がありますので、ご承知ください。

以上、傍聴人の皆様のご協力をお願い申し上げます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１ 議案第２１号 令和５年度松崎町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）について

○議長（深澤 守君） 日程第１ 議案第21号 令和５年度松崎町国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第21号 令和５年度松崎町国民健康保険特別会計補正予算（第２
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号）についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） それでは、議案第21号 令和５年度松崎町国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。

予算書１ページをお願いいたします。

第１条、歳入歳出予算の補正として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ1,005万

8,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億4,857万4,000円とするもの

です。

２ページをお願いいたします。

第１表、歳入歳出予算補正の款、項、補正額について説明いたします。

最初に歳入です。

１款国民健康保険税、１項国民健康保険税536万1,000円の減。

４款国庫支出金、２項国庫補助金１万円の増。

５款県支出金、１項県補助金11万9,000円の増。

８款繰入金、１項他会計繰入金330万4,000円の減。

９款繰越金、１項繰越金70万2,000円の減。

10款諸収入、４項雑入82万円の減。

次に、３ページの歳出をお願いいたします。

２款保険給付費、４項出産育児諸費100万円の減。

６款保健事業費264万3,000円の減。内訳といたしまして、１項特定健康診査等事業費239

万3,000円の減、２項保健事業費25万円の減。

７款基金積立金、１項基金積立金99万7,000円の増。

９款諸支出金、１項償還金及び還付加算金66万9,000円の減。

10款予備費、１項予備費674万3,000円の減。

歳入歳出とも補正前の額９億5,863万2,000円から補正額1,005万8,000円を減額し、補正後

の額を９億4,857万4,000円とするものでございます。

続いて、ページは飛びますが、６ページをお願いいたします。

右側にあります今回の補正額の財源内訳をご覧ください。

補正額のうち国県支出金が12万9,000円の増額、その他の239万4,000円の減額は、出産育
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児一時金分の一般会計繰入金66万7,000円と保険給付費償還金分の172万7,000円です。残り

は一般財源で779万3,000円の減額となります。

次に、今回の補正予算の詳細について、先に歳出から主なところのみ説明させていただき

ますので、13ページをお願いいたします。

２款保険給付費、４項１目出産育児一時金100万円の減額は、当初４件を見込んでいまし

たが、実績見込みが２件のため減額したものでございます。

14ページをお願いします。

６款保健事業費、１項１目12節委託料の特定健診保健指導等委託128万7,000円の減額は、

特定健診の受診者が452人でしたので、当初見込みとの差額分を減額するものでございます。

その下の国保保健指導事業等業務委託87万5,000円の減額は、生活習慣病重症化予防受診勧

奨事業の見積り合わせによる差額分を減額するものでございます。

15ページをお願いいたします。

７款基金積立金、１項１目国民健康保険事業基金積立金99万7,000円の増額は、今年度も

昨年度同様に100万円の積立てを予定しておりますので、当初予算との差額の99万7,000円を

増額するものでございます。

16ページをお願いいたします。

９款諸支出金、１項３目償還金66万9,000円の減額は、前年度の決算額が確定しましたの

で、その差額分の66万9,000円を減額したものでございます。

17ページをお願いいたします。

10款予備費674万3,000円の減額は、ここで歳入と歳出の調整を行っているものでございま

す。

それでは、ページを戻っていただきまして、７ページの歳入をお願いいたします。

１款国民健康保険税、１項１目１節の医療給付費分現年課税分の167万6,000円から３節の

介護納付金分現年課税分の75万9,000円の減額は、１月末の調定額と令和４年度の収納率の

実績を基に見込額の算出を行っていますが、被保険者数の減少に伴い減額するものでござい

ます。また、４節医療給付費分滞納繰越分69万4,000円から６節の介護納付金分滞納繰越分

23万5,000円の減額は、１月末の調定額と令和４年度の収納率の実績を基に見込額の算出を

行っていますが、調定額等の減少に伴い減額するものでございます。

９ページをお願いいたします。

５款県支出金、１項１目保険給付費等交付金の保険者努力支援分621万1,000円の増ですが、
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保健指導事業分の関係で当初予算ではその下の特別調整交付金分（町分）で予算措置をして

おりましたが、近隣市町の予算措置状況などを考慮いたしまして、科目を組み替えまして保

険者努力支援分に組み替えしたことから621万1,000円の増額となります。その下の特別調整

交付金につきましては、先ほど説明させていただきました組み替えの関係と追加の交付見込

額分を加えまして609万2,000円の減額となります。

10ページをお願いいたします。

８款繰入金、１項１目一般会計繰入金330万4,000円の減額は、１節保険基盤安定繰入金は

保険税の低所得者の方の２割、５割、７割軽減と未就学児、小学校に入る前の児童の均等割

額を２分の１軽減する制度があり、その軽減の関係で国と県から負担金が交付されますが、

一般会計に一度入れまして、一般会計から繰入金という形で国保会計へ繰り入れるものにな

ります。被保険者数の減少に伴い軽減世帯数も減少し、令和５年度の交付額確定により215

万5,000円の減額となります。２節出産育児一時金繰入金66万7,000円の減額は、出産見込み

件数を４件から２件に変更したことに伴うものでございます。３節財政安定化支援繰入金48

万2,000円の減額は、被保険者数等の減少に伴う減額となります。

11ページをお願いいたします。

９款繰越金、１項２目その他繰越金、前年度繰越金70万2,000円の減額は、繰越金確定に

伴う減額となります。

12ページをお願いいたします。

10款諸収入、４項１目一般被保険者第三者行為納付金80万7,000円の増額は、令和４年度

分第三者行為給付額、交通事故決定に伴う増額でございます。10款諸収入、４項５目雑入、

保険給付費償還金172万7,000円の減額は、令和４年度保険給付費等交付金、償還金の確定に

伴う減額でございます。

以上で説明を終わらせていただきますが、今回の補正におきましては、事業等の精算に伴

う補正が主な内容となっております。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

藤井君。

○１番（藤井昭一君） １番。13ページの出産育児一時金についてちょっと教えていただきた

いんですが、これは１人50万円支給されるということでよろしいですか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。
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○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいまのご質問、藤井議員のおっしゃるとおり、１人当た

り50万円の出産育児一時金の支給となっております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） ありがとうございます。

私もちょっと昔と大分変っていて調べさせてもらったんです。そしたら、町のホームペー

ジのほうに42万円と書いてありまして、それ前の数字なのかなと、去年ぐらいまでの。直っ

ていないのかなと思ったので、それを早めに直していただけたらと思います。お願いします。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 大変申し訳ございません。そちらのほうは早急に修正のほう

をさせていただきたいと思います。申し訳ございませんでした。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 14ページお願いします。

６款１項１目特定健診の事業費、12節委託料239万3,000円の中で特定健診の事業委託とい

うことで、減額ということになっているんですが、先ほどの説明が452人の受診者。要は、

特定健診をなるべく受けていただきたいわけですね、町としても。当然、受診率の目標とい

うのを設けていると思います。特定健診受診率の目標に対してどうだったのか。目標に届か

なかった場合、その原因をどう考えているかと、今後の受診率をどう上げていくかという対

策、これをお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 目標におきましては、60％ということで立てているわけです

けれども、実質なかなか39％ぐらいしかいっておりませんで、非常に厳しい状況でございま

す。

町といたしましても、委託等をかけまして、事業者のほうから特定健診対象者に対しまし

てはがき、そのはがきにおきましてもいろいろなタイプで、ずっと健診を受けていない方で

あるとか、ずっと受けている方、それぞれのタイプに応じた形での勧奨をしたりとか、あと

は広報等での受診勧奨、そして区長会それから保健委員さん等を通じての声かけ運動という

ことでやらせていただいておりますけれども、なかなか非常に厳しいという状況でございま

す。

ただ、目標はやはり高く掲げておかなければいけませんので、それに向かいまして、また

来年度におきましてもいろいろな形での受診勧奨に向けての取組をやっていきたいというふ
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うに考えております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 当然、受診率を上げるためにあの手、この手ということでやっている

ということは分かりますが、コロナになって今まで地区でやっていたのを環境センターで予

約みたいな形で１か所でやる。それはそれで非常に好評は得ていると思うんですけれども、

やはり受診率を上げるという中で、コロナが当然５類になってという中で、また地区のほう

での特定健診、受診というそういった考えはあるのかどうかお伺いします。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいまご質問ございました。地区でやっていたものを１か

所に来ていただきましてやるような形になっておりますけれども、これにおきましては、予

約制のほうをとらせていただきまして、以前でございますと、本当に皆さん早くから来てい

ただいて、かなり待ち時間長かったというようなこともございます。

そういった面で予約制にいたしましたことが１つ、いろいろなご意見あるでしょうけれど

も、来たらすぐに受診できるというメリットはあるところでございます。

それから、以前のようにもう少し広げたらどうかというようなご意見もありますけれども、

やはり賀茂医師会の関係であるとか、スタッフ、そういった関係のことから、今後におきま

しても今年度と同様のような形で実施をいたしていきたいというふうに思っております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ７ページの歳入の関係でお聞きいたします。

１款１項１目４、５、６節のほうで滞納繰越分というのが３つあるかと思いますが、こち

らの状況についてお伺いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） 滞納繰越分の状況ということでございますけれども、２月末

現在の徴収率でいきますと25.61％となっています。前年同期でいきますと31.43％というこ

とで、5.8％ぐらい下がっているわけですけれども、こちらのほうにつきましては、先ほど

健康福祉課長の説明にもあったとおり、金額自体は下がっています。徴収率で見ても下がっ

ていると。ただ、金額は下がっているんですけれども、頂けるものについては大分整理をさ

れて頂けているのかなというところで、あとだんだん生活が苦しかったり、差押えする財産

がなかったりということで、なかなか徴収ができないものというのがだんだん残ってきてい

るような状況になっています。
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大分滞納整理というか、銀行の預金調査であったりとか、そのほかの生命保険とかそうい

うところの調査なんかも進めているわけですけれども、そういうところ差押えできるものに

ついては差押えをして徴収しているところですけれども、なかなかそこの財産のない方もだ

んだん増えているというか、残ってきていると。差押えできなくて執行停止ということで、

３年経過すると欠損するというようなものが大分増えてきているのかなということでござい

ます。

なので、大分滞納整理については整理のほうが進んでいるというような状況で考えていま

す。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なし認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第21号 令和５年度松崎町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につい

ての件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────
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◎日程第２ 議案第２２号 令和５年度松崎町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）

○議長（深澤 守君） 日程第２ 議案第22号 令和５年度松崎町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第22号 令和５年度松崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） それでは、議案第22号 令和５年度松崎町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。

予算書１ページをお願いいたします。

第１条歳入歳出予算の補正として、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ60万1,000円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億2,733万4,000円とするものです。

２ページをお願いいたします。

第１表歳入歳出予算補正の款、項、補正額について説明いたします。

最初に歳入でございます。

１款後期高齢者医療保険料、１項後期高齢者医療保険料137万8,000円の増。

４款繰入金、１項一般会計繰入金77万7,000円の減。

次に、３ページ、歳出をお願いいたします。

２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金60万1,000円の

増。

歳入歳出とも補正前の額１億2,673万3,000円から補正額60万1,000円を増額し、補正後の

額を１億2,733万4,000円とするものです。

続いて、ページ飛びますけれども、６ページをお願いいたします。

右側になります。今回の補正額の財源内訳をご覧ください。補正額のうち特定財源のその

他は一般会計からの繰入金77万7,000円の減で、一般財源の137万8,000円は保険料の増額分

となります。

次に、今回の補正予算の詳細について、歳入から説明させていただきますので、７ページ
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をお願いいたします。

１款１項１目後期高齢者医療保険料でございます。広域連合が示した令和５年度保険料負

担金決算見込みに基づく増額で、特別徴収分は77万円の減、普通徴収分は214万8,000円の増

となり、差引きトータルで137万8,000円の増額となります。

続いて、８ページをお願いいたします。

４款１項２目保険基盤安定繰入金でございます。保険基盤安定繰入金は、保険料軽減分の

繰入れとなりますが、保険基盤安定負担金の額が確定したことにより、一般会計からの繰入

金77万2,000円を減額するものでございます。

続いて、歳出を説明させていただきますので、９ページをお願いいたします。

２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金60万1,000円の増額でございます。歳入の保

険料と保険基盤安定繰入金の差引増額分となり、広域連合へ納付するものでございます。

以上で説明を終了させていただきますが、本補正予算は、決算見込みや負担金の確定に伴

う増額補正の内容となっております。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なし認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第22号 令和５年度松崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につ

いての件を挙手により採決します。
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本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第３ 議案第２３号 令和５年度松崎町介護保険特別会計補正予算（第２

号）

○議長（深澤 守君） 日程第３ 議案第23号 令和５年度松崎町介護保険特別会計補正予算

（第２号）についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第23号 令和５年度松崎町介護保険特別会計補正予算（第２号）

についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） それでは、議案第23号 令和５年度松崎町介護保険特別会計

補正予算（第２号）についてご説明いたします。

予算書１ページをお願いいたします。

第１条歳入歳出予算の補正として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ3,683万

7,000円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ11億1,400万8,000円とするもの

でございます。

２ページをお願いいたします。

第１表歳入歳出予算補正の款、項、補正額について説明をいたします。

最初に歳入でございます。

１款保険料、１項介護保険料193万2,000円の減。

４款国庫支出金1,842万6,000円の増。内訳として、国庫負担金2,895万1,000円の増。２項

国庫補助金1,052万5,000円の減。

５款支払基金交付金、１項支払基金交付金3,749万5,000円の増。

６款県支出金1,221万2,000円の減。内訳として、１項県負担金1,216万円の減。２項県補
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助金５万2,000円の減。

９款繰入金、１項一般会計繰入金514万8,000円の減。

11款雑入、３項雑入20万8,000円の増。

次に、３ページの歳出をお願いいたします。

１款総務費95万7,000円の増。内訳として、１項総務管理費66万円の増。３項介護認定審

査会費29万7,000円の増。

２款保険給付費3,016万円の減。内訳として、１項介護サービス等諸費2,843万7,000円の

減。２項介護予防サービス等諸費172万3,000円の減。

４款地域支援事業費285万3,000円の増。内訳として、１項介護予防生活支援サービス事業

費285万3,000円の増。３項包括的支援事業費、任意事業費０。財源充当の補正のみとなりま

す。

５款基金積立金、１項基金積立金3,000万円の増。

８款予備費、１項予備費3,318万7,000円の増。

歳入歳出とも補正前の額10億7,717万1,000円から補正額3,683万7,000円を増額し、補正後

の額を11億1,400万8,000円とするものでございます。

続いて、ページ飛びますが、６ページをお願いいたします。

右側にあります今回の補正額の財源内訳をご覧ください。

補正額のうち国県支出金が621万4,000円の増、その他は3,234万7,000円の増、残りは一般

財源で172万4,000円の減となります。

次に、今回の補正予算の詳細について、先に歳出から主なところのみ説明させていただき

ますので、13ページをお願いいたします。

１款総務費、１項１目一般管理費66万円の増額は、12節委託料タスクシステム改修業務委

託で、今年度介護の報酬改定が行われることから、基幹系システムの改修を行うものでござ

います。このうち２分の１が国庫補助とされます。３項２目認定調査等費29万7,000円の総

額で、会計年度任用職員の給与改定に伴う増額分となります。

14ページをお願いいたします。

２款保険給付費3,016万円の減額で、１項１目居宅介護サービス給付費893万2,000円の減

額は、要介護の方向けの住宅での訪問介護であったり、訪問看護などのサービスで支出見込

み減による減額でございます。その下の３目地域密着型介護サービス給付費234万7,000円の

減額は、認知症対応型の通所介護を当初見込んでおりました施設が休止しているなど等が主
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なもので、支出見込み減による減額でございます。その下の５目施設介護サービス給付費

1,670万6,000円の減額は、主に介護老人保健施設や特別養護老人ホーム等の利用が当初見込

んでいたよりも少なかったことによるもので、支出見込み減による減額でございます。

15ページの２項３目地域密着型介護予防サービス給付費172万3,000円の減額は、要支援の

方のサービスですが、要支援の方で認知症対応型の共同生活介護の施設に入られていた方が

要介護に介護度が上がった関係で、要支援の介護予防サービス費から要介護の介護サービス

費のほうで支払うことになったことから、支出見込み減による減額でございます。

16ページをお願いいたします。

４款地域支援事業費285万3,000円の増額は、１項１目介護予防生活支援サービス事業費

221万2,000円の増額。18節負担金、補助及び交付金の介護予防生活支援サービス給付費216

万2,000円の増額です。こちらは、要支援の方の訪問介護と通所介護のサービス費になりま

して、要支援の方が増えているということでサービス利用も増えていることから、支出見込

み増による増額でございます。その下の２目介護予防ケアマネジメント事業費64万1,000円

の増額は、会計年度任用職員の給与改定に伴う増額でございます。

18ページをお願いいたします。

５款基金積立金3,000万円の増額は、決算を見込んだ中で積算した結果となります。令和

４年度末基金残高は9,895万7,742円ですので、今後の支出状況によりますが、令和５年度末

基金積立残高は１億2,895万9,742円となる見込みでございます。

19ページをお願いいたします。

８款予備費3,318万7,000円の増額は、ここで歳入と歳出の調整を行っているものでござい

ます。

それでは、ページを戻っていただきまして、７ページの歳入をお願いいたします。

１款保険料、１項１目１節の現年度分保険料の特別徴収保険料は、本算定後の人数で収入

見込額を１億6,720万8,000円としたことから、263万7,000円の減額。普通徴収保険料は

1,023万9,000円と見込んでいることから、70万5,000円の増額となります。

８ページをお願いいたします。

４款国庫支出金1,842万6,000円の増額は、１項１目１節現年度分の介護給付費国庫負担金

が国の内示額に伴い2,895万1,000円の増額。２項１目調整交付金1,075万円の減額は、１節

現年度分の普通調整交付金が国の内示額に伴い1,075万円の減額となります。

９ページをお願いします。
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５款支払基金交付金3,749万5,000円の増額は、１項１目１節現年度分の介護給付費交付金

が交付決定額に伴い3,749万5,000円の増額となります。

10ページをお願いいたします。

６款県支出金1,221万2,000円の減額は、１項１目１節現年度分の介護給付費県負担金が変

更交付の内示を受けていますので、1,216万円の減額となります。

11ページをお願いいたします。

９款繰入金514万8,000円の減額は、１項１目１節現年度分の介護給付費繰入金が歳出２款

の介護給付費に対して12.5％を一般会計から繰り入れるものになりますので、377万円の減

額となります。一番下の５目低所得者保険料軽減繰入金は、第１段階から第３段階の方の軽

減した分の差額を一般会計から繰入れを行います。一般会計のほうは、国２分の１、県４分

の１が入って来ますので、県の変更交付申請額を基に223万2,000円の減額となります。

以上で説明を終了させていただきますが、今回の補正におきましては、事業等の精算など

に伴う補正が主な内容となっております。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 私は、本案件に賛成いたします。

本案件は、多くの項目で精査されて、最終的に確定した金額によって補正をかけるもので

ございます。内容について特に誤りがあると思いませんので、手続上も問題ありませんので、

賛成いたします。
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○議長（深澤 守君） これをもって討論を終了します。

これより議案第23号 令和５年度松崎町介護保険特別会計補正予算（第２号）についての

件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第４ 議案第２４号 令和５年度松崎町営宿泊施設「伊豆まつざき荘」事業

会計補正予算（第１号）

○議長（深澤 守君） 日程第４ 議案第24号 令和５年度松崎町営宿泊施設「伊豆まつざき

荘」事業会計補正予算（第１号）についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第24号 令和５年度松崎町営宿泊施設「伊豆まつざき荘」事業会

計補正予算（第１号）についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） それでは、議案第24号 令和５年度松崎町営宿泊施設「伊豆

まつざき荘」事業会計補正予算（第１号）について説明させていただきます。

まず、３月補正予算の組み方といたしましては、これまでの実績を踏まえまして、年度末

の見込みの数値に修正するものとしています。詳細は後ほど説明しますが、損益は867万

3,000円のプラスを見込んでおります。

それでは、第２条から説明いたします。

業務の予定量でございます。区分と補正予定量、計で説明いたします。

宿泊利用者1,500人の減の２万400人、入浴利用者は600人増の5,700人、休憩・会食利用者

は800人減の2,200人、１日平均利用者は４人減の79人としております。

続いて、第３条収益的収入及び支出のほうでございます。

まず、事業収益でございますけれども、補正予定額3,070万円減の３億3,090万円です。内
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訳といたしまして、営業収益のほうが5,650万3,000円の減、営業外収益のほうは19万7,000

円の減、特別利益のほうは2,600万円の増、事業費用のほうは2,100万円減の３億1,950万円。

内訳といたしまして、営業費用は1,730万円の減、営業外費用は370万円の減、予備費は変更

ございません。

２ページをご覧ください。

第４条棚卸資産の購入限度額でございますが、7,970万円を5,870万円に改めるものでござ

います。2,100万円の減でございます。

続いて、３ページの収益的収入及び支出につきましては、詳しい資料の部分で説明いたし

ますので、ここでは省略いたします。

４ページの資本的収入及び支出につきましても補正はございませんので、説明は省略させ

てはいただきます。

10ページのほうに飛んでいただけますでしょうか。

こちらのほうが収益的収入及び支出の詳細の部分となります。目と補正予定額の部分で説

明いたします。

１款の事業収益、１項営業収益、１目利用収益でございます。5,225万円の減。理由につ

きましては、宿泊料、食事料、酒類飲料等が利用者減に伴う収入見込み減となります。２目

の売店収益のほうは451万円の減でございます。理由につきましては同様でございます。３

目のその他営業収益については６万円の増。２項の営業外収益については変更はございませ

ん。３項の特別利益の３目その他特別利益は2,600万円の増でございます。こちらは、先日

の全協で説明いたしました令和２年度から４年度までの消費税の過払い分の還付分となりま

す。

続いて、支出のほうでございます。

１款事業費用、１項営業費用、１目施設経営費1,730万円の減でございます。こちらは、

振興公社の管理運営の委託費になりまして、こちらの減によるものでございます。続いて、

２項の営業外費用の３目の消費税373万円の減でございます。こちらも支出見込みの減で予

定しているところでございます。

続いて、参考資料の３ということで、下から２枚目の振興公社の管理委託明細書のほうを

ご覧ください。参考資料の３ページというところでございます。

こちらのほうが振興公社の委託費の1,730万円減の明細となります。金額の大きな部分を

抜粋して説明させていただきます。



－208－

まず、手当のほうですが、331万2,000円の減。こちらは期末勤勉手当の関係が主になりま

すけれども、当初予算におきましては4.3か月で想定しておりましたが、実績といたしまし

ては1.8の1.3ということで、合計で3.1か月の支給となりました。

続いて、食事材料費が1,410万円の減、また酒飲材料費のほうが170万円の減、売店材料費

が310万円の減ということで、こちらは利用者減によるものでございます。備消耗費は140万

円の増。こちらは物価高騰で単価が上がっている関係でございます。

続いて、光熱水費のほうは900万円の増。電気料の著しい値上げによるものが大きな要因

となっております。

それから、修繕費は200万円の増。まつざき荘につきましては、平成18年の建設当初から

18年を経過いたしまして、修繕費が多くなっているということでございます。

続いて、次ページをご覧ください。

広告宣伝費のほうは210万円の減でございます。１品サービス等の無料サービスをまつざ

き荘で広告宣伝費で支出しておりますが、こちらのほうが減になっている関係でございます。

続いて、５ページのキャッシュフロー計算書のほうにお戻りください。

まず、一番上ですけれども、当年度純利益でございますが、補正額を970万円の最終的な

損益は867万3,000円としております。下のほうに移りまして、資金増減額、補正額を2,469

万6,000円減のマイナスの1,814万9,000円と見込み、期首残高の4,919万8,000円との合計で

期末残高を3,104万9,000円と見込みました。

続いて、６ページをご覧ください。

こちらは予定貸借対照表となります。

まず、資産の部のほうでございますけれども、１の固定資産のほうは補正はございません。

２の流動資産の現金・預金、それから未収金の関係で動きがございまして、１の固定資産と

２の流動資産を合わせました資産合計のほうが790万7,523円増の７億646万9,039円となりま

す。

続いて、負債の部のほうでございます。３の固定負債、４の流動負債、それから次ページ

の５の繰延収益を合わせました負債合計のほうですが、こちらが1,798万1,410円増の５億

6,842万8,111円となります。

続いて、資本の部のほうでございます。当年度純利益のほうは970万円減の867万3,000円

となります。資本合計のほうは、最終的に１億3,804万928円ということで、こちらが資産合

計から負債合計を差し引いた金額となります。負債資本合計につきましては７億646万9,039
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円ということで、こちらの金額のほうは６ページの資産合計と一致するものでございます。

資料の説明は以上となりますが、最後に損益といたしましては867万3,000円のプラスを見

込んでおりますけれども、消費税の還付分2,600万円を入れてもこの数値となりますので、

まつざき荘につきましてはまだまだ厳しい経営状況が続いているということでご承知いただ

ければと思います。

説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 参考資料の３ページの先ほどの2,600万円の件ですけれども、今回営

業収益だけを見ますと、この2,600万円を引くと営業収益では赤字になっちゃうわけですよ

ね。だから、ちょっと先ほど説明はありましたけれども、まずこの2,600万円というのは、

全協等で説明がありましたけれども、もう一度ちょっと簡単に説明をいただけますか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 消費税の2,600万円の還付分でございますけれども、こちら

のほうにつきましては、令和２年度から令和４年度までの事業会計における消費税の算出に

おきまして、仮受消費税と仮払消費税の金額をこちらの町のほうで数字を申告する際にちょ

っと間違えてしまったということで生じたものでございます。

こちらにつきましては、単なる単純なミスいうことですけれども、金額がかなり多いもの

ですから、あってはならないことでございますので、この点につきましては、今回、振興公

社と町の担当者のほうの数字のやり取りの関係でおかしいということが分かりまして、今後

もこういったことが起こらないように、振興公社と町のほうの連絡を密にしてこのようなこ

とが起きないように改善に努めたいということで考えておるところでございます。

以上です。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 同じく３ページのところで、営業収益が３億110万3,000円ということ

で出ています。それから、営業の費用のほうは３億1,820万円ですので、この差額というの

が営業的には赤字というふうに見れるわけですけれども、これに対して今後どのようなこと

に取り組もうとしているんでしょうか。

もう一つの資料の中で宿泊利用者が当初見込みよりも1,500人減になったということで、
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1,500人というのは結構大きな数字だと思うんですけれども、これについて見込み違いだっ

たのか、何か原因が考えられるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） まず、営業の取組でございますけれども、この点につきまし

ては、また当初予算のときにもちょっと詳しくさせてもらいたいと思いますけれども、営業

的には、先日宿泊料金改定した関係とか、ダイナミックプライシングの導入であるとか、ま

た料金の改定に合わせた料理の改善や施設の改善、それから現在調査を行っております関係

でのサービス面での改善とか、もろもろ多方面でもありますので、そういった形で赤字の解

消に努めていきたいと考えておるところでございます。

それから、宿泊利用人数の1,500人の減につきましては、結果的ではございますけれども、

昨年度は全国旅行支援がかなりずっと続いていたわけですけれども、国のほうは実質的に６

月30日で終了、それから県のバイ・シズオカも今年度なかったということですので、その辺

の結果が想定よりもかなり大きかったということで、結果的に今年度につきましては利用者

が1,500人減の見込みとなっているということでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 参考資料の３、管理委託費明細書の中でお伺いします。

２つ目に手当ということでこれが減っていて、4.3か月を予定していたものが3.1か月にな

ったということなんですが、この理由についてお伺いします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 参考資料３の勤勉手当の関係でございますけれども、振興公

社の期末勤勉手当につきましては、経営状況に応じてそれぞれの６月、12月に振興公社の理

事者である町長のほうが経営状況を判断しながら何月分にするかということを決めておりま

すので、そういった経営状況を踏まえてのこういった判断になったということでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 経営状況を鑑みてということは分かるんですが、やはりこれから職員

の方に研修、さらに研鑽を積んでいただく、そういったところのモチベーションを上げるた

めには、やはりそういった手当も必要ではないかと私は考えますが、どういうふうに思われ

ますか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） まさにそのとおりだと思います。実は、自分就任前は、昇給も停止、
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この手当も１という形でやってきておりました。ただ、それですと、やはり皆さんのモチベ

ーションは下がりますので、そういった意味では私のほうで目標値を決め、そこに向かって

満額支給を目指そうというような話を実際にしてきておるところです。

少しずつ改善はされていると実は信じておるところでございます。料理の評判も皆さん方

が評価していただいていますし、まだまだ足りていないとは思いますけれども、少しずつの

改善が見られているので、ぜひぜひ目標値に向かってモチベーションを上げていきたいとい

うのは考えているところでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 参考資料の２ページの特別利益の消費税のミスのことで、これ単純な

ミスかもしれないんですが、役場の職員が替わったときにこういったところをちゃんと引き

継がなきゃいけないんだと思うんですけれども、仮受消費税と仮払消費税、これを逆にとい

うことが私の感覚ですと、私もこういうことを一切やったことないので分からないです。そ

ういったときに、また次に職員さんが替わる、またその次に職員さんが替わるとなっていく

と思うんですが、そういったときにミスがないようにするにはどうするつもりですか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 確かにこの部分がちょっと振興公社と町の立場によって借受

け、仮払いの消費税の扱いが違うということで、ちょっと非常に分かりにくい部分でござい

まして、担当者が替わったことによってこの辺がちょっと分からなかったというところだっ

たと思います。

改善につきましては、今まで振興公社のほうでちょっとおかしいなと感じていたというこ

とですけれども、感じていたけれども町のほうに言わなかったということもございますので、

それぞれ振興公社、それから町のほうのまつざき荘の事業会計に関わる突き合わせ、情報共

有というのは、一番それをしっかりしなければいけないと思っておりますので、その辺の情

報共有をしっかりして、このようなことがないようにしていきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 10ページをお願いいたします。

10ページでこの収入と支出の内訳が書かれておりますけれども、まず１点目が、主要収益

というところで5,000万の減額ということで、非常に大きい減額。これはお客さんが少なか

ったということでの減額ということですけれども、先ほど課長から、去年は全国旅行支援、

バイ・シズオカありましたということで、当然コロナ禍で回復するために国とか県がそうい
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った政策を打って、当然そういうことで何とか宿泊客を増やそうということはあったわけで

す。

今年度それがなくなったと。それどこもなくなったわけです。別に松崎だけがなくなった

わけじゃない。どこもなくなった中で、非常にお客さんの入りが少なくなったという理由が

１つありました。

松崎町で昨年９月に補正で観光クーポン、何とか落ち込みを抑えようということで一般会

計で観光クーポンの発行をしましたね。それもちょっと予算もどうかなというぐらいの、私

質問しましたけれども、この観光クーポンのまつざき荘における利用者というのがまず１点

分かりますか。教えてください。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 観光クーポン利用状況、ちょっと人数までは数値は把握して

いないですけれども、11月末時点で172万1,000円、12月分で119万2,000円、１月分で74万

4,000円ということでなりますので、350万円ぐらいの利用があったところでございます。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） それは町の全体の宿泊施設のみたいな形でやったわけですので、まつ

ざき荘ではそういった実績ということですけれども、やはりあの手この手でコロナ、そうい

った支援が終わったら、考えなきゃならないなというような中で、今ちょっと聞いてみたわ

けです。この町の観光クーポンの効果については、また決算等ではやりますけれども、状況

については分かりました。

それで、もう１点、特別利益のところです、３目の2,600万円。これは、先ほど議員の

方々から消費税の処理の誤りによる還付と。逆に返ってくるというような形ではありました

けれども、これは私全協で言いましたけれども、やはり返ってくるとは言いながら、５年の

消費税というのは法定期限がありますので、今分かったというところでは戻ってくるという

ことではあったわけですけれども、これがまだまだ分からないということになれば、なおさ

ら重大な事項になっていたということになりますので、ここのところについてはちょっとし

っかりと、返ってきたから何とかということはありますけれども、気をつけていただきたい

と思います。

それで、この2,600万円をいわゆる今借入れをしていますよね、一般会計のほうから。そ

ういったところに返済するという協議というか、そういったものはあったのかお伺いいたし

ます。
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○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 元金返済の部分に充てるかどうかという話でございますけれ

ども、その点につきましては、担当課といたしましては、非常にまつざき荘は経営が厳しい

中で返済猶予をお願いするとか、また新たな借入れをお願いするかどうか、そのぐらいまで

の状況にきているところでございましたので、返すまでの余裕というのは、そういった議論

までは、考えはしましたけれども、なかなかそういった方向性に行くまではなかったという

状況でございます。

ただ、監査委員の２月の例月出納検査におきまして、監査委員のほうからは、苦しい状況

とはいっても貸す側の立場からすると臨時的な収入があったら少しでも返したほうがいいん

じゃないか、全額でなくても少しでも返したほうがいいんじゃないかというような話がござ

いましたので、その点につきましては、今回の補正では返す予算は計上しておりませんので

返せませんけれども、来年度の当初予算の補正か何かでちょっと状況を踏まえて、もし返せ

るような状況でしたら少しでもお返しすることは検討していきたいなということで考えてい

るところでございます。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 分かりました。そういった検討がされたと。また監査委員からもそう

いった指摘があったというようなことですので、その点については理解いたします。

私、これ見ると、この年度末のキャッシュが3,100万ぐらいでしたか、これ見ると。要す

るに、2,600万円返してしまうと500万円しか残らないということを考えると、本当にまつざ

き荘の運営としては危機的な状況だなということを感じたものですから、当局としてのやは

りそういったこれを返してしまうともう厳しいなという状況は私も分かります。

最後に、この10ページのところに減価償却費というところがありますね、項目に。2,000

万円という減価償却費を計上しているわけですけれども、昨年の減価償却費をちょっと見ま

すと、5,000万ぐらいにたしかなっていたんではないかなと思います。いわゆる減価償却費

が半分以下にこの５年度にはなっていると思います。要するに、減価償却費、経費は半分に

なってきたということは、本当に利益が出ないともう資金どんどん目減りしていって、それ

こそなくなります。ですから、この見た目上利益が出たといっても、半分以上は減価償却費、

内部留保資金は減るわけですので、そこのところのやはりちゃんとした経営といいますか、

そちらはよろしくお願いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。
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○企画観光課長（八木保久君） 髙橋議員からの減価償却費の関係で留意したほうがいいとい

うことでございますけれども、確かに数年前まで5,000万ぐらいでずっと続いておりました

けれども、設備関係の償却が15年で終了ということで、だんだん減って、現在は2,000万円

ぐらいとなっておりますけれども、減価償却費が減っているということは、設備の更新時期

にきているということで、現在施設、建物、かなり改修が必要な箇所が増えているところで

ございます。そういった箇所を修繕しなければいけないんですけれども、そういったところ

に充てる資金のほうもなかなか厳しい状況でございますので、そういったところもあるとい

うことでご承知いただければと思います。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なし認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

小林君。

○６番（小林克己君） 皆さんからこの業務活動によるキャッシュフローが少なくなって大変

だと。この大変だという認識を持って営業に当たっていただきたいと思います。この業務の

精査したこの内容自体は問題ないと自分は感じております。

ただ、その姿勢として、一生懸命取り組んでいただきたいという思いを込めて賛成させて

いただきます。

以上です。

○議長（深澤 守君） これをもって討論を終了します。

これより議案第24号 令和５年度松崎町営宿泊施設「伊豆まつざき荘」事業会計補正予算

（第１号）についての件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。
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（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

20分まで休憩します。

休憩 午前１０時０６分

再開 午前１０時２０分

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第５ 議案第２５号 令和５年度松崎町岩地集落排水事業特別会計補正予算

（第２号）について

○議長（深澤 守君） 日程第５、議案第25号 令和５年度松崎町岩地集落排水事業特別会計

補正予算（第２号）についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第25号 令和５年度松崎町岩地集落排水事業特別会計補正予算

（第２号）についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 議案第25号 令和５年度松崎町岩地集落排水事業特別会計補

正予算（第２号）についてご説明させていただきます。

予算書１ページをご覧ください。

第１条、歳入歳出予算の補正でございます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,370万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ2,040万6,000円とするものでございます。

第２項歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は第１表でご説明いたします。

２ページをお願いいたします。

第１表歳入歳出予算補正でございます。
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初めに、歳入からでございますが、款、項、補正額の順で読み上げさせていただきます。

４款繰入金、２項基金繰入金1,370万6,000円。下の歳入合計でございますが、補正前の額

670万円、補正額1,370万6,000円、計2,040万6,000円でございます。

続いて、３ページ、歳出でございます。

３款予備費、２項予備費1,370万6,000円。下段の歳出合計でございますが、補正前の670

万円、補正額1,370万6,000円、計2,040万6,000円でございます。

内訳についてご説明いたします。

７ページをお願いいたします。

歳入でございます。

４款２項１目財政調整基金繰入金でございます。1,370万6,000円を増額いたしまして

1,611万8,000円とするものでございます。

現在における財政調整基金の全額を繰り入れるものでございます。こちらは12月の議会で

基金の廃止についてをお諮りしたところでございますが、この３月をもって基金条例が廃止

となります。４月からの公営企業会計化に伴うものでございますが、全額を繰り入れるとい

うものでございます。

９ページ、歳出でございます。

３款２項１目予備費、先ほどの繰り入れる金額全額を予備費のほうへと増額をいたしまし

て、予備費の総額を1,380万6,000円とするものでございます。結果的には、この予備費を支

出するものではございませんので、最終的に、来年度の公営企業会計に対して現金として引

き継ぐものでございます。

なお、この岩地集落排水で説明した今回の補正の目的、理由については、この後の石部集

落排水、雲見集落排水に通じるところでございます。

説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 全般的に説明の中でのお話になりますけれども、公営企業会計に移行

されるということで、現在ほぼ年度終わってきていますので、準備も終わったかと思うんで

すが、資産の状況とか、そういったものの精査とかはもう済んでいるんでしょうか。
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○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 資産の整理についてのご質問でございますが、来年度の新年

度予算を提出させていただいておりますので、そこにおいて資産についてお示しをしている

ところでございます。結果、そういった整理は済んでいるという状況でございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） それに関するシステムはどのようなものを考えられているんですか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） こちらも新年度予算においてお示しをしているところでござ

いますが、水道と温泉事業において使っているシステムがございまして、そのシステムを用

いる予定でございます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。

よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第25号 令和５年度松崎町岩地集落排水事業特別会計補正予算（第２号）に

ついての件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。
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よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第６ 議案第２６号 令和５年度松崎町石部集落排水事業特別会計補正予算

（第２号）について

○議長（深澤 守君） 日程第６、議案第26号 令和５年度松崎町石部集落排水事業特別会計

補正予算（第２号）についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第26号 令和５年度松崎町石部集落排水事業特別会計補正予算

（第２号）についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 議案第26号 令和５年度松崎町石部集落排水事業特別会計補

正予算（第２号）についてご説明いたします。

予算書１ページをご覧ください。

第１条、歳入歳出予算の補正でございます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,078万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ1,652万円とするものでございます。

第２項歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表でご説明いたします。

２ページをお願いいたします。

第１表歳入歳出予算補正でございます。

初めに、歳入でございますが、款、項、補正額の順で読み上げさせていただきます。

４款繰入金、２項基金繰入金1,078万3,000円。下の歳入合計でございますが、補正前の額

573万7,000円、補正額1,078万3,000円、計1,652万円でございます。

続いて、３ページ、歳出でございます。

３款予備費、１項予備費、補正額は1,078万3,000円でございます。下の歳出合計でござい

ますが、補正前の額573万7,000円、補正額1,078万3,000円、計1,652万円でございます。
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内訳をご説明いたします。

７ページをお願いいたします。

歳入でございますが、４款２項１目財政調整基金繰入金、財政調整基金の残額全てを繰り

入れるために行うものでございまして、1,078万3,000円を増額し、1,328万8,000円とするも

のでございます。

理由については、岩地と同じところでございます。

９ページをお願いいたします。

３款１項１目予備費1,078万3,000円を増額いたしまして1,088万3,000円とするものでござ

います。こちらの理由、目的についても岩地集落排水と同じというところでございます。

説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。

よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第26号 令和５年度松崎町石部集落排水事業特別会計補正予算（第２号）に

ついての件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。
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（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第７ 議案第２７号 令和５年度松崎町雲見集落排水事業特別会計補正予算

（第２号）について

○議長（深澤 守君） 日程第７、議案第27号 令和５年度松崎町雲見集落排水事業特別会計

補正予算（第２号）についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第27号 令和５年度松崎町雲見集落排水事業特別会計補正予算

（第２号）についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 議案第27号 令和５年度松崎町雲見集落排水事業特別会計補

正予算（第２号）についてご説明いたします。

予算書１ページをご覧ください。

第１条、歳入歳出予算の補正についてでございます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ474万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ2,573万円とするものでございます。

第２項歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表でご説明いたします。

２ページをお願いいたします。

第１表歳入歳出予算補正でございます。

初めに、歳入ですが、款、項、補正額の順で読み上げさせていただきます。

６款繰入金、２項基金繰入金474万円。下の歳入合計でございますが、補正前の額2,099万

円、補正額474万円、計2,573万円でございます。

続いて、３ページ、歳出でございます。
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４款予備費、１項予備費474万円でございます。下の歳出合計ですが、補正前の額2,099万

円、補正額474万円、計2,573万円でございます。

内訳をご説明いたします。

７ページをお願いいたします。

初めに、歳入でございますが、６款２項１目財政調整基金繰入金474万円を増額いたしま

して1,018万8,000円とするものでございます。

目的、理由につきましては、岩地、石部と同じとするところでございます。

９ページをお願いいたします。

歳出でございますが、４款１項１目予備費474万円を増額いたしまして484万円とするもの

でございます。

目的、理由につきましては、岩地、石部と同じというところでございます。

説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。

よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第27号 令和５年度松崎町雲見集落排水事業特別会計補正予算（第２号）に
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ついての件を挙手により採決します。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第８ 議案第２８号 令和６年度松崎町一般会計予算について

○議長（深澤 守君） 日程第８、議案第28号 令和６年度松崎町一般会計予算についての件

を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第28号 令和６年度松崎町一般会計予算についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） それでは、議案第28号 令和６年度松崎町一般会計予算

についてご説明をさせていただきます。

お手元の予算書の１ページをお願いいたします。

歳入歳出予算第１条でございます。

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ44億8,100万円とするものでございます。

２項、歳入歳出予算の款、項の区分ごとの金額は第１表でご説明いたします。

第２条、繰越明許費につきましては、第２表でご説明いたします。

第３条、債務負担行為につきましては、第３表でご説明いたします。

第４条、地方債につきましては、第４表でご説明いたします。

第５条、一時借入金ですが、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の最

高額は３億円と定めるものでございます。

第６条、歳出予算の流用することができる場合につきましては、２ページにお示ししたと

おりとなります。同一款内の経費の各項間の流用ということで定めさせていただきました。

続きまして、３ページをお願いいたします。
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１表、歳入歳出予算額になります。

まず、歳入からご説明いたします。

款、項、金額の順に読み上げます。

１款町税５億6,838万9,000円。内訳といたしまして、１項町民税２億1,018万5,000円、２

項固定資産税２億8,589万5,000円、３項軽自動車税2,389万9,000円、４項町たばこ税3,740

万9,000円、６項入湯税1,100万1,000円。

２款地方譲与税3,650万円。内訳といたしまして、１項地方揮発油譲与税550万円、２項自

動車重量税剰余金1,800万円、４項森林環境譲与税1,300万円、３項利子割交付金、１項利子

割交付金10万円。

４款配当割交付金、１項配当割交付金200万円。

５款株式等譲渡所得割交付金、１項株式等譲渡所得割交付金100万円。

６款法人事業税交付金、１項法人事業税交付金800万円。

７款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金１億3,000万円。

８款環境性能割交付金、１項環境性能割交付金300万円。

９款地方特例交付金100万1,000円。内訳といたしまして、１項地方特例交付金100万円、

２項新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補てん特別交付金1,000円。

10款地方交付税、１項地方交付税17億3,500万円。

11款交通安全対策特別交付金、１項特別交通安全対策特別交付金1,000円。

12款分担金及び負担金1,971万2,000円。内訳として、１項分担金389万2,000円、２項負担

金1,582万円。

13款使用料及び手数料4,701万5,000円。内訳として、１項使用料3,592万6,000円、２項手

数料1,108万9,000円。

14款国庫支出金３億9,492万円。内訳として、１項国庫負担金１億6,877万7,000円、２項

国庫補助金２億2,399万1,000円、３項委託金215万2,000円。

15款県支出金２億3,690万1,000円。内訳として、１項県負担金１億2,397万7,000円、２項

県補助金１億70万1,000円、３項委託金1,222万3,000円。

16款財産収入182万9,000円。内訳として、財産運用収入182万5,000円、２項財産売払収入

4,000円。

17款寄附金、１項寄附金8,200万3,000円。

18款繰入金５億7,067万4,000円。内訳として、１項特別会計繰入金224万6,000円、２項基
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金繰入金５億6,842万8,000円。

19款繰越金、１項繰越金１億円。

20款諸収入１億155万5,000円。内訳として、延滞金、加算金及び過料30万円、２項町預金

利子1,000円、３項貸付金元利収入818万3,000円、４項雑入9,307万1,000円。

21款町債、１項町債４億4,140万円。

歳入合計44億8,100万円となります。

続きまして、６ページをお願いいたします。

歳出になります。

同じく款、項、金額の順に読み上げます。

１款議会費、１項議会費5,001万1,000円、２項総務費７億8,738万6,000円。内訳として、

１項総務管理費６億8,421万1,000円、２項町税費5,725万9,000円、３項戸籍住民登録費

4,336万円、４項選挙費47万円、５項統計調査費106万4,000円、６項監査委員費102万2,000

円。

３款民生費９億2,116万円。内訳として、１項社会福祉費７億7,436万1,000円、２項児童

福祉費１億4,648万7,000円、３項災害救助費31万2,000円。

４款衛生費５億4,979万6,000円。内訳として、１項保健衛生費２億202万6,000円、２項清

掃費３億977万円、３項上水道費3,800万円。

５款農林水産業費３億333万4,000円。内訳として、１項農業費２億3,515万9,000円、２項

林業費3,638万1,000円、３項水産業費3,179万4,000円。

６款商工費、１項商工費２億2,632万9,000円。

７款土木費３億8,308万2,000円。内訳として、１項土木管理費6,898万4,000円、２項道路

橋梁費２億602万2,000円、３項河川費3,514万4,000円、４項港湾費3,591万8,000円、５項住

宅費3,701万4,000円。

８款消防費、１項消防費２億8,191万9,000円。

９款教育費６億4,253万8,000円。内訳として、１項教育総務費４億2,818万4,000円、２項

小学校費3,341万4,000円、３項中学校費2,344万4,000円、４項幼稚園費3,637万8,000円、５

項社会教育費4,322万4,000円、６項保健体育費7,789万4,000円。

10款災害復旧費400万円。内訳として、１項農林水産業施設災害復旧費200万円、２項公共

土木施設災害復旧費200万円。

11款公債費、１項公債費３億2,144万3,000円。
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12款諸支出金、１項普通財産取得費2,000円。

13款予備費、１項予備費1,000万円。

歳出合計44億8,100万円でございます。

続きまして、８ページをお願いいたします。

８ページは繰越明許費についてであります。

４款衛生費、２項清掃費、パッカー車購入事業1,130万円ですが、車両の納品まで18か月

を要するということから繰越明許となります。

９ページをお願いいたします。

債務負担行為10件であります。

まず、一番上の公文書電子決済システム導入業務委託ですが、こちらは令和６年度と令和

７年度の事業となり、事業総額は2,154万5,000円となります。

債務負担行為限度額は、令和６年度執行予定額の事業費の767万1,000円を差し引いた

1,387万4,000円となります。

次に、戸籍情報システム改修業務委託、標準化・共通化ですが、こちらも令和６年度と令

和７年度の事業となり、事業総額は1,784万2,000円となります。債務負担限度額は、令和６

年度執行予定額の事業費184万8,000円を差し引いた1,599万4,000円となります。

次の２つは、松崎小学校及び松崎中学校のＡＥＤ（自動体外式除細動器）のリース料とな

ります。事業総額は、松崎小学校が18万7,000円、松崎中学校が９万4,000円で、限度額は松

崎小学校が７万円、中学校が３万5,000円となります。

以降は、各融資資金の利子補給になりまして、返済期間における債務負担行為６件を計上

してありますので、ここの説明は省略をさせていただきます。

続きまして、10ページ、第４表地方債でございます。

起債の目的、限度額のところでご説明をさせていただきます。

まず、保健衛生施設整備事業、過疎事業対策債520万円、こちらは共立湊病院解体のもの

になります。

次のごみ処理施設整備事業、こちらは過疎対策事業債1,110万円になりますが、パッカー

車の購入となります。

次の農山漁村地域整備事業、こちらも過疎対策事業債1,820万円ですが、県営中山間地整

備事業費の分となります。

次の農業農村整備事業、過疎対策事業債2,550万円、こちらは伏倉山崎線の改良工事分と
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なります。

次の治山事業緊急自然災害防止対策事業債460万円、こちらは雲見の風早の治山工事の分

となります。

次の観光施設整備事業、過疎対策事業債600万円ですが、こちらは旧依田邸の解体の分と

なります。

続きまして、道路橋梁整備事業、公共事業等債4,300万円ですが、こちらは伏倉橋、入谷

橋と石部線と雲見線の舗装事業となります。

次の道路橋梁整備事業債、過疎対策事業債2,800万円、こちらのほうは峰輪線、桜田２号

線、南伊豆松崎線、湯ケ野松崎線の拡幅の事業の分となります。

次の港湾整備事業、過疎対策事業債3,400万円ですが、こちらは松崎港湾の維持修繕事業

の分となります。

次の河川整備事業、緊急しゅんせつ推進事業債2,500万円は、南川の堆積土のしゅんせつ

の分となります。

次に、義務教育施設整備事業債、学校教育施設等整備事業債590万円、こちらは小中学校

の空調機の整備事業の分となります。

次の義務教育施設整備事業債、過疎対策事業債２億2,740万円、こちらは新共同調理場の

建設分となります。

生涯学習施設整備事業、過疎対策事業債250万円ですが、こちらは中川小学校の資料館の

解体の分となります。

最後に、臨時財政対策債500万円。

以上14項目で、限度額は４億4,140万円の地方債でございます。

続きまして、財源内訳についてご説明いたします。

12ページをご覧いただきたいと思います。

一番下の合計欄をご覧いただきたいと思います。

本年度の予算額44億8,100万円の財源内訳でございます。国県支出金６億2,182万1,000円、

地方債４億3,640万円、その他３億5,506万8,000円、一般財源30億6,771万1,000円でござい

ます。

続きまして、歳入歳出についてご説明をさせていただきます。

初めに、歳出についてご説明をさせていただき、その後、財源である歳入についてご説明

をさせていただきます。
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また、説明する部分につきましては、議会勉強会におきまして細かくご説明させていただ

きましたので、詳しい説明は省略させていただきますが、今回は特に変化の大きかった項目、

新規事業を中心にご説明をさせていただきます。

なお、令和６年度職員の人件費や会計年度任用職員の人件費が大きく上昇しておりますが、

令和５年度の人事院勧告による給与等の上昇や令和６年度から会計年度任用職員に対し勤勉

手当が支給されることから上昇しております。

また、職員手当のうち期末勤勉手当につきましては、期末勤勉手当としていたものを今後、

人事評価による職員の給与への対応として期末手当と勤勉手当を分離して計上させていただ

きましたので、よろしくお願いしたいと思います。

それでは、49ページをご覧いただきたいと思います。

総務費の一般管理費、２節の給料ですが、町長、副町長、教育長の給料のうち、今までは

教育長分も含めこちらの科目で予算措置をしておりましたが、教育長分につきましては９款

の教育費に移動させていただきました。

続きまして、51ページをお願いしたいと思います。

12節の委託料のうち、下から３つ目の人材育成支援業務委託541万2,000円ですが、職員の

目標、活動、組織、待遇の魅力を向上させるための年２回の調査とその分析、それに基づく

組織としての対応方法などを協議し、職員の仕事に対する姿勢をよりよい方向に向けること

により、最終的に住民サービスの向上を目指すものです。

次の個人情報点検監査支援業務委託ですが、個人情報の取扱につきまして、今後は監査を

実施しなければならないため、計画表の作成や個人点検リスト、内部監査支援、研修業務を

委託します。

52ページをお願いいたします。

12節の委託料の下から２番目の公文書電子決裁システム導入業務委託ですが、２年間で電

子決裁システムの導入を目指すものです。決裁した文書はそのまま分類されることになりま

す。令和６年度と令和７年度の２か年での実施となり、２年間の費用の総額は2,154万5,000

円となります。

続きまして、53ページをお願いいたします。

18節の負担金、補助及び交付金4,501万3,000円のうち、地方創生人材支援制度負担金

4,000万円ですが、令和５年度に引き続き、内閣府の地方創生推進室の支援制度で令和５年

度の民間企業からの職員２名分と令和６年度も新たに民間企業から２名の職員の受入れを計
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画しております。このうち１人はデジタル専門人材としての受入れを希望しております。こ

ちらは特別交付税が１人当たり560万円を上限として措置されます。

同じく53ページの一番下、企画費の12節の委託料、総合戦略策定業務委託560万円は、第

３期総合戦略の策定業務委託作成に係る費用となりますが、人口ビジョン、デジタル田園都

市構想総合戦略などの策定となります。

55ページをお願いいたします。

美しい村推進事業費、18節負担金、補助及び交付金の一番下のなまこ壁建造物改修事業で

すが、町の景観条例により、景観資産と景観資産認定された民間のなまこ壁建造物のなまこ

壁等の改修に対しまして費用の２分の１、補助限度額を年間100万円として補助いたします。

令和６年度からの事業となるため、まずは１件分を予算として計上させていただきました。

続きまして、56ページをお願いいたします。

５目、路線バス対策事業費の18節、一番下の路線バス運行事業への補助金3,382万5,000円

は、池代、小杉原、八木山、雲見入谷の４路線分の補助になりますが、池代線でのデマンド

型の運行実験については利用者も少なかったため運行実験は終了し、池代線は朝夕の通学バ

スのみの運行となります。

続きまして、58ページをお願いいたします。

文書広報費の14節の工事請負費の400万円ですが、同報無線のデジタル化により不要にな

った放送設備が各地区にありましたが、そちらの撤去に係る費用となります。今までは池代

と明伏、大沢地内のマストの撤去工事を行っておりましたが、令和６年度は小杉原と峰輪地

内のマストの撤去工事を実施いたします。

59ページをお願いいたします。

会計管理費、11節役務費の下から２つ、窓口収納手数料56万円と振込手数料65万円は、こ

れまで無料となっていた窓口での納付書による納付と振込に係る手数料が有料化されること

に伴い予算化をしたものです。

窓口での収納封書による納付は9,199件に対し１件当たり60.5円、振込手数料は10月から

有料となり、こちらは5,833件に対しまして１件当たり110円となります。

続きまして、60ページをお願いいたします。

防犯対策費の10節需用費の修繕料308万円は、蓄電池内蔵型の防犯灯の修繕で、内蔵する

器具の耐用年数が10年、電池交換が５年ごととなるため、予算を増額しております。

続きまして、65ページをお願いしたいと思います。
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19目、地域経済活性化対策費の18節の負担金、補助及び交付金990万円のうち、一番上の

イベント実行委員会補助金90万円は、重文まつりと雲見の海賊料理まつり実行委員会の２件

分の補助となります。

続きまして、69ページをお願いいたします。

28目検査管理費ですが、県内で当町だけが電子入札制度を導入していないことから、令和

６年度中に電子入札を実施するための費用を計上いたします。

続きまして、71ページをお願いいたします。

２項町税費、１目税務総務費の12節委託料の上から３つ目の固定資産基礎資料更新業務委

託594万円ですが、固定資産税の課税の基礎となる路線価の決定に当たる課税データの更新

業務となります。固定資産税は路線価により土地の価格を決定していますが、土地につきま

しては毎年７月１日の地価の価格を調査し、その価格を基に路線価を決定しています。固定

資産基礎資料更新業務委託の下に固定資産時点修正鑑定評価業務委託が予算措置されており

ますが、令和６年度も町内81か所の７月１日現在の地価調査を行い、その価格を路線価に反

映させるため、基礎資料の更新業務などを行います。

続きまして、73ページをお願いいたします。

３目戸籍住民登録費の12節の委託料759万8,000円のうち、下から２番目の戸籍情報システ

ム改修業務委託348万2,000円は、戸籍総合システムの標準化・共通化に係る業務に係る戸籍

情報システムデータの不整合データの特定作業や振り仮名通知出力機能に係る戸籍情報シス

テムの改修業務を委託します。

74ページをお願いいたします。

17節の備品購入費740万1,000円ですが、戸籍総合システムの更改に伴いハードウェアを購

入いたします。

また、その下のキャッシュレス決済システム関連機器は、戸籍等の窓口での交付手数料に

つきましてキャッシュレス決済を導入するための機器の購入になります。クレジットカード、

電子マネー、ＱＲコードによる支払が可能となります。

次に、民生費の関係になりますが、78ページをお願いしたいと思います。

10節の需用費の災害時用資材は、ゼロ歳、１歳児の災害児用の粉ミルク480袋分を購入す

るための費用となります。

81ページをお願いいたします。

老人福祉費、12節の委託料の敬老の日行事委託ですが、対象者を1,800人とし、地区の役
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員の費用も含めて402万円を計上させていただきました。

86ページをお願いいたします。

一番上ですが、価格高騰重点支援給付金の18節負担金、補助及び交付金2,500万円ですが、

価格高騰重点支援給付金は、個人住民税の均等割のみ課税世帯への給付となります。１件当

たり10万円を支給し、250件を予定しております。

同じく56ページ、17目の価格高騰重点支援給付金の18節の負担金、補助及び交付金は、価

格高騰重点支援給付金につきまして、個人住民税の非課税世帯と均等割のみ課税世帯で18歳

以下の子供のいる世帯に１人当たり５万円を加算するもので、70件を見込んでおります。

続きまして、４款衛生費になります。92ページをお願いいたします。

１目保健衛生総務費の12節の委託料は、西豆救急医療委託の650万円、こちらのほうは西

豆救急の一時救急の委託料となりますが、令和６年度と令和７年度は松崎町が当番町のため、

負担金の支出ではなく委託料として西伊豆分と合わせての予算計上となります。西伊豆分に

つきましては負担金として当町に支払われることになります。

続きまして、93ページをお願いいたします。

93ページ、18節の負担金、補助及び交付金の一部事務組合下田メディカルセンター特別負

担金520万2,000円は、令和５年度と令和６年度の２か年で旧共立病院の解体に係る負担金と

なります。

その２つ下の火葬場費の新斎場整備事業の負担金1,242万円は、新斎場建設に伴う火葬炉

等基本設計に係る業者選定支援業務、斎場建設基本設計等支援業務、一部事務組合設立に伴

う条例等整備支援業務、斎場建設基本設計業務委託に係る負担金となります。

98ページをお願いいたします。

清掃費の２目清掃総務費の18節負担金、補助及び交付金で南伊豆地域清掃施設組合負担金

1,045万8,000円は、建設事業費についてを均等割40％、人口割60％、運営事業費についてを

均等割20％、ごみ量割80％で算出したものになります。

101ページをお願いいたします。

３目の上水道費、18節負担金、補助及び交付金の3,800万円は、水道事業会計の財源不足

を補てんするものであり、収益的収支の不足に対する補てんや、今後の料金改定による経営

の安定化を下支えする財源補てんを行うものです。

続きまして、５款の農林水産業費になりますが、105ページをお願いいたします。

農業振興費、18節の負担金、補助及び交付金の下から５番目に荒廃農地環境保全対策草刈
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り機購入補助金30万円になりますが、こちらは町内に居住し、住民基本台帳に登録されてい

る者５人以上で構成された会則を有する団体で、補助申請年度から５年以上活動を継続する

ことができ、有償、無償に関わらず年間１万平米以上の活動に取り組めることと、草刈り幅

650ミリ以上の乗用または手押し式の機械器具であることが採択条件となります。

続きまして、106ページをお願いいたします。

５目県単独農業農村整備事業の14節の工事請負費3,800万円ですが、農道伏倉山崎線の拡

幅工事になります。伏倉山崎線につきましては、令和５年度から令和８年度までの４年間の

事業で、全体計画では869メートルの拡幅工事を実施いたしますが、令和６年度はそのうち

の170メートルについての工事となります。

６目環境センター費の14節の工事請負費520万円は、環境改善センターの照明灯のＬＥＤ

化の工事になりますが、ロビー、階段、調理室、健康相談室など、今までできていなかった

場所の工事となります。令和６年度で建物全てが完了となります。

108ページをお願いいたします。

10目の国土調査費の12節の委託料2,324万9,000円は、地籍調査の測量業務ですが、令和６

年度では雲見地区の現地測量を実施していきます。

続きまして、115ページをお願いいたします。

２目商工振興費、18節の一番下の松崎町商工会空き店舗活用事業補助金は、空き店舗が増

加している状況において、空き店舗を使った事業環境整備に対する町内業者の理解、向上を

図るため、町内施設での研修を行うことを計画しております。

続きまして、116ページをお願いいたします。

観光費の10節の修繕費265万円は、弁天島の遊歩道の擬木の安全柵が経年劣化により破損

しているため修繕を行います。

117ページをお願いいたします。

117ページ、12節の委託料の上から３番目、町有施設民間活力導入調査業務委託の605万円

は、令和４年度と令和５年度でも実施しておりますが、令和９年度の指定管理更新に向け、

現在振興公社が指定管理を行っている施設、特に伊豆まつざき荘を中心に、ほかの自治体の

類似施設の運営管理方法の調査など、今後の検討を行うための調査を行うものです。

続きまして、７款土木費になります。124ページをお願いいたします。

12節委託料の一番下、町道台帳修正業務委託は、町道の道路台帳の修正業務となり、２年

に一度実施しているものになります。
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125ページをお願いいたします。

125ページ、18節の負担金、補助及び交付金の一番下の急傾斜地崩壊対策事業負担金は、

大沢の横田久命の急傾斜地に係る負担金となります。事業費の3,500万円の10％の負担金と

なります。

126ページをお願いいたします。

14節の工事請負費の道路維持工事1,050万円は、入谷２号線の排水路改修工事と峰輪線の

拡幅工事となります。

また、その下の町道補修工事は、山口雲見線の舗装工事と石部線の舗装工事になります。

127ページをお願いいたします。

３項１目河川維持費の12節の委託料のうち、河川管理業務委託2,700万円は、南川の堆積

土のしゅんせつになります。

128ページをお願いたします。

港湾費、１目港湾管理費、18節の負担金、補助及び交付金の一番下の松崎港維持修繕事業

の3,400万円は、旧港のしゅんせつ4,000立米分と新港のドルフィン港分となります。

129ページをお願いいたします。

住宅費の18節負担金、補助及び交付金の下から３番目、木造住宅耐震補強助成事業は３件

分を、一番下の緊急輸送ルート等沿道建築物耐震補強助成事業は、耐震設計補強で１件、除

去分で１件、合計で２件分を予定をしております。

続きまして、133ページ、８款消防費になります。

10節の需用費では、消耗品として災害時のトイレの消臭セットや遺体収容用の納体袋、Ａ

ＥＤのバッテリーなどを、備蓄食料については約６万食を目標に保存食や飲料水約３万

9,000リットルを目標に毎年購入しておりますが、令和６年度はレトルト米やパンなど4,400

食分と飲料水3,000リットル分を購入いたします。これにより備蓄済みの数は、食料は４万

8,688食、飲料水は２万3,395リットルとなります。

続きまして、９款教育費になります。139ページをお願いいたします。

義務教育管理費の14節の工事請負費ですが、松崎小学校のグラウンドの改良工事は児童館

側の土が風雨により流れてしまい、排水材が表面に出てきているため土の入れ替えを行い、

併せて大きくなっている芝の高さの解消を図るものです。

また、次の小学校の空調機器の設置工事は、図工室、理科室、家庭科室、事務室にエアコ

ンを設置するものです。



－233－

中学校の空調機の設置工事は、美術室に１台、技術室に２台エアコンを設置いたします。

共同調理場は、伏倉地内に建築面積412平米、鉄骨造り平屋建てのものを建築しますが、

令和６年度は建築工事となり、厨房機器につきましては令和７年度の購入を予定しておりま

す。

142ページをお願いいたします。

小学校費、10節需用費の一番下の教科書、指導書の378万9,000円は、来年度は小学校の教

科書改訂となります。学校の教科書の改訂は４年に一度行われます。令和６年度で小学校を、

令和７年度で中学校の教科書の改訂を行うことになります。

続きまして、151ページをお願いいたします。

青少年健全育成費の18節の負担金、補助及び交付金の青少年団体への補助金30万円ですが、

スポーツ少年団４団体への補助金となります。スポーツ少年団活動の運営費に充てておりま

すが、少年団登録費用や各種の大会への参加費に対する費用により保護者の負担が大きくな

っていることから、これまでは１団体５万円としていたところを令和６年度より７万5,000

円とするものです。

153ページをお願いいたします。

保健体育費の12節の委託料の施設予約システムスマートロック導入業務委託は、テニスコ

ートや勤労者体育館、クラブハウス、小中学校の体育館などの体育施設の貸出しに際し、現

在は支払いや鍵の貸出しを役場で行っておりますが、それをインターネット経由で行えるよ

うにするものです。利用者の利便性が向上されるものと思っております。

続きまして、154ページをお願いいたします。

18節の負担金、補助及び交付金の市町対抗駅伝大会への補助金ですが、現在使用している

ユニフォームの製造が終了したため、新たなユニフォームを購入するための費用を加算いた

しました。

155ページをお願いいたします。

学校給食費の10節の需用費の賄い材料の1,853万2,000円ですが、学校給食の材料費は今ま

では町の予算には含まれておらず、私会計となっています。これまで学校において給食費の

徴収や食材費の支払いを行っておりましたが、国の学校給食公会計化の方針を受け、令和６

年度から公会計制度に取り組むことといたしました。そのため、学校で徴収されていた給食

費を諸収入で受け、食材費は学校給食費で支払うこととなります。

以上が歳出の説明となりますが、給与等は各科目ごとに計上されておりますので、総額や
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種類ごと、また給与の関係は163ページから170ページに記載されておりますので、ご確認を

いただきたいと思います。

それでは、次に歳入についてご説明をさせていただきます。

13ページにお戻りいただきたいと思います。

１款町税につきましては５億6,838万9,000円と前年度比579万1,000円の減となっています。

町税全体としては、本年度の固定資産税が大きく減額となりました。

まず、町民税についてご説明をさせていただきます。

個人町民税現年分につきましては、前年度の課税状況により算出した金額としています。

納税義務者数は均等割2,977人、所得割2,295人として、徴収率を98.5％で計算をした結果の

数値となります。

また、法人町民税につきましては、均等割が前年比３社減の164社、法人税割は前年度比

４社減の50社となり、収納率は99％で計算をしております。

固定資産税の現年分につきましては、事前修正の下落率などを加味し、収納率を97％で算

出いたしました。地下の下落は引き続き止まっておりません。前年比マイナス3.1％とし、

評価替えによる家屋の下落率を4.5％、償却資産の下落率をマイナス3.5％と想定しておりま

す。

軽自動車税の種別割につきましては、二輪車、四輪車の合計で3,199台となっておりまし

て、前年比23台の減となっております。こちらは収納率を98％と想定しております。

14ページをお願いいたします。

町たばこ税ですが、町たばこ税は前年度と比較しまして1.5％減になるものと想定をして

おります。

次に、ちょっと飛んでいただきまして、23ページをお願いいたします。

地方交付税の関係になります。地方交付税は町で最も大きな財源となります。このうち普

通地方交付税の算定は基準財政需要額から基準財政収入額を差し引いたものとなります。令

和５年度の普通交付税は17億円ありました。これは再算定の結果、増額をされたものです。

しかし、国からは交付税は減額するという方針が出されておりますが、地方創生人材支援制

度による職員の派遣に係る費用や令和６年度から新たに加わる子ども・子育てに係る費用や

地方公共団体の施設の光熱水費等、施設の管理等の委託料の増加に対応した算定、会計年度

任用職員の給与改定、勤勉手当に対応した算定などが加わることから、令和６年度は17億

3,500万円といたしました。
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続きまして、26ページをお願いたします。

この中で４目商工使用料で、伊豆の長八美術館につきましては年間の入館者数を２万人と

見込み、依田之庄の入浴料につきましては前年度と同数の２万人と見込みました。

続きまして、29ページから35ページまでですが、こちらは歳出で実施する各種の事業の中

で国、県が費用負担する分が計上されております。各収入とも国、県の要綱を基に補助率な

どが定められておりますので、細かい内容の説明は省略いたしますが、大きく増加した要因

といたしましては、障害児通所給付費等負担金及び障害児通所医療費等負担金、物価高騰重

点支援地方創生臨時交付金、橋梁補助金、学校施設環境改善交付金などにより増加をしてお

ります。

30ページをお願いいたします。

30ページの土木費国庫補助金が前年度比6,711万6,000円増となっております。これは伏倉

橋、入谷橋の補修工事により橋梁補助金が5,772万6,000円増えております。

また、緊急輸送道路等沿道等建築物補強計画耐震化事業費補助金で２件の耐震化を予定し

ており、ここでも1,386万6,000円の増額となっております。

また、31ページ、こちら教育費国庫補助金も小中学校の空調機の設置工事や新共同調理場

の建設に係る交付金の増額により増となっております。

32ページをお願いいたします。

32ページの県支出金では1,242万4,000円の減となっておりますが、総務費県補助金が前年

度比1,174万4,000円の減となっております。大きな要因といたしましては、ワーケーション

推進事業で活用していた県のふじのくにフロンティア推進エリア形成事業費補助金が令和５

年度で終了し、ゼロとなったことによります。

また、農林水産業費県補助金も550万6,000円の減となっておりますが、これは農道伏倉山

崎線拡幅工事に伴う県単独農業農村整備事業費補助金が815万円増えたものの、林業大型機

械整備に伴う中山間地域林業整備事業費補助金が1,475万円からゼロになったことによるも

のです。

続きまして、37ページをお願いいたします。

ふるさと応援寄附金、ふるさと納税ですが、前年度より一般分1,000万円、企業分100万円、

計1,100万円の増の8,200万円を計上いたしました。ふるさと納税運営サイト３社での寄附金

がほとんどを占めております。

続きまして、39ページをお願いいたします。
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基金繰入金の財政調整基金繰入金ですが、歳出の総額から税収、国県補助金、起債などの

収入総額で不足する財源として４億5,650万円を計上いたしました。

ちなみに財政調整基金は令和５年度末見込みで11億3,661万2,000円の基金を有しており、

この基金につきましては参考資料の17ページに明細が記載されておりますので、また後ほど

ご覧いただきたいと思います。

続きまして、42ページをお願いいたします。

諸収入で伊豆まつざき荘事業会計貸付金元利収入ですが、平成23年と26年に貸し付けた元

金返済を令和３年度から令和６年度までの４年間、返済を猶予しているため、この貸付利息

分と令和２年度の貸付金については元金と利息の償還分として590万5,000円を計上しており

ます。

43ページをお願いいたします。

雑入の下から２番目の静岡県市町村振興協会助成金は、環境改善センターの照明のＬＥＤ

化の工事や移住定住業務委託、河津町との桜連携に係る費用に対する助成金となります。

44ページをお願いいたします。

12節の学校給食納付金は、令和６年度から学校給食会計が公会計化されることに伴い、保

護者等からの給食費の納付金となります。

最後になりますが、45ページをご覧いただきたいと思います。

各種事業の財源については、地方債の借入れになります。町債は前年度比３億5,770万円

の増となっております。最も多いのは新共同調理場の建設や小中学校の空調機の設置工事に

係る義務教育債となります。

また、一番下の臨時財政対策債は、国のほうで地方への財源不足への対応として交付税で

はなく、地方債として発行するもので、本年度はこの割当てが大幅に減額となり、前年比

800万円の減となりました。

以上が歳入歳出の説明となりますが、事業執行に当たっては計画的な執行を図り、効果が

発揮できるよう行ってまいります。

コロナウイルスも昨年５月から第５類となりましたが、円安や世界情勢が不安定な中での

食料品や電気、ガス、ガソリン代などの燃料費の高騰により、さらなる対応が必要になって

くることが想像されますが、そうした場合については補正予算において機動的に対応してい

くつもりでおります。ご理解くださいますようお願い申し上げまして、説明といたします。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。
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○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

─────────────────────────────────────────────────

◎延会の宣告

○議長（深澤 守君） お諮りします。

本日の会議はこれにて延会したいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。

よって、本日はこれをもって延会することに決しました。

本日はこれにて延会します。

ご苦労さまでした。

延会 午前１１時３６分
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開議 午前 ９時００分

◎開議の宣告

○議長（深澤 守君） 皆様、おはようございます。

ただいまの出席議員は８名であります。定足数に達しておりますので、これより本日の会

議を開きます。

申し上げます。議場内で上着を取ることを許します。

撮影について申出がありましたので、許可いたします。

─────────────────────────────────────────────────

◎議事日程の報告

○議長（深澤 守君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

日程に入ります前に、傍聴人の皆様にお願いいたします。会議中は静粛にお願いします。

また、議場内における言論に対し、拍手などにより可否を表明することはできません。その

他、議事進行に支障となる行為があった場合は、退席をお願いする場合がありますので、ご

承知ください。

また、本日は、東日本大震災から13年を迎えます。地震発生時刻に合わせて、犠牲者に対

する黙禱をささげたいと思いますので、ご協力をお願いします。

以上、傍聴人の皆様のご協力をお願い申し上げます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１ 議案第２８号 令和６年度松崎町一般会計予算について

○議長（深澤 守君） 日程第１ 議案第28号 令和６年度松崎町一般会計予算についての件

を議題といたします。

これより質疑に入りますが、初めに質疑の方法についてお諮りします。質疑については、

初めに歳入のみ45ページまで、次に歳出、47ページの議会費から89ページの民生費まで、次

に90ページの衛生費から122ページの商工費まで、次に123ページの土木費から最後までと、
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総括質疑の５区分で進めていきたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑は５区分で行います。

なお、質疑に当たっては、ページ数、節の区分を明示し、要領よく的確な質疑をしてくだ

さい。また、答弁者に申し上げます。答弁者もページ数を示し、簡潔で分かりやすい答弁を

お願いします。

まず、歳入全体の質疑に入ります。

質疑を許します。

小林君。

○６番（小林克己君） 13ページをお願いします。固定資産税について少しお伺いしたいと思

っています。

この固定資産税の予算、この中には特定空家とか、この分の固定資産税は何件入っている

のでしょうか、お教えください。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） 13ページ、固定資産税の課税の関係の質問の中で、この課税

の中に特定空家の件数が何件あるかということでございますけれども、申し訳ございません

が、特定空家というか、空き家の計画自体が松崎町まだできていませんので、特定空家と指

定されるものの空き家というのは、何件というのはまだ定められていないと思いますので、

今、この中では何件ということは申し上げることはできません。

固定資産税の算出根拠につきましては、令和５年度、現在の調定額に対しまして、土地に

ついては毎年というか、今回、評価見直しで3.1％減少しております。家屋につきましては、

令和６年度、評価替えの年になりまして、4.5％減少ということで、かなりの減少率という

ような形になっております。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） それでは、再々よく雲見のほうの危険な空き家だったり、北区のほう

の危険な空き家だったりとかという形で、ほかの議員が一般質問されていると思いますけれ

ども、今回、５年12月に管理不全空家、この法令も変わりまして、管理不全空家に対しても、

まだ空き家のことが決まっていないから、この辺のことに関しても、まだ検討されていない

ということでよろしいのでしょうか。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。
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○窓口税務課長（糸川成人君） 議員のおっしゃるとおりで、管理不全空家ということでも特

に評価の見直しというのはしてございません。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） それでは、固定資産税の質問は終わらせてもらいまして、26ページ、

よろしいでしょうか。

13款１項１目使用料についてお伺いしたいと思います。

中瀬の駐車場の使用料、一般の方から月１万8,000円ぐらい多分契約されていると思いま

す。違いましたっけか、たしかそのくらいだと思いましたけれども、このほかに、例えば町

の町有している岩科の重文の駐車場であったり、道部の長八の駐車場であったり、使用料を

徴収せず利用されているのではないかと思われるような車両があると思われますけれども、

そういうものに対してはどのような対応を検討されていますでしょうか、お伺いしたいと思

います。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 中瀬のほうの駐車場につきましては、今現在、一般車両

１万8,000円というようなことで、議員おっしゃられたとおりの貸出しをしております。

その他の施設の関係ですが、現在のところ、そのあたりの調査を行っておりませんので、

実際にどのような車がどこに止められているかというのが、ちょっと手元の資料ではござい

ませんので、今のところは分からないというような状況になっております。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 同じく27ページです。使用料のところですが、この中でプール使用料

というのは、海洋センターの使用料と見ていいんでしょうか。そして、その上は、逆に言う

と、逆にでもないけれども、勤労者センターとか直営のところの使用料というふうに見るん

ですが、そのことについてお尋ねします。

まず、プール使用料というのは、これは海洋センターの使用料と見てよろしいでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 27ページ、プール使用料でございますが、こちらにつ

いてはお見込みのとおりでございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 海洋センターにつきましては2,000万円ぐらいの管理費用がかかって

いると思います。この中には、グラウンドゴルフとかそういったのも入っているようですけ
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れども、そういったことに比べて、この120万円というのは、使用料というのは、何人ぐら

いが利用されていて、外の方はどれぐらい使っているか分かりますでしょうか。分からなけ

れば、数値的なものですので結構ですけれども、分かりましたら教えてください。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 27ページのプール使用料でございますが、プール使用

料にとらわれず、そのほかの教育委員会関連の施設の使用料算出の仕方でございますが、こ

れまで過去数年の使用料の合計金額の平均値を使いまして、使用料のほうを算出しておった

ところですが、この過去数年がコロナで異常な数値といいますか、通常でない数値であった

ということもございまして、また昨年５月から５類に移行したということもありますので、

直近の利用の状況、それからコロナ前の利用の状況等も踏まえまして、一般的な使用として

大体このぐらいの金額が見込まれるだろうというようなもので数字をつくっております。

また、先ほどのご質問の町内者が何人、町外者が何人ですとか、そういったような積み上

げをしておりません。

また、決算の実績のほうでは、そちらのほうが見込まれてくるかなというふうに思います

ので、今回の予算につきましては、そのあたりはそういった算出の方法を取っていないとい

うことでご理解いただきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 直営の施設につきましては、将来的にどうなるかということが、継続

できるかどうかというところまで最終的に考えなければいけないと思うんですが、これの負

担率、要するに受益者負担率というものの考え方はどのように考えておられるでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 利用料等につきましては、規則等で定められたものに

従ってということで考えております。

また、令和６年度の取組等で施設の改修等も一応見込まれているところがあるものですか

ら、今後そういった改良の中で、そのあたりもう一度議論していくようになるかなというふ

うに思われます。

○議長（深澤 守君） すみません、取りあえず３問ずつにしていただけますか。

藤井君。

○１番（藤井昭一君） 26ページの13款１項４目商工使用料、長八美術館の入館料についてお

尋ねしますが、先週の説明のときに２万人を見込んでいるというお話でした。しかし、令和
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５年度は１万1,000人ぐらいで、コロナ前の平成31年も１万7,000人ぐらいだと思うんですが、

これは２万人になる見込みについて何かしらのキャンペーンだとか、そういったものがある

んでしょうか、教えてください。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 26ページ、長八美術館入館料の関係でございますけれども、

確かに今までの実績と比べますと、６年度２万人想定ということで、大分多い数値となって

おります。ただ、予算上は目標数値で上げているところがございまして、令和５年度は２万

5,000人という数値でございまして、６年度につきましては２万人ということで、若干数字

を下げまして、実績になるべく近い形で目標値を設定したところでございます。

入館の誘客施策につきましては、美術館（重文）につきましては、木曜日入館しまして、

それで学芸員同士が連携を取りまして、新たなイベントをやろうということで、振興公社の

ほうで考えておりますので、そういったところで出てきたイベント誘客のほうを実施しまし

て誘客を図りたいと思います。

また、美術館におきましては、40周年の記念になりますので、そちらにおきましても、ま

た３月の末に棚田とのコラボイベントとかはございます。そういった形で、来年度は40周年

の記念の年ということで、またイベントのほうも考えて誘客のほうを図っていきたいと考え

ております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 43ページをお願いします。

43ページの７節雑入です。その中に桜田沢川改良工事損害求償金過年度分１万円という予

算があります。この求償金については、一千数百万円ですか─の求償金の残高があると思

いますが、過年度分の１万円を措置していると。この求償金について、現在、納付もされて

いなくて、かなりの年月がたっていると思いますが、まず求償権の時効は何年かということ

をお伺いするとともに、町長は12月のたしか定例議会の一般質問の回答で、本人に請求をし

ているので時効中断になっているというふうに一般質問の回答をされております。

私は、求償権の時効中断は、請求だけでは中断にならないと思いますけれども、法的に中

断になっているということに間違いはありませんか。そちらをお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 民法の規定になりますけれども、債務の承認、本人からいた

だいておりますので、ちょっといつまでというのが、もう何年か先までは債務の承認をいた
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だいております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 債務の承認がされていると、承認がされていれば、当然時効の中断と

いうことにはなると思います。

ただ、これがずっと実行されてきていないというようなことについて、やはり当然交渉等

は、納付交渉ですか、そういったものはしていると思いますけれども、そちらの求償金の解

決の見込み、これについてどう考えているのかお答えください。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 本人とも話をしていますけれども、家計的に納付ができない

状況であるということで、ずっと継続、そういう状態で来ているというところでございます。

解決につきましては、私、なかなか判断できませんけれども、債権を放棄するとかという

方法もあるかもしれませんけれども、その辺はどうするということはまだ決まっておりません。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） じゃ、これは水道・温泉で時効の援用というのがたしか昨年あったと

思いますけれども、これは時効の援用には当たらないという今の解釈でよろしいでしょうか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 債務の承認をもらってありますので、たしか令和９年ぐらい

だったでしょうかね、そこまではというところでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 今の髙橋議員の続きになりますけれども、この間、町長が相手方と自

分も出ていって話をするということを言っておられますけれども、約半年たちましたけれど

も、町長自らお話ししたというようなことはありますか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 本人と再三行き会うものですから、そういった話をすることはござい

ますので、ただ、正式な場でという形では、なかなかできていないのが現状でございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） いつも町長には回答で逃げられてばかりで、不満があれなんですけれ

ども、行き会えば挨拶はしますけれども、じゃ、正式にというか、今度、話合いをしたいよ

とか、そういうことはもうなしで、ただ、おはようございます、こんにちは、元気でやって

いますかなんて、そのくらいの話なんですか。それとも、もう一度、いろいろ議員から責め
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立てられていて困っているよと、何とかもう少し話をしたいよと、そのような話にはいって

いないのですか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 本人いわく、なかなかそれを払える環境にないというようなことをお

っしゃっているものですから、そこについて何とかしてくださいよというのは話をしますけ

れども、それ以上の話が、相手からの申出というか、生活状況等を言われているものですか

ら、それ以上のことがなかなか今は言っていない状況です。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 私、一般質問の中で債権放棄もあり得ると。話合いをした中で、やは

り相手はどう困っているのか。町にどう求めているのかということをやっていかないと、こ

れいつまでたったって、私、よく100年でも続くよと。相続のときに債権放棄というか、相

続放棄になっちゃう可能性だってありますよと。そういうことを何回も言っているわけです

よ。ですから、もう少し真剣にやってもらいたいなと思います。

担当の課長も、何千万円という金額を自分で判断するわけにもいきませんし、前に、これ

は副町長にちょっと人を介して言いましたけれども、やはり当局が方向性を示して課長さん

たちに言っていかなければ、これ一課長が判断するべきことじゃないですよということも言

っているんですよ。ですから、私は債権が消滅してもいいと思っている、個人的にはね。で

すけれども、話をした中でちゃんと、これはもうしようがないねとか、でも、もう少しここ

は頑張ってもらえませんかとか、そういうことをやはりやってもらいたい。そのことに対し

てもう少ししっかりとした回答をお願いします。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 議員のおっしゃることも大変分かりやすくていい話だと思います。

ただ、債権承認をしている期間があるものですから、そこの部分は、やはりそれをきちん

と踏まえながら先へ進むような議論も当然していく必要はあるだろうと思っておりますので、

その中で担当課長等とも協議しながら進めてまいりたいと思います。当然、最終的に判断、

責任は、私が負うことになりますので、そのような進め方になると思います。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 29ページでお伺いします。

14款１項１目国庫負担金のところです。１節社会福祉費国庫負担金のところで、障害児通

所給付等負担金ということで、これは去年はこの予算がなかったように思いますが、こちら
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の内容を教えていただけるでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） こちらにおきましては、障害児通所給付費等負担金及び障害

児入所医療費等負担金ということでございまして、歳出でいきますと自立支援給付費、障害

児の通所の関係になります。こちらにつきましては、令和４年度におきましては、これまで

障害児、障害者とも同じ細節であったわけですけれども、近隣市町等に確認しましても分け

ているということで、こちらのほうは新たに設けたものでございます。

令和５年12月に大澤地区に「わたもこ」さんという障害児の施設ができましたけれども、

そちらのほうの利用等も増えておりますので、そちらのほうの障害児分として科目のほうを

設定したものでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） その件については分かりました。

一方、33ページになります。15款１項の３目の１節のところで、今度は一般不妊治療（人

工授精）というのが１万8,000円予算があったものが、これがゼロになっていますが、これ

については県からの補助がなくなったと理解してよろしいでしょうか、お伺いします。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） こちらの一般不妊治療費の補助金が令和６年度の当初予算に

なくなったということでございますけれども、こちらにつきましては、県の一般不妊治療

（人工授精）制度終了等に伴いまして、こちらのほうは細節のほうを削除したものでござい

ます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 分かりました。歳出のほうでは、その補助は町としては行われるよう

ですので、それは理解しました。

あともう１点、また29ページに戻っていただいて、14款２項の１目の１節の中で一番下に

あります物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金というのがございますが、こちらの内容

についてお伺いします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 29ページの物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金でござ

いますけれども、こちらのほうは２つの給付金の関係でございます。

１つのほうは、住民税均等割のみ課税世帯分ということで、こちらが10万円を給付するも
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のでございます。こちらが250世帯分を見込んでいるところでございます。

もう一つのほうが子育て世帯の加算分でございます。子供１人当たり５万円の70人を見込

みましてということで、この２つを合わせた国の臨時給付金の関係の国からの財源になると

ころでございます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 26ページをお願いします。

先ほどの藤井昭一議員の関連の質問になると思います。商工使用料の形で質問させていた

だきます。

この長八美術館の入館料であったり、旧依田邸の使用料、長八のほうは大体８割、依田邸

のほうは75％ぐらいで目標額を設定されていると思います。

この公社のほうの給与規定の関係で、やる気が出て、それが評価される環境づくりという

形で、施設ごとの業績を連動賞与の導入をされていきたいという話を伺っております。目標

額をこの場合には下げたと思われる数字でありますので、これでは施設ごとにやる気のモチ

ベーションが違うのではないかという感じがうかがえます。そこで、この目標額を下げた根

拠を教えていただきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 26ページの商工使用料の関係でございますけれども、目標値

の設定につきましては、今までの目標値が実績に比べて高過ぎたというところがございまし

て、下げているところでございます。

美術館の関係は、先ほど申し上げましたけれども、５年度が２万5,000人に対し６年度は

２万人、依田之庄につきましては５年度が２万8,000人に対して２万人ということで、実績

見ますと、こちらの６年度の数値についても、かなり高い目標値となっておりますが、実績

に基づいて目標値を下げているというところでございます。

月々のそれぞれの従業員の改善の関係につきましては、年度の見込みはこれで目標を目指

しますけれども、それぞれの月に応じて前年度の実績よりも上がったり下がったりという形

の中で、大幅に上がったところにつきましては、従業員の特別賞与みたいな形でやっている

ところも、現在、三聖苑のほうもかなり上がったということで、公社の事務局長のほうから

そういった形で出していると聞いておりますので、年間通してだけではなくて、月ごとの状

況に応じましても、その改善具合に応じて従業員の方がやる気を出せるような施策のほうは

取り組んでいきたいということで考えております。
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○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 42ページをお願いします。

20款３項の奨学金の関係でちょっとお伺いします、２目で。この過年度分、昨年も同じ８

万3,000円でした。これは同じ人がいつもこのように過年度として奨学金８万3,000円、この

予算なのでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいまの20款３項２目の１節奨学金貸付金収入の奨学金貸

付金収入、過年度分のところでございますけれども、こちらにつきましては、１名分１万円

の８か月プラス3,000円ということで予定しておりまして、こちらにつきましては同じ方か

どうかということですか。でよろしいでしょうか。こちらにつきましては、すみません、ち

ょっと今、資料あれですけれども、同じ方という想定で考えております。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） この奨学金を返していくのも大変なのかなと思うような時代に入って

いるのかなと思いました。

今度は43ページですみません、お願いしたいと思います。

雑入の中で、これ確認になりますけれども、下から６つ目になりますかね、自治総合セン

ターの助成金の一般コミュニティー、これ宝くじ助成の64ページのものなのか、64ページの

関係があると思いますので、もしもこれが宝くじ助成のものであれば、またその64ページの

ときに質問したいと思いますけれども、その確認だけさせていただきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 43ページの７節の雑入の自治総合センター助成金、一般コミ

ュニティーでございますが、こちらのほうは宝くじの助成金の関係でございます。歳出のほ

うでも出ておりますけれども、西区のほうでイベント用品、それから防災倉庫のほうを整備

するということで、そちらに対しての助成金ということになります。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 36ページの２目の利子及び配当金について質問したいと思います。

この利子及び配当金、本年度４万3,000円で計上されているんですけれども、これまで資

産運用として１億円とか、財調から国債などを運用してみてはどうかというのをお伝えした

んですけれども、その後の検討というのはどうなったか教えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 会計管理者。
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○会計管理者（舩津直樹君） 前回の議会でしたか、債券運用についてご質問がありまして、

その後、私のほうでも証券会社さんなどから債券運用についていろいろな状況をいただいて

おります。まだ決定ではありませんけれども、財調のほうが今後少し予算があるのであれば、

債券運用を検討したいというふうに考えております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 今年度、大きな工事等がありまして、大分財調のほうからも取崩しを

４億円以上しているんでしょうかね。なので、軽々にとは言いづらいところでございますけ

れども、それでも多分５億円か６億円だかは残るような話になると思うので、仮にそのうち

１億円を固定金利10年で運用したとしますと、年間44万円の利息がつきます。今の利子及び

配当金が１年間で４万3,000円と考えると、10倍の利息が見込めるものですから、小っちゃ

な話といえば小っちゃ話でございますが、確実に歳入を増やす方法としてはありだと思いま

すので、ぜひ検討していただきたいなと思います。これは検討していただきたいということ

で、引き続きお願いしたいです。

２つ目の質問でございますけれども、参考資料のほうもよろしいですかね。14ページをお

願いします。

本当は総括というか、全体の質問のときにするべきなのかもしれませんけれども、この丸

のグラフの自主財源であったり、この依存財源というくくりがあるんですが、この自主財源

というのを増やすための施策というのは、例えばどういったものが挙げられるのか、ちょっ

と教えていただけますかね。多岐にわたるかと思うので、大きな目玉とでもいいますか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） やはり基本的には税収が一番ネックになってくるのかな

というふうには考えております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） そうしますと、メインというのは税収としますと、税収を上げるため

に効果的なことというのは、一番、今、松崎町でできることというのは、何が効果的なこと

と考えますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 税収を上げる手っ取り早い方法としましては、やはりこちらの町で稼

ぐということになりますので、いろいろな業態がありますけれども、その業種の活性化を求

めるのが一番手っ取り早いかなとは思っております。
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ただ、今いろいろな意味で社会的には人件費、資材費の高騰等が叫ばれている中ですので、

なかなか企業のほうも収入と経費の部分、特に人件費は経常経費になりますので、そこの部

分との兼ね合いを非常に苦慮しているというふうな話を伺っておりますので、やはり人が来

て、物とお金が動く、そしてそれを落としてもらうというのが税収につながるのかなと、一

番簡単なところでは考えております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 今、田中議員からそういう話がありましたので、１点だけ、37ページ

ですけれども、自主財源が今回の場合はパーセンテージ的には大きな金額に全体でなってい

ますので、自主財源下がっているわけですけれども、ふるさと納税、これは37ページになり

ますけれども、８目ですか、これ８億円ぐらい、近隣に比べてとてもとても少ないですけれ

ども、よく言われることは、隣のところに比べると海産物がないとか、うちのほうはワサビ

とか蜂蜜とか、そういうことを言われるんですけれども、これもう何年もかかって、前のと

きには担当の地域おこし協力隊の方もいたんですけれども、これ何とか増やす方法というの

は、担当のほうではどのように考えているんですか。せめて２億円やそこら辺までいくと、

そういう目標を立てることはできなかったのか。答弁をお願いします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 37ページの１節のふるさと応援寄附金の関係でございます。

６年度につきましては8,200万円ということで見込んでおりまして、５年当初よりも1,100

万円増やしている状況でございます。近隣市町と比べますと少ないという状況は変わらない

ところでございますけれども、これにつきましては、西伊豆については干物で加工場がある

とか、南伊豆についてはイセエビとかある中で、申し込めばいくらでも返礼が出せるような

品物が松崎町にはないというのが大きなネックでございまして、そこの辺が解消されないと、

近隣市町のように何億円というのは、ちょっと現状では見込めないというところでございま

す。

ただ、松崎町におきましては、数年前には5,000万円も届かないような状況でしたけれど

も、少しずつ担当の努力とかもございまして、増えているような状況でございます。

いろいろお客様から申込みの多いお店の品物のバリエーションを増やしたりであるとか、

あとは数年前にはさとふるも導入いたしましたので、そういった形でまた余裕があればサイ

トのほうも、今３つですけれども、１つ増やしたりであるとか、地元でできる、前の議会の

ときに菜野議員からも質問ありましたけれども、現地でふるさと納税ができる形のものをち
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ょっと検討しているところでございまして、現状の松崎町の返礼品の中で提供できるのを改

善して、少しずつでも増やしていきたいとうところで取組は考えているところでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） それでは、28ページの３目の衛生手数料の関係でございますけれども、

これじん芥手数料も減っているというようなことになりますけれども、このじん芥手数料の

関係で２点ほど聞きたいんですけれども、当町は家屋の解体をあそこの雲見には持ち込んで

は駄目だと。そして、よそに持っていっているということでございますけれども、この手数

料を増やすのに自前で燃すのと、よそに持っていくのということの費用の関係もございまし

ょうけれども、そこの点を地元でもう少し何でできないのかということの回答をお願いした

いのと、あと１点、42ページの３、雑入になりますけれども、清掃センターの不用品売払収

入がありますけれども、これは主なもの、どのようなことがあって、これから増えていくの

か、減っていく状況にあるのかということをお願いしたいと思いますけれども。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 初めに、28ページの衛生手数料、じん芥処理手数料について

のご質問でございますが、家屋を解体した場合、それをクリーンピア松崎で受け入れられな

いのかという趣旨のご質問かと思いますが、クリーンピア松崎は一般廃棄物の処理施設でご

ざいます。多くの家屋の解体の場合は産業廃棄物ということになろうかと思いますので、そ

ういったことで産業廃棄物を処理できる施設ではございませんので、受けていないという状

況でございます。

それから、42ページの清掃センター不用品売払収入でございますが、これは分別収集等で

集まったごみ、資源ごみについて売払いしたものでございまして、どういった内容のものか

というご質問であったかと思いますけれども、金額的に大きいのは、アルミの類が一番、50

万円近く占めております。その次に大きいのは新聞紙が40万円ほど見込んでいるというもの

です。その他には雑誌ですとか鉄くずですとかございますけれども、主な大きいものですと、

そのあたりを見込んでいるというものでございます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 26ページお願いいたします。

先ほどの商工使用料の大沢温泉の依田之庄の入浴料に関してお伺いしたいと思います。

これは先ほども触れましたけれども、入浴の関係で、母子家庭や父子家庭、または障害者

認定をされた方たちへのクローバー割とか、70歳以上のシルバー割とかという新たな料金設
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定をつくっていくという形で使用料を上げていこうというような検討とかそういうのはされ

ているのでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 26ページの３節の旧依田邸使用料の温泉入浴の関係でござい

ますけれども、人数が少ない中で収入を上げるためには、お客さんを増やしていかなければ

ならない状況でございます。敬老の日には高齢者の方は割引とかでやっている状況はござい

ますけれども、現在のところですと、そこまで細かい部分についてという状況の検討はして

いない状況です。

現状の利用ですと、町民とか近隣の市町の方が減少している状況でございますので、そう

いった方を増やすためにどういった形で呼び込めるかというのを取り組んでいるところでご

ざいます。

今年度ですといろいろなイベントを実施しまして、依田之庄に来ていただいて、よさを知

っていただいて利用していただくというような形で取り組んでいるところでございますので、

松崎町、西伊豆町を含め近隣の市町が少なくなっている状況で、そこを増やしていく取組、

イベントなどを振興公社のほうでは現在積極的に取り組んでいるといった状況でございます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 27ページお願いいたします。一番上の住宅使用料についてお伺いした

いと思います。

昨年、おととしと50万円以上ずつ、おととしは380万円ぐらいで、大体50万円ぐらいずつ

毎年減ってきてはおります。これは使用料の金額が減っているのか。それとも、部屋が空い

ていて、この料金が下がっているのか。この辺をお伺いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 実際、空き部屋が多くなっているということでございます。

使用料の金額とかは、その収入とかで決まりますので、特に変わりはありませんけれども、

ただ募集しても、なかなか申込みがないという状況でございます。

ただ、エレベーターもないものですから、高齢者になりますと、４階まで上がるというの

が困難になりまして、そういう状況で空き部屋が増えているということです。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 44ページ、雑入の12節学校給食納付金についてお伺いいたします。

今回、これは初めて予算措置されて、説明では、今まで学校のほうで私会計でやっていた
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ものを役場のほうの公会計にすると。これは文科省でも、もうそういう促進をしているとい

うことがありますので、それについては理解をいたします。

一方で、学校の教員の負担は軽減されると思いますけれども、役場の職員の逆に負担は増

えるということになってくるとは思いますので、やはり移行について万全の体制で臨んでい

ただきたいと思います。

１点、この給食費について、今度、役場が徴収するわけですね、父兄の方々から、違いま

すか。僕は、要するに給食費を徴収するという行為が発生するということで、役場の条例と

か規則、そういったものを新しく制定する必要があるんじゃないかということで、３月の議

案にはのってこなかったもので、そこのところをまずちょっと１点お伺いしたいということ

です。

もう一つが、私、９月の一般質問で給食費の無償化ということを提案させていただきまし

た。仮に無償化した場合、この予算額1,800万円が幼・小・中の皆さんの児童生徒の無償化

になるということでよろしいでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 議員ご質問の44ページの学校給食納付金についてお答

えします。

これは学校給食の給食費を公会計化するというところが最終の目標ではございますが、現

時点では、学校で負担をしていただいている徴収事務ですとか、滞納管理ですとか、そうい

ったところまではまだ踏み込めていない状況でございます。

段階的に今年取り組み始めたというところでございまして、あくまでも私会計を公会計の

制度の中に取り組むというところを令和６年度に取り組みます。

この後、徴収ですとか納付の状況の管理ですとか、そういったものについては随時、恐ら

く現在のシステムの対応等々もあるものですから、確実にいつまでにということがまだ現時

点では申し上げられないところではございますが、令和９年度以降ぐらいを目安に完全なる

公会計制度への移行というようなところを見込んでおるところでございます。

また、学校給食の無償化でございますが、これにつきましては義務教育学校、小・中、そ

れから幼稚園の対応というのが、これは国の示す対応というのが揃っていないといいますか、

別の対応になっているようなところもございまして、こういったところの調整もしながら、

今後、無償化に向けた動きをいろいろ調査をしながら、つかみながら対応していくようにな

ろうかなというふうに思います。
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当然ここで入ってくる給付金の部分が無償の対象になってくるということでは、見込みは

そのとおりでございますが、今後、様子を見ながら対応していくようになろうかと思います。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 分かりました。

令和９年までの移行期間ということですので、確認ですけれども、ということは、まだ徴

収とか、そういったものは学校の先生がやって、その集めたものを役場のほうの会計のほう

に持ってくるということ。結局、まだ学校の先生とか、現場のほうの負担というのは変わら

ないということですよね。そういうことですよね。分かりました。

極力、公会計の移行というのは国のほうでも促進されていますので、よろしくお願いしま

す。そのときには条例とか規則、その制定も正式になったら必要になるかもしれませんので、

忘れないようにしてください。

無償化についても、今の1,800万円、これがほぼ無償化になるということで理解をいたし

ました。

これちょっとこれに関連しますけれども、この無償化についての検討というのは内部のほ

うでされましたか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 無償化について、現在、県内の４市町で無償化が進ん

でいます。そういった市町の動向を把握したりですとか、あと国ですとか県の状況、こうい

ったものもいろいろ情報収集を現在している状況でございます。まだ町としてどういうふう

にというような方向づけはできておりませんが、これについては非常に重要な問題というこ

とで、今後も注意深く見ていきたいなというふうに思っております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 37ページのふるさと納税の関係で、先ほど藤井 要議員から質問があ

りましたが、西伊豆町みたいに数がたくさん用意できるものがないということでしたが、例

えば松崎町には桜葉がありますね。桜葉を全国の和菓子屋さんとかそういったところでふる

さと納税で購入していただいて、それで例えば頂いたふるさと納税で桜葉の振興に使うとか、

そういったＰＲをすることによって、買ってくれるところが出てくるんじゃないかなってち

ょっと勝手に思っているんですけれども、どうでしょう。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 37ページの１節のふるさと応援寄附金の関係でございまして、
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桜葉を使ったやり方がどうかということでございますけれども、やり方といたしましては、

案としてはあるかなと思います。

現在、町のほうでは基本的に６の事業に分配になりますけれども、それぞれの特定の事業

にというのがなかなか今取り組めていないところでございますので、町のほうでも棚田振興

であるとか、そういったところにもできたら具体的な事業を特定したほうがお金は集めやす

いんじゃないかなというところは検討しているところでございますので、藤井議員からの案

につきましても、そういった中で使えないかちょっと検討はしていきたいと考えております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） ぜひお願いします。

特に和菓子屋さんが桜葉の振興に使うといったら、大変これはありがたいなと思うと思う

んですね。それで、その方たちも当然納税するわけですから、それをふるさと納税という形

にしていただくと、何かいいような気がしましたので、ぜひ検討してください。

それから、もう１点、企業版ふるさと納税寄附金というのがありますが、これは令和５年

度は何件ぐらい、幾らぐらいあったのか、ちょっと教えてください。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 37ページの企業版ふるさと納税寄附金の関係でございます。

５年度の実績といたしましては４件ございまして、金額のほうは80万円でございます。一

番多かったところは50万円という形の寄附をした企業さんもあるところでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 私もふるさと納税の関係でまずお伺いします。

先ほど課長の回答の中に、私が提案させていただいた件についても検討を今しているとい

うところでしたけれども、その検討について今どの辺のところの検討までされているかお伺

いします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 同じくふるさと納税の関係でございますけれども、菜野議員

からの提案のやつは、現地決済型のふるさと納税の関係でございまして、県内の事業者のほ

うから提案を受けまして、県内の市町でも取り組むところがあるということでございます。

こちらのほうは成功報酬型で、町の負担のないもの、少ないということで、飲食店や宿など

で使えるようなサービスでございます。早めにということで町のほうで考えておりますけれ

ども、夏前ぐらいには導入したいなということで現在動いているところでございます。
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○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 進めていただきたいと思います。

こちらふるさとズというサイトを介してやるものと私は理解していますが、ここを利用す

ることによって使用料なども、経費もかかってくるわけですが、やはり今までふるさと納税

に参加されていなかった店舗の方、飲食店などや、またまつざき荘などにも協力してもらえ

る内容かと思いますので、またぜひ実現に向けて取り組んでいただきたいと思います。

もう１点、39ページの繰入金について伺います。

８目ですね、21世紀の森の基金の関係です。前に見通しをお伺いしたところ、たしかこの

５年度で何とかなりそうという話を伺っていたんですが、また５年度お返しすることができ

なかったということで、来年度も繰入れするということだと思うんですが、現状について、

６年度、ちゃんとこれが返還することができるのかについてお伺いします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 39ページの21世紀の森の基金の繰入金50万円でございます。

内容につきましては、菜野議員のおっしゃられるとおりでございまして、町のほうといた

しまして、５年度で何とか片がつくかなというところで思っておりましたけれども、処理が

進まなくて、６年度で再度予算計上となります。

行方不明者の方の処理になっておりますので、その方へのいろいろ住所確認等はしまして、

弁護士と相談しているところでございますので、そちらの弁護士との相談後のその後のやり

取りの関係がなかなかうまく進んでいないというところでございますので、それにつきまし

ては６年度で、今までの課題でございますので、６年度には何とか片をつけたいということ

で考えているところでございます。

○議長（深澤 守君） 暫時休憩します。10分まで休憩します。

休憩 午前 ９時５８分

再開 午前１０時１０分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

質疑を続けます。

髙栁君。
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○７番（髙栁孝博君） ページが16ページ、17ページです。この４款の３項１目のところ、そ

れから４款の４項の、４項の関係、利子割交付金と配当割交付金についてですけれども、こ

れが減になっていますけれども、これは傾向としてこれはもう人口も減っていくし、若い働

き手も減っていく中で、当然こういうのはあり得るわけですけれども、今後どういう傾向が

いるかというのが１点と、それの詳細は分かるのかどうか、単純にこれだけ来たから市町村

分はこれだけですよと来ることなのか、その中身は分かるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 16ページ、17ページ、利子割交付金と配当割交付金の関

係になります。

こちらのほうにつきましては、県税に納められた利子割交付金ですとか配当割の交付金、

上場株式などの配当に対して課税されたものが財源となります。その関係で、当然人口が減

ってくれば確定申告をする人口も減ってくるということは想像されますので、傾向としては

減少傾向にあるのではないかなというふうには考えられます。

詳細につきましては、こちらのほうは県のほうで交付をしてきますので、ちょっと私ども

のほうではどのくらいになるかというようなことはちょっと想像はつかないような状況にな

っていますので、その点はご了解いただきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） もう１つの件ですけれども、今のお話でいきますと配当自体が減って

いく、利子割も減っていくということは、町の経済そのものがだんだん停滞していくように

見えるわけです。そのあたりどうしなきゃならないかというのは今後やっていかなきゃいけ

ないと思うんですが、その次に45ページの町債の関係です。

21款１項１目のところで町債が３億5,770万ある、これは道路、伏倉の道路の関係、ある

いは給食センターの関係で債権が出ているんだろうとは思うんですけれども、前年度が

8,370万に対して今年度は４億4,140万ということで、大分町債を乗せたという感じで取るわ

けでございます。

これを見たときに、町としてよく赤字だ黒字だということになると、町債を借りなきゃで

きないということは事業そのものはもともと自前でできないので、全て赤字というような感

じなんですけれども、さらに赤字分と見える部分が増えるんではないかと思います。

これにつきまして、将来これがずっと続いていくと債務がどんどん増えていって、将来負

担が大きくなると思います。そのあたりの将来負担率というんですか、それを今どのように
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考えられているか、総合計画の中でも長期でいろんなものを引っかけていますので、その分

のお金が町債からずっと出ていくようになりますと将来に対して負担をかけるんではないか

と思います。そのあたりの考え方はどのようになっているでしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 議員おっしゃられるとおり今年度、来年度につきまして

は共同調理場の関係ですとか伏倉山崎線、伏倉橋の関係ですとか入谷橋の関係があるもので

すから、町債はかなり多くなっております。

これにつきましては、交付税のほうの算入もございます。ただ、将来負担率になりますと

やはりどうしても今後は増加していく傾向にあるのではないかなというふうには思っており

ます。

また、９月の議会のときには、こちらのほうの関係で総務課から報告がございますので、

またそちらのほうを注視していただければと思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 38、39ページの真ん中辺、８目になりますけれども、先ほど議員から

も質問ありましたけれども、21世紀の森の基金繰入金ですけれども、これ50万円。たしか前

回のときかな、私なんかがちょっと課長に聞いているんですけれども、そのときに課長が供

託金として預けるというようなことを言ったんです。

そのときに私は、供託金預けるだったら、うちのほうで雑入、そのような関係でやったら

どうかとか、そういう質問もしたことあるんですけれども、先ほどの答弁だとまだ５年度分

からなくて６年度ということになるよう言っておりますけれども、これよく預貯金の関係、

20年から10年になりましたけれども、あれですか、この案件は最終的に今、何年ぐらいたっ

ているんですか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 21世紀の森の基金の繰入金で、行方不明者の１人の方の処理

の関係ですけれども、何年たっているかというのがすみません、ちょっと詳しい年数は分か

っていないですけれども、全額289人の315口あった森のオーナーの返戻金をしたときですの

で、もう10年近くはたっているかと思います。

今までは、行方不明者の方もいろいろその当時にも調査してなかなか分からなかったんで

すけれども、それもまた改めて再調査という形で、これの処理を何とか片付けなければいけ

ないということで取り組んだところでございまして、かなり年数がたっておりますけれども、
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まだこの１件だけが解決できていないという状況でございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） いろいろそういう再調査もして、分からないところまでいろいろ調べ

るというのは大変でしょうから、最終的に10年でも待って、法的に問題がないという段にな

れば雑入にもう入れることを考えたほうが賢明じゃないかと。このままずっと残しておいて

もしようがないと思うので、あと何年か、３年だか２年だか分かりませんけれども、それま

では我慢しますので、しっかりとした入れるようにお願いしたいなと思っていますので。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） こちらの行方不明者のその関係につきましては、弁護士と相

談いたしまして、最終的な法的な処理としては供託金として預けるということで指導を受け

てございますので、雑入として町のほうに繰り入れていくのはちょっと難しいかと考えてお

ります。弁護士と相談しまして処理をしっかりして、この問題を解決していきたいと考えて

おります。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 最後にちょっと１点質問させてください。

13ページ、13ページ、やはり歳入の根幹は町税であると思います。その中で、町民税個人

というのがありますね。要はいろいろな個人の所得に対しての課税ということだと思います。

けれども、これは21万2,000円増えていますが、私聞きたいのは令和６年度に定額減税とい

うのがされると思います。定額減税がされる影響は、まず１点、ないのか。それから、影響

がある場合、どのくらいの減収になるのか。そして、当然その減収分というのはしっかり国

とかどこか分かりませんが、補塡されるのかについてお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） 13ページ、町民税の中の個人の町民税の関係で、今、検討さ

れている定額減税のお話だと思います。

定額減税につきましては、まだ細かいところまで定められていない、金額、所得税３万円、

住民税１万円ということで、合計で４万円という定額減税の形が示されてはいますけれども、

まだ本当の詳細というのは示されておりません。

事務の負担基準、事務の基準日というのが６月３日ということで、住民税のほうが確定す

る時期になっておりますので、詳細についてはその頃、住民税が確定してからその算出とい

うのはしていくことになるかと思いますので、現段階では定額減税の金額というのは含まれ
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ておりません。

その影響というのは、確かに減税すれば減額、収入のほうは減ということになりますけれ

ども、その分につきましては国のほうから交付金ということで補塡されるということになっ

ております。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 歳入の質疑につきましては総括質疑もありますので、この辺にとどめ

ます。

次に、歳出、47ページの議会費から89ページの民生費までの質疑に入りたいと思います。

なお、これより歳出の質疑ですが、歳出に関連した財源について質問がある場合は、その

歳入についての質疑を認めます。

これより歳出、47ページの議会費から89ページの民生費までの質疑を許します。

小林君。

○６番（小林克己君） 56ページお願いいたします。

路線バス対策事業費についてお伺いします。

この４路線で池代線のデマンドが終了して、朝と夕だけの感じになりました。そこで、小

学校など学校行事や短縮日課などで下校が早くなる場合、池代のこの通学のこのバスが３時

25分まで待たないとバスがないようなこの状況です。下校する時刻によっては、４時間以上

待つような形が多分生まれてくるのではないでしょうか。

そこで、子育て支援タクシーなどの予算なども講じてはどうかとは思っては、個人的には

思ってはいますけれども、この代替措置を町はどのような考えを持っているのかお伺いした

いと思います。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） そのバスがなくなることによって帰れなくなった子供、

児童生徒をどういうふうにというところなんですけれども、今、該当のお子様は一応どうい

った方がいらっしゃるというような洗い出しはできております。

学校に留め置くですとか、あとは学童等をご利用いただくですとかというような形で、基

本そのバスの時間までいられるような、滞在できるような、そういった策を今のところ講じ

ようというような方針でおります。

また、そんなに数が多くないものですから、またそれで支障があるようでしたらまた保護
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者さんとお話をして調整をしたりですとか、そういったことが必要になってくるのかなとい

うふうに思われます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） それでは、64ページお願いいたします。

コミュニティー活動推進費、この中の負担、補助及び交付金、先ほど宝くじ助成のもので

あるという話を歳入のときにお伺いしました。

このコミュニティー活動助成事業のこの250万、西区のイベントだったり物置だったりと

かという話を先ほど少しお伺いしましたけれども、そこの内容について少しお伺いしていき

たいと思います。

活動のこの助成に対する比率、そして活動の内容をまた詳しく教えていただければ教えて

いただきたいと思います。

それでまた、この活動の補助を出す基準、この辺もお伺いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 64ページのコミュニティー活動推進費の18節負担金、補助及

び交付金のコミュニティー活動助成の250万円の関係でございます。

内容につきましては、西区のイベント等、イベント備品等の整備になりまして、物をしま

うための物置、投光器、発電機等の備品購入が主となります。

助成率につきましては、宝くじ助成についてこれは10分の10、100％の補助でございます。

それから、町のほうの対応の基準でございますけれども、一般的な備品につきましては町

のほうのコミュニティー施設整備事業の中で備品購入も10万円以上の備品は対象としており

ますけれども、なかなかこういった形で大きくいろんなものを整備した中で、町の補助金で

はちょっと対応し切れないような形のものに相談を受けた場合は、宝くじのこの助成金を使

うということで町のほうとしては考えているところでございます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑ありますか。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 53ページです。

２款、そこの節で行きますと、ページが変わっているので18節、負担金、補助及び交付金

のところですが、その中に地方創生人材支援ということで、制度負担金ということで出てい

ますけれども、町のほうも２名ほど何か地方創生の人を来ていただいてやっていただく。そ

して、なおかつＩＴのほうは技術者のほうを１名来ていただくということを承知しているん
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ですけれども、その方たちにどのようなことをやっていただくように考えておられるんでし

ょうか。また、その方たちは単年度で終わるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 副町長。

○副町長（木村 仁君） 私のほうからお答えさせていただきます。

来年度に向けて、今２名の方と協議をしているところでして、１名については町の振興と

いう、関係人口づくりの関係について取り組んでいただきたいということで協議をしている

ところですが、そこは、そちらのほうは正直申しましてちょっと難航している状況で、ちょ

っと予算のほうは計上させていただいているんですけれども、どうなるかちょっと不透明と

いうことです。

デジタル人材のほうにつきましては、会社のほうと協議整いまして、今２年間の常勤でこ

ちらで働いていただくということで、町のＤＸ推進全般について取り組んでいただくという

ことで、標準化や平準化の業務もありますし、職員の育成であったりだとか、新年度予算い

ろいろ計上させていただいているものございますので、そういったところについてご指導と

かご助言をいただくような形になってくるかと思います。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） ＩＴ技術者は来ていただけるということで喜んだわけですけれども、

なかなか今、世界的に足らないんですね。日本はもちろん足らなくて、ＩＴ技術者というの

が今どこもかしこも引っ張りだこで、これだけＩＴというのが浸透してくるとますます足ら

なくなっていく。ある意味松崎町も育てなきゃいけないんじゃないかと思うんですけれども、

そこは非常に難しい。

ただ、これをやっていかないと、人材を募集してもなかなか来ていただけないというのが

ありますし、技術的なものがさらに複雑になっていくということになっていくと、今までの

常識ではできなくなってきている。もう既に人工知能を使った業務というのは物すごいスピ

ードで広がっているわけですよね。そういった中で自治体のほうももうどんどん導入してき

ている。

先に導入した事例というのはたくさんあって、これがあるといいなというのはたくさんあ

るわけですけれども、ただ職員の方には申し訳ないんですけれども、職員の方に今の業務を

やりながらその導入をやってくださいというのは、これは無理だと思うんです。そういった

意味で、ぜひ頑張って入れていただいて、人が入らない分だけ機械あるいはシステムに任せ

ないと業務が、ひいては住民サービスへ影響するということになると思いますので、このあ
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たりはぜひ進めて、これからまだ予算をつけてやるところなんでしょうけれども、非常に厳

しいと思います。

ただ、ソリューションの会社は扉を開けていますので、そこへ飛び込んでいけば、サポー

トしていただければ、なかなか人までは出さないかもしれませんけれども、サポートしてく

れると思いますので、どなたかこれ担当の方入っていただいてやるというような考えはない

ですか。要は、先端にそういうＩＴ技術を強い人をつくっていくという考えはないでしょう

か。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） そうですね、人的資源がなかなか乏しい中で、ただやはり最低限のそ

のＩＴのデジタルの能力というのは、ある程度機械ですので使いこなす方法とか、そういっ

たものを今回専門の方が来ていただけるということで、そういうのが広がっていくのは非常

に期待しているところでございます。

全国的にそういった情報も、なかなか取りに行く方法も、そういう専門の方が来ていただ

くことによって的確に情報収集ができるというような期待もございます。

全国でもやっぱり先進で自治体のＤＸ進んでいるところもございますので、そういった情

報をやっぱりその関係、前に髙栁議員からもご指摘いただいたように、電通デジタルの関係

とかの協定もフルに活用しながら、そういう情報を収集しながらやっていければいいなと思

っております。

それで、前にも例えば引き継ぎ書の作成のマニュアルみたいなのもほかの自治体でつくっ

ていて、それをオープンリソース、オープンソースにしていただいているところもあります

ので、今プロジェクトチームでもデジタルのチームがありますので、そういった意味ではそ

ういうところに専門家をしっかりと絡ませながら人材育成は進めてまいりたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） ずっと当然やっていかなきゃいけないというような、もうせっぱ詰ま

ったところに来ていると思いますので。

ただ、システムそのものはそれに詳しい方、ＩＴの技術者のやっていただくにしましても、

データのほうはどうしても現場の人が絡んでいかなきゃいけない。そういった意味で、常に

情報を入れていて、次は先ほど税金、税のほうの国のほうの改革というか、税のほうの変更

が出たりしますと、当然データも変えていかなきゃならない、システムも変えなきゃならな

い。その場合、当然担当者の方がデータの管理をしていかなきゃいけない。通常、当然デー
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タというのは常に古くなってしまいますので、管理していかなきゃならない。そういうこと

がある意味で情報担当、あるところは情報担当というのをつくっているんです。それくらい

やらないと、多分情報が追っついていかない、ついていけないというのは。追っついていく

という言葉が地元の言葉みたいですけれども、ついていけないということがあるじゃないか

と思う。

ぜひそのあたりをやって、各担当で必要になるんですよね、それぞれデータに関しては。

システムを使うのはもうテレビでチャンネル回すのと同じような使い方で多分できるんです。

ただ、データだけはどうしようもないので、そのあたりをしっかりやっていただきたい、そ

のあたりの決意をお願いします。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） デジタル化につきましては、本当に国中挙げての推進ということで、

デジタル庁もありますし、県のほうにもデジタル専門、戦略室というのがありますので、そ

ういったところとも情報共有しながらしっかりと連携して、ひいては町民のサービスに関わ

る根幹のところにもなりますので、しっかりと進めてまいりたいと思います。

○議長（深澤 守君） 藤井昭一君。

○１番（藤井昭一君） 先ほどの髙栁議員の質問に関連で、そのデジタルの専門家の方はいつ

から来るのか。

それと、その方が来ていろんな改革をすることによって、この住民にとって何か便利にな

る、こんなことがなるよというようなこと、具体的なことがもし挙げられたらひとつ教えて

ください。お願いします。

○議長（深澤 守君） 副町長。

○副町長（木村 仁君） デジタル専門人材の方につきましては、４月１日からこちら勤務し

ていただく予定で今、話のほうはまとめているところであります。

そうですね、専門家の方入っていただいて、直接住民の方に対してその方が個別に何か具

体的な事業というんですか、担当として持ってということではないんですけれども、例えば

今回予算計上させていただいているリモートロックの関係であったりだとかキャッシュレス

決済の話、あるいはそれ以外のそのオンラインの申請の手続であったりとかいろいろ進めて、

各課で進めていかなければならないものありますので、そこが円滑に進むようにアドバイス

をいただきたいというふうに思っております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。
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○２番（菜野良枝君） ２点ほどお伺いしたいと思います。

まず、総務費の４目で地域おこし協力隊の事業費についてです。

こちら地域おこし協力隊については、１人当たり上限480万円ということがあると思うん

ですが、現在、地域おこし協力隊に支払われているもろもろのものを含め、大体平均でどの

くらいが支払われているか分かりましたらお願いします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 55ページの地域おこし協力隊事業費の関係で、協力隊に支払

う平均ですけれども、すみません、そこまでの実績ちょっと手元に数字がないものですから

ちょっと分からないところでございますけれども、ただ町のほうのほうといたしましては、

国のその特別交付税に参入される交付金というのは数字は承知しておりますけれども、全額

その交付税が町に入るとは考えていないところもございまして、すみません、月々の謝礼に

つきましても、数年前にちょっと上げましたけれども、現在18万というところで、ほかの市

町と比べると安いところもございますけれども、そういったことも踏まえましてもろもろ住

居借上げであるとか事業実施する消耗品であるとか、そういったことは現在は必要なものは

計上しているといったところでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） なぜこういう質問をしたかといいますと、やはり専門家、福祉で私、

一般質問のほうで福祉にこの地域おこし協力隊募集できないかというところで、やはり専門

的な知識を持った方、専門家の方については、ここの謝礼の金額をほかの方とは変えてもい

いんじゃないかなと、そんなことも考えたものですから質問させていただきました。

あと、地域おこし協力隊について、その特別交付税として入ってくるということですが、

これある研修で聞いたんですが、これ１年間いた場合に交付されるということで、途中で辞

められた場合にそれは全て町の負担になりますよというお話を伺ったんですが、それは間違

いはないでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） すみません、今の質問ですけれども、すみません、私の勉強

不足で申し訳ない、そこまではちょっと把握はしておらない状況ですけれども、年度途中で

退任する方がいないように町のほうとしては連携取りながら取り組んでいるところでござい

ますので、その点はご理解いただければと思います。

○議長（深澤 守君） 菜野君。
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○２番（菜野良枝君） そうですね、この制度を使い始めた頃は結構途中で辞められた方が多

かったものですから、ただ最近は大体３年協力していただいているというところは把握して

おります。

あともう１点、65ページ、やはり総務費のところで、20目の電算推進費の中で一番下のと

ころです。事務用のパソコンを15台購入されるということで、以前はパソコン購入する際に

オフィスではなくて互換ソフトを入っているものを購入されていて、そうすると結構プリン

ト、プリンターの、何というんですか、やったときにちょっとずれたりとかと。先ほど副町

長が言われたように平準化という意味では、この新しいパソコンについてはオフィスを入れ

るという予算なのかをお伺いします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 65ページの17節の備品購入費の事務用パソコンでございます

けれども、こちらにつきましては職員が事務用端末15台と基幹系のプリンター７台の購入の

予算となっているところでございます。

パソコンにつきましては、一般的な事務用のパソコンになりますので、基本的な互換性の

あるＯＳは入れる予定でございます。

マイクロソフトのオフィスの関係で。はい。それも入れないとちょっと動かないものです

から、それは当然入れます。

○議長（深澤 守君） 町長、前の質問で回答しますか。

じゃ、町長。

○町長（深澤準弥君） 先ほどの地域おこし協力隊の関係ですけれども、途中で辞めた方も実

は今までも、家庭事情とかあっておりました。そのときは、それまでの間の支出については

一応請求は上げられる形で、請求をしてきています。

さっき言ったとおり、本当に全額来ているかどうかというのは、特別交付税の性質上はっ

きりと分かりにくいところではございますけれども、請求はできますので、してきていると

ころです。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありますか。

田中君。

○５番（田中道源君） 幾つかあるんですけれども、先に今の菜野議員の地域おこし協力隊の

ことでちょっとさらに聞きたいなと思います。

全額交付税の措置がされるか分からないというのは、ちょっともう少し説明ほしいなと思
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うんですけれども、どのあたりが全額来ないかもしれないということになるんでしょうか。

もうちょっと詳しい説明をお願いできますか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 特別交付税の関係につきましては、かなり項目的に多く

なっておりまして、その金額がまとめて送られてきます。請求する金額につきましてはこち

らで実際かかった金額を請求させていただきますが、実際どのようなものがこちらのほうに

送られてきているかというようなことはちょっとなかなか中が分からないような状況になっ

ておりますので、実際に例えば今おっしゃられたとおり地域おこし協力隊につきましてどれ

だけお金が入ってきているかというようなことは、実際には分からないような状況になって

おります。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） これ地域おこし協力隊の費用だけが複雑で分かりにくいということな

のか、交付税の性質というのがほかのものも全部いろいろなもの計算して、このくらいだろ

うとやることだとは思うんですけれども、どれについても100％といえるような話ではない

んじゃないかなと思うんです。

この地域おこし協力隊のことだけを、何かそこだけが分からないみたいな言い方で何かご

まかしているように感じ取れまして、そうでなくてほかのものだって同じように不透明な部

分あるんだから、分からない部分、予想しなきゃいけない部分あるんだから、同じように全

額平準していったらいいんじゃないかなと思います。

それと、人１人がこの松崎町で年間生活していただけることの経済効果というのが、１人

当たり130万円ぐらい見込めるんですか。そういったことを勘案しても、そんな小さなちま

ちま言う、何というか出してあげられないような言い訳するんでなくて、しっかり上限まで

使っていいよというような予算を組んでやっていくほうが、先ほど歳入のときに言っていた

人が行き来して経済活性化と、企業が活性化してというのに、産業が活性化してですか、に

つながっていくと思うんですけれども、その辺の考えはどうでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 特別交付税の算定はちょっと特殊で、協力隊だけという話ではなくて、

いろんなものが積み上がっていって、例えば50万ずつ10個の項目があるとすると、普通は

500万になるわけですけれども、それが500万来ないという状況があります。なので、全体的

にはもう少し低い金額です。
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ただ、その中でどこがマイナスになっているのかというところは非常に分かりにくい算定

方式ですので、ちょっと分からないんですけれども、そういったようなことがあるというこ

とです。

満額の話ですけれども、480万上限１人の中でやっていく中で、総務省のほうの対象とな

る事業費というのがありまして、基本的に備品購入というのは認められておらず、備品をも

し購入したいのであれば賃貸借の形で借りるとか、そういった方向で工夫してちょっとそう

いうものを手に入れる、使えるようにするとかというのはございます。

満額何で行かないかというと、実際に協力隊のほうでこういうことを事業としてやりたい

といったものが、ちゃんと総務省の適用の中にしっかりと適合しているものであれば、基本

的には使っていただくことになりますので、ただ思いつきでいろんなことを請求されるとい

うのはスケジュール感がちょっとないので、そうすると協力隊の活動としての真偽を問わな

ければいけない部分になりますので、協力隊のほうからそういった要求・要望がちゃんと出

て、計画的なものであれば的確に対応はしてきているところではあります。

先ほど田中議員からもお話いただいたとおり、増やせば確かにいろんな経済効果もあるし、

地域にとってプラスになることというのは大きいとは思っておりますが、今、役場の担当も

結局そこを伝票を、一人一人の伝票を切ったりとか、そういう事務量が非常に煩雑になる。

やみくもに20人とかにするというのが非常に難しい状況、そういったことも含めて難しい状

況ではありますので、ただそこについても今後そういった処理の部分を工夫することによっ

て、幾らか増やしていくことはちょっと考えていきたい、菜野議員からも福祉のとか、あと

もうちょっと専門的な部分で呼べないかとかという声もございますので、本当に職員ですら

募集してもなかなかいないような状況の中で、うまくそういったマッチングができるのであ

れば、人材のほうは本当に頭数としても、しかも全く単費ではないということで考えれば、

非常に効果的かなとは考えているところです。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 思わずこの話で３つ目に行ってしまいそうなんですけれども、この予

算、いつも当初予算に上がって、また来年の３月で補正予算で減額ボンと削れるというのを

何度も見てまいりました。なので、要は最初の町としての姿勢として480万上限までつける

ようで最初スタートすればいいんじゃないかなと思うんです。

その上がってくる、協力隊が上げてくるのが国のその基準にそぐわなかったよと、だから

つけられませんでしたで使えませんでしたはあり得ると思うんですけれども、現状480万の
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上限まで行っていない中での下の上限でやりくりしなさいの話だと思うんです。なので、本

来ならばここの当初予算で、菜野議員が言うように上限つけてやるほうが、僕はいいと思っ

ております。

それと、今、人数を管理するのもなかなか大変、煩雑で大変だということでございまして、

その管理をする人すら地域おこし協力隊で募集するというのも一つ手なのかなと思いました。

恐らく、もう既に今いる松崎町の職員の方々は、結構ぱつんぱつんというんでしょうか、大

変なことは理解しておりますので、そこの人すら管理する人を協力隊としてお願いするとい

う、ありだと思います。いかがでしょうか。ちょっと２つになっちゃってすみません。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） まず、最初の件ですけれども、予算上の関係で480万掛ける10人でど

うだという話ですけれども、予算の組んでいる中で、最初この当初予算組んだときにも、歳

入歳出で６億足りないというような状況がございまして、何というんですか、規模的なもの

として480万１人つけて10人という予算をやった場合に、やっぱりそこがちょっと結局ふか

す形になるので、であれば中で10人分の経費の部分を、つかう人もいれば使わない人もいる

ものですから、そこの部分は相殺できるので、全く予算がなくて困るよということは今まで

も実績の中で起こっていない現状ですので、そこはちょっとご理解いただきたいというとこ

ろです。

今のその事務の部分についても、今それは工夫をしながら少しずつそういったところにつ

いても協力隊のほうにちょっとできるものを移す感じもつくっていますし、協力隊自身の相

互環境のすり合わせみたいなのもあって、月に１回、月に１回は必ず集まって担当も入って

会合をしているような状況になっていますので、その辺は風通しはよくできつつはあると思

います。

ただ、今後しっかりとその事務全般をそこに、どこまで権限として与えられるかどうかも

含めて、役場の業務であるところもあるものですから、そこは協議をこれからも進めていく

必要あるかなと思いますが、田中議員おっしゃるような方向性では今、少しずつですけれど

も、改善していっているところです。

○議長（深澤 守君） 藤井 要君。

○８番（藤井 要君） 今、地域おこしで盛り上がっていましたけれども、２、３日前に下田

のほうで各地区の地域おこし協力隊の人たちが16名ほど集まって話をやったということが新

聞に出ておりましたが、その中で話を聞きますと、松崎はある程度自由だと。そして、下田
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とか南だと思いますけれども、ちゃんとサポート、目標があって、それに対してヒアリング

もして、そしてここまでやれましたよと、できましたよというようなことまでちゃんとやっ

ていると。事務方が大変になることは確かですよね。１か月に一遍が１週間に一遍になって

いるのかもしれませんけれども、そういう点は松崎町は自由でいいですよと。目標もある程

度与えているんでしょうけれども、曖昧な。

だから、もう少し、町長も人をというか地域おこしを呼び込むときに、何々の目標という

かミッションを与えて、そしてやっているんでしょうけれども、そういうのをもう少し管理

をしてもらいたい。下田ですとよく事業所の中に入れてもらって、そこでやっているという

こともありますし、松崎の場合ですと林業の関係でそこに入って事業所の中でやっていると

いうこともありますので、そこをしっかりとまた、あまり自由でも困りますので、やっても

らいたいなと思います。そこの回答を１点。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 昨日新聞に載りました、賀茂地域でということでしたけれども、自分

たちは地域おこし協力隊、松崎町のほうが結構先進で入れておりまして、その当時、自分が

担当していたときも、実は伊豆半島全部の協力隊を松崎に集めてそういう悩み相談みたいな

のをやったことが何度かあります。そのときにも、賀茂のほかの地域の協力隊と役所の対応

とかいろんな愚痴をいろいろ言い合うというか、そういうガス抜きの機会にもなっていて、

非常に効果あったなと思っています。

今回、賀茂地域局が中心になってやっていただいているので、これはまたこれで賀茂とい

うくくりの中で非常に効果があるんだろうなと思っております。

先ほどの自由という部分は、一応うちのほうもきちっと目的を持って募集をかけておりま

す。その棚田であったり林業であったりグリーンツーリズムであったりというようなことで

かけている中で、そこにプラスアルファの部分をやっぱり残しておく必要性というのは、そ

の協力隊の中のいろんな現場からの声とかを酌みながらやっています。全く放し飼いにして

いるつもりは、一応１か月に１回の会合等で話もしますし、業務日誌も管理をしてきてはい

るところですので、きつく締めすぎているということはおっしゃるとおり全くうちはないで

すし、ほかの地域と比べても、下田、南伊豆とかの意見聞いていても、それほどゆるくもな

いかなと感じているところでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 下田とかさっき言いましたけれども、事業所の中に入って、それでそ
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の中でちゃんと仕事を管理もされてきている。松崎の場合は、フリーという、それは自由と

いうのじゃなくて、ある程度例えば日誌も出しているんでしょうけれども、そこの中で目標

に向かって、じゃ今回の目標はどういうところまで達成できましたとか、そういうヒアリン

グが自由であると。だから、野放しということではないですけれども、そういう点を話し合

った中で、その人たちは感じたということですので、ですから担当のほうがいろいろ大変に

なろうかと思いますし、その地域おこしの方を見張っているということではありませんので、

その自由ということは。

ですから、ある程度やっぱりお互いに目標を与えて、ここまでできました、じゃその目標

に対してこれからどういうアドバイスをして達成できるかというようなことを、ほかのとこ

ろはやっていてよかったですよというようなちょっと話を聞いたことですので、そういうこ

とでまた参考にしていただければと思います。

60ページのほうの関係ですけれども、交通安全対策の７節の報償費の関係ですけれども、

これ交通安全の謝礼ということで、何人ぐらいの方がやっていて、なかなか朝早くから雨の

日もありますし、大変だなという、車や何かで通っていても、そういう中でこの金額が出て

いるんですけれども、そしてまたあれですね、このことではよそは学校の先生たちが朝迎え

というか一緒に道路歩いて、そして帰りなんかにも送っていく、これも大変な話なんですけ

れども、だんだんそういうのはちょっと先生たちへの負担じゃないかというようなことで来

ていると思うんです。教育長の話とか、それ聞かないとちょっと分かりませんけれども、そ

ういうのを今度は交通安全謝礼、指導員のほうに回して、学校の先生たちの負担を減らす、

そういう金額の使い方というのもできないのか、そういうことを考えていないのかというこ

とで質問いたしたいと思いますけれども、回答のほうをお願いします。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 60ページ、交通安全費の７節の報償費、一番上、交通安

全指導員の謝礼というようなこと、人数につきましては今現在３名の方に交通安全指導員の

ほうをお願いしております。

議員おっしゃられるとおり、朝方、橋ですとか交差点に立っていただいて、登校される児

童生徒の交通安全を見守っていただいているというような状況にはなっております。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 児童のその通学、下校の件ですけれども、下校の際に

支援員ですとか、あとは地域学校協働本部のほうの下校支援というような形で、子どもたち
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をバス停まで送ってというような、そういった支援を現状行っております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） やっていることは分かっているんです。そういうことを、よそという

か全てじゃないわけですけれども、学校、先ほど言いましたけれども学校の先生たちの負担、

残業が出ないよとかいろいろあるもので、町としてはそういう人を増やして、何かうまく学

校の先生たちのそういう負担を減らしてやるとかというような予算ができないのかというこ

とであれですけれども、今現状の教育担当のほうで、十分でこれは楽しいですよとか、これ

からもっともっと先生たちを増やしていきたい、こういうことをやっていきたいということ

だったら別ですけれども、いろいろなことを、残業も出ないというようなこと、そして放課

後のいろいろスポーツとか、そういうのだって負担になっているよということを合わせまし

て、私は先生方をそういうのから外してやって、指導員の方を増やすことができないのか、

これは地域のボランティアの方なんかもそうですけれども、そういうやり方が予算的にでき

ないのかなということでお聞きしているんですけれども。

○議長（深澤 守君） 教育長。

○教育長（平馬誠二君） 今のご質問ですけれども、今、松崎小学校には７名支援員がおりま

す。そのうち７時間勤務の方が２名いるわけですけれども、あとは４時間勤務の方。その

方々は、お仕事があったりとかお子さんがいたりということで短い時間の勤務を希望されて

おりますので、それ以上増やすことができないということで、７時間勤務の方を増やしたい

気持ちもあったんですけれども、なかなかそれができない。

ただ、放課後、先生方の時間をつくりたいということで、今、７時間勤務の方が朝８時か

ら３時ちょっとまでしか勤務できていないんですけれども、そこの勤務を、勤務の最初をち

ょっと後ろにずらしまして、４時半または５時まで７時間勤務の方、勤務をしていただきた

いというお願いをしているところです。

大体それで行きそうな形ですけれども、ということは何が起きるかというと、放課後、子

供たちが下校した後、その支援員の方に学校に詰めていただいて、学校の施設を開放したい

と思っている。その方が子供たちの面倒を見る。残りたい子はそこの教室に行って、放課後

勉強したりだとか、宿題をやったりだとか、自分のやりたいことをやるとかということの面

倒を見てもらう。そういうふうなことで、先生方の負担を少しでも減らしたいなということ

は考えております。

松崎小学校自体も、日課のほうを少しずつ工夫しておりまして、３時には全ての授業が終
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わるような日課を組んでおりますので、そこの３時というのを境に支援員の方が子供たちを

見る環境をつくれば、先生方が明日の授業の準備ですとか、今日の子供たちの様子だとかと

いうことを記録したりする、そういう時間を確保することにつながるかなと思っています。

以上です。

○議長（深澤 守君） 15分まで休憩いたします。

休憩 午前１１時０１分

再開 午前１１時１５分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

質疑を続けます。

藤井君。

○１番（藤井昭一君） 87ページ、２項４目の児童館費についてお聞きします。

この児童館費が前年度比で806万7,000円上がっています。かねてから児童館の先生方より、

職員が、人手が足りなくて困っているよというお話を聞いておりましたが、これはそれに対

する、手厚くしてくださったということでよろしいでしょうか。

○議長（深澤 守君） 誰に答えてもらいますか。

総務課長で大丈夫ですか。

どうしますか。調べてもらって後で回答しますか。

総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 児童館費につきましては、今年度、職員１名を増という

ようなことで計画はしております。そのために、金額は、人件費のほうがまず大幅にちょっ

と増額になっているというようなところがございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） ありがとうございます。大変困っていたと思いますので、ぜひお願い

します。

それで、これによって、どのような職員配置になるのか、ちょっと教えてください。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 先ほど、総務課長のほうから正規職員の配置ということで、
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一般職給与が増えているということでお話がございましたけれども、この件につきまして、

いろいろと今精査をしているところでございまして、ちょっと今お答えがなかなかできない

んですけれども、一応、金額的にはその分で一応上がっている予定でございます。また、そ

れ以外に会計年度任用職員がおりまして、フルタイム、それからパートタイム、そちらの

方々を雇用しての運営というような形になっております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ３つほどお伺いします。

まず、73ページの総務費のところです。10節の需用費の中で、消耗品、遺体収容所の運営

訓練に使う必要品を購入されるということでしたけれども、こちら、買った後どこに保管さ

れるのかをお聞きしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） 73ページ、戸籍住民登録費の中の10節消耗品、需用費の中の

消耗品ですけれども、このうちの50万近くは遺体収容所の関係の消耗品の購入というような

形で計画をしているところです。その配置場所ということでございますけれども、現在、遺

体収容所ということで、正式な場所が決まっていない状況でございます。今現在、防災係の

ほうと調整をしておりまして、まずその場所が決まりましたら、そちらのほうの場所に置い

ておきたいところでございますけれども、決まるまでは、例えば旧中川小学校の校舎である

とか、岩科小学校の校舎であるとかというようなところに、例えば納体袋なんかとまとめて、

そういう遺体収容所のものをまとめて置いておくようなことになろうかと思います。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 分かりました。ただ、これ勤労者体育館でこういうのを行うんだと思

うんですけれども、ほかに使えるような場所が見当たりませんので、ただそこがボランティ

アの拠点になるという、そういう想定がされているので、ただ、そうなると、やはりもう今

切迫していますので、いつまでに決めるというような目標を持って、しっかりと決めていた

だきたいと思います。

次は、85ページの民生費の部分で、９目の地域包括支援センターの関係でお聞きします。

こちらの中に、保健師さんの予算であるとか、そういったものが見られていませんが、金

額的に見ると、65万減っているというところで、やはり一般質問でもお聞きしたように、こ

こに何かシステム構築について、もう少し意欲的な予算を組んでほしかったなという気持ち

があるものですから、そういった点について、課長、どういうふうに思われているでしょう
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か。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） こちらの地域包括支援センターにつきましての職員の関係で

すけれども、職員のほうは、また別のところで支出をしておりますので、こちらのほうには

載っておりません。介護保険総務費、83ページのほうの一番下になりますけれども、一般職

給ということで、こちらのほうで一応２人分を見ているところでございます。それから、先

ほどの事業の関係ですけれども、こちらのほうに、すいません、事業の前に金額のところで

減っているところにつきましての主なところにつきましては、新予防給付マネジメント、ペ

ージ数でいきますと、多く減っているのが、新予防給付マネジメント委託ということで、こ

ちらのほうが28万の減額、そしてシステム使用料のところで20万3,000円増額となります。

こちらのほうは、システム使用料・保守料が減りまして、利用料が増えるというところでの

増額と、先ほどの新予防給付マネジメント委託につきましては、ケアマネの事業所へ委託を

行った場合に支出する部分のところで減額となっております。

それから、新しい事業ということでございますけれども、高齢者と介護の一体的実施とい

うことを来年度、令和６年度に予定しておりますけれども、その中で、現在、通いの場とか

そういったところで活動されている皆様方に集まっていただきまして、各それぞれの通いの

場でやっていること、またはそういったことをいろいろとほかの方にも知っていただき、新

しいものを取り入れていただくことを主に話合いを持っていこうというようなことを考えて

おります。予算的には増えませんけれども、こちらのほうでいろいろな情報交換を行いまし

て、いろいろな施策の今後の展開等も含めながら考えていきたいというふうに思っておりま

す。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 最後に１点。93ページの19節扶助費の関係です……ごめんなさい、す

いません。じゃ次回に。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） まず、52ページをお願いいたします。52ページの上から３行目、職員

研修の関係についてお伺いをいたします。

職員研修については、町長も力を入れていくと、職員の育成という面でも力を入れていく

ということで言われていると思います。さらに、職員採用に苦慮しているということがあり

ましたけれども、町長になってから社会人枠ですか、中途採用ということを設けて、僕は本
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当に、これはいいことだなと思いました。ぜひ続けていってもらいたいなということであり

ますが、じゃ、研修、例えば新規採用職員については、採用されるときに、静岡県、県に行

って、地方自治法とか地方公務員法とかという基本を学ぶわけですね。中途採用者について

は、本当にこの基本研修というのがされているのかどうか、まず伺います。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 中途採用の方につきましても、翌年度、新人職員研修が

ございますが、そのときに参加をしていただいてもらっています。あと、ほかの研修につき

ましては、インターネットを活用しまして、接遇ですとか、公務員の心構えですとか、その

あたりも含めて予算措置をさせていただいております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 分かりました。中途採用者も翌年やるということで、分かりました。

というのは、昨年、中途採用者でちょっと新聞記事になったとかということもありました。

そういった中で、ちゃんと私、研修されているのかなというのが、ちょっと疑問に思ったも

のですから、やはり、地方公務員の信用失墜行為というものに当たる行為ですので、そうい

ったことがちゃんとされているのかどうかを確認したかったということですので、その点に

ついては分かりました。

続いて、62ページをお願いいたします。

62ページ、17目花いっぱい運動推進費、これ全体でいいますと、272万8,000円、前年より

減ということになっているわけです。第６次総合計画の５つの柱というのがあったと思うん

ですけれども、その中の主要事業に花いっぱい運動事業というのを載せてあります。当然、

町としても力を入れていきたいなということで、主要事業に載せてあると思うんですけれど

も、これがなぜか前年より300万ぐらい減ってきていると。町内を見ても、例えば婆沙羅か

ら下るところの沿道沿いの木が枯れて、沿道沿いのところが枯れて、これも補植は必要だと

か、いろいろそういった町内のところで、やるべきところがあるのかなというところを感じ

たものですから、ここで予算を減らすということがどういうことなのか、ちょっとお聞きし

たかったということです。私は、予算を減らすということではなくて、やはり町内をよく見

て、そこを対処してもらいたい。例えば、原材料費についても減額するんじゃなくて、そう

いったところってやっぱりあると思うんですよね、やらなきゃならないところ。やはり、そ

こを現場を見て対処をするべきじゃないかなと思ったものですから、こちらについてお伺い

いたします。
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○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 62、63ページ、花いっぱい運動推進費の関係で、前年に比べ

ますと272万8,000円の減ということですけれども、大きく減少しているのは、シルバー人材

センターの労務委託と原材料費の関係でございます。こちらのほうにつきましては、予算査

定の段階の中で実績が少ない部分については、実績に応じて減額という形になっております。

花いっぱいのほうの作業のやる内容につきましては、これについて何か減らしたということ

はございませんので、そちらについては、髙橋議員のおっしゃられたように、苗木の補植で

あるとかはございますので、そちらは現行の予算の中で対応していきたいと考えております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 実績を見て、決算を見てということでの、という説明がありましたけ

れども、決算を見て減らしたということであれば、本来やるべきことができていなかったと

いう見方も、一方では私はあると思います。やはり、いろんな町内のところをよく観察、見

て、必要なところについては予算も使っていく、そういったことで、町の花いっぱい運動、

これを推進するという姿勢、それにつながると思いますので、今回はこういう予算にしまし

たけれども、必要なことであれば、増額補正もしかりだと思います。やっていただきたいと

思います。回答は結構です。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ３つほど質問できたらと思います。

まず一番最初に、87ページの児童館費の件。先ほどの藤井昭一さんの関連なんですけれど

も、今回、この予算が増えて、人も増やしたということで、かねてよりお伝えしておりまし

た放課後児童の時間を短縮したのを元に戻してほしいよという要望というか、それは、それ

ができるようになったと考えてよろしいんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいまのご質問の児童館における放課後児童クラブにつき

まして、時間が令和５年度におきましては５時半、その前の年が６時半ということになって

いましたけれども、それにつきましても、時間のほうにつきましては、６時半までにもう一

度見直しをかけまして対応するという予定でございます。

もう一点、先ほどの一般職給のところの増えた部分ですけれども、これにつきましては、

ちょっと採用の関係がありますので、ちょっと私の口からはあれですけれども、予算措置上

はこのような形でさせていただいておりますけれども、非常に正規の職員が少なくなってい
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る中で難しいというのが現状でございます。ですので、その分につきましては会計年度任用

職員のほうで対応するような形で、現在のところ考えております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 採用が難しいというのは、保育園のほうでもそうでしょうし、いろい

ろなところで理解するところでございます。ただ、こういうふうに上がってきている、この

予算の中に上がってきているというのが、町の姿勢としてまさに見えることでございますの

で、本当にありがたいことだなと思っております。また、先ほど、教育長から、小学校の時

間、支援員さんの時間をずらすことによってというようなお話もありました。前に一般質問

の中で、学校のほうで見てもらえるようなことになると、また仕事の分散ができて助かりま

すというのを、これもそれにつながる可能性を見いだせるものでございますので、非常にす

ごく対応していただいていると感じました。本当にありがたいことだなと思います。ぜひ、

これをまた運用してみて、問題点があった場合、また対応していっていただけたらなと思っ

ております。

２つ目でございますけれども、今度、予算書の65ページ、19目18節のイベント実行委員会

というものの質問をさせていただきます。去年が1,800万ついていて、今年が、すいません、

180万かな。ほぼ半分に減額になっているのかなと思うんですけれども、これというのは、

イベント、いわゆる重文岩科祭りと雲見大漁まつりの２つしかないから、予算が削られたと

いう認識でよろしいですか。それとも、その２つのほうの予算も削られているような感じで

しょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 65ページの地域経済活性化対策費の18節の負担金補助のイベ

ント実行委員会の関係でございます。６年度につきましての90万は、岩科重文まつりと雲見

の海賊料理まつりの２件でございます。ほかの祭り、例えば岩地の大漁まつり、石部の地引

網祭り等につきましては、地域の意向を確認したところ、６年度は開催しないということで

したので、開催意向のあるこの２つのイベントの補助金となっております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） じゃ、各個別の予算というのは変わっていないということで、という

ことかなと思います。

ちょっと確認したいんですけれども、去年、雲見の大漁まつりが事情があって中止になっ

て、予算を使わなかったわけですけれども、その代わりに花火大会というか、花火を打ち上
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げることをしたいという話を持ちかけたところ、それはできないといって断られたというふ

うに聞いております。地域のイベントをして、盛り上げようという意味では、その内容、大

漁まつりではないですけれども、花火としてやりたいというのは問題ないと私は感じるんで

すけれども、その点いかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 雲見のイベントの関係でございますけれども、こちらのイベ

ントの関係は、地域経済活性化対策費でございます。地域の方がコミュニティで盛り上げて、

地域を活性化させようというイベントでございます。ですので、大漁まつりにつきましては、

民宿も含めて地域の方も参加してのイベントでございましたけれども、雲見の花火につきま

しては、どちらかといいますと、民宿のほうに泊まっていただいたお客さんに喜んでいただ

こうというのがかなり目的としてあったものですから、そちら、どちらかというと観光振興

の関係でございます。ですので、こちらの事業の目的とはちょっとそぐわないということで、

そちらにつきましては、観光協会のほうにお願いして、そちらの中で対応していただいたと

いうような状況でございます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 69ページお願いします。

29目の諸費、質問させていただきます。町長の出席行事を類型化し、税金の無駄遣いに疑

念が生じないようにしなければならないという観点から質問させていただきたいと思います。

この町長の交際費ですが、情報公開の請求があった場合には、これは開示されてもらえる

ものなのでしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 情報公開については可能であります。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 今回、今年の９月13日、東京新聞のほうで、町は条例を軽く見ている

というような文章があり、かなりきつい言葉が新聞のほうに載っておりました。その面で、

町長の出張の際の支出ですか、それの公務とか公務外の明示を運用されている基準の策定は

あるのか、それともこれから策定をされる考えがあるのかお伺いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 基本的には、公務かどうか、総務課のほうで判断をさせ

ていただいてもらってあります。内容につきましては、町長のほうにも確認をさせていただ
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いて、公務であれば、当然こちらのほうで出張をお願いするというようなことで、判断をさ

せていただいてもらっております。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） それでは３つ目の質問として、68ページ、移住・定住推進費、こちら

のほうの質問をさせていただきます。

県の補助金は225万から今年は倍の450万になっております。その中の移住・定住の業務委

託に関して、昨年はツアー相談会や情報発信などにより、424万6,000円の予算をされていた

と思います。今回、352万という予算で、これを減額されたという、根拠に当たるものはど

のような根拠から、このような金額を策定されたのかお伺いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 68ページの移住・定住の中の12の委託料の352万の業務委託

の関係でございます。こちらにつきましては、町内の団体の移住・定住促進協議会のほうに

業務を委託しておりまして、内容につきましては、ほぼほぼ同様でございますけれども、減

額の中で、大きなものというと、移住・定住のユーチューブの関係のそれぞれ人に絞った形

のを流しておりますけれども、そちらの関係を若干本数を減らしたという関係でございます。

内容の相談であるとか、こちらに来ての体験交友会とか、そういった部分の主立ったものは、

内容は変わっておりませんで、そちらの協議会からの見積りでこちらの金額を上げていただ

いたということですので、移住を受け付ける内容につきましては、例年どおりで実施のほう

を予定しているところでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 81ページ、３目老人福祉費の17節です。緊急通報システムについて質

問させていただきます。これは、独り暮らしの高齢者に対する緊急通報システムということ

なんですが、現在、どのくらいの方が利用されていて、これを受けられる対象の方はどうい

う基準で選ばれているのか、ちょっと教えてください。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） こちらの緊急通報システムにつきましては、独り暮らしの虚

弱な独り暮らし老人ということで、定義をされております。ただいまご質問のございました

何台設置してあるかということでございますが、すいません、ちょっと今資料を持ち合わせ

ていないものですから、また後ほど、すいません、回答させていただきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。
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○７番（髙栁孝博君） ２点ほどあるんですが、１点目が今、78、79ページのところで、今、

緊急通報システムの話が出ましたけれども、最近、独居の高齢者の方の増えていくというか、

これからも予想がされるわけですけれども、それについて、いろいろ議論されているようで

すけれども、この中では、79ページでいきますと、13節の使用料及び賃借料のところで、行

旅病人火葬場使用料ということで、これは金額的にはそう大きくはありませんけれども、そ

の上の78ページの報償費のところの行旅病人等取扱謝礼、これも絡むのではないかと思いま

すけれども、松崎町の今の行旅の方の状況というのは、どのような状況でしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） まず１点目の使用料のところの行旅病人の火葬場使用料でよ

ろしいでしょうか、１点目が。こちらにつきましては、旅行等でこちらのほうに例えば来ら

れて、身元の分からない方がもし亡くなられた場合などにおきましては、こちらのほうの自

治体におきまして火葬を行います。案件といたしますと、令和元年度、３年度、４年度にそ

れぞれ１件ずつございました。もう一件、５年度におきましては１件。そして、もう一つの

行旅病人等検案料でよろしかったでしょうか。こちらにつきましては、死体等の検案とか証

明代、それぞれのものがかかるような形となっております。

以上です。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） もう一件、３つ目になりますけれども、73ページ。ここの11節の役務

ですけれども、キャッシュレス決済システムの関係ですが、これはキャッシュレス決済が令

和６年度にやれるようになるということだと思いますけれども、これの具体的な、例えばキ

ャッシュレスの制限とか何かがあるかどうか、それと、いつできるのか、内容はどんなもの

なのか、あるいはカード会社等とのやり取りはどのようになっているか。

○議長（深澤 守君） 窓口税務課長。

○窓口税務課長（糸川成人君） 73ページの住民登録費の中の11節役務費、キャッシュレス決

済手数料ということでございますけれども、キャッシュレス決済につきましては、今、窓口

のほうで証明書等の手数料につきまして、現金でもらっているわけですけれども、そちらの

ほうの窓口にキャッシュレスということで、クレジットカード、電子マネー、ＱＲコード等

を利用した決済ができるような形で整備するものでございます。一応、導入時期につきまし

ては、来年度10月頃を目標に整備を進めていきたいなということで考えております。

あと、カード等のやり取りということですけれども、具体的なところにつきましては、こ
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れから検討していくというか、整備していくような形になりますので、よろしくお願いしま

す。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 55ページをお願いします。

これの18節のほうの負担金、補助及び交付金、下から２つ目の棚田保全活用事業204万円

に対してお伺いしたいと思います。

第６次総合計画実施計画では160万円の予定から、今回このような204万円に上がっており

ます。運営補助金額とイベント等の補助額、それぞれ幾らずつなのか。またこの金額を策定

した、増額した根拠になるものは何でしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 55ページの美しい村推進事業費の58節の棚田保全活用事業の

204万円ですけれども、内訳といたしましては、運営費補助が100万円、それからイベント等

のソフト関係が60万円、これは例年どおりの予算でございます。それから６年度につきまし

ては、棚田前の待避所の整備の修繕料で44万円ということで、こちらの部分が増えていると

ころでございます。補正の段階でも説明いたしましたけれども、補正で250万円増額をちょ

っとお願いしましたけれども、当初予算の段階でちょっと間に合わなかったものですから、

６年度当初予算の段階では、当初は運営費は100万円、ちょっと足りない部分につきまして

は、また内容等を精査した上で、補正をお願いしたいということで考えております。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） すいません、先ほどの藤井議員のご質問の関係で、すみませ

ん、回答させていただきたいと思います。先ほどの藤井議員のほうからご質問ございました

81ページの17節備品購入費、緊急通報システム37万3,000円ですが、まずこちらにつきまし

ては、令和６年度におきまして、５台の新たな購入のほうを予定しているため、備品購入費

で上げさせていただきました。そして、台数の関係ですが、その上に12節委託料で、一番下

に緊急通報システム保守点検業務委託がございますが、こちらのほうでも保守点検を行って

おりまして、令和６年２月末設置台数は33台となっております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 緊急システムについて、これ虚弱な独り暮らしの高齢者ということで、

どういうふうにして上がってくるか、ちょっと教えてもらっていいですか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。
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○健康福祉課長（鈴木 悟君） こちらにつきましては、それぞれ民生委員さんが各地区いら

っしゃいますので、民生委員さんのほうから、この方につきましては例えば心臓病があった

りとか、いろいろな心配することも多いので、設置のほうをお願いしたいということで、民

生員さんの意見をつけて出していただくような形となっております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 80ページの社会福祉総務費の中で、負担金、補助及び交付金のところ

で、その内容の部分の２行目、民生委員の活動費ということで、231万5,000円ということで

上がっていますが、現在の民生委員さんの数と、この補助金というのはどういった活動に支

払うものなのかを教えてください。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいまの18節の民生委員活動費の関係でございますが、こ

ちらにつきましては、民生委員・児童委員の活動手当といたしまして、一人当たり６万200

円となっております。それから、地区民協会長活動手当として6,000円、地区民協の会長の

会議出席旅費であるとか、それからあとは、地区民生委員・児童委員協議会活動費として、

１地区といたしまして25万円というような形となっております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 民生委員さんの数についてのお答えがなかったので、それだけお願い

いたします。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 民生委員さんは31名となっております。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

小林君。

○６番（小林克己君） 68ページお願いします。先ほども移住・定住の推進の形でお伺いした

と思いますけれども、69ページになりますか、一番上の移住就業支援事業補助金600万円。

これは、県の事業であり、県の東京圏から５年以上の在住であったりとかという、単身が60

万、世帯で100万円というこの基準でよろしいものでしょうか。またＩターン、Ｕターン、

これ両方とも活用できるものなのでしょうか、お伺いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 69ページの移住・定住の18節の移住就業支援事業費補助金の

600万円でございますけれども、内容につきましては、小林議員のおっしゃるとおりで、東
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京圏からの移住に対しての補助金でございます。こちらにつきましては、世帯100万円で、

子供加算ということで、１人100万円ということで、その２世帯を想定しているものでござ

います。Ｉターン、Ｕターンの関係につきましては、こちらも要綱の対象条件がございまし

て、５年以上首都圏に勤めているとか、そういった要件がございますので、そちらに合致し

ていれば、ＩターンでもＵターンでも対象となるところでございます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 民生費までの質疑につきましては、総括質疑もありますので、この辺

にとどめます。

13時まで暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時５２分

再開 午後 １時００分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、90ページの衛生費から122ページ商工費までの質疑に入ります。

これより90ページの衛生費から122ページ商工費までの質疑を許します。

田中君。

○５番（田中道源君） 95ページの衛生費の３目18節合併処理浄化槽設置事業の456万4,000円

についてちょっと質問したいと思います。

こちらの予算は何件ぐらいを想定しているものなんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 95ページ、18節の合併浄化槽に対してのご質問でございます

が、件数については予算において５人槽を４基、７人槽を２基、これは新設でございます。

それから設置替えについては５人槽が２基、７人槽が２基、これを想定した予算でございま

す。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） これは今年度やるだろうという基の金額としまして、町内のまだまだ

やらなくちゃいけないだろうという総数というんでしょうか、それはどのぐらいあるかとい
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うのを教えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） おっしゃっているのは、まだ単独浄化槽のままおられる方等

も含めて今後というお話かと思いますが、すみません、その辺の詳細な資料が手元にござい

ませんで、ちょっとここではお答えできません。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） そうしますと、先ほど５人槽４つとか言っていたのは、全部でどのく

らいというのが分からない中で、何となく設定しているという形になるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 住宅を新築された方が多くございまして、割合としてはほぼ

その方々でございまして、新築されて、その際、合併浄化槽にされるという、これまでの実

績に基づいて来年度予算を計上させていただいたというものです。

○議長（深澤 守君） 藤井昭一君。

○１番（藤井昭一君） 94ページの予防費の12節委託料について、定期任意予防接種業務委託

というところで、これ新規で設置される帯状疱疹ワクチンの予防接種の補助が入っていると

思うんですが、これの内容について教えてください。何歳以上で受けられて、それで率はど

のくらいか、結構受けたいなという希望、興味がある方がいると思うので、教えてください。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいまのご質問は、94ページの12節委託料の定期任意予防

接種業務委託の関係でございます。帯状疱疹はこちらではございませんで、別のところにな

ります。こちらの定期任意予防接種業務委託につきましては、４種混合、それから肺炎球菌、

Ｂ型肝炎、日本脳炎、子宮頸がん、それからＢＣＧ、そういったものが主な内容となってお

ります。

そして、帯状疱疹につきましては、もう一度確認をさせていただきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 後で回答していただけますか。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 95ページ、18節の負担金補助及び交付金の関係ですけれども、ごみの

減量のための対策でコンポストとか対応していると思いますけれども、それ以外にキエーロ

とか、それから水分を取るために乾燥機なんかもごみの減量というので有効ではないかと思

いますけれども、そのあたりの補助を対策するという考え方はないでしょうか。
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○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 95ページ、18節のごみ減量化対策３万7,000円についてのご

質問でございますが、議員おっしゃるとおりここで想定しているのは、コンポスターの設置

に係るもの、それから生ごみ処理機の補助に係るもの２つ大きくございます。乾燥というお

話ですけれども、生ごみ処理機が電気を使ったものも含まれておりますので、町内のお店で

買うとかという条件はございますけれども、電源を使って、動力を使ってというものも含ま

れております。ただ、購入費２分の１以内であって２万円を限度としておりますので、高額

なものですと10万円を超えるようなものもあろうかと思いますので、そういったものを購入

されると、少し割合としては低いかなと思います。

キエーロのお話もございましたが、勉強会のときもお話ししましたが、今、下田でキエー

ロについての取組を始めました。今取り組むべきこととして非常に有効なものとしてキエー

ロが紹介されていますし、使っているところがあるものですので、下田の動向も見ながら考

えてまいりたいと思います。

キエーロそのものは箱に黒土を入れるだけでございますので、そこに対して補助を必要と

するかどうかという議論もあろうかと思いますので、その辺については１市３町で減量化に

ついては取り組んでいるところでもございますので、総合的にその辺の情報を集約しながら、

検討してまいりたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） ごみ処理機の関係ですけれども、乾燥するものもごみ処理機としてカ

ウントされるということです。それは町内という限定がなくてもいいんじゃないかというふ

うに思うんですけれども、そのあたりは確かに町内であれば商店も潤うわけですから、それ

望ましいですけれども、ごみ処理という意味では、今様々な種類のものが出されています。

やはり電気を使ったそういう機器になりますと、単純なコンポストを買うよりは多分コスト

が上がるでしょうから、そのあたりを考えて私はこれが欲しいという方がいらっしゃると思

うんですよね。どの選択をされたとしても上限は設けられるでしょうから、そうすると上限

を設けられればどの機種を買っていただこうと、そこまでということで同じじゃないかと思

うんですが、そのあたりの考えはいかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） もともとの要綱上のルールとしては、町内のお店ということ

で限定をしております。ただ、この件については、先ほどのとおり１市３町でごみ減量化と
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いうのは共同で取り組んでいこうというところでございまして、１つにはキエーロを取組始

めたところもありますので、処理機の補助事業についても１市３町で話題ともなっているも

のですので、今ごみ処理に出す補助事業もないところもあったりしていますので、そこら辺

で情報交換しながら共有を図りながら検討してまいりたいと思います。

その他の自治体では、限度額がもっと高いところもございますし、町内の商店に限ってい

ないところもございますので、総合的に考えてまいりたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） もし町内ということであれば、それどこで買えるのか、どんな機種が

あるのかという紹介をしても一つの推進策になるんではないかと思います。そのあたりはし

ていただけないでしょうか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） お店の紹介をということですけれども、今昨年度、今年度見

ていて来るお話はほとんどコンポスター、コンポストのお話でございまして、コンポストと

なりますと、町内にあるそういう資機材を売られているお店があるわけですけれども、そう

いったお店はこちらでご紹介させてもらっています。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） ２つ質問させていただきたいと思います。

初めに、98ページ、お願いいたします。

清掃総務費の18節の負担金補助及び交付金に、南伊豆地域清掃施設組合負担金とその下に

清掃施設設置地区地域活性化交付金、この２つに関連して質問させていただきます。

たしか去年町政懇談会をやられたときに、地元の方から広域の施設の説明がないのに予算

が載っていたと。予算が載る前に地元に説明するべきではないかというような意見があった

と思います。今回環境アセスが終わって、建設候補地が建設予定地になったということであ

りますので、早急に地元区への説明が必要ではないかということが１点。

それから、その下に清掃施設設置地区活性化交付金、これは雲見区のクリーンピアを延長

するに当たって今出している交付金だと思いますけれども、この広域ごみ処理施設と関連す

ると思いますけれども、広域ごみ処理施設の建設が多分２年間延びたという説明が以前あっ

たと思いますけれども、当然雲見区とクリーンピアの延長させてくださいという延長協議は

必要だということは、当局もそれは分かっていると思いますけれども、この延長協議をいつ

頃見込んでいるのかということをお伺いしたいです。
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極力もう地元区との延長協議を早く済ませて、広域が円滑に進むようにというようなこと

は町も考えていると思いますので、その点をお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） １点目の広域に係る地元、雲見区の皆さんに対する説明はと

いうお話についてでございますけれども、今現在クリーンピア松崎の操業期間として認めて

いただいているのが令和11年度末、令和12年３月までを認めていただいています。これを認

めていただいているということは、当然に広域施設に１市３町で取り組みますよという大前

提の下でご説明させていただいて、認めていただいているということですので、決してそう

いった意味においては要所要所、地区の皆さんに対するご説明というのは、これまでもさせ

ていただいているというふうに認識をしております。

今後においては、おっしゃるとおり２年延長となったものですので、令和12年３月末まで

ですと、２年間足らないことになりますので、その延長協議について進めていく必要がござ

います。この件については雲見の３役さん、役員さんと打合せは重ねてきておりまして、実

際に雲見区に対して臨時総会とか総会とかということになろうかと思いますけれども、その

場を設定していただいて、私どもが出向いてご説明をさせていただくということになると思

いますけれども、その場合について協議は重ねておりますけれども、まだ日は決定しており

ません。今年度末、３月中か、４月の当初かということになるかと思いますけれども、今日

程調整中でございます。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 日程調整中ということで、今年度中、もしくは４月上旬ということで

すので、そちらについてはぜひ延長協議、それから延長協議のときに当然広域の今の進捗状

況じゃないですけれども、そういったことも話されると思いますので、ぜひ地元区との合意

形成をよろしくお願いいたします。

それからもう１点、112ページをお願いします。

112ページで水産振興費、18節の負担金補助及び交付金で、一番下に漁協の松崎町のサザ

エ放流事業という、この事業が９万円であるわけですけれども、要は今漁業者等に聞くと、

磯焼けが非常に激しくて、水産被害がかなりあるということを聞いています。岩地とか石部

では、ヒジキとか磯のり、そういったことも近年ではほとんど取れなくて、これ松崎ブラン

ドにもなっている水産品でもあります。そういったことが非常に影響を受けているというこ

とは、行政としてもやはり何らかの対策、そういったことを行政だけで無理ならば国とか県
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も交えてこういった磯焼け等による水産被害に対しての行政としての対策を打つべきではな

いかと思いますけれども、いかがですか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） これは松崎町ばかりではなくて、ほかのところでもあるわけ

で、大本の原因は黒潮大蛇行と言われています。通常５年ぐらいでその大蛇行も元に戻るん

ですけれども、たしか７年ぐらいずっと戻っていないような状態だということで、県の水産

試験所のほうでアントクメといいますか、こっちでいうシワメですね。それの養殖というか、

そんな研究もしています。このたび田子の湾の中でやりましょうというんで、たしか新聞に

載っていましたけれども、町ひとつででなかなか対応というのができなくて、自然の影響も

あるものですから、その辺は国・県のほうへと要望、自民党さんなんかも通じまして要望し

ていきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 当然町だけではというのは分かります。ぜひ国・県を交えてというこ

とではお願いします。

東側のほうでは、水産試験所、研究所がありますよね、下田のところに。一方、西側のほ

うにおいては、そういった研究所もあれもないわけですよね。ですから、まず調査とか、そ

ういったことも含めて働きかけをぜひ強くお願いしたいと思います。回答は結構です。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 先ほど藤井議員のほうからご質問ございました帯状疱疹の関

係ですけれども、帯状疱疹の関係につきましては94ページの19節扶助費の定期任意予防接種

費用助成の中に入っております。こちらにつきましての説明になりますが、帯状疱疹につき

ましては、ウイルスを原因として発症する病気で、加齢、疲労、ストレスなどで抵抗力が弱

くなると体内に潜んでいたウイルスが再活性化することで、帯状疱疹を引き起こします。体

の片側に生じる特異的な皮膚症状と痛みを特徴とする皮膚疾患で、50歳以上で発症する人が

多く、加齢とともに発症率が高まる傾向にあります。

ワクチンの予防効果につきましては、２種類ございますが、生ワクチンで50％から60％、

５年を超えると有効性は低下するというふうになっております。不活化ワクチンにつきまし

ては90％で、10年後の時点でも80％の予防効果が確認されております。

町といたしましては、帯状疱疹の発症及び重症化を予防するとともに、経済的な負担を軽

減するためにこちらの助成のほうを令和６年度に創設をいたしました。
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そして、補助率でございますけれども、生ワクチンのほうが通常いろいろ病院によって金

額が違いますけれども、8,000円近辺、そして不活化ワクチンのほうが約２万円近辺で病院

のほうで接種をしております。それに伴いまして町のほうといたしましては、生ワクチンが

4,000円、年１回、それから不活化ワクチンが２回打つ関係上4,000円を２回ということで、

対象者につきましてはそれぞれ100名ずつ予算要求をしているところでございます。

以上でございます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 93ページ、お願いいたします。

一番上の一部組合下田メディカルセンターのことでお伺いしたいと思っております。その

２番目のところの一部組合の下田メディカルセンターの特別負担金、これは解体のものだと

伺っております。解体された後の跡地の管理費もこの中に含まれているのでしょうか、お伺

いしたいです。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） こちら93ページのところのメディカルセンター特別負担金

520万2,000円でございますが、こちらにつきましては旧湊病院の解体に係る費用でございま

して、そちらのほうの松崎町分の解体費用に係る負担金ということでございまして、その後

の活用等はまだ現在決まっておりませんで、そちらのほうの費用は入ってございません。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） それでは、草刈りとか何かとか管理していく上でのそれはお金が入っ

ていないということは理解いたしました。

旧湊病院、これが設立されるときに20億円とかというお金を多分国のほうからいただいて、

各自治体からもお金を出し合って、この事業が進められていったものではなかったかと思っ

ております。

また、今その土地を南伊豆のほうの役場、町のほうに安価にでも購入してもらえないかと

いうような話が多分進んでいるのかなとも思われております。そこで、もしも購入されて、

組合のほうに入って、組合に入ったのであれば、安価で売却されたお金というのは、また町

のほうに戻されてもらってくるべきものなのではないかと、自分は個人的には思っておりま

すけれども、町長このような話を首長たちで話はされているのでしょうかお伺いしたいです。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 首長会議があるものですから、その中でいろいろと議論はしていると
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ころでございます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） いろいろ話はされているということで分かりました。またいろいろと

検討された話をまた報告していただきたいと思っております。

そこで、ちょっとページが飛んでしまいますけれども、121ページ、すみませんけれども、

お願いいたします。旧依田邸の管理運営費に対してちょっとお伺いしたいと思っております。

旧依田邸なんですけれども、いろいろ多分修繕とか相当必要なことを個人的に感じており

ます。そこで長期計画の策定が必要ではないかと、個人的には思っておりますけれども、こ

のような長期計画を策定するような会議とか何か、このようなものというのはこの先行われ

ていくのでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 121ページの旧依田邸管理運営費の関係でございますけれど

も、長期計画の関係につきましては、活用関係の計画がまだ未定ですので、現在のところは

そこまで至っていないところでございます。ただ、修繕の関係につきましてはいろいろ不具

合のところが多いものですから、そちらにつきましては担当のほうでどんなところが今後修

繕見込まれて、どのような形で修繕していこうかという計画は必要だということで、現在そ

の取りまとめを行っているところでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ２点お伺いしたいと思います。

まず、92ページです。

13節の使用料及び賃借料の関係で真ん中辺です。子育てモバイルシステム利用料がござい

ますが、これは今年度新たにつくられたアプリの関係ではないかと思うんですが、こちらの

利用の状況が分かったら教えてください。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） こちらの92ページの13節使用料及び賃借料の子育てモバイル

システム利用料の関係ですが、こちらにつきましては出産されて、その後予防接種であると

か、それから各種行事の案内というものを町のほうからプッシュ形式で各対象者にお知らせ

するような形になります。今、菜野議員のほうからご質問のございました何割ぐらいという

ところにつきましては、すみません、資料を持ち合わせていないものですから、申し訳ない

んですが、ご回答できない状況でございます。
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○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） もう１点、ではお伺いします。

93ページです。19節扶助費の関係で、下から４番目ですね。若年がん患者等支援事業が55

万5,000円ございますが、こちらいわゆるＡＹＡ世代というところのがん患者に対する支援

ではないかと思われます。この支援を受けられる年齢層と支援の内容を教えてください。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） こちらの若年がん患者等支援事業の関係でございますけれど

も、こちらにつきましては若年がん患者の温存治療費の助成金、または小児若年がん患者在

宅療養生活支援、それからがん患者医療用補正具購入費の助成となっております。予算の中

におきましては、若年がん患者の温存治療費の助成といたしまして、40万円を１件、それか

らがん患者医療用補正具の購入助成金といたしまして、医療用ウィッグなどを２万円、ウィ

ッグというのは、がんになりまして薬を打つわけですけれども、そうしますとどうしても髪

の毛のほうがなくなっていくような状況におきまして、かつらのような形でウィッグという

ものになりますけれども、助成するというようなものになります。

以上です。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 118ページの商工費、１款３目18節の松崎町観光協会というところで

質問させていただきたいと思います。

今年度、去年より予算が減額されているんですけれども、そちらの減額されている理由と

いうのを教えていただけますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 118ページの観光協会の運営補助で1,300万円でございますけ

れども、昨年度よりは30万円の減額となっております。観光協会から申請内容の要望を受け

た段階でそちらのほうを精査して、町のほうの財政状況も踏まえながら、こちらのほうは減

額としております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） この要望したものについて減額されたということで、３月５日に役員

会を開いて、それの対応というのを練ったみたいでございます。そこの議事録によりますと、

今後足りない部分に関しては補正予算等で対応していくということなんですけれども、もし

その補正予算が通らなかった場合、最悪人件費にちょっと影響が出てくるかもしれないとい
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うことでございました。人件費というのは、当初のほうから見込まれるものであり、変動す

るものでもなく、ここのところが補正予算で対応というようなことというのはあまりうまく

ないことなのかなと思うんですけれども、またそれが今年度に限らず毎年補正予算で対応し

ていくというような役場からの説明だったということなんですけれども、これは本当なんで

しょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 田中議員のおっしゃられるとおり、担当課といたしましては

人件費の運営費がこの金額では足りないだろうなということは想定しておりますけれども、

町の財政状況ですと、観光協会の要望どおり予算計上するのができないというのが現状でご

ざいます。大型事業が今後も続く中で、なかなか観光協会の要望どおりの予算計上は難しい

ということで回答しておりますので、ただ先ほど言いました補正の関係でも必要があれば、

町のほうでも精査してちゃんと予算要望を上げていくよということでお伝えしておりますの

で、そういった状況が今後も数年は続くのかなということで考えております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 観光協会というのは、本日の予算の冒頭でもちょっと話をしましたけ

れども、歳入を増やすための施策を実行していくとかに対して多大な貢献してきた団体だと

思いますし、またこれからもそういう団体でなくてはいけない、そういうところを期待する

ところでございます。そんな中で、そこの人件費を毎年、毎年補正予算が出るか出ないかと

いうような形の在り方でいいものなのかというのは非常に強く思うところなんですけれども、

町のほかの団体でそういう例はこれまであったんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 観光協会の運営費ということで、町の主要な団体でいきます

と観光協会、商工会があるところでございまして、今まではそういった事例がないと私の記

憶では思います。ただ、今の町の財政状況は、そこの今までの前年踏襲みたいな形では予算

計上できないという実情がございますので、その辺は申し訳ございませんが、ご理解いただ

きたいと思います。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 確かに今年度、大型の事業とかがあって、予算がかさむことは仕方の

ないことかなとも思うんですけれども、これがこれから先、毎年というところが問題じゃな

いかなと思います。毎年同じだけの大型事業を組むことになるわけではないと思いますし、
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しばらく続くかもしれませんけれども、人件費というのを削ってほかのところに回している

という予算の組み方、振興公社にしろ、役場にしろ、そういうことはないんじゃないかなと

思うんですよね。人件費にかかってくるというのをちゃんと把握しておきながら、それでも

やっていくというところに物すごい在り方を疑問に感じるわけなんですけれども、それはど

うなんでしょう。当たり前のことなんでしょうかね。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 観光協会のほうの1,300万円は人件費だけではございません

で、中には宣伝とかいろいろな事業も含めての中になっております。そういった部分で予算

は限られている中で、事業内容を精査して、人件費のほうに充てるといった形であくまでも

予算が前提でございますので、そちらの中でやりくりしていただくしかないかなということ

で考えております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 121ページの重文岩科学校管理費指定管理運営委託の2,460万円ですが、

これ前年より270万円増額になっておりまして、さらにその前の年で見ますと、昨年もその

前の年に比べて260万円上がっている、２年間で500万円以上、上がっているんですけれども、

これはどういったことが原因でしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 121ページの重文岩科学校管理の指定管理運営委託でござい

ます。こちら令和５年度に比べて270万円の増となっておりますけれども、増額の理由につ

きましては主に人件費の増加、こちらが150万円ぐらい、あとは光熱水費の増加で50万円、

それからデジタル関係で委託料の増加で50万円ということでございます。おととしと比べま

すとまた増えているということですけれども、こちらは人件費の関係でございます。

重文岩科学校につきましては、今まで会計年度、臨時職員で対応していましたけれども、

そちらのほうに正規のほうを入れるようになりまして、今年度につきましては学芸員が入っ

ている関係もございまして、年々増えている状況です。臨時職員ですとなかなか資料の整理

だとか、イベントの具体的な展開とかというのがちょっと難しいものですから、そういった

形でそれぞれの施設に正規の職員を置いて、運営のほうをしっかりしていきたいという振興

公社の方向性の中で人件費のほうが増えていった状況が続いているところでございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 105ページです。18節の負担金補助及び交付金なんですけれども、負
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担金なのかもしれませんけれども、真ん中頃の農業後継者対策事業、その下の農地活用条件

整備対策事業、これ負担金じゃないかと思うんですけれども、松崎町としてその２つについ

てどのように考えてあるいはどのような施策を取られているのか教えていただきたいと思い

ます。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 農業後継者対策事業48万円、これは50歳以下の方で新規就農

された方に対する補助金でございます。48万円が減となるわけですけれども、枠で１件分取

っております。今年度１名、対象になった方がいらっしゃいます。

それから、その下の農地活用条件整備対策事業、これは農業の効率化といいますか、田ん

ぼ２つを畦畔を取って１つの１反にするとか、逆に土のあぜを畦畔、コンクリで造るとか、

そういった場合に補助金を出しているもので、２分の１、30万円限度の補助金でございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 私も申し訳なかったんですが、よく知らなかったんですが、そのあた

りは広報か何かであるいは農地委員会か何かで知らされているんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 年度初めの広報にいつも載せていたかどうか、裏覚えですけ

れども、ホームページには掲載をされております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 104ページと105ページにわたってなんですが、３目の12節桜葉新農薬

登録業務委託費68万円についてお尋ねします。

昨年度も同じ金額でついているんですが、毎年かかる費用なのかということと、この業務

委託の内容はどんなことをしているのかということを教えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） これは枠的なもので68万円計上しております。桜葉に使える

農薬を登録するについて、試験等を行うわけですけれども、そういう業務を委託するという

ことでございます。現在振興会のほうからこういう農薬を登録できないかというのを申出と

いいますか相談がありませんので、ありましたらまたそれは委託をしていくようになります。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） そうしますと、これは執行されなければ、そのまままた３月のときに

削除ということになるんでしょうか。それはそれで聞けたらと思いますけれども、105ペー
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ジのほうの３目18節桜葉生産振興事業の30万円というのと、こちらが逆に15万円去年より減

額になっています。そちらの理由も併せて教えていただけたらなと思うんですけれども。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） これは桜葉振興会の補助金になりますけれども、通常苗木の

生産、そして会員へと安価で販売するというようなことをやっています。昨年度はその葉っ

ぱの原産地である大島に視察に行きたいということで、視察費用を15万円通常より多く補助

していたものでございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） さらに今の桜葉生産振興事業の２つ下に、桜葉生産振興補助金という

のが新しく今年度増えているんですけれども、そちらは振興事業との30万円との違いという

のは何になるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） これは令和５年度は当初になかったんですけれども、６月の

補正予算で計上させていただきました。桜葉の使用する農薬について、登録されている農薬

が幾つもあるものですから、その農薬を使っていただきたいということで、その農薬を使っ

たものについて２割を限度で補助をしていくという内容のものでございます。

○議長（深澤 守君） ほかにありますか。

藤井 要君。

○８番（藤井 要君） 95ページのこれは11の役務費になりますけれども、アース・キッズチ

ャレンジ手数料、これはどんなことをやっているのかという点と。同じような問題だと思い

ますので、109ページの12節ですか、委託料、森林環境教育業務委託ということで、これは

小・中向けの新年度勉強会、上方が小４年ということで載っていましたけれども、内容的に

はどんなことをやるのか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 95ページの11節アース・キッズチャレンジ手数料17万2,000

円についてでございますが、こちらは昨年度から始めた事業でございます。内容的には小学

生が体験型の環境教育を受けるというものでございます。具体的には県の地球温暖化防止セ

ンターにその業務をお願いしまして、その方々が小学校に来て学習をすると。また、１回、

話をするだけではなくて様々な体験もしつつ、またそれに対して自分が家で何をできるかと

いうようなこともチャレンジしてみると。具体的には電気のメーター機をチェックして、こ
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れをやったら電気量が削減できるんじゃないか、結果温暖化防止に役立つんじゃないかとい

うようなことの取組を決めまして、もともとの取組前の電気量と取組後の電気量がどう動い

たかというような体験もしながらやっているというものです。昨年度やって好評でありまし

たし、反省点もありますけれども、これは続けてやってまいりたいということで、令和６年

度も計上させていただいたものです。

（「もう一つ答えは１問目」の声あり）

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 109ページの委託料、森林環境教育業務委託でよろしいです

か。森林体験プログラム、のこぎりを使って木を切るとか、そういうものを実施して、林業

に興味を持ってもらって、林業従業者として働く枠というんですか、紹介していくというも

ので、林業事業体に委託をして行うものでございます。令和５年度は３月に実施しまして、

新聞等に載ったんですけれども、ご覧になったかちょっと分かりませんけれども、令和６年

度は小学校１回、中学校１回、計２回の開催の実施を予定しております。

○議長（深澤 守君） 藤井 要君。

○８番（藤井 要君） ３回目で最後になりますけれども、先ほど重文岩科の関係、２年間に

わたって約500万円予算が追加になったということでございますけれども、今観光の関係は

まつざき荘を除いて、将来的にも伸びる余地があまりないということを伺っているわけです

けれども、そういう中でお金を200万円ぐらいずつかけているということはちょっと矛盾し

ているというようなことも考え方にはあると思うんですよ。投入することによって売上げが

伸びる、そういう考えもあるでしょうし、投入しても伸びないよと、ただ現状維持、人を入

れるために予算が増えただけだということ、反対になれば目標としては現状維持であれば、

何とかして経費を切り詰めてやっていこうかと、そのようなことも出てくるわけですけれど

も、今回２年間にわたって約500万円入ったということは、目標が大幅に伸びるということ

の解釈をしていいですか。でも予算的に目標を見るとそんなにいっていないんですよね、伸

びていないんですよね、このところはどう考えているのか、お願いします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 重要文化財岩科学校ほか観光施設の関係もろもろですけれど

も、美術館もそうですけれども、年々指定管理料は人件費の関係がメインで増えております。

こちらの関係は先ほども言いましたように、今それぞれのものを生かして誘客を進めて、少

しでも赤字を減らしたいというのが１点あるところでございます。
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もう１点、美術館と重文は特に町の貴重な財産と思っております。美術館については固定、

重文岩科学校は国の指定重要文化財ですが、こちらを保存継承していかなきゃいけないとい

う町の責務もあるところでございますので、そういったところへの職員の対応しなければな

らないところもございますので、誘客だけではない部分でも職員のほうはやらなければいけ

ないというところがございますので、その辺はご理解いただきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 117ページ、お願いいたします。

観光費で２つの項目についてお伺いしたいです、まず。117ページの12節委託料に町有施

設民間活力導入調査業務委託605万円予算計上がされています。これは令和９年指定管理の

変更に向けて民間会社の導入についての調査というような説明があったと思いますが、実際

にこの調査は次の指定管理、令和９年の指定管理を民間会社にすることを前提に考えてされ

るものなのかどうかということを１点まずお伺いします。

調査は、簡単にいうとどういう調査をやるのかということも併せてお願いをいたします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 民間活力の調査業務委託の関係でございますけれども、まず

こちらは民間への委託が前提じゃなく、そちらも含めた中での調査、検討ということになり

ます。

それから、内容についてでございますけれども、令和６年度につきましては類似施設の行

政所有施設の調査分析を３施設程度、それからその調査結果を加味した今後の施設の運営の

在り方の提案、あるいはその施設管理の運営に関わる町との方向性や検討会議の開催という

ことで考えているところでございます。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） この調査は令和６年度調査ですけれども、令和４年からたしかいろい

ろな調査をやってきているわけですね。今度は最後民間活力をというようなことであります。

令和５年度に行っている今の最適化調査というんですか、公社の業務改善とか何とかという

一方でそういうことで、もう一つ今度は民間をというような中で、公社として何か非常に宙

ぶらりんのような形を私は受けるわけですけれども、この調査結果、導入調査については含

めてという課長の回答でしたので、あくまでもこれは民間会社にするのが前提じゃないよと

いうようなことでしたので、それについては理解をいたします。

それから、118ページ、18節の負担金補助及び交付金でふじさん駿河湾フェリー540万円と
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いうのがあります。私、一般質問で駿河湾フェリーの質問をいたしまして、課長のほうから

令和６年度に黒船祭りだとか花火あるいは河津桜等のイベントに合わせて松崎新港への運航

の計画という説明をされたと思います。これは６年度に実施されることでよいかということ

の確認と今現在フェリーは４便あるわけですね。４便体制でフェリーをやっているわけです。

その４便のところに組み込まれるのかどうかということ。それについてお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） ふじさん駿河湾フェリーの負担金の関連でのご質問というこ

とですけれども、松崎港のイベント時期や季節運航の活用につきましては、現在フェリーの

運営するほうで経営改善の取組ということで今改定のほうを予定しているところでございま

す。その中の利便性の向上の一つとして、松崎港の先ほど申し上げた関係を予定していると

いうところです。

それから、どの時点で４便の中でというご質問ですが、駿河湾フェリーは１日に４便往復

でありますけれども、現在考えているのは一番運航の少ない最終便の４便を活用して、こち

らのイベントや季節運航ということで運営のほうをできないかということで検討していると

ころでございます。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 分かりました。運航形態については４便、一番最後の便ですよね。夕

方の便だと思いますけれども、これを活用してということの説明は分かりました。

これちょっと質問したのは、今課長が言ったように、フェリーの経営戦略が固まって、新

聞報道で田子漁港を活用するというのが出るわけですよね。だけれども、一方で今課長が言

ったように、松崎新港もそういったスポット的なイベント時ですか、そういった活用もされ

るという、４便を活用してというのを入れるかどうかいずれにしても、そういったことも本

来田子漁港もしかりだけれども、松崎新港もそういう活用がされますよということを本来は

周知するべきではないかと思いましたけれども、いかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 一社の駿河湾フェリーのほうでは、経営改善の取組の中で利

用促進であるとか、利便性の向上であるとか、経営の安定化の中でいろいろ取組を考えてい

るところでございます。田子漁港の関係につきましては、一番分かりやすいところで荒天時

に土肥港が使えない中で田子漁港を活用できないかということで検討しているところでござ

いまして、そちらが多く取り上げられているところでございますけれども、松崎港の活用に
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つきましても一般社団法人の駿河湾フェリーのほうでは、マスコミさんのほうにちゃんと情

報提供しておりますので、その辺はマスコミさんのほうでなかなか取り上げていただけない

という状況かなというところでございます。

○議長（深澤 守君） ５分まで休憩いたします。

休憩 午後 １時５２分

再開 午後 ２時０５分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

質疑を続けます。

髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 先ほどに続いて、最後の質問をさせていただきます。

118ページお願いいたします。

４目のふれあい交流推進費で、これはグリーンツーリズムの事業ということだと思います

が、前年比200万円減ということです。町長はグリーンツーリズム事業、これを推進してい

くということをかねてからも言っています。やはり私も、それは本当に支持したいなと思い

ます。そういった中で、じゃ、この推進事業費が200万円前年比減っていると、本来は積極

的に、本当に推進していくべき事業であると思います。この減額された理由というのは何か

ということ、それともう一つは、やはり公社に委託していると思いますけれども、公社のマ

ンパワーではいかんせん、やはりこの事業をやっていくにはちょっと不足しているんじゃな

いかと思われます。

先ほど、地域おこし協力隊、グリーンツーリズムをやっているとかと聞きましたけれども、

まさにこの協力隊をこの公社のほうに回して、あそこの事務局の中で、このグリーンツーリ

ズムの事業をやってもらうというのが一番今の現段階では、推進していく体制が取れるんじ

ゃないかと思います。協力隊も、同僚議員が社協にもあるいはいろんな施設のほうにも配置

してもいいんじゃないかと、私もそういうふうに思います。そういう中で、今グリーンツー

リズムの協力隊が来ているのであれば、公社のこの事務局の中に入ってグリーンツーリズム、

これをやってもらうという方法がベストだと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。
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○企画観光課長（八木保久君） 118ページのふれあい交流推進費のグリーンツーリズム推進

事業委託の500万円でございます。こちらにつきましては、例年より200万円の減ということ

になります。減額の理由ですけれども、今まで最近の振興公社の実績ですと200万円ぐらい

大体返すような状況ですので、実績に応じて減額としたというところでございます。

髙橋議員の言われるように、グリーンツーリズム事業推進するには予算が必要でございま

すけれども、私のほうでも何回も言っておりますけれども、町の財政が少ない状況の中で、

使われていない部分については、精査した中で、必要があれば補正するといった形の予算取

りを６年度はしておりますので、そういった形での減額となっております。

マンパワー不足の関係につきましては、振興公社も数年前までは３人いたところがかなり

人数が増えておりますので、職員でもだんだん対応できる人数かなと考えております。今年

度はインストラクター養成講座も開催しておるところでございまして、予算がなくてもでき

るところはやっていただけるのではないかなというところがございます。

協力隊の関係につきましては、グリーンツーリズムの分野で採用している者もおりますけ

れども、そちらにつきましては、振興公社のあそこの事務所に入るかどうかは別にしまして

も、グリーンツーリズム事業ということで採用しておりますので、関わって事業推進にやっ

ていただきたいということで考えております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 117ページの委託料、先ほど髙橋議員が質問しておりました。町有施

設民間活力導入調査業務委託について関連で質問させていただきたいんですが、６年度は

605万円ということで調査をされる。昨年は400万円予算がありました。これ、大変な金額を

つぎ込んで調査をされているということだと思うんですけれども、ぜひ見えるような形の結

果を出していただきたいと思うんですが、どうでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 民間活力の導入調査の関係でございます。５年度より大分増

えている関係でございますけれども、６年度につきましては、地域力創造アドバイザーの制

度活用ということで、こちら特別交付税の関係の上限560万円という形を利用した中で６年

度は考えているところでございます。今年度につきましては町の単費ということで、そんな

にお金はかけられない状況でございましたけれども、現在、民間のほうでエムアンドエムサ

ービスというところで、サービスの運営改善について調査をやっているところでございます。

この結果をということでございますけれども、この点につきましては、細かいまつざき荘
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の運営、接遇の関係でいろいろな提案をいただけることとなっておりますので、こちらにつ

いては、また今後見ていただければ思いますけれども、最近、私がまつざき荘に行っても、

フロント周りのほうのお客さんにお金を使ってもらうための施策ということで、例えば追加

料理のためのポップみたいなところもありますし、入り口の円柱のところには、イベントだ

とか、近隣の今ですとサンセットイルミなんかも掲示して誘客に努めるような動きが出てお

りますので、今回、実際ほかの施設で運営サービスに当たられている方から提案いただきま

すので、必ず変わるものだということで信じておるところでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 118ページ、ふれあい交流推進費の中で、委託料、私もグリーンツー

リズム推進事業の委託がマイナスの200万円になったことについてお伺いしたいと思います。

多分、課長がおっしゃるのは３年度、４年度かなりの金額が残っていたから、200万円切

っても大丈夫みたいな考えで200万円切られているかと思うんですが、見込みとして、５年

度はどのくらいの実績になるかというのは把握されているでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） ５年度につきましては、インストラクター養成講座もやって

おりますし、それから３月の末ですけれども、環境センターのホールで石部の棚田の長八美

術館の40周年の記念イベントを併せたものをやっておりますので、過去数年になく、こちら

のほう活用している状況ですので、見込みとしては、当初委託の700万円は使う見込みで動

いているところでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） こちらを200万円マイナスするに当たり、委託をしている振興公社に

は、事前に問合せや調整などはあったのでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） グリーンツーリズムは予算関係につきましてはそれぞれの団

体等要望を受けて、担当課で調整した中で、町のほうでの財政交渉となります。結果的に、

町の内部の財政交渉で財政が非常に厳しいという中で、実績に応じて200万円カットという

ことで言われましたので、この辺の結果については振興公社に伝えて、予算の範囲の中でで

きることをまた改めて考えてくださいということで、お伝えしたところでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 今年、養成講座が行われて、新しいインストラクターが誕生する予定
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というか、まだ招集については来ていないと思うので、正式にはあれですが、その方たちが

受けたからといってすぐにできるわけではないので、そこに対する支援を振興公社でも考え

ていたということをお伺いしています。課長のほうから、必要であれば補正予算もというよ

うなこともおっしゃられていましたので、再度確認しますが、何か必要な、どうしてもこれ

でやりたいことがあれば、補正予算で対応していただけるという理解でよろしいでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 今回、６年度の予算につきましては、やはり大型事業を控えていると

いうことで、全体的にカットをしているところがございます。今回のグリーンツーリズムに

ついても、今までずっとなかなか使い切れていない状況で、しかも観光協会に行ったり振興

公社に戻ったりというような中で、使い道というか振興がいまいちされてこなかったところ

でございます。今年度につきましては、先ほどもお話があったとおり、養成講座等々でたく

さんの方が受けていただきました。

今後、来年度につきましても、スケジュール感を持った事業構築、企画をしていただきた

いなと考えているところでございますので、年度途中でそういったものが、思いつきではな

く、しっかりとした計画を立てながら、必要な予算については議論をしていく必要があるだ

ろうというところですので、決して切って終わりではなく、規模的なものはしっかりと持ち

つつ、しっかりと財源少ない中でも、効率のいい投資をしっかりと行っていきたいと思って

おります。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 109ページの農林水産業費の２款１目12節委託料について質問いたし

ます。

こちらは補正予算のときにもちょっと話をしまして、今年度のほうではしっかりと執行す

るよというお話だったんですが、ちょっと関連しまして、今年度執行されなかったことで、

それの委託業者というのがあると思うんですけれども、そちらのほうには迷惑をかけていな

いんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 委託業者、入札でやるようになるものですから、調査業務で

すね。業者に迷惑というのは特にはないと思います。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） それは、入札もしていないので、そもそも仕事の請負もお願いしてい
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ないし、迷惑かけていないという意味での迷惑かかっていないということですかね。分かり

ました。

今年度はしっかりと入札に行き着いて、業者に進めていただきたいなと思います。でない

と、隣の町ではどんどん森林の整備が進んでいるのに、松崎町だけ変わらず進んでいないと

いう状況が、これからもどんどん差が開いていってしまいますので、何とか８割以上森林の

我が町としては大事な問題だと思いますので、しっかりやっていただきたいなと思います。

それでもう一個、今回の予算の中に、６月の議会の一般質問で私がしました雲見地区のず

っと奥にある沢が崩落している件、あれ、何とかしてほしいよというのを伝えたかなと思う

んですけれども、あちらの調査であったりとかというのは、この中の予算に含まれるんでし

ょうか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） その前の質問ですけれども、間伐とか植林とか、そういう業

務はこの委託の中には入っていませんので、林業事業体で出す仕事、違う仕事というふうに

ご理解ください。調査業務ですので。

あと、すみません、雲見の関係で、ちょっとすみません。

○５番（田中道源君） ６月の一般質問の中で、町有林を見に行ってきたという話の中で、沢

の雲見オートキャンプ場というところの奥のほうの町有林わきの沢がもう土砂で崩れて、沢

の体を成していないというお写真でも見せたと思うんですけれども、そちらのほうの対応と

いうのはこの予算の中に含まれていますかという質問です。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） この中には入っておりません。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） そうしますと、そのときの６月の言っていたのというのは、どういう

ような対応をこれからしていくとか、今のところ全く検討もしていないし、そのままだよと

いうことなのか、どこかの予算についているのか、それを教えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 荒れている町有林の整備、間伐とかということだと思います

けれども、この予算の中には入っておりません。管理といいますか所有は町、財政のほうに

なりますけれども、６年度の予算では計上しておりません。

○議長（深澤 守君） 田中君。
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○５番（田中道源君） ちょっと何度もで申し訳ありません。沢自体の問題ではあるので、町

有林の伐採というのとちょっと違うかと思いますけれども、すごい隣接したところにあるも

ので、現にそこが崩落していて、危険な状態であるということはお示ししたかと思います。

その中で、今回予算ついていないという、この中ではついていないということなんですけ

れども、ほかにつけて対応する予定であるんだったらそれを教えてほしいと思いますし、そ

れについては何も今回、予算の中には入っていないよということだったら、それはそれで教

えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 雲見ですと、風早、去年流路でしたけれども、今年度も予算

もってありますけれども、そういう山の中の水路が崩れているというのは、あそこばかりじ

ゃなくてたくさんあるわけですけれども、必要なところについては確認して、それは予算計

上して修繕等はしてまいります。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） その必要なところだと思うのを私が見てきて、必要だからちゃんと調

査してほしいよというところで、調査の予算がついていて、執行されていなかったのかなと

いうふうに感じるわけでございます。何か、どこか人ごとというか、町の土地じゃないとか

予算がついている、ついていないとか、そういうことでなくて、実際に危ないところがある

よといって、見て確認しているわけでもないわけじゃないですか。なので、ちょっと２年近

く同じような話をしている中で、ちょっとこの予算をつけたのに執行しないし、分からない

からやっていませんみたいな答弁というのは、もうちょっとそろそろ止めていただけないか

なというふうに思うんですよ。

なので、本当に、今回もついている予算をしっかり執行していただきたいというのと同時

に、２年同じようなことを言っていますので、ひとつ本当に切にお願いしたいところでござ

います。どうでしょうか。しっかりやっていただけますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） この予算につきましては、民有林の整備のための調査という

ふうにご理解いただきたいと思います。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

藤井 要君。

○８番（藤井 要君） 121ページの11目の14節になりますけれども、一番最後のほうですけ
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れども、これは旧依田邸の管理運営費ということでございますけれども、600円の予算でホ

テルの裏の建物を解体するということになっておりますけれども、あそこは多分２、３棟あ

るんですね。私も何棟あるかはちょっと把握しておりませんけれども、たしか３棟ぐらいあ

って、２階の白っぽい元社長が住んでいたところとか、いろいろあるんですけれども、これ

はどこを壊すのかということと、あそこまだまだ、今言った２、３棟の中の１棟ということ

になれば、これからの計画なんかも併せて答弁願えればと思います。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 旧依田邸管理運営費の家屋解体の600万円の関係でございま

す。この関係につきましては、今年度離れの裏の平屋の木造を壊しましたけれども、その横

にもう一個、２階建ての元社長さんが住んでいたところがございます。こちらの中も雨漏り

がひどい状況ですので、こちらの１棟を壊す予定になっております。

木造の建物につきましてはほぼほぼこれで壊しましたので、あと残っているのは、後ろの

山荘と言われる３階建ての部分とか鉄筋コンクリートの部分になりますけれども、こちらを

壊すにはかなりの、鉄筋コンクリートのほうは数億円単位とかになりますので、簡単には壊

せませんので、こちらにつきましては計画的に、過疎債のほうでも現在ソフトで対象となる

ということが分かってから、少しずつ壊していますので、ある程度、過疎債のソフト事業を

活用しながらお金をためて、まとまった段階で、そういったお金のかかる部分は壊していき

たいというような考えで進んでおりますので、ただ、６年度に壊す２階建ての木造以外の部

分はなかなかちょっと大き過ぎて、簡単に手がつけられないという状況ですので、その点は

ご理解いただきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 分かりました。過疎債等を使って徐々にということになりますけれど

も、中途半端な取崩しというのはなかなかできないと思うので、ちょうど切りがいいところ、

切りがいいところでやらなければならないということになかろうかと思いますけれども、本

当に計画を立ててやってもらいたいなと。あそこら辺の後ろを見ると、本当にパイプがあち

こち出ていたりとか、観光客の方は後ろ方は見ないからあれですけれども、そういう点は、

やっぱり那賀川というか松崎のシンボルというか観光の目玉というところもありますので、

見栄えよく、しっかりとやってもらいたいと思います。答えはいいです。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 97ページ、衛生費の関係ですけれども、ここの委託料２ページにわた
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っているわけですけれども、検診の関係が出てきております。この検診の関係がお金は百何

万円というのが減になっているんですけれども、コロナの検診がなくなったからか、何か検

診に関して減っているんですが、その理由は何でしょうかというのが１つです。

検診を受けると医療費が高くなるという人もいまして、ある意味考えてみると、検診を受

けたときには悪くなったから検診を受けているという方もいらっしゃるのではないかと思い

ます。そういった意味で、検診の案内をＡＩ、人工知能を使ってその人の健康状態、レセプ

トであるとか過去の経緯、環境によって案内文を変えてやっていて効果があるということで、

当町もそれをやられているということを聞いております。また、これに対して本当に来ない

という要因、検診を受けないという要因が何なのか、実際に実態把握をしたことがあるのか

どうか、それが２点目です。

もう一つは、全協のときにも、検診を受けにいくのが大変じゃないかということで、各地

域でやったらどうかというようなお話がありました。地域で行くのがなかなか難しいのであ

れば、今、時間で予約して、地域と予約をして、非常に待たせずにやれるという状況が生ま

れてきています。そういった意味で、ある程度その地域へ時間とボリュームによってマイク

ロを出すとか、そういったことも考えられるのではないかと思いますけれども、そのあたり、

以上３点お願いします。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） まず、こちらの検診のほうが減額になっていますということ

ですけれども、例えば、こちらには載っていませんが、胃がん検診でも27万5,000円、子宮

がん検診が61万9,000円、肺がん検診が53万8,000円、乳がん検診が78万円ということで、そ

れぞれ減となっております。その主な理由といたしますと、やはり実績による減額というと

ころになります。先ほど説明させていただきました事業につきましては、実績を基に減額と

させていただいたものでございます。

それから、こちらがん検診ですけれども、ご質問ございましたのはＡＩ等を活用してとい

うこともございます。こちらにつきましては、がん検診や特定健診のほうでＡＩ等を活用い

たしまして、その対象者に沿った形でのアプローチの仕方ということで、はがきの通知方法

を変えたりとか、そういった形で対応しているところでございます。

それから、こちらのがん検診等ではなく特定健診のほうになりますけれども、お医者さん

のほうに検診に来なくても、お医者さんのほうで検診をやっていただいて、その情報をこち

らのほうに提供していただくということで、令和６年度から2,000円をお支払いいたしまし
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て対応するような形で、医師会のほうとも話のほうをさせていただきまして、そういったこ

とで、こちらに来なくても、病院のほうで特定健診と同じような項目を受けた場合には、そ

ちらのほうで町のほうから医療機関のほうに支払いを行うというふうな形での方法を取って

いるところでございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 医療に関しては、ネットワークでもっていろんな情報をやり取りして

いると思うんですが、このあたりの情報というのは、がんとか何かだと、当町ではなくて町

外に行くことが多いのではないかと思いますけれども、そのあたりの情報というのも入って

くる、見ようと思えば出てくるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） すみません、ご質問の趣旨が、ネットワークを使って見られ

るかどうかということでよろしいでしょうか。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） お医者さんなんかだと、ネットワークに入らなければいけないんです

けれども、安心ネットワークみたいのがありますよね、実際、医療関係のところで使ってい

る。例えば、静岡で受けた情報とかなんかが、入っていると、その情報がほかのところに行

ったときに見られるとか、そういうネットワークってないですか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 今のご質問でございますが、例えば静岡のほうの病院で受け

た情報がこちらの例えば松崎の診療機関のほうで見られるかというふうなお話だと思うんで

すけれども、私が知っている限り、そのような状況を見られるというものはないというふう

に思っております。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

商工費までの質疑につきましては、総括質疑もありますので、この辺にとどめます。

次に、123ページの土木費から最後までの質疑に入ります。

これより123ページ、土木費から最後までの質疑を許します。

田中君。

○５番（田中道源君） 131ページの消防費の１項２目18節消防団員退職報償金についての質

問でございます。

このたび470万4,000円計上されているんですけれども、これは去年と同額でございます。
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その根拠が何かということと、12月の議会で定年撤廃の条例が可決されたんですけれども、

その影響というのはないのかなというのを教えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 131ページ、非常勤消防費の18節の下から３つ目、消防

団員退職報償金の関係になります。こちらのほうは、条例上の消防団員の数245名に対しま

して１万9,200円の掛け金となっておりまして、その関係の金額になります。昨年、退職の

関係を条例改正をさせていただいたわけですが、現在のところ、こちらのほうの関係という

のは出てきておりません。

退職に当たりましては、前のページ130ページの報償費７節の一番下に750万円というよう

なことで、来年度は予算を計上させていただきました。例年ですと、50歳以上の方がどのく

らいいるかというようなことで予算を計上させていただいておりまして、今年度も同様な形

で予算を計上させていただきました。現在のところですと、退職希望者は20人というような

ことで把握はしておりますが、金額的に満額といいますか長期間の退職者が少ないものです

から、今現在の試算ですと、およそ780万円ほどとなっております。

以上です。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） では、違う質問をさせていただきます。

140ページの教育費、１項４目13節のＡＩドリルソフト使用料という一番下の項目ですね。

こちら57万9,000円ということで、去年より56万5,000円減で、ほぼ半額になったんですけれ

ども、こちらの理由というのは何でしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 140ページ、義務教育振興費の使用料及び賃借料ＡＩ

ドリルソフト使用料でございます。ＡＩドリルソフトは、昨年から児童生徒が１人１台ずつ

使用しているタブレットでこのＡＩドリルを使って、宿題であったり自習を行うというよう

なものでございます。

昨年は、導入初年度ということもございまして、広く業者さんのお見積りを頂戴をして、

それを相みつして、最低価格者を採用してということで実施をさせていただきました。本年

度につきましては、昨年のドリルの蓄積、生徒さんの学習した蓄積がこのドリルの中にたま

っているものですから、引き続きそのドリルを採用しまして、令和６年度、子供たちに使っ

てもらおうかなというふうに考えております。
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このために、既にもう値引き後のお見積もりをちょうだいをして、そちらのほうを使って

予算措置をさせていただいた結果、減額となっているものでございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） じゃ、続けて使うがゆえの業者さんの値引きによる安くなったという

ことでしょうか。私としては、子供が減少しているから単純に使う数が減ってということな

のかと思いつつ、にしても半額ってすごいなと、減り過ぎじゃないかなというところでこの

質問をさせていただきました。としますと、子供の減少というのに関しては、さほど大きな

要因ではないでしょうか。分かりました。

では、関連しまして、小学校、中学校の報酬、給料、職員手当というのが大分今年減って

いるんですけれども、こちらというのは、また、本当は子供の減少から絡めてこれを聞きた

かったんですけれども、こちらの減少の理由というのは何なんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 議員ご指摘の部分をもう少し具体的にちょっと教えて

いただいてもよろしいでしょうか。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ページ数でいきますと、141ページの小学費の中の小学校管理費、報

酬、給料、職員手当とありますね。そしてまた、143ページの中学費の中の学校管理費、こ

ちらも報酬、職員手当、報償費というのがあるわけですけれども、去年よりも小学校も中学

校も金額が減っておりまして、やっぱり子供が減ったからゆえに先生も減らしてということ

で減っているんですかという質問をしたかったんですけれども、一応、ドリルのほうは人数

は関係ないよというようなことなもので、別口にはなりますけれども、こちらの小学校、中

学校の報酬が減額になっている理由を教えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） こちらの費用の変動につきましては、小学校のほうが

減っていて、中学校のほうは、前年度と比べると増えているのかなというふうに思います。

この理由につきましては、特別支援学級が小学校１クラス減りました。中学校は逆に増え

ましたということで、支援員さん等の対応、小学校のほうを少し軽めに減らしまして、中学

校のほうを手厚くしたというようなことが数字として反映された結果となっております。

○議長（深澤 守君） 暫時休憩いたします。
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休憩 午後 ２時４０分

再開 午後 ２時５５分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

質疑を続けます。

藤井君。

○１番（藤井昭一君） 153ページ、一番下の施設予約システム、スマートロック導入業務委

託についてですが、これは、スマートフォンとかそういったもので予約をするという感じで

よろしいですか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 予算書153ページの委託料、一番下の施設予約スマー

トロック導入業務委託でございます。

こちらは、スマートフォンにとらわれずオンラインでの予約のシステム、それから、鍵の

解除、スマートロック、それから、オンライン決済までを見越して、お客様が使いたいよと

いう予約から使用する、それから、その決済までという一連の流れを全てオンラインで完結

させるものということで予定をしております。

これを導入することによって、これまでお客様が役場に最大４回足を運ばなければいけな

ったものが、これが簡略化できて、利用者の利便にもつながるというようなことで、今回計

画をさせていただいているものでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） １番。

大変便利になって、皆さん喜ばれると思います。

それで、ぜひ私が一般質問でやりましたＬＩＮＥを使っていただけるとうれしいなと思い

ます。

それから、今回はスポーツの施設だけですが、これを例えばホールですとか、会議室です

とか、そういった文化施設の予約にも拡張してできるような、そんな考えはございませんか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 今回のスマートロックにつきましては、６施設、それ

から11の鍵を管理をするということで予定をしております。
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取りかかりは、私ども教育委員会事務局のグラウンドですとか、テニスコートですとか、

そういった取り組みやすいところから取り組んでいきまして、これがうまく軌道に乗りまし

たら、そのほかの施設等々も、私どもの全て管理でないものですから、私どもで方向づけを

することはできないですけれども、広がっていけばよりいいかなというふうに考えておりま

す。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ５番。

156ページをお願いいたします。

教育費の６項３目海洋センター管理費について質問させていただきたいと思います。

恐らくこの備品購入費、17節に絡んでくるのかなと思うんですが、長らく玄関の雨漏りの

修理というのが課題としてありましたが、そちらの修理の予算というのはこちらの管理用と

いうところに入ってくるというので合っていますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） ご質問は157ページの17節の備品購入費管理用という

ところで頂戴をしておりますが、修繕のほうはその前の156ページ需用費の修繕のほうでの

対応になろうかというふうに思います。

議員ご指摘の屋根の部分の補修につきましては、現在、係のほうとも執行の調整をしてお

りまして、今年度末予算が残っているようであればそちらで、もしそれがかなわければ、来

年度当初予算の中でというようなことで、なるべく早く対応させていただきたいなというよ

うな執行の調整を現在しているところでございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ５番。

スケジュール教えていただき、ありがとうございます。

ちなみに見積りとしてはどのぐらいというのは分かっておりますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） すみません、現在、今ちょっと手元に見積書等の数字

資料がないものですから、正確なところでお答えすることが、申し訳ありません、できませ

ん。

ただそんなにこの予算額と言えるような大きな額でなかったというふうに記憶しておりま

す。
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○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） やはり見積り取ってこその幾らかかるかということだと思いますし、

そんなにかからないんであれば、予算が余ればとかじゃなくて、その程度の話ならすぐやっ

ていただきたいなと思います。ぜひ結構前から言われていることですので、一刻も早い対応

をひとつお願いいたします。

以上です。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 教育の150ページになりますけれども、14節になります。工事請負費

の関係、中川資料館解体工事ということでありますけれども、長年ずっと開かずの扉がかか

っておりまして、私もなかなかもう全然見たことありませんけれども、これ、解体するのに

なりますと、跡地の利用はどんなものになるのか、そして、中身があそこを見ておると雨漏

りないですから、多分昔の農機具とかそんなようなものが入っておると思うんですけれども、

処分するのか、また、例えば岩科の重文岩科のほうに持っていって管理するのとか、そうい

ういろいろな方法があろうかと思いますけれども、その点をお教え願いたいと思いますけれ

ども。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 予算書150ページ、14節の工事請負費中川資料館の解

体工事でございます。

こちらにつきましては、その中川郷土資料館の奥に聖和保育園があります。聖和保育園の

送迎といいますか、お子さんをお連れになる親御さんの通行と車両が増えてくるものですか

ら、こちらの道路を拡幅をするということで、その拡幅に際しまして、支障となるこの資料

館を解体をさせていただくというような予定でおるものでございます。

資料館の中には、既に貴重な道具は、中には議員ご指摘のように古い農機具ですとか、そ

んなものが多く入っているわけなんですけれども、この貴重なものについては既に運び出し

が過去済んでいるようでございます。

今あるものは、既に重文岩科学校ですとか、こういったところで展示をしている、収容し

ているものとほぼ同様のものがありまして、これらについては、あえて保管をするまでもな

いという見方もございますし、場所が、保管するスペースが確保できれば保管をしておいた

ほうがよりいいのかなというような程度のものでございます。なので、そういった片づけを

しまして、こちらの建物を解体全撤去させていただくという予定でおります。
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また、跡地につきましては、先ほど冒頭話しましたように、道路の拡幅用地として使用さ

れると、全ての敷地ではございませんが、そういった跡地利用というようなことで計画をし

ております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 分かりました。

じゃ、あそこら辺で、向きを変えたりとかする、そういう場所になるということで、解釈

してよろしいわけですね。

あと、139ページになりますけれども、小中学校とかの空調設備の関係ありますね、560と

か620ありますけれども、これの関係、これを予算づけしちゃうともう大体小中学校の空調

設備関係はもう終了ということで解釈してよろしいのか、まだまだ続きがあるのかというこ

とをお聞きしたいと思いますけれども。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 139ページ、14節の工事請負費松崎小学校の空調設備

の設置工事、それから中学校の同様の工事でございます。

こちらにつきましては、小学校の空調設備、特別教室が中心となりますが、図工室、理科

室、家庭科室、それから事務室の空調を設置をするものでございます。中学校につきまして

は、現在別棟になっております美術室ですとか技術室、こちらのほうの空調を設置する予定

でおります。

恐らく新規で設置というものこれで現状、今現在の使い方ですと、使っているところはあ

る程度カバーできるのかなというふうに思います。

ただ、今後児童生徒の学び方の環境が変わることによって、新たに必要なところというの

が出てこないとも限らないというところです。ただ、既にもう設置がされていて、古くから

設置がされていて、具合の悪くなっているところもございます。こういったところについて、

空調の修繕をしたりだとか、そういったことがまだ出てくるかなというふうに考えておりま

す。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） いろいろ電気料が高騰しておりまして、今回の予算でも学校関係いろ

いろと上乗せしているところでございますけれども、岩科の小学校のところの時計は電気料

が節約のために、これはわざと止めてあるということでよろしいんですか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。
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○教育委員会事務局長（松本利之君） 旧岩小の校舎の時計、こちらは何度か職員出向いて、

時刻合わせ等を行っているんですけれども、ちょっと設備のほうが古くて、合わせても合わ

せもうまく調整がつかないというような状況でおります。

ただ、ほかの施設と比べての優先頻度からすると、さほど優先度としては上位にないもの

ですから、すみません、ちょっと対応が遅れている状況にございます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） ６番。

126ページ、７款１項１目14節道路維持費になりますけれども、私道路歩いていまして、

通学路、この辺りですけれども、道路の白線であったり、横断歩道であったり、横断歩道の

ひし形のマークであったりゾーンの文字であったり、かなり薄れてきているのではないかと

感じております。

また、新入学生とか学童、生徒の安全の確保のためには、そのような白線をきれいにして

く、維持の計上が必要であると感じております。また、これらの補正なのでよろしいですけ

れども、検討されていってもらえないかということを、教育長、または町長から回答いただ

きたいと思います。

○議長（深澤 守君） すみません、もう一度詳細に質問お願いします。

○６番（小林克己君） 通学路のゾーンのマークであったりとか、横断歩道であったり、通学

路のところの白い線、それが薄れて消えているような、ちょっと見にくくなっている感じが

あるので、学童の通学路の安全とか何かを確保するために、そこの補修、そういうような予

算措置をされて、道路維持という形でされていけないものかという検討はされてもらえない

でしょうかという質問。

すみません、課長のほうでお願いします。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 町道関係の路側線については、産業建設課のほうで管理しま

すので、もしそういうところがありましたら教えていただいて、ただ、距離が短いところが

１か所、２か所だとなかなか発注するのも、業者さんも大変ですので、ある程度長い範囲で

ということを考えますけれども、横断歩道なんかは公安委員会になりますので、交通安全担

当になりますと思いますけれども、そういうところはまた薄いところがあれば要望してまい

ります。

○議長（深澤 守君） 小林君。
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○６番（小林克己君） ６番。

町のところできるところと、公安委員会のところと分かれていることでしょうから、その

辺の、これから新しい新入生とか何か入ってくることもありますので、その辺白線とか何か

をちょっと補修していただきたいなという気持ちがありましたので、この質問をさせていた

だきました。

131ページ、すみませんけれども、次お願いいたします。

18節の負担金補助及び交付金の会議研修会負担金というところで、消防の組織編制とか何

かということが、この先多分問題になるのではないかと自分は感じておりますけれども、そ

の件で予算がついていないのではないかと思われるような金額であります。

組織編制とか何かとか、この辺の消防団に対するこれからの検討というのはされていく予

定はあるのでしょうか、お伺いします。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 消防団の関係につきましては、今年度退職を撤廃させて

いただきまして、それでもやはり人数は事実上としてかなりそれぞれの分団のほうで足りな

いというような状況が入っております。

消防につきましては、定例会ですとか、本部会、分団長会議を行われておりますので、そ

のときにまた改めて組織編制については話が上ってくるというようなことで、今検討してお

りますので、前回、条例改正を行うときにも話をさせていただきましたが、やはりまだかな

り各小隊のほうに消防車ですとか、備品もかなり多く残っておりますので、そのあたりの状

況も考慮しながら、組織編制のほうは対応していかなければならないというふうに考えてお

ります。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） ありがとうございます。

134ページ、すみません、お願いいたします。

12節の委託料、このＪアラートの関係で、保守点検業務43万7,000円あります。このＪア

ラート機能、鳴らないと結構困る問題ではないでしょうかと思います。これ、年に何回、点

検の回数など分かりましたら、教えてください。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） Ｊアラートにつきましては、年に１回保守点検を行って

おります。
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○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） まず、133ページの消防費の関係で、４目の災害対策費、10節の需用

費になります。消耗費、それから備蓄食料費についてなんですが、ここで説明では、簡易ト

イレなどのまだ備蓄を進めるということでしたので、その備えるトイレについて、どんなタ

イプのものかを教えてください。

あと、その保管場所、避難所になることを想定される箇所全てにそういった備蓄をされて

いるのでしょうか、お答えください。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 133ページ、災害対策費の10節消耗品とその中の備蓄食

料費の関係になります。

まず、トイレにつきましては、簡易式の組立て式のトイレになります。場所なんですけれ

ども、今現在は松崎高校ですとか、宮内の山田邸の横に防災倉庫がございまして、そちらの

ほうに保管してあります。状況によりけりで各地区の防災倉庫のほうにもまた移動をさせな

ければならないと思っていますけれども、そこの防災倉庫の空き状況により、ちょっと判断

をさせていただければと思います。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 災害が起きて、避難してきたときに、すぐに備蓄が使えるようにして

いくほうがいいと思います。やはり職員のマンパワーというのも足りないと思いますので、

それをどこかから運ぶという手間をできるだけ省いていただきたいと思います。

あと、もう１点、教育費の関係です。たしか社会教育学習センターの管理費のところの会

計年度任用職員については、これは図書館の職員についての手当ではないかと思いますが、

それはそういう理解で大丈夫ですか。

ごめんなさい、何ページか……。

○議長（深澤 守君） 148ページだそうです。

○２番（菜野良枝君） ごめんなさい、148ページです。

ありがとうございます。

これで、教育委員会で様々な会計年度の募集をＡ４版でされていたと思います。それで、

一番上に書いてあったのが、小学校、中学校の事務です。あと、それに対して教育委員会事

務局の事務、図書館の事務ということで、全部一緒くたにして、１人フルタイムという募集

をされていたんですが、そのような採用で募集をした理由を教えてください。
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○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 148ページの生涯学習センターの会計年度の給与でご

ざいますが、生涯学習センター管理費の給与、それから報酬につきましては、図書館、お見

込みのとおりでございます。

それから、今回募集が出た中で、たしか事務局費のほうで予算措置されているものになろ

うかと思うんですが、こちらにつきましては、私どもの想定している業務が割と多岐にわた

るということ、それから、会計年度さんのマンパワーを有効に使うというような観点から、

今回図書館のサポートの業務プラス学校事務ですとか、教育委員会事務ですとか、こういっ

たものを少し業務を細かく絞らずに、割と大ざっくりにくくって、募集をかけたというよう

なことでございます。

これをやることによって、それぞれの業務をある程度絞り込んでお願いをするよりも、繁

忙期、閑散期がうまく複数の業務でやりくりができて、効率的に対応していただくことが可

能かなというようなもくろみでこのような予算措置をさせていただきました。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 私、前の議会で図書館、土・日、やはり防犯上、防災上も２人体制に

していただきたいといったことを言っておりましたが、この募集でそれが実現できるものな

のか。あと、７日にもう募集締め切っていますので、それに対する、そういった募集をして、

応募があったのか教えてください。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 募集のほうは締め切られまして、そんなに多くはない

ですけれども、選考を必要とするような複数の応募があったというような状況でございます。

それから、回答が前後してしまいましたけれども、図書館２人体制なんですけれども、私

どもとしても、安全の面から、特に土曜日、日曜日、いずれ２人にしていきたいなというふ

うに考えています。

また、できることであれば、お昼休みに関しても、なるべく開けるような形でやりたいな

ということで想定はしておるんですが、なかなかシフトがうまく今の体制だと組めずにおり

ます。今回お願いをする方の人数として、複数名というような体制になりますので、今より

も２名体制という時間を多く取れるのではないかなかというふうに考えております。

また、詳細につきましては、運用の中で詰めたり、また、見直したりだとか、今後してい

きたいなというふうに思っております。
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○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） ３点、私は最後に質問させていただきます。

126ページ、土木費の橋梁維持費、14節で伏倉橋の補修工事１億円というのがありました。

これ、橋梁点検で危ない橋だということで、補修をするということについては、私は理解を

いたしますが、伏倉橋については、今度鮎川が整備されて、非常にアクセスするための重要

な橋になるかと思います。大型車もあそこの鮎川が整備されれば、来る機会があるのかなと。

今まで土を運んだときには、仮設の橋を造ってやっていたわけですけれども、今後大型車が

伏倉橋のところを通っていくというようなことも想定されて、そこが大型車が今の橋の形態

のままでも十分鮎川の通行については支障にならないのかどうか。また、この補修工事に大

きい金額はかかりますけれども、拡幅とかという考えというのは全くなかったのかというこ

とについてお伺いします。

まず、１点。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 伏倉橋の関係ですけれども、大型車の通行、10トン車は一度

入って、伏倉のほうに頭入れて、バックで向きを変えて行っていると。拡幅については、ち

ょっと困難じゃないかなと思います、あれ以上。もし大型車もう少し回りやすくするんでし

たら、渡ってすぐ左前の田んぼのところに一部買収して膨らめるようにするしかないかなと

は考えております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 分かりました。

続いて、128ページ、港湾費の18節のところで、松崎港湾維持修繕事業3,400万円というの

があります。これ、いろいろしゅんせつだとか、フロートの整備だとかということで説明受

けました。

私聞きたいのが、しゅんせつの関係です。松崎旧港については、もうかなりずっとしゅん

せつをしてきてということでありますけれども、恐らく６年度でもこの旧港のしゅんせつと

うのはされるのかなと思いますが、今ままではちょうど松崎の漁協さんよりのところ、コン

プコとかあるあのところの岸をしゅんせつしていたと思いますけれども、一方でＦＲＰクラ

フト、旧高木造船のところの前というのが干潮になると非常に支障を来すというようなこと

でもあると聞いています。

優先順位云々というのはあるかもしれませんが、しゅんせつについて、県のほうにも、こ
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ういったところ支障がありますというようなことでの松崎町から申入れとかそういうのはし

ているのかどうかについてお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 旧港のしゅんせつにつきましては、議員言われるように左岸

側が埋まりやすいというので、毎年話が出ます。一応６年度は6,000万円の事業費で約4,000

立米をしゅんせつしたいと。令和５年度でもあの辺取っているわけですけれども、なかなか

希望どおりに取り切れないというのが現状でございます。

主に、漁協さんと打ち合わせて、どの辺取るかというので、作業をやっているみたいです

けれども、そういう状況でございます。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） じゃ、左岸側もやっているにはやっているということでよろしいでし

ょうか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） やっているところは、私も見たわけですけれども、左岸側べ

ったりではないです。やっぱり船が通るところが優先になりますので、真ん中辺が中心にな

ってくるという状況です。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） じゃ、最後です。

129ページ、住宅費の中の18節のところです。その中に、緊急輸送ルートの耐震補強助成

というのが2,900万円ぐらいあるわけでしたけれども、説明では今回２件ということでの説

明を受けたと思います。

この緊急輸送ルート沿いのまず対象件数、全体でどのぐらいの件数があって、今現在何件

耐震改修が終えているのか、それについてお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 建物の数はちょっと持っておりませんけれども、対象となっ

ているのは８棟でございます。

そのうち今回令和６年度に２棟、１棟は解体、１棟は耐震補強をするということで、予算

計上しております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） ８件というのは、緊急輸送ルートというのは136号線、県道下田松崎
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線ということですよね。それが８件ですか、輸送ルート沿い。そんなものですかねと思った

もので、例えば住宅とかだったら、この住宅のわが家の助成のほうに入れてあるのかどうか

とか、それはちょっと分かりませんが、その８件というところが確かなのか、ちょっとお伺

いします。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） 補強が必要な建物が８件、建物自体はもっと数があるので、

どれだけあるのかちょっと分からないですけれども、対処が必要なのが８件ということでご

ざいます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 154ページ、節でいいますと18節の負担金補助及び交付金の市町対抗

駅伝大会159万円に対してお伺いします。

これはユニフォームを新しくするという話で伺っております。このユニフォームというの

は、大会が終わったら回収されていくものであると、それとも、その選手にそのまま渡して

しまうものなのか、回答をお願いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 予算書154ページ、負担金補助及び交付金の市町村対

抗駅伝大会の159万円でございます。

こちらは通常の市町村対抗駅伝に参加するための事業費プラスユニフォームがもう生産が

終わってしまったものですから、新たなユニフォームを購入するための費用ということで予

定をさせていただいております。

ユニフォームをその後選手にあげてしまうのか、それとも回収するのかということでござ

いますが、ユニフォームにつきましては、一応回収という形で計画をさせていただいており

ます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） またもしくは、個人のよくのぼり旗など、テレビ見ていますと掲げて

あったりする、ほかの自治体もお見受けすることがありますけれども、そのような個人の選

手ののぼり旗みたいなやつを作っていくという考えはあるのでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育長。

○教育長（平馬誠二君） 私も実際現場で応援をしておりますので、そういうのぼり旗は見て

おりますけれども、大概が保護者の方が自分の子供の応援のために作っているというのが実
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情で、それぞれの自治体では、やっぱり「松崎町」とかという町旗であるとか、市旗である

とかというのを大量に掲げて応援というふうにしているのが実情ですので、今後も町として、

個人の選手ののぼり旗というのを作っていく予定はございません。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） ６番。

ありがとうございます。

148ページ、お願いしたいです。

節で、18節の負担金補助及び交付金、それの補助金の中の松崎町子供会のこの10万円なん

ですけれども、今、結構子供会とか何かが解散されて、子供の人数が少なくて解散されてい

るようなところも見受けられているんですけれども、今、この町内に子供会というのは幾つ

存在しているんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 申し訳ありません、実際の末端のそれぞれの地区の子

供会の数というところ、ごめんなさい、ちょっと今資料がなくて、把握し切れていないんで

すが、こちらの予算につきましては、最近はドッジボールに替わってボッチャの大会を開い

たりしていますけれども、こういった球技会への参加ですとか、運営のための補助というこ

とで、子供会の世話人連絡協議会のほうにお支払いをしているというものになります。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 時間もあれですから、あと２つでお願いします。

１つは、156ページ、海洋センターの関係でございます。

これは管理費が2,088万5,000円ということで、前年度よりも244万6,000円増えているわけ

ですけれども、給料も上がった、あるいは光熱水費が上ったということもあると思うんです

が、あるいは修繕費があるということでしたけれども、収益のほうは使用料は120万円でし

た。このままでいくと、1,800万ぐらいの赤がずっと続くような感じなんですけれども、こ

れの季節変動、それから健康で使うというのもあると思いますけれども、プールの夏季と冬

季との違いとか、どれぐらいの人がそういう別々に使われているのか、それが１点と、さら

にこれをどういうふうにして活用していただいたらいいか、その策の考え方、お願いします。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 確かに全体にかかる費用、それを収入のほうで賄って

いこうというふうに考えますと、非常に不足をするところでございます。
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先ほどの使用料に加えまして、水泳教室の使用料ですとか、その他もろもろの使用料、料

金等あるわけですけれども、全てまとめても、こちらの全体費用には到底足りないところな

のかなと。費用が大きくなっている原因は、議員おっしゃいますように、職員の手当ですと

か、給与の部分ですとか、あとは光熱水費の部分等々になってこようかなというふうに思い

ます。

さらなる海洋センターの利活用というところを、私どもも担当の職員呼んでいろいろ課内

で打合せ、ディスカッションいろいろしているわけですけれども、いろいろアイデアとして

は、通年温泉を使って利用ができるプールであるということ、それから、職員が確保できて

いるということで、水泳教室も今やっておりますけれども、これをもう少し対象を広くしな

がら、実施ができないかなとか、いろんなことを今アイデアを出しながら考えています。

まだ、ちょっとどれが一番実現可能で、どれを行動に起こしていこうかというところまで

はまだ詰め切れておりませんが、今後そのあたりを十分に詰めながら、さらなる収益が上が

るような形で頑張っていきたいなというふうに考えております。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 季節変動というか、健康のためなら１年中あるんじゃないかと思うん

ですけれども、ただ水泳を真水でやりたいという話でありますと、そう通年であるようにも

思えないので、そのあたりをしっかり分析して、ここ本当開いてずっとやって、コストかけ

て開く価値があるのかどうかというのを、やはり一度見ていくほうがいいんじゃないかと思

います。

1,800万からマイナスが出るわけですので、公共の福祉というのは、もともと利益という

のは見ていないと思うんですけれども、ただ、そのやり方があくまでもやはり、収益のとき

にも聞きましたけれども、受益者負担というのは何％ぐらいでいいかと、やはり考え方して

いかないと、いずれはこういった施設、本当に要るのかという、町の財政が逼迫してきます

と、そこで検討するときに、受益者負担が何％でやっているのかというの、料金はこれでい

いのかという話がいずれ来ると思いますので、ぜひそういう計算を一度しておいていただい

たらと思います。そこら辺はいかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 町民の健康増進ですとか、そういった意味ではかなり

寄与できている施設なのかなというふうに考えております。

そこら辺が、費用の関係とこのバランスというところは、今後も課題としながら、取り組
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んでいきたいなというふうに考えます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） いずれ松崎はこのままいくと、債務とか何かが増えていったりしてい

くと、どうしようかという話が出てくると思います。直営の施設がほとんど赤字で、黒字に

なりそうなのはまつざき荘だけという話もありますので、そのあたりも勘案しながら、ずっ

と続いていくのは望ましいわけですけれども、どうしてこの町を継続させるかというときに

は、厳しくなってくると、そういう検討も出てくると思いますので、ぜひ一度検討していた

だきたいと、計算をしておいていただきたいと思います。

市町によって、この施設は受益者負担率何％で考えてみたら、ここは負担率以下だね、こ

こは負担率以上だから継続だと、そういうようなことで話し合っているところありますので、

一度見てみたらどうかと思います。

２つ目ですけれども、２つ目は138ページ、11節の役務費のところですけれども、一番下

にソフト更新手数料というのがあります。これ、何か320台をやるということで出ています

けれども、これは何か新しい方針が変わって、ソフトを更新しようとしているんでしょうか、

そこら辺はいかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） こちらの138ページの役務費のソフト更新手数料です

が、これは、児童生徒の使用している端末にセットされておりますウェブフィルタリングの

ソフトになります。アイフィルターという製品を使っておりますが、これで生徒が安全に安

心して、端末が使用できるというような環境を構築をしておるものでございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 実は、小学生でももう既にＡＩを使った、チャットを使って勉強をし

ているというところがあります。小学生が物すごい文を書くものですから、どうしたのかな

というと、出ているんですけれども、フィルターかかって、チャットは使わないということ

だと別なんですけれども、もし使えるのであれば、そういったものを使って、チャットの中

で学べるということになりますと、非常に一律に学ぶんではなくて、ある人は、極端に世界

のことまで分かるというようなことも出るわけですので、そのあたりの考えは、実際にやっ

ているところはあるというんだから、できないわけないと思うんだけれども、そのあたりい

かがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。
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○教育委員会事務局長（松本利之君） ご指摘のような可能性というのもあるのかなと。うま

く使えるとすると有効なのかなというところもありますが、学校で先生方が子供たちのスキ

ルを伸ばすですとか、可能性として伸ばしていくためのツールとして、どういうふうに使っ

たら有効か、このあたりの、どういったところを気をつけていったらいいのか、このあたり

の議論もまだ学校と十分に詰め切れていないところもございますので、その事項については、

また、今後の検討課題ということで、先生方ともちょっと問題意識を持ちながら、会話をし

ていきたいなというふうに考えています。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） １番。

139ページ、委託料、義務教育費の委託料ですが、昨年ＧＩＧＡスクール運営支援センタ

ー業務委託の予算が入っておりました。これがなくなっておりますが、この支援センターの

支援は、もう要らないという感じですか。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 138ページ、139ページの委託料でございます。

確かにご指摘のとおり、昨年までコールセンターの費用がこちらに積まれていたんですけ

れども、実態として、１年見ていると、先生方がコールセンターにどういうふうに聞いたら

分からないとか、そういったようなちょっと戸惑いが多かったように感じます。

ということで、今回コールセンターは一旦見送るといいますか、取りやめさせていただき

まして、またちょっとここの予算書の中には反映されてきておりませんけれども、別の仕組

みを使って、先生たちがもっと分からないところが聞きやすいですとか、ツールとしてのＩ

ＣＴの使い方というよりも、仕組みとしてどういうふうにやっていったら、自分たちが効率

よく仕事ができるのか、あるいは、子供たちに効果的な学習がさせられるのかというような

ところを、ツールというよりも学習の仕組み全体として相談ができるような、ちょっとそん

な体制を今構築中なものですから、そちらのほうで今年は様子を見ながらやっていきたいな

と。そこで先生方のスキルが上ってくれば、今度はコールセンターを設置したときに、コー

ルセンターを有効に使っていただけるというふうに考えるものですから、そんな形で、去年

の反省を踏まえまして、今年度は取組方針を変えたと、それがこの予算の中から消えている

よということでございますので、ご理解いただきたいと思います。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（発言する人なし）
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○議長（深澤 守君） 質疑がないようですので、土木費から最後までの質疑はこの辺にとど

めます。

総括質疑については、明日行いたいと思います。

お諮りします。本日の会議はこれにて延会したいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、本日はこれで延会することに決しまし

た。

─────────────────────────────────────────────────

◎延会の宣告

○議長（深澤 守君） 本日はこれにて延会します。ご苦労さまでした。

閉会 午後 ３時４３分
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開議 午前 ９時００分

◎開議の宣告

○議長（深澤 守君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員は８名であります。定足数に達しておりますので、これより本日の会

議を開きます。

申し上げます。

議場内で上着を取ることを許します。

撮影について申出がありましたので、許可いたします。

─────────────────────────────────────────────────

◎議事日程の報告

○議長（深澤 守君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

日程に入ります前に、傍聴人の皆様にお願いいたします。会議中は静粛にお願いします。

また、議場における言動に対し、拍手などにより可否を表明することはできません。その他、

議事進行に支障となる行為があった場合は、退席をお願いする場合がありますので、ご承知

ください。

以上、傍聴人の皆様のご協力をお願い申し上げます。

─────────────────────────────────────────────────

◎発言の訂正について

○議長（深澤 守君） 先ほど、健康福祉課長から、昨日の令和６年度一般会計予算の質疑に

おける発言について、発言を訂正したいとの申出がありましたので、発言を許します。

健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 昨日、菜野議員から、地域包括支援センターの人件費に関す

る質問につきまして、83ページの８目介護保険費の２節給料という趣旨の回答をさせていた

だきましたが、地域包括支援センターの人件費につきましては、介護保険特別会計からの支



－331－

出となりますので、訂正させていただきます。申し訳ございませんでした。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１ 議案第２８号 令和６年度松崎町一般会計予算について

○議長（深澤 守君） 日程第１ 議案第28号 令和６年度松崎町一般会計予算についての件

を議題といたします。

昨日に引き続き、質疑を行います。

これより総括質疑に入りますが、予算書に添付されている参考資料を含めて質疑を許しま

す。

田中君。

○５番（田中道源君） ５番、田中です。

55ページをお願いいたします。

項目でいきますと、３目18節負担金補助及び交付金の部分ですが、その中の下から３つ目、

若者のまちづくり支援事業というのについて質問したいと思います。

去年も同じ金額でついているんですけれども、具体的にどんなことをやっているのかとい

うことと、去年というか、今年ですか、実績を教えていただけたらと思います。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 美しい村推進事業費の18節若者のまちづくり支援事業でござ

います。45万円でございますが、こちらにつきましては、商工会青年部のほうでやっており

ます「海のピカ市」と「光のピカイチ」の関係でございまして、配分につきましては、海の

ピカ市が30万円、光のピカイチ15万円ということで、内容につきましては、海のピカ市は９

月の松崎港でのフリーマーケット、光のピカイチほうは、年末年始の牛原山とか、ときわ大

橋でのライトアップの関係でございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 117ページの上から３番目の町有施設民間活力導入調査業務委託、昨

日もこれ質問させていただいたんですが、すみません、もう一度質問させていただきたいと

思います。

昨年と今年と、約1,000万円ぐらいのお金が、県か何かからの補助金でしょうが、これで

この調査が行われておりますが、昨日のお話を聞いていると、民間の活力のことはあまり考
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えられていないのかなというような気がしました。それで、ちょっと私が大変心配している

といいますか、今後を見据えまして、10年、15年とかたったときに、人口が4,000人を割っ

たりとか、そういったときに、果たして、今の松崎にある施設が、いつまで今の形で持てる

のかなということをちょっと私、心配しています。

この間、町の福祉の会合で、令和22年には約3,500人という人口が出ておりまして、今赤

字のこれらの町の施設をこれから活用していくには、やはり民間の活力、これを真剣に検討

すべきではないかと思いましたけれども、その辺についてどう思われますか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 民間活力の関係でのご質問ということですけれども、民間活

力が考えられていないんではないかなというご指摘だと思いますけれども、町のほうといた

しましては、令和９年度のまつざき荘の指定管理の更新に合わせて、その他の公社が運営し

ている施設も全般的に方向性をどうしていこうかということで、現在調査をずっとしている

ところとなっております。現在、まつざき荘も含めて入館者数が少なくて、収益的には赤字

ということで続いておりますので、これを改善していく必要があるということで考えている

ところでございます。

民間活力のほうは、あまり考えてないということではないんですけれども、もともとが振

興公社自体の設立の意義で、地域の経済の活性化とか、地域雇用の確保というところもあり

ながら、民間の活力も入れなければならないという中で、なかなかちょっと難しいところで

はございますけれども、そちらは町として、財源とか人的な部分もちょっと足りない状況で

すので、どのような形で経営、運営のほうに民間の方が関われるかというのを調査していき

たいということで考えているところでございます。

施設の方向性につきましては、なかなか人口減少の中で厳しい状況ではありますけれども、

まつざき荘につきましては、大きな宿泊施設がない中で、松崎町の観光を引っ張っていかな

きゃならない施設でありますし、美術館、重文岩科学校につきましては、町の文化財として

も、経営だけでなく、残していかなければいけない施設というところもありますので、全般

的に含めまして、今後の方向性については、今回の調査も含めて考えていきたいということ

で検討しているところでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 資料でいくと４ページ、重点施策の比較表というところで、実際、予

算書で言うと130ページ以降になります。
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総括ということですので、１つの項目ということではなく、危機管理体制の強化というこ

とでお伺いしたいんですが、２月に八木山地区で火事がございました。このときに消防の初

動体制、あと放送がとても遅かったということで町民の方からご指摘を受けています。こち

らについてご説明できましたらお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） ２月の火事につきましては、実際に消防署から役場のほ

うに通報があったのが、ほぼ13時でした。消防署との取決めで、今現在、放送機器が新しく

なってからは、各消防団にはメールで火事の発生を周知するというようなことになっており

ました。そのために、なかなか担当者のほうでも確認が取れませんでして、そのために、火

災が発生してから約20分後に役場の当直室のほうから放送を行ったというような状況になっ

ております。

これにつきましても、やはり皆様からご指摘がございまして、今後ちょっと、メールでの

周知に加えまして、やはり役場のほうには電話をちょっと入れていただいて、火事が発生し

ましたというようなことを口頭で消防署のほうには伝えていただきたいというようなことで、

内部で今検討しております。やはりちょっと、なかなか初動体制も、放送があった頃には町

の136号を広域の消防車が走っていたというような状況になりまして、こちらの初動体制が

ちょっと後手後手に回ってしまったというのは、やっぱり今回ちょっと反省事項として挙げ

られておりますので、その点につきましては、これから消防署、町と協議をして、よりよい

方向に改善ができればというふうに考えております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） それで、放送についてなんですが、ご指摘では、ちょっと危機感が足

りなかったということでご指摘受けています。今、職員の方が緊急に放送するような機会が

減っていると思いますが、これに対して練習をするような機会を設ける考えはあるでしょう

か。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 議員おっしゃるとおりです。

これからはやはり、例えば11月に消防の訓練なんかも行われます。そのときには、今まで

はタイマーでセットしておりまして、それで放送をかけておりましたけれども、できるだけ

職員には、多くの方は特に、我々はかなり昔から放送をやっておりましたので、そんなに支

障といいますか、抵抗はないんですけれども、やはり若い方々は機械もまだ触ったことがな
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いものですから、今後はそのような機会をできるだけ多く取り入れまして、定時以外のもの

につきましては、職員には直接機械を触っていただく機会をちょっと多くしてもらおうかな

というふうには考えております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 放送という意味では、今、夜間には職員が常駐しておりません。そう

いったときに夜間の火事に対しては、どういった対応を考えておられるでしょうか。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 夜間につきましては、消防署から担当者のほうにもメー

ルで連絡は入りますが、なかなかちょっと、今の現状ですと、担当者が役場に来て放送する

というような状況になっております。この点につきましても、ちょっと考えなければならな

いなというようなことで、内部では検討しております。

ただ、今のシステムですと、電話で放送ができるようなシステムにはなっているんですけ

れども、サイレンが鳴るようなシステムを導入しますとなると、千万単位で費用が発生する

ものですから、ちょっとそれについてはどうかなというようなことで、内部でもこの関係を

今検討しておりますので、もうしばらくちょっとお待ちいただきたいと思います。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 昨日、髙栁議員のほうからも、町債が増えるということの心配をされ

ておりました。159ページ、公債費についてちょっとお伺いしたいと思います。

公債費の負担比率、これに対しては、今回の町債を行うことによって、来年度とか何か、

また増えていくことも少し心配されております。そこで、地域に根づいた産業を基にして、

地域の経済の活性化をしていくことによって、税収の減少を止めていかなきゃならないと強

く感じております。そこで、地域に根づいた産業の地域経済の活性化について、当局のほう

はどのようにお考えでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 公債に絡めての地域経済活性化ということでございますけれ

ども、担い手が減少している中で、なかなか町内経済は厳しい状況ではございますけれども、

商工会、金融機関と連携して、農業関係もございますけれども、担い手不足の確保に努めて

いきたいというものもございますし、松崎町は観光業が主要産業でございます。現在、コロ

ナ後の関係で、なかなか回復が戻っていないというところがありますので、主要な観光業を

通じまして、それぞれの波及効果で経済活性化のほうは戻るような形にしていきたいという
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ことで考えております。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） ありがとうございます。

公債費が多くなってくるような理由としても、高齢化の進行や、そのことなどに伴って、

社会保障関係が増えることによっても公債費が増えていくのではないかと自分も思っており

ますので、次、78ページでお願いします。

社会福祉、今、健康の関係の問題も社会福祉の関係でも、松崎町は目をそらすことができ

ないような状況になっていると思います。社会福祉のどのような人が制度が必要なのかとい

うことも把握するために、アウトリーチや居場所等の連携などによって状況を把握されてい

くという考え方はありますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 人口減少が加速する中で、やはり通いの場であったりとか、

そういったコミュニティーを大切にしていかなければ、小さな町として生き残っていくのは

非常に厳しいのかと思います。やはり声を掛け合い、そしてお互いが助け合い、そしていろ

いろなものに取り組んでいくということが大切だと思いますので、これからも引き続き、そ

のようなことを実践していくように心がけていきたいというふうに考えております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 今朝、町の中をちょっと見てきたんです。それは、昨日電話がありま

して、町長が言っている町道寺の前線、あれは、なまこ壁のところの石畳、そこはこの前の

６月の一般質問でやったときには、やりますよということで町長は答弁しているんです。い

つやるかということは答弁していませんでしたけれども。今年３月ということで、そしてこ

の予算の中にはどうかなということで、ちょっと疑問もあるわけですけれども。

言われたのが、あそこの砂利があって、砂利で観光客の方がころげたと、けがはないわけ

ですけれども。今日車で行って見て来たら、クラッチングのところはそんなじゃないですけ

れども、バイパスのところから下ると、結構、坂になって、駐車場があるところにやっぱり

車の出入りがあるもんで、砂利がやっぱりたまってくるわけです。そこに多分乗ったのかな

と私は推測したわけですけれども。６月の一般質問のときにはやると言ったので、いつ頃こ

れをやるのかと。

それから、もう一つ、ちょうどそこは道部のところですので、そこを一緒に回ってきたん

ですけれども、そうしたら、前にも課長に頼んで、言われたことがあったんですけれども、
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水路が家の前までのところで途切れているよと。それいつ藤井議員、もう１年たつけれども

ということで、ちょっと併せて言われたので、その辺は何かあれですかね、進捗状況はどう

なっているのかお願いしたいと思いますけれども。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） なまこ壁通りにつきましては、一般質問でご指摘されまして、

砂利が飛んでいくところについては、そこを埋めて平らにしてあります。あそこ全体をやり

直すということになりますと、ちょっと多額の金額がかかります。現状特に、今の状態がな

まこ壁とマッチしていないということでもないもんですから、補修しながら対応していると

ころです。

それから、道部の関係につきましては、前にも議員から直接言われましてお答えしました

けれども、やらないということじゃなくて、順序をつけてやっていくということで計画して

はおります。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） じゃ、今言った道部のところ、やっぱり早い遅いというか、あると思

いますけれども、もう10年だか何だか知らないですけれども、長い間また棚上げになってい

るというようなことを行き合って言われましたので、もう一度そこをお願いしたいと思いま

す。

そして、寺の前線、なまこ壁のところ、お金で砂利を入れたりとか、いろいろやってくれ

て、それなりに整備していますよということですけれども、この前の一般質問のときには、

根本的に掘って圧をかけてというようなことを言いましたけれども、予算の関係もあるでし

ょうけれども、もしあれだったら、石のコケを高圧洗浄機なんかで試験的にやったらどうか

と。真っ白になって、景観のバランスが余計に崩れたということになるかもしれませんけれ

ども、そこら辺もやってもらえればありがたいと思いますけれども。洗浄機をかけて、そし

てちょっとバランスを見てみると、そういうことも手じゃないかと思いますけれども。

もしやらないんでしたら、私は友だちと一緒に、水道料もそこでやってもいいよというこ

とになれば、高圧洗浄機もありますのでやりますけれども、その点どうですか。課長、町長

のほうがいいか、どちらでもあれですけれども。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 近隣の住民の方々、そして景観の関係は関わりもあるもんですから、

できるだけ道路の管理という中で石畳を残している状況もございますので、その辺はリスク
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マネジメントしっかり必要ではありますが、もともと昔ながらの道路ということで、昔はコ

ンクリで舗装しちゃっていたときもあったそうです。それを修理のときに剥がしたら、石畳

が出てきて、それをあえて残そうという話になったというふうに伺っていますので、そうい

ったものを生かしながら補修、さっきご指摘の砂利の部分は、本当にえぐられたりして、高

低差とか、足が引っかかるようなことが見受けられるところもありますし、グレーチングの

中の砂利なんかも、大分たまっていたりしているようですので、その辺はまたちょっと対応

しなければいけないかなと思っておりますけれども。

コケはですね、ちょっとあそこは日当たりがいいので、そんなにあれじゃないんですけれ

ども、コケによって滑る可能性というのがあるので、その辺はちょっといろいろ議論をさせ

ていただきながら、景観と併せて、近隣の方のご検討も伺いながら、ちょっと進めていくこ

とが必要かなと思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） すみません。コケというよりは、あれは黒い石の上にあるカビですか

ね。ですから、高圧洗浄機で取ったらどうかということを近隣の人たちも意見があるわけで

す。ですから、先ほどバランス、真っ白になっちゃって、周りが黒いのに、あそこだけピカ

ピカになってもおかしいということで、ちょっと試験的に黒いカビ、石のカビを取ったらど

うかということで提案しましたので、また課長、見て、もしあれだったら、私にやってこい

ということになればやってきますので、それをお願いしたいと思いますけれども、また早い

うちによろしくお願いします。

すみません、もう１点。

124ページで、前に言っているのを聞いたのか知りませんけれども、16節の公用地の購入

458万、これはどこを買ったということでしたっけか。

○議長（深澤 守君） 産業建設課長。

○産業建設課長（鈴木清文君） ここですが、今、産業建設課で、伏倉の元の町営住宅の跡地

に、工事なんかで出た残土を仮置きしたりとか、撤去した木なんかを置いているんですけれ

ども、それと、給食センター、共同調理場を造るもんですから、そのとなりを産業建設課で

使う作業的な仮置きを求めようかというので、購入費用を予算計上させてもらったものでご

ざいます。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 23ページ、お願いいたします。
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地方交付税の関係です。歳入の38.7％を占める地方交付税は、町の一番主要な財源の一つ

ということで、今回1,500万円増、特別交付税を増やしたということで、普通交付税につい

ては前年と同額ということでありました。５年度、今年度補正で普通交付税を１億8,800万

円補正をしています、約２億近く。これだけ本年度補正されているという中で、何で６年度

の普通交付税が前年同額ということなんでしょうかということをまず１点ということで、本

来なら、当初でもっと予算計上して、防災とか子育て支援に充てることは考えなかったのか

というようなことも一方であります。そして昨日、グリーンツーリズム、花いっぱい等々、

実績を見て減らしていました。実績を見て減らすということは、私昨日言いましたけれども、

当初で考えていた事業ができなかった、本来やるべきことがやれなかったという見方もある

ということを申し上げました。

ですから、ここのところの普通交付税の計上の考え方、やり方が本当にこれでいいのかな

ということで私は思いましたので、質問をさせていただきました。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 23ページ、普通交付税の関係になります。

普通交付税につきましては、県のほうで説明を受けるわけですが、県のほうからは、特に

特別交付税なんかですと、今後減額されていきますというようなことで毎回説明がございま

す。特に、特別交付税ですと、災害が発生しますと、そちらのほうに重点的に配分されます

ので、災害がなければ減らされるというようなことで、私どもは判断をさせていただいてお

ります。

令和６年度のものにつきましては、子ども・子育て費ですとか、地方公共団体の施設の光

熱水費、施設の委託料の増加、それと会計年度任用職員の給与ですとか、勤勉手当に対応し

た算定が行われるというようなことだったものですから、今年度は15億8,000万円というよ

うなことで予算措置をさせていただいております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 今の説明ですと、増えなければならないじゃないですか、要因が。今

の会計年度の勤勉手当ですとか、そういったもの。これは今年度からでしたね。６年度から

そういった要因が新たに加わるということは、交付税に加算されてくるというような意味で

私は取りましたけれども、そういうことであれば、よりここのところで財源を措置して、事

業に充てるべきところを充てるという考えになると思いますが、もう一度お願いします。

○議長（深澤 守君） 総務課長。
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○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 令和４年度と令和５年度につきましては、デジタル関係

の費用なんかも交付税のほうに含まれて入っておりましたけれども、こちらのほうなんかが

６年度からなくなるというようなことで、多少の出入りがあるというようなことで説明があ

りましたので、そのあたりの分を差し引いて算定させていただいておりますし、これにつき

ましては、実際にやってみないと何とも数字が分からないものですから、改めてまた計算を

させていただいて、追加交付がある場合には、当然補正でそのあたりは対応していかなけれ

ばならないのかなというふうには考えております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） ３回目で最後ですね。

当然、補正でという対応はあるわけですけれども、９月とか12月、今回は３月もやりまし

たけれども、ここでやっても、そこで事業に何をやりますかということのあれがあるわけで

すね。当初でやっぱりちゃんと、今年度はこうやりますというところに財源をつけるという

ようなことであると思いますけれども、よもや６年度の交付税の補正が、また２億近くの補

正にならないことを願います。

以上です。

○議長（深澤 守君） 副町長。

○副町長（木村 仁君） 髙橋議員おっしゃるとおり、財政の見込みがあるのであれば、それ

は当初予算で計上しておくべきだと思いますけれども、議員もご存じのとおり、財政担当と

しては、やはりそこは慎重にというか、あまり過大にならないように歳入はやっぱり見てお

きたいと。それは税収のほうもそうだと思うんですけれども。そういう観点から、昨年度の

当初並みということになっているかと思います。

また、ここで仮に普通交付税のほうを１億、２億、歳入として多く積んでいたとしても、

実際は財政調整基金の繰入れが減るということになるというだけでありまして、必ずしも自

由になるお金が増えるというわけでもありませんので、そういう観点からも、財政担当とし

ては慎重な予算編成になっているということでご理解いただければと思います。

また、おっしゃるとおり、９月や12月の補正で新規で何か追加するというのは、私の考え

としてもあまり望ましいことではない。なるべく当初から、１年間のスケジュールの中でき

ちんと事業が執行できるようにいくということが正しいやり方かなと思います。そこはおっ

しゃるとおりかと思います。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。
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○７番（髙栁孝博君） 大きくは、３点ほどあるんですけれども、先ほど藤井議員のほうも、

現場のほうを見たということで、私も今日、東海バスのバス停ですけれども、デイケアのと

ころの前のバス停がかなり傷んでいるところがありまして、そこはどうにかならないかとい

う話がありましたので、その関係で見ますと、参考資料のほう方の19ページ、字が小さくて

うれしくなっちゃうんですけれども、上の段の４つに分けたところの左上の真ん中頃ですけ

れども、石部バス停改築事業というので80万円ほど使っていまして、５年度単期工事でなっ

ていますけれども、これはあれですか、東海バスのほうから要請があって、補助金を出した

ということなんでしょうか。あるいは、今の中学校の近くのバス停なんですけれども、そう

いったものは東海バスから手が出てこなければ特に補助金がないけれども、要請があれば可

能性があるということでしょうか。それが１点です。

それから……

○議長（深澤 守君） すみません。１点ずつ言っていただけますか。

○７番（髙栁孝博君） じゃ、まずそこのところで。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 参考資料の19ページの石部バス停改築補助金の80万でござい

ますけれども、こちらにつきましては、石部の国道沿いのバス停の改築でございます。こち

らは５年度で予算計上していますけれども、実施ができておりませんので、繰越しとなりま

して、６年度に実施の予定となっております。

実施主体のほうは東海バスになりまして、東海バス、地元の石部区、それから町のそれぞ

れで３分の１負担という形で予算を取っておりまして、そういった形でバス停のほうを改

築・新築やっておりますので、中学のところも、必要があれば、東海バスとか、地元区のほ

うが、話があれば町としても東海バスと話をして、改築をどうするかということで協議して

いきたいということで考えております。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） バスに関しましては、観光地でもありますし、補助金を出して運行し

ているところもありますので、せっかくやったところで、これから継続させるためにも、バ

ス停というのもやはり整備していく必要があると思いますので、そのあたり、またよく見て

いただいて、必要があれば進めていただきたいと思います。

それで、次にいきたいと思うんですが、次は参考資料のほうの３ページです。

３ページのほうで、左側の上の升の中の消防緊急体制の強化というところでございます。
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今回の能登半島の地震を受けまして、一般質問でも質問させていただきましたけれど、今回

はもう予算の中には多分間に合わなかった部分があるのではないかと思います。今後予算に

載せて強化するということが、どのようなことがあるか。

一般質問の中では、防災計画の見直しが必要じゃないかと。いわゆるもう今まで、起きた

らこんな、ものがあってやられるんじゃなくて、本当に動けない、道路が動けなくなったと

きのゼロから始めて、これができるようになって、これができるようになったっていうスケ

ジュールをつくっていただいたほうが、現実に即するんじゃないかと思います。今までは事

前に考えているから、この予備がこんだけあるからやれるよということやっていたんですけ

れども、実際にやるときになったら、ゼロのところから、避難所そのものが１か所のところ

では足りなくて、いろんなところで分散してしまう、そういうことも起きていますので、何

もなかったら、何が起きるかっていうところから、一度計画を見直してみていただきたいと

思います。

その中で、一つ、デジタルのことでお話ししたいと思いますけれども、私が一般質問の中

で言ったのは、ＭＫＢのその後がＤＪだって言ったんですけれども、いわゆる情報のほうも、

最近は現場の様子がリアルタイムで見える。通信ができていなければもちろん駄目ですけれ

ども、情報という意味では、いまだにまだ電気が来ていないところがあるわけですよね。水

道が来ていない。そういったところの情報は常に把握されていて、どこまで回復したかとい

うのを長い間、もう２か月たってもまだ管理しなきゃならないという状態になっていると思

います。

そういう意味では、リアルタイムで被災状況が分かる、そういったシステムがありますの

で、それらの導入というのをやはり考えていくのも一計かなと思います。復旧におきまして

も、リアルタイムでここが復旧した、ここが復旧していないというのが分かると思いますの

で、２つ目は防災に関する考え方です。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） 防災の関係につきましては、髙橋議員の一般質問でも回

答させていただきました。県が今年度、アクションプランを改めてまた策定させていただき

ましたので、町のほうもそのプランに基づきまして、改めて町のアクションプランを策定さ

せていただきたいと思っております。

それから、賀茂地域局、県のほうとも共同で、来年度から担当者の中で研修会を月１回程

度開きたいというようなことで現在話をしてあります。県のほうなんかでも、今回の能登半
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島の地震に職員も派遣して、いろいろな情報を仕入れておりますので、いろんな発見がそこ

であったのではないかというふうに思いますので、そのあたりの研修を有意義に使っていけ

ればなというふうには思っております。

それと、あとシステムの関係ですが、議員おっしゃるとおり、やはり情報というのはかな

り重要になってくると思います。今現状で当然不足しているものもあると思いますので、ま

たそのあたりの状況確認をしながら、どのようなものを導入すべきかというようなことも内

部でまた検討していければなというふうには思っております。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 衛星通信も一つの通信手段として考えられているようでございますけ

れど、ただ、それを使う人が、区長さんなら区長さん、会長さんなら会長さんが、その場に

居合わせるというふうには、ないかもしれないんですよね。そういったときにも、やはりこ

の人がのぐうなら次の方、この人がのぐうなら次の方と、コミュニティーの中でなかなか難

しいんですけれども、やはりそういった、ふだんから研修というか、訓練とか、そういった

のも必要ではないかと思います。もし計画されるようでしたら、一度やってみていただけた

らと思っています。

それから、３つ目ですけれども、ＤＸの関係ですけれども、町のＤＸの関係が10年間で入

れるという計画が出ていましたけれども、ちょっとこれびっくりしたんですけれども、今の

時代で10年間というのは、10年先がどうなるか、デジタル世界というのは、ほとんど予測が

つかないぐらいのスピードで動いています。そういった意味で、早くやらなきゃいけないと

思います。ＤＸのほうの言葉の中に、アジャイルというのが出ていますけれども、日々動い

ていくんだと。日々動いていく中でやっていく。いわゆる試行錯誤的にやっていくんだとい

うようなやり方もあります。

今までは、開発するときもウォーターフォールで順番にやっていく、それは確かに順番に

やっていて、松崎町の順番が来るのは10年先かもしれません。しかし、そのとき世の中はも

うどんどん先に動いちゃっているわけですよ。それでは追っつかないわけです。遅れがちな

ところを追いつくためには、最先端のことをやってようやく追いついていくんです。最先端

のことをやって学んだ頃、また最先端のものが出ますので、そこのところをやっていかなき

ゃいけないと思うんですが。

１つは、３ページのところの左のほうの下の升の下から２番目、生涯学習とリカレント教

育の充実。これもまさに、今までみたいに机を並べて学ぶのではなくて、本当にデジタルの
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ツールを使って、あるいはＡＩの力を借りて学ぶということにすれば、いちいち集まってや

らなくても学ぶことができるわけです。しかも、多分システムができる、逆にそっちのほう

がコストが安いんじゃないかと思います。だから、そこのところやはり、今盛んにそういう

ＡＩを使った勉強というのができます。単純に今のパソコン、この前パソコンを入れられて、

オフィスも入れられるということでしたので、今ウインドウズを使われているのであれば、

コパイロットというような、チャットで質問すれば答えてくれるというのがありますので、

それらをぜひたくさん使って、そうすれば、誰が教える、いつ教えるんじゃなくて、常に覚

えることができるというふうに思います。

特に、ＯＪＴの場なんかで、誰かがついていかなくても、本人が問合せをかけると答えて

くれるところがかなりありますので、そのあたりを使っていただければ、コストも安くなる

し、職員の時間も減るんではないかと思います。

そして、右側の真ん中の升の中の２番目、文化財の保護と活用、ここのところもデジタル

アーカイブというお話が出ていました。これは……

○議長（深澤 守君） すみません。簡潔にお願いできますか。

○７番（髙栁孝博君） デジタルアーカイブについて聞きます。これをやるという考えはある

でしょうか。

では、次の３つ目。

簡単にということですが、スマート自治体とデジタル化の推進というのが、右の一番下の

真ん中ほどの上から３番目、真ん中ほどにあるんですが、これについての考え方、まさに入

札の電子化、いわゆるペーパーレス化と、そういったことについては、県のほうの指導を仰

いで進めていく中でやっていけると思うんですが、実際の改善というところをやっていくと

いうことになりますと、本当にＩＴの技術が必要になるんじゃないかと思います。

そのあたりのところで、ＩＴの技術を探していただけるということですけれども、単に今

まで進めてきたデジタル化のやり方ではなくて、それをやることによって業務がこういうふ

うに変わるんだということをしっかり目標として定めて、改善できるやり方、私はそれが一

つのチャットボットであり、オフィスボットだと思っているわけです。これをもう入れてい

るところがありますので、もし必要があれば見に行って情報を入れてくるとか、そういった

ことをしていただくと、今後、ＩＴの技術が入ったときに、何をやりたいんだというところ

でお話ができるようになると思います。そのあたりのお考えはいかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。
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○町長（深澤準弥君） 人材がなかなか少ない中でデジタル化というのは、非常に光を見出し

てくれると思っております。

前から、髙栁議員からも、やはり効率性をデジタルの力を使ってやることによって、やっ

ぱり職員の業務効率の改善ということをおっしゃっていただいていますので、できる限りそ

の部分については、やはり新しい技術を導入しながらやるというのは、非常に大切だと思っ

ております。

実際に入れているところの情報も仕入れながら、聞いている中で、一つどうしてもそこの

課題になってくるのが経費の問題がございますので、その辺をやはり国・県の助成金もそう

ですけれども、それを受ける体制づくりも含めて、やはり効率よく、それこそ効率よく受け

ていく必要があると思っております。

そういう意味では、デジタル人材を今回導入できるということで、一応もくろみをしてい

るものですから、どういう形で受け入れる体制も含め、効率よく補助金も使いながら、しか

も民間から来ていただけるので、先ほど来話があるとおり、民間の活力を活用しながら進め

ていければと考えております。

リカレント教育や生涯学習についても、せっかく大学との連携等がありますので、そうい

ったものを地域の方、例えば個人的にやりたいという方がいた場合に、そういうものも発信

できるような形にして、防災の関係はよくオンラインで今研修等を広げておりますので、そ

ういったものに準じて、いろんな分野に広げながら、この地域の人たちがやはり学ぶ機会の

提供というのは、自分も非常に重要視しておりますので、何とかそういったものをデジタル

の力も使いながら活用して、この地域をやっぱり活性化していきたいと思っております。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 資料のほうの17ページ、基金の状況でお伺いします。

下から４つ目、緊急地震津波対策基金というのが、基金はありますが、４年度末ゼロで、

６年度も積み立てる予定がないということなんですが、町長にお伺いしたいと思います。こ

ちら、やはり積立てが必要ではないかと思いますが、どう思われますか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 基金があれば、あるにこしたことはないと思っております。

今、緊急地震津波対策のほうについては、いろんな方向から、いざというときは財政調整

基金を活用したり、あとはその災害の大きさによっては、当然国のほうへ要望を出しまして、

激甚災害の指定を受けて、その予算を活用させていただくような形でも考えております。
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本当に、基金として持っているものの、これでしか使えないものというようなものがある

場合には、やっぱり基金があったほうが便利かとは思いますけれども、その辺はまた内部で

調整しながら考えてまいりたいと思います。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ぜひ、検討していただきたいと思います。

もう１点だけお伺いします。

19ページになります。

教育費の中で、上から２番目、依田佐二平の文化賞の予算が計上されていますが、今、三

聖まつりがなくなってしまって、表彰の場がどうなっているのか。また、今年度というか、

多分いつもは３月末か４月に三聖まつりで表彰されていたと思うんですけれども、その対象

があるのかをお伺いします。

○議長（深澤 守君） 教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（松本利之君） 議員ご質問の資料のほうの19ページ、教育費の依田佐

二平文化賞でございますが、こちら表彰の場につきましては、ご指摘のように、これまで４

月の１週の三聖まつりのときに、会場で表彰をさせていただいたところでございますが、残

念ながら三聖まつりが実施されないということで、それぞれ、該当となった学校で表彰をし

ていただくというような形に運用のほうを今改めるといいますか、切り替えさせていただい

ております。

本年度につきましても、松崎中学校、それから河津中学校で該当となった者が、先日の教

育委員会で承認されまして、ちょうど河津のほうは、タイムリーなことに、今日担当の者が

伺って、そちらの表彰といいますか、優れた行いでしたねということで、伝達に伺っている

ところでございます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 165ページ、お願いいたします。

165ページで、職員の給与の明細というのがありまして、職員手当のところで、本年度時

間外手当2,000万ということで、昨年より100万円増という形になっているわけです。当然、

時間外やったら、それに見合う手当というのは支給されて当然でありますけれども、やはり

これがまた増えてきている。特に６年度は、特殊要因、選挙ですとか、そういったものがな

いようにも思えるんですね。通常業務の中でこれだけかかってきているというようなことで、
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やはり職員の働き方とか、そういったことも言っていますけれども、実際に時間外が増えて

きている。こういった状況をどう考えて、どういう対策を打っているのか含めて、副町長に

お伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 副町長。

○副町長（木村 仁君） 議員おっしゃるとおり、時間外手当のほう100万ほど増加しており

ます。この要因は様々あるかとは思っております。細かな分析はできておりませんけれども、

１つには、確かに職員数自体は必ずしも減っているわけじゃないんですけれども、若年層が

増えているということで、そういう意味ではなかなか多忙なところが解消しないという要因

があって、それで時間が増えている可能性はあるかと思います。

一方では、適正な時間外の支給ということにも昨年度以来取り組んでおりまして、きちん

と時間外勤務した分については、申請、あるいは命令申請をへた上で正しく支給していくと

いうところもありますので、それで100万円増えたかということには必ずしも申せないんで

すけれども、要因としては２つの考え方というか、２面あるんじゃないかなというふうに考

えています。細かな分析が必要で、それの対策はまた必要になってくるとは思っております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） そうですね。

町のほうでは、人材育成支援でとか、ストレスチェックとか、いろいろ職員のそういった

形の調査ですとか、支援ですか、そういったものを行っていますよね。人材支援でも、３年

かけてかなりの投資をしてということであります。ストレスチェックの中に、たしか決算の

ときに質問したときに、一番多いのは、業務が非常に負担というか、今かかってきていると

いうようなことだったんじゃないかなと思いました。

そういった中で、やはりそういった、一番は課の中の係の見直しですとか、仕事の見直し、

業務の配分の見直しとか、そういったことをやっぱり一方で丁寧にやっていかなければ、時

間外がそれで縮減するとは言いませんけれども、そういったことがやはり大事なんじゃない

かなということで、ちょっと私は考えましたけれども、その点、副町長いかがですか。

○議長（深澤 守君） 副町長。

○副町長（木村 仁君） 議員おっしゃるとおり、職員の業務の内容というんですかね、業務

が多いんではないかという話は、組合のほうからもいろいろ話は聞いております。ただ、実

際問題として、役場の仕事なり、行政の仕事で、やめていいものというのは必ずしも多くは

ないとは私自身は考えているところです。
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そうなった場合に、先ほど髙栁議員もおっしゃったとおり、ＤＸという形でデジタル化、

あるいはその業務の改善、効率化というところで、10ある仕事を９に減らすのではなくて、

10個の仕事をそれぞれ１割ずつぐらいでも時間を短縮する、業務効率を改善していくという

形で、10かかったものを９に変えていくというようなやり方を目指していくのではないかな

というふうに思っています。当然やめるべきものがあればやめるとか、統合する、統廃合す

るということは必要だとは感じております。

あと、職員がやっぱり若年化していることが要因で、なかなかそこで習熟するまでちょっ

と時間がかかっているというところで、なかなかうまく回っていっていないというところが、

ただニーズの問題だけではない要因が最近ここ数年、やっぱり積み重なってきているんじゃ

ないか、それがまた職員、上の方にとっても負担になっているというところはあるかと思い

ます。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） そうですね。ぜひ職員の指導育成をよろしくお願いします。

それで、町長が今回の施政方針で、先送りしてきた事業に着手し、未来への投資をやった

と、その後に事務事業の見直しも行っていくということを施政方針で申されました。ぜひこ

れをやってください。６年度、そういったことが本当に具現化、具体化していくことを本当

に期待しています。お願いします。

○議長（深澤 守君） ほかに質問はありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

田中君。

○５番（田中道源君） 本案について賛成いたします。
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今回の予算は、切り詰めるところは切り詰めてという、厳しい内容になっている部分が見

受けられます。その分、どうしても割かなくてはいけなかった予算、そちらのほうをしっか

り執行していただいて、未執行で終わったということのないよう、しっかりと執行していた

だきたいと、そういう思いで賛成させていただきたいと思います。

以上です。

○議長（深澤 守君） 反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） なしと認めます。

本案に対する賛成討論の発言を許します。

藤井君。

○８番（藤井 要君） 私も議員を長くやっておりますけれども、本当に町長とか課長が言う、

厳しい厳しい、お金がないというこういう言葉を聞いた予算、そういう議会は初めてと言っ

てもおかしくないと思います。本当に厳しいと思っております。

予算的には14.1％ですか、44億の予算を構えましたけれども、内容を見ますと、共同調理

場とか、橋梁とか、また社会福祉のそういうお金の金額が増加している中で、そして今、田

中議員なんかも言いましたけれども、切り詰めるところを切り詰めなければやっていけない。

そうした中で、町債が膨らみ、財調も取り崩す、そういうような本当にかつてないような状

況、そういう中で、これから町長は、この松崎の舵取りをやってもらわなければいけないわ

けですので。

町長がよく言いますね、心豊かなまちづくりということを。本当に松崎版コンパッション

タウンですか、そういうことを目指しながら、どこかの大学の先生がやるという、そうじゃ

なくて、本当に小さな松崎の中でお互いに心をつなぐ、そういう政策を取りながら、そして

財源である観光に、３分の１とか４分の１ぐらいをそういうのに頼るわけですので、そうい

うことをしっかりと肝に銘じてやっていってもらいたいなということで、私は賛成いたしま

す。

○議長（深澤 守君） 本案に対する賛成討論を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 私は、本案に賛成いたします。

本案は、基金を５億2,519万ほど切り崩しております。また一方で、公債のほうは１億円

ぐらい増えていくということで、結構今までから見ると多く、大盤振る舞いというか、支出
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も多くしているわけで、その分いろいろなことをやる、大きな事業も控えております。そこ

はもう思い切ってやらなきゃいけない。

一方で、減収というか、人口が減っていく中で税金も減りつつある。そういった中で、削

るものは削っているということで、そこはスリムにしていく。収入は厳しく、収入は少なめ、

それから支出は多めというそのセオリーからいけば、当然そうなるんだろうと思います。

ただ、最近の事業というのはスピードが求められます。日々変わっていきます。そういっ

た意味でＰＤＣＡを細かく回して、それぞれの事業にＰＤＣＡがあるはずです。一番最後に

総合計画の評価ということで、ＰＤＣＡを回すのではなくて、事業の途中途中でぜひ回して

いただいて、しっかりといい事業をしていただきたいと思います。

私たちも一生懸命勉強させていただきたいと思いますので、共に町をよくするために、ぜ

ひこの予算をしっかりと回して、町のために頑張るようにお願いしたいと思います。そのよ

うな理由で本案に賛成いたします。

○議長（深澤 守君） 本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。これをもって討論を終了します。

これより議案第28号 令和６年度松崎町一般会計についての件を挙手により採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

15分まで休憩します。

休憩 午前１０時００分

再開 午前１０時１５分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第２ 議案第２９号 令和６年度松崎町国民健康保険特別会計予算について
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○議長（深澤 守君） 日程第２ 議案第29号 令和６年度松崎町国民健康保険特別会計予算

についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第29号 令和６年度松崎町国民健康保険特別会計予算についてで

ございます。

詳細は、担当課長より説明させていただきます。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） それでは、議案第29号 令和６年度松崎町国民健康保険特別

会計予算についてご説明いたします。

予算書１ページをお願いいたします。

第１条で、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億5,431万8,000円とさせていただき

ました。

第２条で、一時借入金の最高額を3,500万円と定めております。

第３条で、歳出予算の理由について、保険給付費の同一款内での各項間で流用することが

できると定めております。

２ページをお願いいたします。

第１表、歳入歳出予算の款、項、金額について説明いたします。

最初に歳入でございます。

１款国民健康保険税、１項国民健康保険税１億4,309万9,000円。

２款一部負担金、１項一部負担金1,000円。

３款使用料及び手数料、１項手数料７万2,000円。

４款国庫支出金、２項国庫補助金1,000円。

５款県支出金７億2,032万8,000円。内訳としまして、１項県補助金７億2,032万7,000円、

２項財政安定化基金交付金1,000円。

６款財産収入、１項財産運用収入2,000円。

７款寄附金、１項寄附金1,000円。

８款繰入金6,495万6,000円。内訳としまして、１項他会計繰入金6,495万5,000円、２項基

金繰入金1,000円。

９款繰越金、１項繰越金1,406万4,000円。
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10款諸収入1,179万4,000円。内訳としまして、１項延滞金、加算金及び過料100万2,000円、

２項預金利子1,000円、４項雑入1,079万1,000円。

歳入合計９億5,431万8,000円となります。

次に、３ページの歳出をお願いいたします。

１款総務費964万円。内訳としまして、１項総務管理費624万円、２項徴税費296万円、３

項運営協議会費25万5,000円、４項趣旨普及費18万5,000円。

２款保険給付費７億509万9,000円。内訳としまして、１項療養諸費６億616万7,000円、２

項高額療養費9,607万6,000円、３項移送費30万円、４項出産育児諸費150万円、５項葬祭諸

費100万円、６項傷病手当諸費５万6,000円。

３款国民健康保険事業納付金２億66万4,000円。内訳としまして、１項医療給付費分１億

2,859万3,000円、２項後期高齢者支援金等分5,381万1,000円、３項介護納付金分1,826万円。

４款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金ゼロ円。

５款財政安定化基金拠出金、１項財政安定化基金拠出金1,000円。

６款保健事業費1,683万5,000円。内訳としまして、１項特定健康診査等事業費1,172万

8,000円、２項保健事業費510万7,000円。

７款基金積立金、１項基金積立金3,000円。

４ページをお願いいたします。

８款公債費、１項公債費１万円。

９款諸支出金、１項償還金及び還付加算金1,356万6,000円。

10款予備費、１項予備費850万円。

歳入合計９億5,431万8,000円となり、歳入歳出とも同額とするものです。

６ページをお願いいたします。

右側にあります本年度予算額の財源内訳をご覧ください。

特定財源は、国県支出金が７億1,208万9,000円、その他は一般会計からの繰入金などで

2,087万1,000円、一般財源は２億2,135万8,000円となっています。

次に、予算書の詳細に入ります前に、松崎町の国民健康保険の状況についてまず説明させ

ていただきますので、予算書31ページの次にあります議案第29号資料の２ページをご覧にな

っていただきたいと思います。

左側の表ですが、各年度ごとの１月末現在の被保険者の推移です。

計の欄を見ていただきますと、令和２年１月末では2,120人でしたが、令和６年１月末で
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は1,765人となり、355人、16.7％の減となりました。

３ページをお願いいたします。

一番下の表をご覧ください。

この表は、上段が４年度、下段が５年度ですが、表の一番右が４年度同時期の前年度比と

なっています。

療養給付費費用額累計では106.7％、２つ下の入院の費用額は133.6％、１つ下の入院外の

費用額は89.8％となっており、入院の費用額が多くなっている状況です。

それでは、今回の予算の詳細について、先に歳出から説明させていただきますので、予算

書の17ページをお願いいたします。

１款総務費964万円ですが、前年度比で82万4,000円増となりました。主なものは、会計年

度任用職員の給与の関係で、国保の特別会計では、事務補助の関係とレセプト点検として会

計年度任用職員を１名雇用しています。事務補助分は１款総務費で７か月分を、レセプト点

検の関係は６款の保健事業費で５か月分を予算計上しております。

２節給料の関係で、人事院勧告による給与の改定があったことなどから12万9,000円の増。

３節の職員手当等のところで、令和６年度から勤勉手当が支給されることになったため19

万5,000円の増。

11節役務費の郵便料の関係で15万2,000円の増。これらは毎年７月中旬に８月からの新し

い保険証を送付しておりますが、国からの通知に基づき、新しい保険証と併せて、保険証と

連携されている個人番号を通知しなければならないため、普通郵便ではなく特定記録郵便と

して送ることに変更になるためのものでございます。

次に、12節委託料の関係で20万1,000円の増。システム等改修業務委託ですが、国への負

担金の報告をする際に使用していますシステムの改修費となります。令和６年１月から施行

となりました産前産後期間の国民健康保険税の減免に対応するためのシステム改修費となり

ます。その改修費用につきましては、10分の10が特別調整交付金として国から交付されます。

18ページをお願いいたします。

２項１目賦課徴収費ですが、12節委託料の関係で、コンビニエンスストア収納事務委託は、

国民健康保険税をコンビニエンスストアで納付した際に係る手数料を令和５年度までは窓口

税務課で支払いをしていましたが、係る費用の透明性を図る観点から、国保特別会計から支

出することに変更したため、９万5,000円を計上したものです。

また、18節負担金補助及び交付金の地方税共同機構は、先ほどのコンビニ手数料と同じよ
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うな形で、国民健康保険税はスマホアプリですとか、ｅＬＴＡＸでＱＲコードによる納付も

可能になっていることから、窓口税務課で支払っていたものを国民健康保険特別会計で支出

することに変更したため、５万2,000円を計上したものでございます。

20ページをお願いいたします。

２款保険給付費ですが、前年度比で305万円の増となりました。主なものは、１項１目18

節の療養給付費につきましては、令和６年度の被保険者数を令和５年度より120人少ない

1,836人と見込みましたが、直近の２か年度の高いほうの費用額と過去３年間の上昇率を勘

案した結果、上昇していることから、24万3,000円の増。３目18節の柔道整復療養費につき

ましても、被保険者数を令和５年度より120人少ない1,829人と見込みましたが、過去の実績

から42万2,000円の増と見込みました。

次に、２項１目18節の負担金補助及び交付金の一般被保険者分は、令和６年度の被保険者

数を令和５年度より123人少ない1,838人と見込みましたが、直近の２か年度の高いほうの費

用額と過去３年間の上昇率を勘案した結果、上昇していることから、287万6,000円の増とな

りました。

４項１目出産・育児一時金は、令和６年度の出産見込数を４件から３件に変更したことか

ら、50万円の減額となりました。

22ページをお願いいたします。

３款国民健康保険事業費納付金ですが、前年度比で659万7,000円の減となりました。こち

らの納付額につきましては、国が示す算定方法により、県全体の保険給付費等を推計して、

各市町の所得水準や被保険者数、医療費水準などによって県が算定を行いまして各市町分が

確定しますので、その金額を計上していますが、一般被保険者医療給付費分で前年対比524

万8,000円の減、その下の一般被保険者後期高齢者支援金等分は122万1,000円の減、介護納

付金分は12万8,000円の減となっております。減額となった理由につきましては、県が保持

している基金のほうから取崩しを行うことで納付金額が減となっているものでございます。

23ページをお願いいたします。

４款共同事業拠出金ですが、こちらは退職者医療制度経過措置廃止に伴い、令和６年度以

降は徴収がなくなるため、予算額はゼロ円となり、目を削除するため、一番右の説明欄に廃

目整理と記載してございます。

25ページをお願いします。

６款保健事業費ですが、前年度比で167万3,000円の減となっています。主なものは、１項
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１目12節の委託料、特定健診保健指導等委託国保分ですが、令和６年度の受診者数を令和５

年度より40人少ない585人と見込んだ結果、46万円の減となっています。またその下の国保

保健指導事業等業務委託ですが、国庫補助の10分10で特定健診未受診者対策事業として、未

受診者への勧奨通知の発送、電話による受診勧奨、生活習慣病重症化予防のための受診勧奨

業務委託を実施いたします。なお、前年度のデータヘルス計画の策定が終了したことから、

63万3,000円の減となっております。

29ページをお願いいたします。

９款諸支出金ですが、前年度比で233万7,000円の増となっています。主なものは、１項３

目22節償還金利子及び割引料の特定健康診査等負担金清算償還金で、過去の実績に基づき30

万円の減、その下の保険給付費等交付金償還金で、令和５年２月診療分の確定額を算出基礎

として計算をしておりまして、令和５年２月診療分が前年に比べ増額となっているというこ

とと、第三者行為の返還金が87万7,000円あることから、263万7,000円の増となっています。

歳出の説明は以上といたしまして、歳入の説明をさせていただきますので、ページを戻っ

ていただきまして、７ページをお願いいたします。

１款国民健康保険税ですが、前年度比で291万4,000円の減となっています。保険税の算出

に当たっては、令和５年度の本算定の結果と令和５年９月時点での被保険者数で算定を行っ

ています。１人当たり調定額に、令和６年度における見込みの被保険者数と収納率等を乗じ

てそれぞれ算出しております。被保険者数の減少が主な要因となっております。

少し飛んでいただきまして、11ページをお願いいたします。

５款県支出金ですが、前年度比で173万6,000円の増となっています。１項１目保険給付費

等交付金は、歳出の保険給付費等に要する費用を県から交付していただくものです。この交

付金は２つに分かれており、１節の普通交付金７億254万3,000円は、保険給付費からの葬祭

費、出産・育児一時金、傷病手当金を除いた費用を県から交付していただくものでございま

す。また２節の特別交付金1,778万4,000円は、保険給付費以外の保険者努力支援分や特定健

康診査未受診者対策費用などに対して交付されるものです。

14ページをお願いいたします。

８款繰入金ですが、１項１目一般会計繰入金は6,495万5,000円で、前年度比269万4,000円

の減となりました。主なものでは、保険基盤安定繰入金で215万5,000円や財政安定化支援繰

入金で69万8,000円が減となっています。

以上で説明を終了させていただきます。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。
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○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑を許します。

小林君。

○６番（小林克己君） 25ページ、お願いいたします。

６款１項１目の特定健診の、今585人という人数、40人減っているという話は伺いました。

コロナ禍が明けて、受診率というやつが上がっているのか下がってるのか、また「かもけ

ん！」の関係もあるでしょうから、その辺をかけたところをちょっと教えていただきたいと

思います。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 特定健診の受診率つきましては、令和４年度におきまして

39％でございます。コロナが明けまして、徐々ではございますが、上がってきている状況で

すけれども、なかなかそこのところが改善されていないという状況でございます。

それから、「かもけん！」の関係でご質問ございましたけれども、「かもけん！」につき

ましては、令和２年度、３年度、４年度ぐらいでたしかやったかと思いますけれども、また

それ以降につきましては、たしか、また５年後あたりをめどに実施する予定だったというふ

うに考えております。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） あと、保健指導の委託という形で、はがきの送付だったり、電話での

勧奨という形をされていくという話でしたけれども、電話をかける相手の人数というのは何

人ぐらいを想定されているんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 一応、予算の上では300件程度を想定しているところでござ

います。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 続きまして、26ページのほうをお願いいたします。

人間ドックの助成金、18節になりますか。これについて１日ドックを何件、脳ドック、短

期ドック、これを何件ずつ想定されて算定されて、この基準の金額になっているんでしょう

か。お伺いします。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 人間ドックの助成費の関係でございますけれども、こちらが
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１日ドッグのほうで100人、脳ドックのほうで30人、そして人間ドックの短期ドックのほう

ですけれども、こちらのほうが２人というような予定で予算のほうは要求させていただいて

おります。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 17ページの11節役務費の郵便料について、ちょっと質問したいと思い

ます。

今、特定番号の関係でちょっと高めの郵便料を払っているということでございました。そ

れは仕方のないことだなとも思うんですけれども、今保険証がマイナンバーカードとひもづ

けられて、マイナンバーカードで対応できる、代わりに使えるというんでしょうか、進んで

きているのかなと思うんですけれども、これが進めば、こういう形で保険証を送らなくても

済むようになるのかな、なんていうふうに期待するんですけれども、その辺はどうなんでし

ょうか。やっぱりマイナンバーカードで使えても、保険証は送らないといけないものになる

んでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいま田中議員のほうから質問のございましたところの役

務費の関係ですけれども、先ほど説明させていただきました。現在のところは、普通郵便で

保険証を発送しているわけですけれども、令和６年度からの分につきましては、保険証と併

せて個人番号のほうも一緒に通知しなければならないため、そのために、普通郵便ではなく

特定記録郵便として送ることに変更になるということでございます。６年度からその費用の

ほうが発生するということでございます。

マイナンバーの関係ですけれども、マイナンバーの関係につきましては、田中議員おっし

ゃいますように、マイナンバーを使ってやっていただければ、いろいろな特典があるという

ことで、まずは１点。それから、今年の７月に送付する紙の保険証、１年間の有効期間にな

りますが、これを使用していただくような形になるんですけれども、紙の保険証が１年間と

なっておりまして、令和７年８月１日以降は保険証に変わる資格確認証が必要になるため、

そういったものも送付するようになりますので、そういったところで、そういう費用のほう

もまたかかってくるという状況でございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 資格の証明ができるものというのを送らないといけない話になるんで

すかね。毎年毎年、１年ごとにどうしても送らなきゃいけないものなのか。そうなると、い
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ずれにしろ郵便料というのは、かかってくるのかなとは思うんですけれども、もしマイナン

バーカードで、多分自動的にそれは更新されていくと思うので、そこが済むのであれば、発

送するほうの手間も削減できますし、郵便料も減っていいんじゃないかなとは思うんですけ

れども、これはどうしても証明書というのは送らないといけないものなんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 原則として、マイナンバーを持たれている方、まずこれを申

請していただく。そして今度、保険証と連動するような形での登録をしていただかないと、

マイナ保険証としては活用できませんので、マイナンバーカードを持っているだけでは受診

のほうができないような状況でございます。

１年ごとの資格確認証の発行が必要かどうかということにつきましては、現在、国のほう

でもいろいろと議論を重ねておりまして、それが１年ごとになるのか、ちょっとどのような

形になるかというのは、まだ今のところは不明な状況でございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） まだ、国のほうが議論している段階ということでは、ちょっとこっち

でどうとか言えることではないのかなと思うんですけれども、ちなみに、マイナンバーカー

ドと保険証をひもづけているという、マイナンバーカード自体は結構普及率が上がってきて

いるという説明はどっかで聞いたかなと思うんですけれども、それが保険証にひもづけてい

るよというのはデータとしてありますか。あったら教えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 令和５年11月末時点になりますけれども、国民健康保険加入

者1,778人のうちマイナ保険証登録者数は1,291人で、登録率は72.6％という状況になってお

ります。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） 資料の３ページ、お願いいたします。

先ほど、入院の費用の額が133％増えていると、例えば、４月と６月を抜かせば、全部の

ほかの月は増えております。この要因とか何かというのを把握されていれば、入院費が増え

ている理由を教えていただきたいと思いますけれども、何か知っていますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） いろんな病気がある中で、やはり伊豆半島、西海岸におきま

しては、脳梗塞であるとか、心臓病、結局塩分を多く含むものを摂取したり、それから高血
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圧の方も多いもんですから、そのような形で脳神経関係の病気であったり、心疾患の病気で

あったりというものがやはり主なものを占めていると。やはりそういった方が増えてくると、

このように入院費が高くなっていくというような状況でございます。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） それでは、今までどおりの伊豆半島特有の患者の病気だということで、

たまたま今回は多いという把握でよろしいということでいいんですよね。

それでは、17ページ、お願いいたします。

１款１項１目８節普通旅費について、ちょっとお伺いしたいと思います。

これは、前年とかその前と比べて金額が下がっているということは、ウェブの会議とか何

かとか、そのような形で金額が下がっているのかなと、ちょっとそんなふうにも思いますけ

れども、例えば、静岡、三島まで車、または静岡まで車、あとは伊東と沼津のほうにも前回

のほうは、そのような予算立てをされていたと思います。４か所の回数、どのような回数を

基にして金額を算定されたのか、お伺いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 普通旅費につきましては、対前年度比１万3,000円の減とな

っております。その減額の理由ですけれども、静岡のほうの出張分につきまして、１回分減

とさせていただきました。理由等につきましては、小林議員おっしゃいますように、ウェブ

での会議等が増えてきております。ほとんどと言っていいほどウェブの会議になっておりま

すけれども、やはり出張で直接車で出かけるというのがあります。その関係で、静岡１回分

減になっているということでございます。

それから、それぞれごとの費用のところですけれども、静岡で自家用車を使い、三島まで

行った場合が２回、そして、静岡まで自家用車で直接行った場合が２回、それから伊東のほ

うに自家用車で直接行った場合が５回と、沼津に自家用車で直接行った場合が２回というよ

うな予算内訳となっております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 20ページの保険給付費というのがあります。全部で300万増えていま

すということですが、ちょっと私聞きたいのが、コロナの関係をちょっとお伺いしたいです。

コロナが公費負担がなくなるということで、要はそれが国保会計、医療費にどう及ぼすのか

ということをどう考えているのかお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。
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○健康福祉課長（鈴木 悟君） 髙橋議員おっしゃいますように、コロナの関係、国のほうの

補助とか負担がございましたけれども、そこの部分がなくなるということで、そこの分につ

いては、こちらのほうの国民健康保険会計のほうでの支出というような状況になってくるよ

うに考えております。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 当然、それになると増えるという、医療費として増えると予想がされ

ると思うんですよね。そういった中で、そういった要因がこういったところに加味されてい

るのかどうかというのが、ちょっと疑問なところがあったわけです。そこが聞きたいです。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） なかなか、その対象者の方が何人ぐらい出てくるかというの

は、非常に難しいところでございまして、現予算の中におきましては、そちらのほうは考慮

していない状況でございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 25ページをお願いします。

特定健康診査等事業費のところで、ちょっと質問したいんですけれども、私も利用させて

いただいているんですけれども、案内が来て、自分で電話で予約して日を決めてというやり

方で参加しているのかなと思うんですけれども、一応それで合っていますか、現状のやり方

として。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 特定健診につきましては、７月と９月で日程のほうを決めさ

せていただきまして、そちらのほうでどちらかの日、そしてどちらかの時間帯に行ける方と

いうことでやっておりますので、田中議員のおっしゃったような形で対応しております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 先ほど、今558人受けていて、大体39％だよということで、受けても

らう数は増やしたほうがいいでしょうし、率も上がっていったほうがいいと思う中で、手紙

が来て、電話予約をしてというのが、なかなか手間だなというのを感じております。もう少

し便利になれば、予約しやすいのになと。特に電話というのが、電話する時間帯というのも

ありますし、できるタイミングがなかったりもするもんですから、ついついぎりぎりのとこ

ろで、どうしても電話予約しなきゃいけない時間を都合つけるみたいなことになって、ここ

を何とかうまくできたらいいのにななんていうふうに思っております。
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そんな中で、今回、一般当初予算の中で、スマートロックの話とかがありまして、その際

に、藤井昭一議員も言っていましたが、それがぜひスマホのＬＩＮＥでできるようにしてほ

しいという話がちょっと出ていたと思います。同じように、こういったこともスマホで予約

ができるようになりますと、もう少し予約率というか、参加しようというのが上がるんじゃ

ないかなと思うんですけれども、それはいかがでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） 田中議員のほうからは、いろいろ、電話ですと少し手間のほ

うもかかるしということでありますけれども、やはり受診される方は、それぞれ用事があっ

たりとかで、この日がいいというのもなかなかなあれなもんですから、そこのところにつき

ましては、こちらのほうから日を提示させていただきまして、選択していただくというのが

その方にとっても一番いいのかと思います。

その後のスマートロック等を活用してということでございますけれども、私がスマートロ

ックの詳細までちょっと把握していないもんですから、一概にはあれですけれども、１つに

は、そういった予約方法というのも考えられます。

ただ、現時点におきましては、費用の関係とか、そういったところがまだちょっと不明で

ございますし、なかなか費用対効果のところでの検証も必要かと思いますので、この６年度

予算にはそちらのほうは反映していない状況でございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） スマートロックとそのシステムをそのまま使えるなら使ったらいいと

は思いますけれども、それも確かに詳細が分かりませんのであれですが、予約するユーザー

というか、町民のほうも便利だし、何より管理するほうの職員の人の手間というのも削減で

きると思うんですよ。

ですので、そのシステムを導入するのに費用はかかると思いますが、それによる人件費の

削減であったり、こちらの利便性というのをちょっと勘案して、もちろん検討していただい

て、これはメリットあるなと思えば、やったほうがいいなと思うんですけれども、私はもの

すごくそうなったらありがたいなとは思います。特に、電話できない時間帯が忙しかったり

するもんですから、ちょっとシステムというのは私も詳細は分かりませんけれども、恐らく

選択してこの日空いているというのが一目瞭然だろうし、空いているところを自分でぽちっ

とやって、オッケーですのやり取りが、時間を選ばずできることになりますので、ただ単に

お金の問題だけでなくて、いわゆるＤＸというんですか、にかなう話だと思うので、ちょっ
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と健康保険の話だけでないところに入っちゃいますけれども、その仕組みはぜひご検討いた

だきたいなと思います。

以上でございます。

一応、どうでしょう町長、その検討については。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 先ほど来、髙栁議員からＤＸの関係を本当に進めていく時代の流れが

非常に速いということを言われておりますので、何分、先ほども回答した中でもありました

けれども、その費用対効果と経費に係る部分のものと、受入れ側の態勢、特にＬＩＮＥにつ

いては、藤井議員からもしっかりと使ったらどうだと、ほかの地域でも非常に効果の高いプ

ッシュ型の配信ができるということで伺っておりますし、あとは、やはり高齢者に対するデ

ジタルデバイドの部分の問題の解消も併せてしていく必要がありますので、そういったもの

を加味しながら、やはり皆さんから言われているとおり、スピード感を持って、いろんな意

味で対応していく必要があるなと思っております。

幸い、若年というか、若い職員が入ってきているプラスの部分としては、そういった機器

に対するプロジェクトチーム等もできておりますので、マイナスだけではなく、プラスの部

分をそうやって活用して、町全体で対応できればいいかなと思いますので、またいろんな情

報収集もしながら、しっかりと足元を固めながら進めてまいりたいと思います。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 資料のほうですか、２ページ、高額療養費の関係でお伺いします。

右側のほうの一番下の欄に高額療養費の予算額が書いてあるんですけれども、こちら大体、

１件についての金額というのがみんなバラバラでしょうから、あれでしょう、ちょっと言い

にくい部分があるのかと思いますけれども、大体何件くらいを想定して予算を組まれたかお

願いします。

○議長（深澤 守君） 後で報告してもらえますか。

すみません。後で報告いたします。

菜野君。

○２番（菜野良枝君） 数字については、後で教えていただければと思います。

私が高額療養費についてお伺いするのは、マイナンバーカードと保険証の連携ということ

で、それで有効だと思ったのが、高額療養費、今75歳以上は特に申請の必要がないかと思う

んですけれども、それ未満の方については、今まで役場のほうで証明書を発行していただく
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必要があったんですが、今、オンラインであるとか、マイナンバーカードを利用することに

よって、役場に足を運ぶ必要がなくなってきていると思うんですね。例えば、そういったこ

とを町民の方に周知するような機会はつくれないでしょうか。お願いします。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） まずは、すみません。先ほどのご質問の高額療養費のところ

ですけれども、今までの実績を見込んだ中での算定としておりますので、実質、細かいとこ

ろでどれぐらいというのは、ちょっと決めていないのが現状でございます。

２点目のマイナ保険証の活用での高額療養費の手続の関係でございます。これにつきまし

ては、マイナ保険証をご利用いただきますと、限度額認定証などがなくても、高額療養費制

度における限度額を超える支払いが免除されるということで、今までは菜野議員おっしゃい

ましたように、役場のほうに来て手続をしてという形でしたけれども、マイナ保険証を持っ

て医療機関の窓口で手続をすれば、そこで役場のほうに来なくても手続が完了すると。その

後、高額療養費のほうがそのまま振り込まれるというようなことになります。

こちらの周知の関係ですけれども、今年の４月号の広報まつざきにおいて、マイナ保険証

を活用してのメリットというのを再度町民の方々に周知をさせていただくべく、今事務のほ

うを進めているところでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） 17ページの会計年度任用職員の方の給料のところでちょっとご説明が

あったと思うんですが、レセプト業務を会計年度任用職員さんがやられているということで、

私も以前、介護保険のほうですが、事業所のほうでそういう業務をやったことがありまして、

そういったところでは、これやっぱり間違えるとお金が入ってこなかったりとか、いろいろ

迷惑がかかってしまったりして、ちょっと重要な仕事として、ある程度の管理者の方がやっ

ていたものですから、会計年度職員の方がやっているということで、これはその後ちゃんと

しっかりと面倒を見てくれているというか、そういったのがあるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） レセプト点検につきましては、国民健康保険連合会のほうで

チェックのほうはしていただけるんですけれども、それにもう一つ、町のほうでもチェック

点検をすると。二重チェックという形になります。

今現在やっていただいております会計年度任用職員の方につきましては、もともとの職業、

そちらにたけている方なもんですから、本当の素人の方が来てやるというものではなくて、
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今までその業務に周知していた方がやっていますので、そこのところは、本当に町としても、

医療費の節約とか、そういったところに非常に役立っているところでございます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので質疑を終結したいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより、討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 私は、本案に賛成をいたします。

国民皆保険を担うこの国民保険事業は、町民にとって非常に重要な特別会計であります。

医療費の上昇というのはあるということを聞いてますが、適正な基金の保有もなされ、健全

運営が図られていると考えまして、本案に賛成といたします。

○議長（深澤 守君） 本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第29号 令和６年度松崎町国民健康保険特別会計予算についての件を挙手に

より採決します。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

５分まで休憩します。

休憩 午前１０時５７分
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再開 午前１１時０５分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第３ 議案第３０号 令和６年度松崎町後期高齢者医療特別会計予算につい

て

○議長（深澤 守君） 日程第３ 議案第30号 令和６年度松崎町高齢者医療特別会計予算に

ついての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第30号 令和６年度松崎町後期高齢者医療特別会計予算について

でございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） それでは、議案第30号 令和６年度松崎町後期高齢者医療特

別会計予算について御説明いたします。

予算書１ページをお願いいたします。

第１条で、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億3,917万4,000円とさせていただき

ました。

第２条で、一時借入金の最高額を1,000万円と定めています。

続いて、２ページをお願いいたします。

第１表歳入歳出予算の款、項、金額について説明いたします。

最初に、歳入です。

１款後期高齢者医療保険料、１項後期高齢者医療保険料9,561万5,000円。

２款使用料及び手数料、１項手数料１万3,000円。

３款寄附金、１項寄附金1,000円。

４款繰入金、１項一般会計繰入金4,342万9,000円。

５款繰越金、１項繰越金1,000円。
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６款諸収入11万5,000円、内訳としまして、１項延滞金加算金及び過料2,000円、２項償還

金及び還付加算金11万円、３項預金利子1,000円、４項雑入2,000円。

歳入合計１億3,917万4,000円となります。

３ページの歳出をお願いいたします。

１款総務費285万円、内訳としまして、１項総務管理費149万1,000円、２項徴収費90万

9,000円。

２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金１億3,601万

3,000円。

３款諸支出金11万1,000円、内訳といたしまして、１項償還金及び還付加算金11万円、２

項繰出金1,000円。

４款予備費、１項予備費20万円。

歳出合計１億3,917万4,000円となり、歳入歳出とも同額とするものでございます。

続いて、ページ飛びますが、６ページをお願いいたします。

右側にあります本年度予算額の財源内訳を御覧ください。

その他は主に一般会計からの繰入金で4,355万9,000円、一般財源は保険料で9,561万5,000

円となっています。

次に、予算書の詳細に入ります前に、松崎町の後期高齢者医療の状況について、まず説明

させていただきます。

予算書17ページの次にあります、議案第30号資料の２ページを御覧ください。

令和６年度の保険料軽減対策の２、均等割額の軽減措置を御覧ください。

保険料の軽減判定所得の算定において、被保険者の数に乗ずべき金額を２割軽減で54万

5,000円に、５割軽減で29万5,000円に引き上げるものでございます。

次に、一番下の表で４、保険料率ですが、保険料につきましては均等割と所得割によって

算定がされます。保険料率は医療費や現役世代とのニーズのバランスなどを考慮し、２年に

一度改定されることとされています。令和６年度と令和７年度の保険料率は、均等割額が

4,500円アップの４万7,000円、所得割額が1.2％上昇の9.49％と変更になります。

３ページをお願いいたします。

収入保険料額のモデルケースです。括弧書きにありますように、単身世帯で年金収入のみ

の場合の年額となります。一番左の年金収入額欄の一番上の年額221万5,000円の場合は、増

減額が一番右の欄になりますが、年額で１万1,900円の増となります。また、表の一番下の
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年額が81万6,000円の場合は、年額1,400円の増となります。

４ページをお願いいたします。

上から２つ目の表は、年間平均受給者の推移で、令和５年度見込みは1,676人と見込んで

います。その下の表は後期高齢者医療費の推移ですが、令和５年度見込みは12億9,994万

9,000円と見込んでいます。その下の表は１人当たり医療費の推移ですが、令和５年度見込

みは77万5,626円と見込んでおります。

それでは、今回の予算の詳細について、歳入から説明させていただきますので、７ページ

をお願いいたします。

１款１項１目後期高齢者医療保険料は9,561万5,000円で、前年度比754万7,000円の増とな

りました。保険料につきましては、後期高齢者医療広域連合が算定した見込額で予算計上し

ていますが、先ほども資料のところで説明させていただきましたが、後期高齢者医療の保険

料は均等割と所得割によって算定されます。保険料率は医療費や現役世代とのニーズのバラ

ンなどを考慮し、２年に一度改定されることとされています。令和６年度と令和７年度の保

険料率は、均等割額が4,500円アップの４万7,000円、所得割額が1.2％上昇の9.49％となっ

たことにより、前年度比増となりました。

なお、特別徴収保険料と普通徴収保険料は令和４年度決算額の割合で按分をしております。

また、滞納繰越分は令和４年度普通徴収調定額に令和４年度未納率0.55％を掛けて算出して

います。

続いて、10ページをお願いいたします。

４款繰入金です。１項１目事務費繰入金1,046万5,000円につきましては、歳出の一般管理

費、徴収費、広域連合事務費負担金分、予備費分を一般会計から繰り入れるものです。また、

２目の保険基盤安定繰入金3,296万4,000円は、７割、５割、２割の低所得者軽減分等を一般

会計から繰り入れるもので、金額は広域連合が算定したものを計上してあります。

続いて、歳出を説明させていただきますので、13ページをお願いいたします。

１款総務費285万円でございます。前年度と比較して35万１,000円の増額。主なものは11

節役務費の郵便料で、令和６年度から保険証の更新時にマイナンバーの番号を通知すること

になるため、普通郵便から特定記録郵便へと変更になることから増額となるものです。また、

13節使用料及び賃借料のパソコン借り上げ料で、広域連合との接続窓口端末の機器更改がな

されることから、新しい機器のリース代が増額となるものです。

15ページをお願いいたします。
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２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金１億3,601万3,000円でございます。保険料等

負担金１億2,858万1,000円は、歳入で説明いたしました保険料と保険基盤安定繰入金に延滞

金と過料を加えたものを納付します。また、事務費負担金分は広域連合が算出した金額を納

付するものとなっております。

以上で説明を終了させていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑を許します。

田中君。

○５番（田中道源君） ５番。資料のほうの４ページでちょっと質問といいますか、こちらの

表を見ますと、令和５年度で、この受給者の数が1,676人で、１人当たりの医療費というの

が77万5,626円ということになっております。ちょっと何ていうんでしょうかね、こういう

のどうですかという話なんですけれども、たしか西伊豆町のほうで、この後期高齢者の医療

費を使わなかった場合、１万円御褒美というんでしょうか、還付するみたいことをしていま

して、だから、健康になろうというモチベーションに上がると思いますし、もし、その１万

円のために健康であろうという中で、何人かでもそれをした結果、使いませんでしたになる

と、結構ここの今12億かかっているところが少しでも軽減していくんじゃないかなというふ

うに思うんですけれども、そういった考えというのはあったりしませんかね。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいま田中議員のほうの質問で、西伊豆町で医療費を使わ

なかった場合、１万円のバックがあるということですけれども、すみません、その制度、私

ちょっと承知しておりませんで、いろいろとこの医療費の負担を軽減するための施策の１つ

としてやはりあるのかなというふうなことは感じております。ただ、現在それについて実際

にそれを行うかどうかということにつきましては、いろいろな確認等も必要かと思いますの

で、現時点、この時点ではちょっとお答えのほうができない状況であります。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 隣町で資料等、多分聞けば教えていただけると思うので、ちょっと確

認していただきたいなと思います。

もし、1,676人の方、全員使いませんでしたとなると1,600万払うわけですけれども、それ

で12億が浮くと考えると、物すごい費用対効果としてはあると思いますので、また、１人で

も医療費を使わないように健康であろうと維持していくこと自体は、健康で長寿でというの
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を目指す町としては、どちらにしてもいい話だと思いますので、ちょっと資料というか話聞

いてみて、検討していただけたらなと思います。

以上です。

○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 参考資料の保険料の関係、保険料軽減対策という、先ほど課長が説明

したところですけれども、令和６年度に保険料が上がりますということでした。１人当たり

１万円上がりますということの表だと思いますけれども、一方で、後期高齢者の医療費の見

込みは下がっているというような中で、２年に一度改定があるというような説明しましたけ

れども、その改定、２年に一度で、要するに、今回は上がりましたですね。下がるというこ

との改定もあるのかどうか。２年に一度ずっと上がり続けていくのか。

それと、この改定について、例えば、町が関与することであるのか、審議会、国保は運営

協議会みたいなのが、ここはあって審議されますけれども、後期高齢者は、もう言われたま

んまということなのかお伺いいたします。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） ただいまの髙橋議員の質問の件ですけれども、ページ数、４

ページを見ていただきますと、松崎町の後期高齢者医療保険医療費の状況ということで、平

成28年度からの金額が載っておりますけれども、金額はそれぞれの年度によりまして変更は

ありますけれども、令和３年度、４年度あたりにつきましては、これまでのところよりもか

なり１人当たり医療費というのは上がってきている状況でございます。

そのような状況の中で、これは松崎町のみにかかわらず、ほかの市町におきましても、高

齢化率が進むことによりまして高齢者のほうは、また、どうしても増えてきて、そして、か

かる医療費等も増えていくというのが想定されるところでございます。

そういった中で、保険料のところが下がることはあるのかということにつきましては、後

期高齢者医療のほうにつきましては、後期高齢者の議会が県のほうで組織されておりまして、

そちらのほうで審議をいただくような形になりますけれども、そういった中で、今後、保険

料率が下がることもあるかということにつきましては、医療費が下がってくれば下がる可能

性はあるかと思いますけれども、なかなかそこのところは難しいところでございまして、あ

る程度、基金等も活用しながらの対応というようなことになるかと思われます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありますか。

（発言する人なし）
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○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって、討論を終了します。

これより議案第30号 令和６年度松崎町後期高齢者医療特別会計予算についての件を挙手

により採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第４ 議案第３１号 令和６年度松崎町介護保険特別会計予算について

○議長（深澤 守君） 日程第４ 議案第31号 令和６年度松崎町介護保険特別会計予算につ

いての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第31号 令和６年度松崎町介護保険特別会計予算についてでござ

います。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（鈴木 悟君） それでは、議案第31号 令和６年度松崎町介護保険特別会計
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予算について御説明いたします。

予算書１ページをお願いいたします。

第１条で、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億8,600万円とさせていただきまし

た。

第２条で、一時借入金の最高額を3,000万円と定めております。

第３条で、歳出予算の流用について、保険給付費の同一款内での各項の款の経費を流用す

ることができると定めております。

２ページをお願いいたします。

第１表歳入歳出予算の款、項、金額について説明いたします。

最初に、歳入でございます。

１款保険料、１項介護保険料１億7,655万円。

３款使用料及び手数料、１項手数料１万円。

４款国庫支出金２億5,561万8,000円、内訳として、１項国庫負担金１億6,375万7,000円、

２項国庫補助金9,186万1,000円。

５款支払基金交付金、１項支払交付金２億5,645万5,000円。

６款県支出金１億4,316万7,000円、内訳として、１項県負担金１億3,618万1,000円、２項

財政安定化基金支出金2,000円、３項県補助金698万4,000円。

７款財産収入、１項財産運用収入2,000円。

８款寄附金、１項寄附金1,000円。

９款繰入金１億4,443万9,000円、内訳として、１項一般会計繰入金１億4,443万8,000円、

２項基金繰入金1,000円。

10款繰越金、１項繰越金715万1,000円。

11款諸収入260万7,000円、内訳として、１項延滞金加算金及び過料3,000円、２項預金利

子1,000円、３項雑入260万3,000円。

歳入合計９億8,600万円となります。

次に、４ページの歳出をお願いいたします。

１款総務費1,145万円、内訳として、１項総務管理費235万4,000円、２項徴収費57万4,000

円、３項介護認定審査会費821万2,000円、４項趣旨普及費31万円。

２款保険給付費９億2,288万8,000円、内訳として、１項介護サービス等諸費８億5,367万

7,000円、２項介護予防サービス等諸費2,224万9,000円、３項その他諸費57万7,000円、４項
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高額介護サービス等費2,036万4,000円、５項高額医療合算サービス等費220万円、６項特定

入所者介護サービス等費2,382万1,000円。

３款財政安定化基金拠出金、１項財政安定化基金拠出金1,000円。

４款地域支援事業費5,018万2,000円、内訳として、１項介護予防生活支援サービス事業費

3,538万8,000円、２項一般介護予防事業費444万円、３項包括的支援事業費・任意事業費

1,029万4,000円、４項その他諸費６万円。

５款基金積立金、１項基金積立金2,000円。

６款公債費、１項公債費1,000円。

７款諸支出金20万2,000円、内訳として、１項償還金及び還付加算金20万1,000円、２項繰

出金1,000円。

５ページをお願いいたします。

８款予備費、１項予備費127万4,000円。

歳出合計９億8,600万円となり、歳入歳出とも同額とするものでございます。

続いて、ページ飛びますが、８ページをお願いいたします。

右側に書いてあります本年度予算額の財源内訳を御覧ください。国県支出金３億9,878万

5,000円、その他４億94万7,000円、一般財源１億8,626万8,000円となっています。

次に、予算書の説明に入ります前に、松崎町の介護状況について、まず説明させていただ

きますので、予算書42ページの次にあります議案第31号資料の２ページ目を御覧になってい

ただきたいと思います。

左側の表に要介護認定者数の状況が年度ごとに記載されており、右側にある計の欄を見ま

すと、令和２年度をピークに減少傾向になっています。

資料の４ページをお願いいたします。

左側の表、年度別給付費の状況を御覧ください。保険給付費計のピークは令和３年度とな

っておりますが、施設介護サービス費が年々増加しております。その中では、介護老人保健

施設と平成30年度から施行された介護医療費の金額が増加しております。

資料の５ページと６ページをお願いいたします。

介護保険料所得段階別一覧表です。令和５年度までの第８期介護保険事業計画期間では所

得段階は９段階でしたが、令和６年度からの第９期介護保険事業計画期間では13段階に変更

になりました。第５段階が基準額となりまして、年額で６万8,400円、月額にしますと5,700

円となります。
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資料の７ページをお願いいたします。

介護保険の財源構成が記載されております。歳出の２款保険給付費につきましては、国庫

負担金として居宅分が20％、施設利用分が15％、国庫補助金が５％、県負担金が居宅分

12.5％、施設分17.5％、町負担が12.5％、保険料で23％、支払基金交付金の27％は社会保障

や国民健康保険の40歳から64歳までの方が負担している分でございます。このような負担割

合で構成がされています。

それでは、今回の予算の詳細について、先に歳出から説明させていただきますので、予算

の19ページをお願いいたします。

１款総務費1,145万円ですが、前年度比で241万9,000円減となりました。主なものは１項

１目一般管理費では、11節役務費の振込手数料27万7,000円が、令和６年度から新たに公金

振込にかかる手数料として追加になりました。12節委託料では、令和５年度に高齢者保健福

祉計画・第９期介護保険事業計画策定業務委託がありましたが、その分で減となりました。

20ページをお願いいたします。

３項２目認定調査等費は、会計年度任用職員の雇用にかかる経費ですが、令和５年度に給

与改定が行われたこと。勤勉手当の支給による増額となっております。

22ページをお願いいたします。

22ページから本会計の約94％を占める２款保険給付費でございます。前年度比で799万

8,000円の減となりました。

２款１項１目居宅介護サービス給付費は、前年度比683万3,000円の増となっておりますが、

通所介護などのサービスが減少する一方、訪問介護や訪問看護、訪問リハビリが増えていま

す。また、３目地域密着型介護サービス給付費は、前年度比866万9,000円の減となっていま

すが、通所介護の利用の減少が大きくなっています。５目施設介護サービス給付費は、前年

度比689万5,000円の減となっていますが、介護老人福祉施設や介護老人保健施設の利用の減

少が大きくなっております。

23ページをお願いいたします。

９目居宅介護サービス計画給付費は、前年度比469万6,000円の減となっていますが、居宅

における介護サービス等諸費の減により減額としました。

２項介護予防サービス等諸費は、要支援１・２の方へのサービスですが、１目の介護予防

サービス給付費では、訪問看護や訪問リハビリなどが増加しております。

26ページをお願いいたします。
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６項特定入所者介護サービス等費は、前年度比241万9,000円の増となっています。介護老

人福祉施設等の施設に入所している低所得者の方で負担限度額の認定を受けた場合、居住費

や食費の一部を公費負担するもので、施設入所者の増などにより増額とさせていただきまし

た。

続いて、ページは飛びますが、28ページをお願いいたします。

４款１項地域支援事業費は、前年度比317万5,000円の増となっています。主なものは要支

援１・２、事業対象者の方が利用される訪問介護と通所介護サービスになりますが、１項１

目介護予防・生活支援サービス事業費は、前年度比190万円の増、要支援の方が増えている

関係で訪問介護、通所介護が増加傾向にあり増額としました。

その下の２目介護予防ケアマネジメント事業費は、前年度比150万円の増、主なものは２

節給料と３節職員手当等のうち、地域包括支援センターの会計年度任用職員に係る給与改定

及び勤勉手当の支給がなされていることから増額となっています。

また、要支援認定者の方が増えていることから、18節負担金補助金及び交付金の総合事業

サービス計画給付費も増額となっています。

31ページをお願いいたします。

４目任意事業費は、前年度比141万4,000円の減。主なものは、これまで在宅高齢者介護用

具等給付事業ということで、在宅で要介護４及び要介護５に認定されている方を介護してい

る家庭に対し、紙おむつ等の介護用具の給付を行っていました。この事業は、地域支援事業

交付金の対象事業として国県から交付金を受けていましたが、令和６年度以降は交付金の対

象外事業となることから、一般会計予算のほうで対応することとしたため減額となりました。

36ページをお願いいたします。

８款予備費ですが665万8,000円の減、こちらは歳入と歳出の差額を調整したものになりま

す。

歳出は以上といたしまして、次に、歳入を説明させていただきますので、ページ戻ってい

ただきまして９ページをお願いいたします。

１款保険料１億7,655万円、前年度比312万9,000円の減となりました。被保険者の減少が

主な要因です。

続いて、11ページをお願いいたします。

４款国庫支出金です。歳出の２款保険給付費や４款地域支援事業費に、先ほど参考資料７

ページで説明いたしました利子などを掛けて算出しております。
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13ページの５款支払基金交付金以降も同様な計算で算出がされているものが多くなってい

ます。

以上で説明を終了させていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑を許します。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 質疑なしでよろしいですか。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって、討論を終了します。

これより議案第31号 令和６年度松崎町介護保険特別会計予算についての件を挙手により

採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

午後１時まで休憩します。

休憩 午前１１時３４分

再開 午後 １時００分
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○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第５ 議案第３２号 令和６年度松崎町水道事業会計予算について

○議長（深澤 守君） 日程第５ 議案第32号 令和６年度松崎町水道事業会計予算について

の件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第32号 令和６年度松崎町水道事業会計予算についてでございま

す。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 議案第32号 令和６年度松崎町水道事業会計予算について御

説明いたします。

予算書１ページを御覧ください。

第２条、業務の予定量から御説明いたします。

業務の予定量について、給水戸数3,441戸、年間総配水量87万990立米、１日平均給水量

2,386立米、主要な建設改良事業、石部地区について行う水道改良工事でございます。

第３条、収益的収入及び支出でございます。

収益的収入、支出の予定額でございますが、初めに、収入から、第１款水道事業収益１億

7,692万6,000円、内訳として、第１項営業収益１億2,628万6,000円、第２項営業外収益

5,064万円。

支出でございます。

第１款水道事業費用１億5,269万2,000円、内訳として、第１項営業費用１億4,211万4,000

円、第２項営業外費用1,057万8,000円。

２ページをお願いいたします。

第４条、資本的収入及び支出でございます。

資本的収入及び支出の予定額は次のとおりと定めるものでございます。



－376－

括弧といたしまして、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額5,063万2,000円は、

過年度分損益勘定留保資金376万3,000円、当年度分損益勘定留保資金3,466万円、当年度分

消費税及び地方消費税資本的収支調整額390万9,000円及び減災積立金830万円で補塡するも

のでございます。

内訳、収入でございます。

第１款資本的収入4,330万円、内訳として、第１項加入金30万円、第２項企業債3,745万

7,000円、第４項繰入金554万3,000円。

支出でございます。

第１款資本的支出9,393万2,000円、内訳として、第１項建設改良費4,548万2,000円、第２

項企業債償還金4,845万円でございます。

第５条、一時借入金でございますが、限度額を１億円と定めるものでございます。

第６条、予定支出の各項の経費の金額の流用でございますが、流用することができるもの

を各項相互とするものでございます。

第７条、議会の議決を経なければ流用することができない経費でございますが、職員給与

費、交際費とするものでございます。

第８条、棚卸資産購入限度額でございますが、644万円とするものでございます。

第９条、他会計からの補助金でございますが、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額

は3,800万円とするものでございます。

内訳を御説明いたします。29ページをお願いいたします。

初めに、３条分、収益的収入及び支出、収入から御説明いたします。主なところを御説明

いたします。

１款１項１目給水収益でございます。昨年度より255万9,000円を減額いたしまして１億

2,585万2,000円を計上するものでございます。令和５年度の決算見込みに対しまして２％ほ

ど減額をして計上したものでございます。

同じページの下から２段目になりますが、１款２項３目雑収益の他会計補助金でございま

す。最初のところでも御説明しましたが、一般会計から3,800万円の補助を受けるものでご

ざいます。令和５年度の当初予算においては4,681万円を受けておりますので、それよりは

少ない額になりましたが、引き続き一般会計からの補助を受ける状況には変わりないという

ものでございます。

31ページをお願いいたします。
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続いて、支出についてを御説明いたします。こちらも主なものを御説明いたします。

中ほど１款１項１目委託料でございます。1,637万3,000円を計上しておりますが、増えた

ものといたしますと、上から３つ目、量水器の取替え委託料が昨年度当初350万円でありま

したが、今年度は予定数量が多いことから500万円を計上したものでございます。８年に一

度替えなければならないものを７年目に交換をしているというものでございます。

それから、下から３つ目の修繕費でございます。こちらも昨年度は200万円を計上してお

りましたが、150万円増額いたしまして350万円としたものでございます。施設の老朽化によ

って、たびたび修繕を要するものですので、それに対応する予算として増額をさせていただ

いたものでございます。

その下の動力費でございますが2,050万円を計上いたしました。昨年の当初予算が3,470万

円でございました。昨年の当初予算のときには上昇傾向に歯止めがきかない中での昨年の予

算計上でありましたけれども、今年度の状況を見ましても大分、電気代につきましては落ち

着いておりまして、本年度の決算見込みが2,000万円程度でございまして、それをベースに

2,050万円を計上したものでございます。

その下、薬品費でございますが、昨年が300万円ほどの予算でございましたが、こちらは

まだ上昇が続いておりまして、それに対応するため348万1,000円を計上したものでございま

す。

続いて、33ページをお願いいたします。

３目総係費の中の委託料でございます。この中で一番上、水道メーター検針業務委託料

252万円とさせていただいておりますが、これは昨年は165万円の計上でございました。水道

メーター検針についてを委託をしております。昔は職員が行っていたわけですけれども、職

員の退職等に引き継ぐものとして検針業務を委託しております。１件当たり75円で委託をし

ておりましたが、その75円が平成10年代に、この業務を開始した当時ぐらいから一度も上げ

てきておりませんで、周りを郡下見渡しますと最低の金額でございまして、しかも、その割

合も大分低いところでありました。これは、賀茂郡下、近隣の状況を踏まえまして、そこに

おける金額を参考として１件当たり120円に上げさせていただき、252万円を計上させていた

だいたものです。受ける方がいて、たまたまこれまでやれてきたわけですけれども、それの

持続可能な金額にしませんと、なかなか受け手の確保が難しくなるものですので、この際、

上げさせていただいたというものでございます。

それから、そのページの一番下でございますが、貸倒引当金繰入額788万3,000円を計上さ
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せていただいたものでございます。これは、昨年の温泉事業における特別損失から始まりま

して、未収金における回収不能額についてをしっかりと計上していくべきというお話はこれ

までもさせていただいて、貸倒引当金に計上するための歳出予算でございます。後ほどこれ

につてはＢＳのほうで、貸借対照表のほうで御説明をさせていただきます。

34ページをお願いいたします。

一番上、減価償却費でございますが、59万3,000円を減額いたしまして6,207万9,000円と

するものでございます。

それから、２項１目のところ、企業債利息でございますが、29件分、741万1,000円、利息

についてを３条予算で計上するものでございます。

その下他会計借入金の利息でございますが、５年度の補正予算において八木山の浄水場の

補正をさせていただきましたが、それを温泉事業会計から借り入れる予算とさせていただき

ました。温泉事業会計に対する利息の償還に充てるものでございます。

続いて、35ページ、４条、資本的収入及び支出について御説明いたします。

収入でございますが、こちらも主なところですと、真ん中少し下、１款２項２目他会計借

入金のところで温泉事業のほうから3,745万7,000円を借り入れるものでございます。

その一番下、県繰入金でございますが、昨年度から宇治橋の架け替えに伴います布設管工

事を行っておりますが、６年度分に対する県からの繰入金でございます。

続いて、36ページをお願いいたします。

資本的支出でございますが、１款１項１目改良費のところ、上の委託料で1,300万円計上

しておりますが、内容といたしましては、主なものですと、雲見の浄水場のろ過材の補充、

清掃業務に600万円を計上するものです。こちらにつきましては、五、六年に一遍、ろ過材

の補充をしているところですけれども、令和４年、おととしの雲見の災害時にこの浄水場に

土砂が入り込みまして、一時的にその土砂の除去ですとか上層分のろ過砂を取り除いたりで

すとか、清掃したりだとかをして今日に至っているわけですけれども、ろ過材が、ろ材が不

足しておりますので、少し通常のサイクルからは早いんですけれども、ろ過砂を補充する業

務を計上させていただいたものでございます。

その下、雲見の簡易水道の計画策定業務については、令和５年度から行っているものの２

年目になるわけでございますが、雲見の災害を受けて今は入谷における急速ろ過装置で入谷

地区40軒ほどに対する水を、浄水を提供しているところですけれども、この形をそのまま継

続するのが、この雲見の簡易水道について一番望ましい形なのか、それとも、その他の老朽
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化している施設と併せて総合的にほかの方法があるのかということを検討する業務でござい

まして、昨年度は基礎データを集めまして、昨年、失礼しました、５年度ですね。今年度に

おいては基礎データを収集して現状を把握する。それから、６年度についてはそれを受けた

上でどういった形が望ましいのかという第１段階を踏んでいこうというものでございます。

その下、工事請負費でございます。冒頭御説明しました石部地区の送・配水管改良工事に

700万円、宇治橋の配水管の布設工事に800万円、それから、枠単として1,500万円を計上さ

せていただきましたが、１月の補正予算にもございましたとおり、八木山のような事態もあ

りますので、そういった事態にも対応できるようにということで枠として計上させていただ

いたものでございます。

一番下、企業債の償還金でございますが、28件分で4,845万円、こちらは元金償還分にな

りますが、計上しているものです。

なお、先ほどの利子と合わせまして、この償還についてはその次の37ページから明細がご

ざいますので、併せて御覧いただければと思います。

続いて、20ページをお願いいたします。

貸借対照表でございます。ここも主なところを御説明いたします。

初めに、20ページの一番下、固定資産の合計でございますが13億7,000万円ほどとなって

おります。左側でお示ししている、そもそもの台帳価格の合計をいたしますと30億7,400万

円ほどございまして、30億7,400万円のうち55％ほどの減価償却が済んでおりまして、四十

四、五％残ったものが、ただいま申し上げました13億7,000万円ほどとなっております。半

分強が償却が済んでおりますので、施設の老朽化を示すものでもございます。

21ページをお願いいたします。

一番上、流動資産のところ、右側御覧いただくと5,517万5,505円とございますが、これは

先ほど申し上げました一般会計からの繰入補助を受けた上での金額でございます。

その下、未収金ですが1,840万円とありまして、その下に貸倒引当金マイナス788万3,000

円でございます。こちらが先ほど歳出のところで御説明いたしました貸倒引当金に充てた結

果のものでございまして、1,840万円の未収金のうち回収が困難とされる時効が到来してい

るものについてが788万3,000円あるということをお示しするものです。

貸倒引当金の計上算出につきましては、議会の勉強会、予算の勉強会のときにも御説明い

たしましたが、方法として、個々に一人一人の事情を勘案して調べて、これが回収不能なの

かどうかということを調べる個々によるやり方、それから、もう一つには、国が示す理論上
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出すやり方と、大きく２つございます。

このやり方については、勉強会のときにも申し上げましたが、後から御説明した国の理論

上出すやり方で計上したものでございます。なかなか個々に当たる調査権もないところから、

個々に当たってそれがどうかということを判断するのが難しいこと。また、現在の職員の状

況等も勘案いたしましてなかなか難しいものですので、理論上、国の方法に従って算出をし

たというものでございます。

なお、1,840万円については、これは６年度末を計上しているものですが、６年度末３月

に調定されて４月に請求して、４月末に納期限が来るというものについても含まれておりま

すので、一見すごく未収金が多いように見えますけれども、1,840万円のうち例年の実情か

らいたしますと1,000万円ほどは４月になって納付が完了するものですので、まあ1,000万、

引いたとすると840万円ほどが残るわけですけれども、おおよそ決算のときにはそういう値

が出てくるかと思います。

それから、その少し下の流動資産の合計のところでございますが、一番右ですね。6,956

万2,788円が流動資産の合計でございます。これを23ページの上のほうにある流動負債の合

計5,316万円で割りますと、流動比率、短期的な企業の支払い能力を示す流動比率が出るわ

けですけれども、この6,956万2,000円を次の次の23ページの5,316万円で割りますと

130.85％となります。流動比率が130.85％となります。これは、一般会計から3,800万円の

補助を受けた結果でございますが、補助を受けた結果、130.85％となりまして、120％を超

えるとおおむね安全というのが指標でございますので、一般会計からの補助を受けたことに

よって安全な水準にようやく達しているというところでございます。

７ページをお願いいたします。

キャッシュフロー計算書でございます。一番上のところ、３条予算の収支差でございます。

当年度純利益が2,003万9,000円となっております。2,003万9,000円から始まりまして、各活

動をキャッシュ化、現金化していくわけでございますが、この中において下から７行目ほど

のところに3,745万7,000円とありますが、これ左側の説明見ていただくと、建設改良費等の

財源に充てるための他会計借入金による収入でございまして、この3,745万7,000円が温泉事

業会計からの借入れを意味するものでございます。

結果、下の３段になりますけれども、資金期末残高が5,517万5,000円、期首においては

2,005万5,000円でございましたので、3,512万円を年度中に増加をさせるというものでござ

います。これまで４年度の災害後、それから、５年度予算において、このキャッシュ残につ
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いてを2,000万円程度は確保したいということで御説明してまいりました。その2,000万円と

いうのは年度中においてショートを起こさないぎりぎりの線ということで、ぎりぎりの線で

一般会計から繰り入れをいただくという線として2,000万円でこれまで御説明をしてまいり

ましたが、髙橋議員の一般質問にもお答えする中で少し申し上げましたが、令和７年当初か

らの料金改定を見込んでおります。また、その料金改定において、全てが解決すぐするかと

いうと、そういう状況にはございません。一般会計からの繰入れも数年続かないと、なかな

かすぐに卒業できるものでございませんし、料金改定も１回上げればいいというような状況

でもございません。一般質問のときにも回答しましたけれども、２回でも厳しいぐらい。４

回程度に分けて上げないと、いけないんじゃないかというような状況も経営戦略において、

見えてきておるという状況でございまして、料金改定のそれらの動向、それから、適正とさ

れる内部留保資金の１億を目指す、この状況、そこを勘案して、いつ頃一般会計からの繰入

れを卒業できるかということ、この３つの視点で併せ考えた結果、今年度においてはキャッ

シュを増やす結果になるわけでございますけれども、料金改定、それから、その後の内部留

保資金の適正な額へまでの増額、これを下支えしていただくと、一遍に幾らくださいという

のは厳しいものですので、年度ごと下支えをしていただく部分も含めて頂くということで

3,800万円を計上させていただき、その結果、こういったキャッシュフローの内容になると

いうものでございます。

予算書の説明は以上でございます。

なお、本予算につきましては、先月開催の公営企業委員会において承認をいただいている

ことを御報告申し上げます。御審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑を許します。

藤井君。

○１番（藤井昭一君） １番。水道料金の値上げについて、致し方ないということは分かりま

したので、これ令和７年からということですが、いつ頃に、どうやって決まるのかをちょっ

と教えていただきたいです。なるべく半年ぐらい前には町の人としても知っておきたいと思

うんです。中には大口の事業所なんかもあると思います。そういったところで、じゃ、どう

していこうかなって対策も考えなきゃいけないと思いますので、私の希望としては、９月の

定例会とかに、もし決まっていれば上げていただければと思いますが、いつぐらいになるか

ちょっと教えてください。
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○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 料金改定の今後のスケジュールという御質問でございますが、

スケジュールについては先月開催いたしました公営企業委員会においてもお示しをしたとこ

ろでございますが、その内容について申し上げますと、料金改定に必要な経営戦略、今後10

年、20年の財政計画、都市計画をまとめておりますけれども、その成果が今年度中に得られ

まして、その内容を精査するということが、まず初めにあります。その後、年度が替わりま

して、予定としては５月頃に公営企業委員会を開きまして、そこで料金改定の案として、ま

ずお示しすると。その後、案としてお示しして、こういったことについてということで諮問

をさせていただく予定です。同じ５月に、恐らく６月定例会に係る全員協議会が議会におい

ても開かれると思いますので、その場でも同様な情報は議員の皆様にもお示ししたいという

ところです。その後、７月ぐらいをめどということになると思いますけれども、７月、８月

ぐらいということになると思いますけれども、諮問に係る協議をしていただきつつ、答申を

８月ぐらいまでにはいただこうかと。その内容については、また、９月の定例会に係る８月

の全協もあろうかと思いますので、議員の皆さんにも、そこで御説明したいと。議員のおっ

しゃるとおり、９月の議会には、半年前になるものですので、新しい料金改定案というのを

お示しをしたいというスケジュールでおります。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） ぜひよろしくお願いします。

そこで、あともう一つ、入谷の水の白濁の件は、その後どうなっているかちょっと教えて

ください。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 入谷の急速ろ過装置から出てくる水が白濁、気泡を伴いまし

て白く濁っている状況についての御質問かと思いますけれども、その後の状況といたしまし

ては、すみません、ちょっとどこまで御説明したかが、うろ覚えなところがありますけれど

も、どこに原因があるのかということを上流側から調べました。それは、急速ろ過装置のメ

ーカー、タンクのメーカーと私ども町ということで調べて、どこから濁りが発生しているか

という、その位置の特定をまずいたしました。

それと、この間は、それを受けた上で漏水が原因かもしれないということで、漏水を調査

する探査装置をもって、これはメーカーの方が善意でやってくれたものですのでお金はかか

らなかったわけですけれども、その専門家の方に漏水箇所の特定ができるかもということで、



－383－

その調査をいたしました。

結果、なかなか特定には今、至っていないというのが実情でございまして、ただ、現状と

しては入谷地区の一番上のほうにある消火栓のところでは、もう白濁をしているものですの

で、浄水した水が、その間のどこかでということは間違いないわけでございます。可能性と

して、高いところについてが全くないわけじゃないものですので、その箇所を中心にという

ことになると思いますけれども、その空気を抜いていく、エア抜き装置を、それと思われる

一番可能性の高い辺りから掘削をして、その装置を設けて、まず試みてみようかというよう

な今、検討をしているところでございまして、まだそれを設置するところまでには至ってお

りませんけれども、なかなかすぐ簡単に特定に至っていないものですので、やろうとしてい

ることが、すぐ改善につながるかということも分かりませんけれども、まず、そういったや

れることをやっていこうかという検討をしているところでございます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

藤井君。

○８番（藤井 要君） この21ページの貸倒引当金の関係で788万3,000円ですけれども、これ

国のやり方というか法人というか、それを参考にしてやっていくということでありますけれ

ども、これ結構あれですよね、思い切った、一遍にということになって、いきなりこれでい

いのかということもあるわけですけれども、そうすると、これを１回やってしまうと、令和

７年度にはガクンと今度は数字が下がると解釈してよろしいのかな。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 21ページの貸倒引当金の788万3,000円についての御質問でご

ざいますが、これは御説明させていただいたとおり、国の理論上の算定式に基づいて出した

ものでございまして、単純に時効がおおむね２年でございますので、２年の時効を経過した

ものをベースにいたしまして、国の算定式ですと、過去における貸倒れ実績率等を考慮して

計算することになっておりますので、その貸倒れ実積率等を掛け合わせながら出した数字で

ございます。おおむね時効が到来したものということになろうかと思います。

御質問の趣旨は、これがそのまま、恐らく欠損につながるじゃないかというのが御質問の

趣旨かと思いますけれども、これは貸倒引当金として788万3,000円をここに計上したことが、

この６年度末においてそのまま欠損をするというものではございません。欠損をする理由が

なければ欠損できないものですので、温泉事業会計、水道もそうですけれども、で御説明し

たような時効の援用があったとかという、消滅に値する理由がないと欠損できないものです
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ので、その欠損を、この金額をするというイコールのものではございません。見方とすると

1,840万円の未収金のうち780万円程度が不良債権化しているというような見方になろうかと

思います。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） その計算等も分かりましたけれども、そうすると、あとは６年、７年

のずっと正常に行けば、これは徐々に、徐々に減っていくという考えでいいわけですよね、

780万円が。回収できるというか、できないものがあるわけじゃないですか、２年以上たっ

て。そうすると、今、言ったように６年、７年、８年ずっと正常に入ってくるもんだったら、

今までには780万ほどが不良債権化しているよということのわけですので、回収がこう回転

していけばいいわけですけれども、これ回転しないとまずいわけですけれども、これは正常

で行けば徐々に減ってくるよと。ただ、今のところ、６年度には780万ほどを見込んで、未

収金といったら、貸倒引当金、未収金が残るよというような考え方でいいのかなということ

ですけれども。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） この788万3,000円が、今後減っていくのかという御質問でご

ざいますが、不良債権化している、時効が到来したといっても徴収権がなくなるわけではご

ざいませんので、当然収入になるように、その努力は催告書等でしていくところでございま

すけれども、それによって788万円を減らすというふうに作用するものも当然ございます。

ただ一方で、毎年、毎年、時効を経過して重なる部分もありますので、それとのどちらが大

きいかということによって、788万3,000円が増えるか減るかということになりますので、必

ず減ると、減ることを目指すわけですけれども、必ず減るということではございません。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありますか。

髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 36ページで、先ほど藤井議員のほうからも雲見の水道の件の話があっ

たわけですけれども、ここに簡易水道の基本計画というのがあります。令和５年度、本年度

から２か年かけてやるということで、ちょっとスケジュール的なところを１つ教えていただ

きたいのは、今年度の基本計画をもって雲見の簡易水道、今、言いましたように急速ろ過器

をそのままやるのか、それともほかの形態にするのかということが決定するのかどうかを、

まず１つお伺いします。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。
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○生活環境課長（髙橋和彦君） 36ページの雲見の簡易水道の基本計画に係る御質問でござい

ますが、令和５年度から始めておりまして、６年度が本予算が２年目になります。大きな計

画といたしましては、３か年ぐらいはかかるだろうという見通しを持っております。１年目

に、先ほどのとおり現状把握ということで数値を集めるところを令和５年度において行って

おります。それから、６年度においては、その数値をベースに望ましい形を検討していくわ

けですけれども、これが今の形をそのまま残すのが一番合理的という結果になるのか、それ

とも、今や雲見地区には３つの配水池、もともとは一つの浄水場から３つの配水池に水を送

って、そこから集落に渡すという形を取っておったわけですが、その形に極端な話、戻すの

がいいのかとか、今、浄水場が２つあることになっております。それを従来の緩速ろ過浄水

場の１か所に戻して３か所の配水池からの配水にするのか、それとも古くなっている配水池

を集約するという方法も場合によってはあるのか。また、もっと言いますと、水源が今、２

か所から取っておりますけれども、２か所の水源を１か所にすることも、もしかしたらでき

るのかとかいうことを検討していこうということで、３か年を予定しております。

ただ、場合によっては、例えば今の形が一番いいじゃないかと、一番合理的で将来を考え

ても一番いい方法じゃないかということになったとすると、場合によってはこの６年度の成

果をもって意見がまとまるという可能性はございます。ただ、今の形も問題がないかという

と、全く問題がないわけでもないものですので、ちょっとそこは進めてみないとわらないと

いう状況でございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） 先ほどちょっと聞き忘れましたけれども、この788万というのは率で

はないわけですけれども、来年度からは大体率がということは、出すことができるでしょう

けれども、これは今、大体何件なんですか、これは780というのは。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） おおよその数字でございますけれども、１人の人が幾つも持

っているということでございますので、おおよそでございますけれども、大体例年、決算の

ときに御説明するのは50件、60件、50人、60人ぐらいでございます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。
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（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

髙橋君。

○３番（髙橋良延君） ３番。私は本案に賛成いたします。

24時間365日、本当に安全できれいな水を供給していただいていることに、改めて頭の下

がる思いです。松崎町の水道事業に期待する町民の思いは、近年の災害を見ましてもますま

す大きくなっていると思います。令和６年度においては、今後の本格的な設備投資に向けて

事業会計の健全化を図る重要な年度であると思います。安全、強靭、持続を掲げる松崎町の

水道事業をさらに推し進めいただくことをお願いし、賛成といたします。

○議長（深澤 守君） これをもって、討論を終了します。

これより議案第32号 令和６年度松崎町水道事業会計予算についての件を挙手により採決

します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

50分まで休憩します。

休憩 午後 １時４０分

再開 午後 １時５０分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────
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◎日程第６ 議案第３３号 令和６年度松崎町温泉事業会計予算について

○議長（深澤 守君） 日程第６ 議案第33号 令和６年度松崎町温泉事業会計予算について

の件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第33号 令和６年度松崎町温泉事業会計予算についてでございま

す。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 議案第33号 令和６年度松崎町温泉事業会計予算について御

説明いたします。

予算書１ページを御覧ください。

第２条、業務の予定量から御説明いたします。

業務の予定量は、給水戸数、自家用315戸、営業用その他29戸、計344戸でございます。２

の毎分供給量は、毎分2,110リットルとするものでございます。

第３条、収益的収入及び支出でございますが、予定額について、初めに、収入でございま

すが、第１款温泉事業収益6,013万9,000円、内訳として、第１項営業収益5,977万円、第２

項営業外収益36万9,000円。

続いて、支出でございます。

第１款温泉事業費用4,924万3,000円、内訳として、第１項営業費用4,487万7,000円、第２

項営業外費用436万6,000円でございます。

２ページをお願いいたします。

第４条、資本的収入及び支出でございます。

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定めるものでございます。括弧といたしま

して、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額4,075万9,000円は、過年度分損益勘定

留保資金4,046万8,000円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額29万1,000円で

補塡するものでございます。

内訳、収入でございますが、第１款資本的収入1,000円、第１項加入金1,000円。

支出でございますが、第１款資本的支出4,076万円、内訳として、第１項建設改良費330万

3,000円、第４項他会計貸付金3,745万7,000円でございます。
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第５条、予定支出の各項の経費の金額の流用でございますが、流用することができる場合

は、各項相互とするものでございます。

続いて、第６条、議会の議決を経なければ流用することができない経費でございますが、

１つ目、職員給与費、２つ目に交際費とするものでございます。

３ページをお願いいたします。

第７条棚卸資産購入限度額について、限度額は40万5,000円と定めるものでございます。

予算の内訳を御説明いたします。

27ページをお願いいたします。

３条予算、収益的収入及び支出でございます。

初めに、収入でございます。

一番上のほう、１款１項１目供給収益、１節供給収益でございますが5,958万7,000円でご

ざいます。昨年度よりも18万1,000円減額をしたものでございます。５年度の決算見込みに

１％減、99％ほどを見込み計上したものでございます。

それから、真ん中少し下、２項２目の長期前受金戻入でございますが、昨年より123万

3,000円を減少いたしまして22万4,000円としたものでございます。これまでの整備に係る補

助金等の減価償却分をここに計上したものでございますが、償却が進んでいることを意味す

るものでございます。

続いて、28ページをお願いいたします。

１款１項１目の源泉揚湯送配湯費でございますが、真ん中少し下のところ、動力費530万

円でございます。ポンプの電気代、電気料をみているものでございますが、これ昨年度の当

初予算において671万9,000円を計上しておりまして、それよりも大分減額しております。水

道同様、上昇が落ち着いておりまして、その５年度実績をベースに試算をしたもの、それが

530万円でございます。

それから、29ページでございますが、総係費の委託料の一番上、温泉メーター検針業務委

託44万7,000円ですが、こちらについては先ほどの水道同様、検針業務を委託するに当たっ

て１件当たりの単価を上げたことにより44万7,000円、昨年が28万1,000円でしたので、それ

を上昇させたもので、増額したものでございます。

続いて、30ページをお願いいたします。

上から５段目のところ、23節貸倒引当金繰入額217万4,000円でございます。こちらは先ほ

どの水道と同様に、国の示す理論上の算出方法によって、おおむね時効を経過したもの、時
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効期間を満了したものをおおむね計上しているところでございます。217万4,000円でござい

ます。

それから、その下、減価償却費でございますが、昨年の3,014万2,000円を995万6,000円、

大きく減額となりまして2,018万6,000円を計上したものでございます。先ほどの長期前受金

戻入と同様に、減価償却がかなり進んでいることを意味するものでございます。

続いて、31ページ、４条、資本的収入及び支出について御説明いたします。

支出、真ん中から下でございますが、１款１項１目の改良費、これは例年計上しておりま

す。同額の300万円を枠単として計上したものでございます。

それから、一番下、４項１目の他会計貸付金についてでございます。こちらは水道のほう

で御説明いたしましたが、水道事業会計の貸付金3,745万7,000円を計上したものでございま

す。

32ページをお願いいたします。

他会計の貸付金の明細書でございます。上が平成26年度に貸し付けをいたしました、まつ

ざき荘事業会計に対するものでございます。１億5,000万円を貸し付けまして、現在は１億

208万1,303円となっております。令和６年度、本予算年度まで返済を猶予しておりまして、

令和７年度からは返済が始まることになっておりますが、返済が始まりますと760万円ほど

が収入に加わるというものでございます。

その下、水道事業会計の令和５年度貸付分ですが、これは１月の補正で見ていただいた八

木山の急速ろ過装置の修繕に充てるものでございまして、3,300万円を予定しているもので

ございます。これの利息の償還が、元金の償還は据え置きがございますが、利息の償還が始

まりますので、それを予算計上させていただいたところを示ししているものでございます。

19ページをお願いいたします。

貸借対照表です。上段で固定資産についてお示ししておりますが、有形固定資産の合計の

右側のところ１億5,181万8,951円とございまして、こちらが償却が済んだものを除いた残っ

ている分の資産合計額でございます。整備してきた有形固定資産の価格といたしますと13億

4,000万円ほどございまして、そこのところが償却が、すみません、20ページですね。失礼

いたしました。償却が済んだ結果が固定資産合計のところにございますが、すみません、先

ほどの１億5,000というのは間違いでございます。固定資産合計額３億2,435万7,254円とあ

りますが、これが償却がまだ済んでいない、残っている資産合計額になります。これは、先

ほどの整備の台帳価格13億4,000万円で割りますと24％ほどになります。24％ほどが残って
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いるということでございますので、76％ほどの償却が進んでいるということでございまして、

水道会計が40数％でしたので、水道会計以上に施設の償却が進んでいると、古いものが多く

なってきているというものをお示しするものでございます。

それから、20ページの真ん中ちょっと上のところですね。水道の貸倒引当金を６年度から

計上させていただきました。貸倒引当金、そもそもは計上しなければならないものでござい

まして、それを６年度から改めてさせていただいたというものですが、温泉事業会計におい

ては217万4,000円を計上させていただきました。方法については、水道事業会計同様でござ

います。

その上が未収金812万円とありますが、見方としては812万円のうち217万4,000円が不良債

権化しているというふうに御覧いただければよろしいかなと思います。ただ、812万円につ

いては、こちらも水道会計同様に３月調定分を４月に請求して、４月末納期の分がありまし

て、90％ほどは４月に入って納付があるものですので、全て未収になるというものではござ

いません。

それから、少し下の流動資産の合計、右側御覧いただくと６億2,019万1,502円とございま

す。これも水道同様、流動比率を出しますと、21ページの上のほうに流動負債合計540万と

ありますが、この540万円で割ることになります。流動比率といたしますと１万1,453％ほど

になりまして、120％以上が安全、150％を超えると優良という見方がございますので、それ

に当てはめますと短期的な支払能力は十分に有しているということを示すものでございます。

７ページをお願いいたします。

キャッシュフロー計算書でございます。一番上が３条予算における収支差、当年度純利益

でございます。1,057万5,000円でございます。当年度純利益1,057万5,000円、これを初めに

いたしまして、各業務活動等をキッシュ化していくわけでございますが、主なものとしては、

真ん中少し下のところ、２の投資活動のところの真ん中少し下ですね。他会計貸付による支

出マイナス3,745万7,000円とありますが、これが水道事業会計に貸し付けることによってキ

ャッシュを減らすということを示しているものでございます。

結果でございますが、一番下の３段になりますが、期末の残高が６億1,220万9,000円でご

ざいます。６年度中に169万7,000円を減らしたというものでございます。

説明は以上でございます。

なお、本予算案につきましては、先月開催の公営企業委員会において御承認をいただいて

いることを御報告申し上げます。御審議のほどよろしくお願いいたします。
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○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 直接ではないかもしれませんけれども、やはり温泉のほうも被災する

と配管が壊れてしまうということは考えられるわけですけれども、ここの耐震の考え方とい

うのはどのようにされておりますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 温泉の施設の耐震化等の御質問かと思いますが、温泉事業に

ついては令和２年度に策定いたしました経営戦略に基づいて執行しているところでございま

す。令和２年度に策定した経営戦略が温泉の場合は豊富なキャッシュを背景に、耐用年数に

関わらず使えるだけ施設は使うと。壊れた際に豊富なキャッシュを背景に整備、修繕をして

いくということを、簡単に申し上げますと、そういうことを基本的な考え方として令和２年

度に定めております。今はその考え方に基づいてやっているところでございまして、積極的

に耐用年数に従って直すという考えではございませんで、壊れたら直すということを基本と

しているところでございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ページで行きますと、何ページになるのかな、流動資産のところ、こ

れは16ページでしょうか。16ページの流動資産、現金、預金というのが６億1,390万あるん

でしょうか。そして、先ほど150％以上は優良だということで、かなりこちらのほう、余力

があるんだろうなと思うんですけれども、一般会計のほうの財調なんかでは話ししましたが、

例えば、この６億のうちの３億円ほど国債で運用した場合、年間130万ぐらいの収入になる

んでしょうかね。今、加入者が増えるということがなかなか見込まれない中で、そういった

資産の運用というのでお金ためていくことというのは、大事なんじゃないかなと思うんです

けれども、いかがでしょうかね。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） その６億のキャッシュを有効に資産運用したらという御質問

の趣旨かと思いますが、こちらについては会計管理者のほうが一般会計の際に回答もしてお

りましたけれども、水道事業会計においても、資産、現金の運用等については、お金の予算

については会計管理者側にその責任がございます。一般会計同様に、私たち生活環境課の職

員も先日行われた国債等の研修、セミナーもありまして、出席をいたしているところでござ
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います。その辺については一般会計同様に、会計管理者の責任において、どうしていくかと

いうことを考えていくことになろうかと思いますけれども、僕たちが聞いていても悪い話で

はなかったものですし、また、近隣市町においても、こういった公営企業会計において運用

しているという例もございますので、その辺については積極的に検討してまいりたいなと思

っているところです。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 我が町で、特に今年は予算も厳しいという中で、まつざき荘の困って

いるときに貸し付けたり、今回、水道事業会計に貸し付けたりと、いわば唯一といっていい

か分かりませんが、一番の優良なところだと思いますので、そこ、ただ１つ懸念としては、

加入者が増えていくことがちょっと見込みづらいという中で、今あるものをうまく資産運用

していくというのは、すごく大事だと思いますので、ぜひ前向きに検討していただけたらと

思います。

以上でございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） １ページの加入の戸数のところですけれども、うちを離れていても温

泉だけは残して休止にしていくというところもあろうかと思いますけれども、そこの件数と

いうのはどれくらいあるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 休止の件数についての御質問でございます。すみません、今、

持ち合わせておりませんで、ただ、毎月の例月出納検査において御報告もしているところで

すけれども、自家用の休止、それから、営業用の休止と２つに分かれるわけですけれども、

営業用の休止については季節的に冬は使って、夏は使わないとか、お客さんの少ないときに

は使わなく、休止して、繁忙期には開始してというのを温泉は、営業用は繰り返していると

いう状況です。

それから、自家用については、議員おっしゃるとおり、もうこっちにいないからというこ

とで取りあえず休止にするよという件数もございます。その件数は記憶の話で申し訳ござい

ませんが、10数件はあったかと思います。ただ、休止料金もかかるものですので、その料金

をお支払いすることすら少し厳しいということで、数年前から、もう200万円で買われた方

であっても、もう権利を放棄するという方も出始めているというのが実態でございます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。
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（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって、討論を終了します。

これより議案第33号 令和６年度松崎町温泉事業会計予算についての件を挙手により採決

します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎散会の宣告

○議長（深澤 守君） 以上で、本日の議事日程は全部終了しました。

本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでした。

散会 午後 ２時１２分
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開議 午前 ９時００分

◎開議の宣告

○議長（深澤 守君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員は８名であります。定足数に達しておりますので、これより本日の会

議を開きます。

申し上げます。議場内で上着を取ることを許します。

撮影について申出がありましたので許可いたします。

─────────────────────────────────────────────────

◎議事日程の報告

○議長（深澤 守君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

日程に入ります前に、傍聴人の皆様にお願いいたします。会議中は静粛にお願いします。

また、議場における言論に対し、拍手などにより可否を表明することはできません。その他、

議事進行に支障となる行為があった場合は、退席をお願いする場合がありますのでご承知く

ださい。

以上、傍聴人の皆様のご協力をお願い申し上げます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第１ 議案第３４号 令和６年度松崎町営宿泊施設「伊豆まつざき荘」事業

会計予算について

○議長（深澤 守君） 日程第１、議案第34号 令和６年度松崎町営宿泊施設「伊豆まつざき

荘」事業会計予算についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第34号 令和６年度松崎町営宿泊施設「伊豆まつざき荘」事業会

計予算についてでございます。
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詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） それでは、議案第34号 令和６年度松崎町営宿泊施設「伊豆

まつざき荘」事業会計予算について説明いたします。

まず、令和６年度の当初予算の組み方の考えといたしましては、前年度予算並みの宿泊客

を見込み、材料費や光熱水費の高騰により、厳しい経営状況ではありますが、宿泊利用料金

のアップや小売費用を抑えるなどで、損益を2,079万2,000円と見込んだ予算の組み方として

おります。

まず、第２条の業務の予定料でございます。

宿泊利用者22,100人、入浴利用者5,700人、休憩会食利用者3,000人、１日平均利用者86人

を見込んでおります。

続いて、第３条、収益的収入及び支出でございます。

営業収益、営業外収益を合わせました事業収益を３億9,140万円と見込んでおります。

続いて、支出のほうですが営業費用、営業外費用、予備費用を含めました事業費用３億

6,980万円を見込んでおります。

２ページをご覧ください。

第４条、資本的収入及び支出でございます。

資本的収入のほうは、ゼロ円で、ございません。

資本的支出のほうですが、1,442万円、内訳といたしまして、建設改良費が890万円、他会

計借入金償還金が552万円となります。そこで４条の文中の資本的収入が資本的支出に不足

する額1,442万円は、過年度分損益勘定留保資金1,361万1,000円及び当年度消費税及び地方

消費税資本的収支調整額80万9,000円で補塡するものとする、としております。

こちらの詳細につきましては、参考資料の一番後ろのほうに添付しておりますので、あと

でご参照いただければと思います。

それから、第５条の一時借入金の限度額の2,000万円、第６条の経費の金額の流用、第２

条の議会の議決を経なければ流用することのできない経費につきましては、前年と同様でご

ざいます。

最後に、第８条、棚卸資産の購入限度額につきましては、8,190万円としております。

続いて、３ページの収益的収入及び支出、それから、４ページの資本的収入及び支出につ

きましては、詳細のところで説明いたしますので、ここでの説明は省略いたします。
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16ページのほうをご覧ください。

こちらは、収益的収入及び支出のほうの詳しい部分になります。

まず、収入のほうでございますが、目途、本年度予定額比較増減の部分で説明させていた

だきます。

１款事業収益、１項営業収益、１目利用収益３億6,762万円、2,959万円の増でございます。

内訳として主なものは宿泊料が２億９万円、食事料が１億4,718万円、酒類飲料が1,716万円

でございます。続いて、２目の売店収益です。1,892万円、22万円の増でございます。３目

のその他営業収益は106万3,000円で１万円の減でございます。

17ページをお願いします。

２項の営業外収益でございます。

１目の受取利息及び配当金は1,000円、比較増減なしです。２目長期前受金戻入は163万

1,000円、同じくゼロ、３目雑収益は216万5,000円でゼロでございます。

収益のより詳細なものにつきましては、20ページ、21ページの事業計画の部分に単価や目

標人数等を記載しておりますので、そちらをご参照いただければと思います。

続いて、18ページをお願いします。

今度は支出のほうでございます。

１款事業費用、１項営業費用、１目施設経営費３億4,147万8,000円、2,639万円の増でご

ざいます。こちらにつきましては、委員会の開催費用や会計システム振興公社の委託費等に

なりますが、主なものは振興公社の委託費でございます。振興公社の委託費はまた後で説明

させていただきます。続いて、２目原価償却費2,077万2,000円、46万円の増でございます。

続いて、３目資産減耗費10万円でこちらは前年と同額です。

続いて、２項の営業外費用でございます。１目支払利息及び企業債取扱諸費48万8,000円、

6,000円の減、２目の雑支出２万2,000円、7,000円の増、３目消費税644万円、244万9,000円

の増でございます。

３項の予備費、１目の予備費50万円でこちらは、前年と同額でございます。

続いて、22ページのほうをお願いします。

こちらが振興公社の管理委託費の明細となります。こちらは、細節、本年度予定額比較増

減につきまして主なものを抜粋して説明いたします。

職員給料3,637万8,000円、413万6,000円の増でございます。公社の正職員13人ということ

で、１人増でございます。
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それから、３つ下の賃金5,686万8,000円、3,110万円の増です。食事材料費5,640万円、

210万円の増、それから、もう少し下に飛びまして、報償費1,460万円、20万円の増、こちら

はインターネットやカード、クーポン等の手数料でカード決済等増えているもので増額とな

っております。

光熱水費5,740万円、960万円の増でございます。こちらについては主に電気料のほうが増

えている関係でございます。

それから、23ページをお願いします。

修繕費のほうが1,000万円で200万円の増、こちらについても施設の老朽化により修繕が増

えている関係で修繕費を増やしております。

それから、洗濯料829万8,000円、77万8,000円の増、こちらはクリーニング代ですけれど

も、こちらも単価がアップしている関係で増額となっているところでございます。

こちらのほうは以上になりまして、続いて、19ページのほうにお戻りください。

19ページのほうは、資本的収入及び支出でございます。

こちらも本年度予定額の部分を中心に説明いたします。

まず、資本的収入ですが、本年度予定額はゼロ円でございます。

続いて、支出のほうですが、資本的支出の合計は1,442万円でございます。内訳は建設改

良費と他会計借入金償還金となりますが、建設改良費の内訳の１目改良費は500万円でござ

います。こちらは、前年度に比べまして2,250万円の減でございます。５年度におきまして

は、５階の客室の空調工事を実施した関係もございまして、かなり増えておりましたが５年

度につきましては、なかなか予算を組み上げるのに苦労しておりまして、枠工事のみの500

万円の計上としております。

それから、２目資産購入費390万円、140万円の増でございます。こちらにつきましては、

食器のほかパソコン３台、テレビ12台、空気清浄機、その他もろもろの器具備品ということ

で390万円を予定しております。

それから、２目の他会計借入金償還金は552万円でございますが、こちらにつきましては、

令和２年度に運転資金として借入れしました１億円分の元金返済分となります。

続いて、５ページのほうをご覧ください。

こちらはキャッシュフローの計算書でございます。

まず、一番上の当年度純利益ですけれども、2,079万2,000円で見込んでおります。それか

ら、下のほうに移りまして、資金増減額は3,606万6,000円を見込みまして、期首残高の



－401－

3,104万9,000円と合わせまして、期末残高を6,711万5,000円を見込んでおります。

続いて、12ページをお願いします。

12ページ、こちらが６年度の予定の貸借対照表でございます。

まず、資産の部のほうから説明をします。

１の固定資産、それから２の流動資産を合わせました資産合計でございます。こちらが７

億927万9,629円となります。

それから、13ページのほうに移りまして、負債の部のほうでございます。

３の固定負債、それから４の流動負債、14ページに移りまして、５の繰延収益、こちらを

合わせました負債合計が右側の数値になりまして、５億5,044万6,701円となります。

続いて、資本の部のほうでございます。

真ん中辺のほうですが、当年度純利益2,079万2,000円を見込みまして、最後のほうですが、

資本合計１億5,883万2,928円、負債資本合計のほうは７億927万9,629円となりまして、こち

らの数字は12ページの資産合計と一致するものとなります。

最後に、24ページをお願いします。

最後、他会計借入金の償還金の明細の説明でございます。

伊豆まつざき荘事業会計におきましては、一般会計と温泉事業会計のほうから借入れをし

ておりまして、上の３つにつきましては、令和３年度から令和６年度までの４年間の返済猶

予ということで、元金返済なしで利子のみを支払っているところでございます。

２年度に運転資金といたしまして、１億円の借入れをしましたが、こちらにつきましては、

元金償還もしておるところでございます。６年度の償還額は元金のほうが551万9,496円、利

子のほうは４つ合わせまして48万7,702円となりまして、６年度末の未償還元金のほうは４

億8,356万4,769円と残っているところでございます。

資料の説明は以上となりますが、令和６年度の予算は宿泊利用料金のアップにより、損益

は2,079万2,000円のプラスを見込んでおりますが、令和７年度から現在、返済猶予となって

おります借入金の元金返済、年間でいきますと約4,000万円が始まることから本来実施した

い修繕工事を保留して、キャッシュを蓄える形としておりまして、数字だけ見ると黒字予算

で問題がないように見えますけれども、実際は厳しい経営状況であることをご理解いただき

たいと思います。

説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。
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これより質疑に入ります。質疑を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 非常に情勢の厳しい中で、苦労されて予算を組まれたというように思

います。また償還も入ってきますので、先行き分、かなり厳しいところを見なければいけな

いと思います。

令和５年度につきましても、特別に入ってきたお金2,600万円を抜きますと、1,732万

7,000円というのが実質的に営業の赤字になっているわけです。そういった中で、黒字を目

指すというのは相当の努力をしないといけないんじゃないかと思っています。ほぼ宿泊利用

者が２万2,100人ということで100人だけ予定より増やしているようですけど、実際には

1,500人ていうのが令和５年度は確保できなかったわけでございます。

そうしますと、今年度さらに、給料も上がってきてコストも上がってくる。物価が上がっ

てくる。そういったものの中で利益を上げていかなきゃなんないわけですよね。そうします

と、相当な施策を打たないと達成できないんではないかと思います。予算を作る時には、も

ちろん支出は多めに収入は少なめに見ているとは思いますけれども、この２万1,000人をど

う確保するか、これは本当に難しい問題で今までも散々改善、改善と言われていながら黒字

にもっていけなかった。

そういった中で、今年度これを出してきて、そこの決意、相当の決意を持ってやらないと、

これ達成できないんじゃないかと思います。その辺りの考え方、こんな改善をしていくから

いいんだというようなことありましたらお願いします。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 長年、まつざき荘の経営については、なかなか厳しい状況が続いてき

ております。ここへきてまた、施設の老朽化という問題が出てきております。

それについても、今まで数字上は減価償却ということで埋もれてきていたところでござい

ますが、そこが減っていくというところを見越して、実はその新しい機械の入替えとか、そ

ういった修繕計画も立ててこなければならなかったはずなんですが、そこも実は欠如してい

たというところで、いろいろなものを、いま一度見直しに入っておりまして、なおかつ皆さ

んが懸念しているサービスの向上というものが、なかなか実現ができにくかった環境ではあ

ります。

途中、コロナがあったり、非常に厳しい状況が続いたわけでございますけれども、今、皆

さんのご理解もいただきながら、新しい経営改善ということで民間活力の活性化も含めた中
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で、調査をしているところでございます。

その報告は、まだこれからなんですけれども、途中経過の意見等を伺っている中では、可

能性としてはポテンシャルはまだまだある、というような希望を持たせてくれるような発言

もありますので、そういった意味でもこの松崎町の観光の牽引である、まつざき荘というも

のを建てたときのそのときの趣旨、というものをしっかりと引き継ぎながら、やはり雇用の

問題もそうなんですが、何かのときに地域の観光の牽引力であるものとして、何とかこう維

持していきたいという思いでございますので、もちろん赤字は好ましくないとは思いつつ、

いろんな形で温泉もこの松崎町会計から支出している部分も大変多うございますので、そう

いった意味では全体的な俯瞰をしたときに、存在価値というものはあると、まだ思っており

ますので何とか職員も従業員も今、いろいろな意味で勉強会とか取り組み始めておりますの

で、みんなで一丸となってこの目標に向かって取り組みたいという決意でございます。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 改善についての具体的な戦略の関係でございますけれども、

こちらのほうは振興公社の総支配人のほうが、営業戦略ということを作っております。まつ

ざき荘におきましては、持続可能な顧客を効率的に獲得ということで、友の会の関係もござ

いますけれども、ちょっと減っている関係もございますので、新規顧客のほうを核としてリ

ピーター化に回すような形を目指していきたいということでございます。

また、ターゲットを絞り込みまして、ＰＲの集中投下ということも考えております。ター

ゲットといたしましては、現在、お客さんで来ております首都圏、静岡県内在住の方が多い

ものですから、こちらをターゲットにいたしまして、単身のお泊まりじゃなく複数人での泊

まりということで、55歳から65歳の夫婦であるとか、30歳から45歳のファミリー層であると

かそういった層をターゲットにＰＲしてお客さんになってもらい、リピーター化を目指すと

いうことを考えているところでございます。

また、客室稼働率と部屋の単価の向上を両立ということも考えております。宿泊料金の改

定のときにも説明いたしましたけれども、ダイナミックプライシングの導入ということも考

えておりまして、そちらも７月から主導で実施いたしますけれども、そちらのデータを蓄積

して販売価格をコントロールする方法も取り入れていくというところでございます。

あとは、具体的な施策としては、いろいろＯＴＡの関係につきましては、予約の多い楽天

であるとかそういったところを中心にポイント広告をやるであるとか、いろいろ細々な部分

でまつざき荘のほうでは、戦略的な目標を立てて実施を予定しているところでございます。
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○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 以前から様々な施策、料理にしても、おもてなしにしても様々な施策

を打ってきたところでございます。非常に厳しい中で、ここで利益を上げていこうという目

標としてはすばらしいと思います。ただ、それが達成できるかとなると、ちょっとなんか大

変だろうなっていうふうに思うわけです。そういった意味で、この２万2,100人っていうの

が本当に達成できるのか、損益分岐点としてはどの辺りで、とんとんになるというふうに考

えておられるのでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 損益分岐点の関係でございますけれども、本年度の予算額を

損益分岐点の大体の数値等も見込んでおります。若干過ぎますけれども売上げですと３億

9,000万円、それから宿泊ですと２万2,000人をちょっと超えるというところでございます。

本来であれば、もうちょっと会食あるいは売店のほうを増やしていけば、これぐらいの数

値で損益のほうは達成できるのではないかなということで、考えているところでございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） いろんなこと、お客さんがある相手のある話ですので、必ずしも自分

たちの施策どおりいくとは言えないんですけれども、とにかく考えられることを打っていか

なければ達成できない数字ではないかと思います。

そういった意味で、一つ心配なのは先日いただいた資料の中で、松崎町というのは観光地

でありながら首都圏の人は知らないっていうところでは一番知らない人が多かったわけです。

まず、そこのところ非常に問題であるというふうに思っていまして、かつては観光の御三家

ということで湯布院と足助ですかね、そこで松崎町ということで全国から研修に来たという

そのすばらしい実績があるわけです。それでありながら現在、知られていないというのは非

常に残念だと思います。

その辺りもぜひ、まず知っていただくっていうことは必要ではないかと思いますので、先

ほどＰＲの話が出ましたけれども、層を絞って、層ごとに何が目的でこちらにいらっしゃる

のか、しっかり分析して対策を打っていただけるといいと思います。

それから、今、調査中っていうことですけど、いつまでも調査中では、もうすぐ４月から

策があるなら早く打ってやっていかないと本来12か月ある営業期間が取れないということに

なりますと、なかなか達成が難しくなると思いますので、その辺りを早く結論を出していた

だいて悪いところは悪いではっきり出していただいて、現状の悪さが分かれば対策も出てく
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るわけです。対策が合っているかどうかは分からないまま、対策を打っていると結局、労を

多くして結果が出ないということになりますので、そのところを早く結論を出していただい

て、ここが悪いんだよということがあれば、そこをどうして改善していくかっていう、要は

現状の把握というのをしっかりやっていただいて、それでもって対策を打っていただくこと

が必要ではないかと思います。

それはスピードですわ。何回も言っているんですけれども、もう４月から始まるんです。

来年度のこの予算で動くのは４月から始まるので、今、その悪さ加減が出ていて、ここを改

善しようっていうのが出なかったら、もう４月から対策は打てないわけですので、その辺り

をぜひ、予算を作るのに非常に苦労をしたというのは分かりますので、その辺り、ぜひ達成

できるように終わる時には本当に笑顔で万歳でやりたいと思いますので、その辺りの決意を

お願いします。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 新たに新年度、おっしゃるとおり始まります。３月の末、今月末にそ

の報告を受けながらそれと併せてスタッフの配置も含め、振興公社のほうで今、検討してい

るところでございますので、本当に４月新年度から用意ドンという形で、職員にも働きかけ

をしていきたいと、思っております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ５番。

24ページの他会計借入金償還金の明細書について、ちょっと質問したいと思います。

４つの借入れをしていて未償還元金というのが４億8,000万円ありまして、今年度という

か令和６年度には550万円元金を減らしていくと、いうことなんですけれども、この計算で

前年度を基にこの計算を出しているということなんですが、このまま毎年550万円ずつだっ

たとしますと、96年ぐらいかかるのかなと思うんですが、合っていますか。そのぐらいのイ

メージというか、単純にそんな90年以上かかって、借金を返していくというようなイメージ

で合っていますかね。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 他会計借入金償還金の関係でございますけれども、６年度末

が４億8,000万円近くということで、これの元金返済猶予が解除されますと、約4,000万円毎

年返さなきゃいけないということになります。

これでいきますと21年ぐらいで返せるんですけれども、その4,000万円が返せるかどうか
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っていうのが、非常な問題となっておりますので、まつざき荘のほうで売上げを上げまして

4,000万円ずつ返せれば15年ぐらいでは返せるっていう計算上はなりますけれども、それが

今の状況ですとかなり難しいかなということは考えておりますので、その辺は改めて状況を

踏まえて議員の皆様には借入れになるのか、償還猶予になるのかというのも含めまして、ち

ょっとお願いすることもあるかもしれませんので、その点はご理解のほうお願いしたいと思

います。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 理解してほしいというか、現状そうなので、そうだなと思うんですが、

ちなみに今、まつざき荘が建ってからそれなりに年数が経っていると思うんですけれども、

向こう何年ぐらいは今の建物を使えるんでしょうか。正確な数字でなくてもいいので、何年

ぐらいは大丈夫であろうっていうような年数を教えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 建物につきましては、まつざき荘、平成18年にオープンです

ので建物の耐用年数30年になります。ですから、あと12年ぐらいになりますけれども、中の

設備のほうは償却年数、約15年ということで、これ償却が終わっていますので、その設備更

新を定期的にしていってそこまでもつということですので、現状ですとなかなかその設備更

新ができていない状況ですので、なかなか難しい状況でございますけれども、建物自体はあ

と12年ぐらいは耐用年数があるということでございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 今の説明でいきますと、12年後には建て直すのは、本当はできないと

いけないってことなのかと思います。実際にはもう少し延命ということで10年とか延ばすの

もしれませんけれども、それにしても22年ってことですよね。さっきの4,000万円の返済計

画にぎりぎりかなというふうな気もしますし、もし、4,000万円いきませんでした、減って

いけば減っていくほど年数が延びるわけですけれども、仮に、もう建て替えしなきゃいけな

いよっていう状況になってまだ借金が残っていますってときに、建物を建て直す費用ってど

うするんでしょうか。また一般会計から借りたり温泉会計から借りたり、町債を発行してや

るとか過疎債を借りたりとかっていう形で、建て直すっていうことになるんでしょうか。ち

ょっと教えていただけますか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） すみません。まず最初に、訂正をちょっとお願いしたい。耐
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用年数の関係を30年と説明しましたけれども、こちらの議案の15ページのほうに減価償却の

方法が書いております。建物の関係、３年から47年と物によっていろいろ違いますけれども、

これぐらいの年数ということでありますので、訂正をすみませんが、お願いしたいと思いま

す。

それから、建て直しの関係でございますけれども、本来であれば、以前のときは民間のと

ころからの借入れもしましたけれども、現状におきましては町のほうの判断にもよりますけ

れども、まつざき荘を存続させるのでありましたら、資金確保のためには現状と同じように

町の一般会計とかから借りて、対応するしかないかなということでは考えておるところでご

ざいます。

○議長（深澤 守君） ほかに質問。

小林君。

○６番（小林克己君） 16ページお願いします。

ここで、宿泊料で企画割引って形で、こうやって計画されていると思います。これがどん

な内容なのかっていう説明もしてほしいんですけれども、今回の一般予算の中で総務費、国

庫補助金という形で物価高騰対策重点支援地方創生臨時交付金という形で、2,900万円余り

いただいていると思いました。

これはプレミアム商品券とか何かって形に、確か使われると思っていましたけれども、こ

れの地方を創生する臨時の交付金っていう形で実際に県のほうが昨年、バイ・シズオカって

いうイベントを起こしていただいた関係もありまして、また、昨年宿泊されたお客さんに対

しては、松崎の町でも観光協会からそのような買い物をするためのお金とか何かって形で、

外貨っていう言葉の使い方が正しいかどうかは分かりませんけれども、それを得るような経

済効果を得るためのような施策が昨年とか何かは行われておりました。

そのような関係で、当町のほうも７月１日からまつざき荘の料金が値上げをされるってい

うことがもう確定されております。それに対して、そういうイベント的なものの考え方を考

えていくっていう考え方はあるのでしょうか。

町長、もしも答えられたらそういうイベント的なものは考えられるでしょうか。ちょっと

お伺いします。予算的なもののところを。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 宿泊に対するイベントっていうこと。町全体で。

そうですね、やはり町で今一番大事なのは、観光客、いわゆる外からのお金をいただくと
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いう。松崎町とか賀茂地域、伊豆南部地域においては、やはり主たる産業と言われるものは

観光という形が一番大きいかなと思っております。広く見れば、伊豆半島全体も観光という

ものが非常に何兆円という収益を動かす産業の一つでございますので、そういった意味では

外からのお客さんも呼びたいところです。

特に、まつざき荘については、外からのお客さんもそうですけれども、会食については地

域内でも使えるところはあると思いますので、そこも漏れなくいろんな働きかけをしながら

やりたいと思います。

町としてのイベントというのが、やはりここのところ７大イベントもそうなんですが、地

域の中でなかなかそういったものが、やりきれなくなっている状況、特に松崎町役場の職員

がいなければできないようなイベントにここ十数年なりつつあったところです。地域の方か

ら今回幾つかのイベントについては中止と、廃止っていう形になりつつあります。

ただ、観光客につきましては、やはりこの地域の歴史・文化については、いろんな形で発

信をしています。髙栁議員からもご指摘があったとおり、思っているほど知名度がない、と

いうのはこの時代が変わってきて、時代背景の中でも数字として出ておりますので、そこは

私も責任を持って知名度を上げるということをしていく中で、今まで関わっていなかったエ

リアの部分、例えばデジタル村民であったり、あとは大学との連携も強化だったり、あとは

遠隔地の地域との事業連携であったり、もちろん近隣の連携というものも必要であると思っ

ておりましたので、今までせっかくこう連携をしてきていた、例えば伊豆半島内でも長泉町

とは災害時の総合支援の連携を取っていますので、そういう意味でお互いのイベントに参加

するぐらいのことであれば、できるんじゃないかということで、働きかけをお互いにして、

両方のイベントに参加を始めたところです。

富士宮市もそうですし、あとは川根本町とか美しい村の連合であるとか、そういった形で

の連携を少しずつ増やしつつ、そういったネットワークを活用しながら、その地域の知名度

を上げつつ、やはり来てもらうための施策をしっかりと発信していかなければならないと思

いますので、イベントもいわゆる労力の効果、費用対効果と言うんですか、労力に対する費

用対効果も加味しながら、低負担で高効果というものをいろんな地域のところから学びなが

ら進めてまいりたいと思います。

○議長（深澤 守君） 小林君。

○６番（小林克己君） ６番。

今の言葉、本当に大変に力強く感じております。自分も今、広域的にやっていきたいって
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いうその言葉、それを引き出していただきたいと思い、先ほどの質問をしております。実際

に松崎の町だけの予算で経済効果をと考えたときには、ちょっと弱いのかなと思っておりま

す。そこで、この伊豆の西側って形で、南伊豆町であったり西伊豆町であったり、または駿

河湾フェリー、これをうまく利用するような形で、この観光に結びついていけないのかなっ

ていう気持ちから先ほどの質問をさせていただいております。

ぜひその辺、よろしく、首長たちの多分会議とか何かのときに手を結んで、まつざき荘の

予算に収益が上がるような活動を町長のほうにしていただきたいと思っております。よろし

くお願いします。答えはいいです。すみません。ありがとうございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ２番。

22ページ、管理委託費、明細書の部分でお伺いします。

食事材料費のところですが、現在、材料が高騰ということで現在だいたい原価率はどれく

らいになっているかということと、値上げした結果、どのくらいになるのか。

７月からの値上げということですので、それを年間にならした場合どのくらいの原価率に

なるかは計算されているでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 食事材料費率の関係ですけれども、予算上は39％ということ

で見込んでおるところでございます。月々の現状ですと５年度につきましては、35％を見込

んでおりましたけれども、現状ですと37％ちょっと超えているということで、物価高騰の関

係で35％はちょっと無理だろうということで現状では37％弱ということで、推移していると

ころでございます。

現状のその物価高騰の関係でいきますと、この予算の39％はクリアしなければならないで

すけれども、６年度につきましては、現状の37％ぐらいでいくのかなということで、まつざ

き荘としては考えているところでございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） 原価率については理解いたしました。それでですね、こちら材料につ

いて食事については廃棄なども出るかと思うんですけれども、こちら廃棄の量ですとか、そ

れにかかる費用などでは計算されているようなことってあるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 廃棄の費用まではすみません、把握のほうはしていない状況
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でございます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） なんでお聞きしますかというと、やはりどちらかというと泊まられる

方は高齢者、どちらかというと年齢が高い方が多いと思われます。食事、量より質というと

ころでできるだけ食品ロスの観点から見ても、そういった廃棄が出ないような工夫もしてい

ただきたいと思います。

あともう１点、手当の関係で期末勤勉手当なんですけれども、こちら予算の段階では満額

ということで計算していると理解してよろしいでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） まず初めに、食品ロスの関係ですけれども、こちらのほうは

配慮してＳＤＧｓの関係もございますので、まつざき荘としても配慮していきたいと思いま

す。

それから、期末勤勉手当の率でございますけれども、予算上は、当初予算は満額で計上し

ております。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） １番。

昨日と一昨日に私、楽天トラベルとじゃらんの口コミをちょっと見させてもらいました。

大変いい言葉が並んでいました。５点満点で、平均で4.3点で接客もいいとか、料理もよか

ったとか、中には風で車が真っ白になったので、洗車をさせてくれたとか、そういった大変

いいことがたくさん書いてありました。正直言ってびっくりしました。よく頑張っているん

だなと感心しました。ちょっと前に自分も懐疑的な感じで質問してしまったことに対して、

申し訳なかったなと思いました。

こういった職員の皆さんの頑張りが見られました。しかしながら、まだまだこれからもっ

と頑張んなきゃいけないんだなと思いました。これからも皆さん力を合わせて営業努力して

いただいて、サービスの質もますます上げていただいて、頑張っていただきたいと思いまし

たので、ぜひよろしくお願いします。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ５番。

すみません、先ほどの続きをさせていただきたいと思います。年間4,000万円ずつ返還し

ていくのが目標ということとなりますと、いわゆる売上からその費用を差し引いた利益って
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言うんでしょうか、それが多分恐らく3,000万円ぐらい残っていくような感じにならないと

ちょっと返すに返せないのかなと。ちょっと細かいところは、多少違いはあるかもしれませ

んけれども。

そうしますと、今が2,200万円かそのくらいの利益ってことになるんですが、２倍、2.5倍

ぐらいになるんでしょうか。そうなりますと、かなりの努力というか、なかなかに厳しい目

標なんだろうなというふうにちょっと感じるんですけれども、今年度の達成しようとしてい

る数値が、優しめで見積もっているのか、これすらぎりぎりってことなんでしょうか。ちょ

っとその辺の肌感覚というか教えていただけますでしょうか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 償還金の関係でのご質問ですけれども、元金返済が始まりま

すと4,000万円ということでご説明いたしましたけれども、ただいまも２年度の元金500万円

払っておりますので、3,500万円ぐらい増えているところでございます。

現状の売上げですと、かなり厳しいというところでございまして、目標２万2,000人ちょ

っとで見込んでおりますけれども、これにつきましても今年度の補正でも説明しましたけれ

ども、なかなか２万2,000人っていうのも厳しい目標であると思いますけれども、町長も言

いましたように、それぞれまつざき荘におきましても改善に対して、いろいろ取り組みなが

らこの目標を達成したいということで考えております。

宿泊利用人数の目標については、かなり現状といたしましては結構難しい数字ですけれど

も、達成しなければいけないということで考えているところでございます。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） 本当に難しそうな達成しなくちゃいけないところが、結構難しそうだ

なというふうに私も感じます。

それがやっぱりチームとして危機感を持ったほう、今も持っていると思うんですけれども、

これ以上努力できないよっていう中での、それでも難しいとするならば、私もよく行かせて

いただいて最近料理がよくなったなとか、友達とか来たら宿泊に泊まらせていただいたりし

て、利用させていただいているんですけれども、いずれ建て替えをするときに借金がまだ残

っているまま、また借金をしなきゃいけないっていうような状況になるっていうのが、見え

るような気がしまして、どこかのタイミングで撤退というか、ちゃんと視野に入れたほうが

いいのかなというふうに、今ちょっと感じております。

結局、この維持することのために一般会計であったり、温泉事業会計のほうから、どんど
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ん出していかないと維持できないっていう状況の中で、今年度、特に予算を削られてお金が

ないっていう中で、さらにそっちにつぎ込んでいかなきゃいけないっていうのは、慢性的に

松崎町として投資していかなきゃいけないところに、投資できないようなことを感じるもの

ですから、立ち直っていただきたいと思うんですけれども、恐らく相当な努力と本当に料理

を変えるとか、そのレベルではない、もしかしたら、まつざき荘だけでも達成できないよう

なことにチャレンジしなきゃいけないんじゃないかなというふうに思います。

町を挙げて松崎町のＰＲをするとか、本当に小手先でどうこうできる話じゃないんじゃな

いかなっていうふうに、この償還金のことから感じた次第なんですけれども、どうでしょう、

結構その辺の危機感っていうのは、持っていらっしゃるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 全国のいろいろな自治体が今人口減少の中で、今苦慮しているところ

でございます。今まさに今までどおり、施設の維持管理をずっと続けていくということが、

これから先を見越した時にも非常に厳しい状態であるというのは、皆さんご存じ、ご周知の

とおりだと思っております。

その中で、やはりその施設の存在意義も含めた中で、この町営施設をどうしていくかはや

はり議論は必要だと思っております。最終的に、閉じるという選択もどこかにやっぱり考え

ておかなければいけないというのは重々承知しているところです。先日も棚田の件がござい

ましたけれども、やはり維持したい気持ちだけでは、どうにもならないケースというのがあ

るのは自分たちも自覚はしているところです。

ただ、いろいろな技術革新として、新しい風潮、社会状況等も踏まえながら、可能性がし

っかりとあり、そこに向かって先ほどからおっしゃっているような投資の意味が、価値がし

っかりと維持できるのであれば、そこに向かって進むということも新しい考え方として、持

つべきではないかと思っておりますので、実際に数字の面で言えば、いずれかはそういうこ

とも考えの中に入れておく必要があるという覚悟というか自覚は、一応持っております。

○議長（深澤 守君） 田中君。

○５番（田中道源君） ５番。

かつて私が聞いているまつざき荘は、すごく花嫁修業にあそこに就職させればいろいろし

つけてもらえて教育してもらえて厳しくしつけてもらえていい、そういう使い方をしていた

みたいな話を聞いたこともありますし、いっときは一般会計のほうに利益の分を補塡してい

た時代、そんなこともあったと聞いております。
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その時代の情勢というのもあると思いますけれども、とはいえ、やはりそういう我が町に

とっても大事な施設だと思いますので、しっかりと利益を出すっていうところ、ちゃんとし

たサービスをしていくってところを、今も努力しているとは思いますが、まだ足りていない

だろうということだと思います。

本当にしっかりとやっていただきたいに尽きるわけですけれども、松崎町の本体のほうの

町政のほうの運営に支障が出てしまうようなことになってしまうと、本当によろしくないの

で、今もほぼなっているような状況になっているかと思うんですが、コロナのときに１億円

をお貸しする、返済計画もないけど、とにかく潰れてしまうから投入するっていうようなこ

とをしました。

ああいった、通したのが議会でございますから、こちらにも責任がありますけれども、何

とか最終的には町が尻を持ってくれるんだというような意識では、やっぱりよくないんだろ

うなと思います。

普通の民間の宿泊業であれば倒産ってことに成りかねない事態だったと思いますので、そ

れだけ厳しい中で運営しているよという気持ちで、やっぱり今後を見据えてやっていただき

たいなと思います。

今も努力しているのは承知しておりますし、変わってきたなとは思うんですけれども、や

っぱり数字に出てくるものを見ると、全然楽観できないなというのを改めて感じた次第でご

ざいます。

ぜひそんな思いでチーム一丸となって、というか町一丸となって何とかしなきゃいけない

案件かと思いますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） ありがとうございます。

平成２年、私が奉職しまして一番最初に、伊豆まつざき荘へ配属されました。その時はま

さに今、田中議員がかつての話をされましたけれども、それこそ社会状況も違うし価値観も

違うんですが、定員をオーバーするお客さんが宿泊していただきましたし、食事もいろんな

形で提供してきた時代でございます。当時は、何年連続になるか、国民宿舎の中で全国１位

を誇っていた集客でございました。

それから、30、40年近く経って、途中で建て替えもあり社会状況も変わりというようなこ

とがありまして、先ほども民間の話がありましたけれども、コロナの時には、あの星野リゾ

ートでさえ、倒産確率を各ホテル、施設に出して、従業員の方々を鼓舞したという状況もご
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ざいますので、そういった意味では自分のときに、皆さんの税金１億円を投入したという責

任は、重々そのときから感じている次第でございますので、そういった意味でも自分は思い

をもってまつざき荘を何とかしたいというのは考えているところでございます。

ただ先程来、自分だけが何とかするというのはとても力が足りず、どうにもなるものでも

ないなというのを感じておりますので、やはり皆様方とともに町民の方にももちろん、従業

員の方々にももちろん力添えを、力を一丸となって何とかしていく必要性があるんだろうな

と感じているところでございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○８番（藤井 要君） ８番。

今、先ほど田中議員の話を聞いていまして、ちょうど建ててからその当時の話でございま

すけれども、前々町長の時です。松崎町民が、幾らマイナス、赤字だったら認めてくれるの

か、このまつざき荘を認めてくれるのかと、松崎には大きな宿泊施設がありません。そうい

う関係で、でもなくなった場合に、松崎に来たときに宿泊するところもありませんし、そう

いうことを考えたりしたときには、なければならない建物ではなかろうかと、誘客とかいう

こととかＶＩＰとかそういういろいろな人をもてなす場所ということで、そんな議論をした

ことがあります。

そして、その当時の町長は、幾ら赤字だったら松崎町民が認めてくれるんですかと質問し

たときは答えませんでしたけれども。前にもあそこをもう売ったらどうかという話とかもい

ろいろ出たわけですよ。そうしたときに、今の資産状況を見ますと約７億円ぐらい、未処分

とか借入金合わせてだいたいツーペイですよ。何年か前ですけれども、よく郵便局関係の保

養施設は何億円のものが1,000万円だとかそういう時代がありました。

今、松崎を考えますと、ここはツーペイだからといって、外国の資本が来て買ってくれる

ときには、もう本当に１億円とか２億円とかもっと下かもしれません。そういう中で松崎町

が使えないと来てくれるお客様をもてなすということがないということになると、やっぱり

存続するべきかなあと思います。

そういう中で、前にも私も言いましたけれども、親亀がこけたら皆こけたじゃないですけ

れども、水道と温泉で約1,400万円ぐらいをやっているんですよ。そうすると、それがなく

なっちゃうと温泉会計も水道会計もまたこけるような可能性も出てくる。そして、また雇用

13名ですか、ということがありますので、そういう点を見ると先ほど今の町長にもまた言い

たいですけれども、何千万円ぐらいの赤字で町民をいろいろなことを併せて納得させる。そ



－415－

ういうこともまた努力していかなければならないと私は思います。

そして、先ほどリピーターもどんどんと減ってくる、これ高齢者になってくるから若い人

が来ない限りは、もう衰退していく。それで、この前21世紀の森の関係とか私言いましたけ

れども。2030なんかも使って新しい観光のそういうことを見出していかなければ。

ですから、そういう面では課長大変でしょうけれども、2030の方やそういう若い人たちと

一緒に誘客、いろいろなアイデアを計画してもらいたい。電通さんも来ていますし、そうい

う面で世界から来る。

そして、町長は対話でこう言いますけれども、そういうところも言っているわけですので、

そういう新しい顧客、西伊豆、松崎、そして南伊豆、河津とかも連携とかでやりましたよね。

ですから、もっとそういう意味では、なるべくマイナスを少なくしながらなんとか維持する。

そのくらいはしょうがないよねと。先ほど言った水道から親亀こけたら皆こけたにならない

ように、やってもらいたいと思います。

そういう意味では本当に大変ですけれども、これからもそして、目標があるわけですけれ

ども、その目標、ただ２万2,000人。ただ数字を上げるがじゃない。この前みたいに去年が

こんかいだったから、鉛筆なめてこんかいしないと何千万円になりませんよ、ではなくて、

本当に個人個人が、町長も親方で課長もいますので職員にそういう意識を持ってもらう。職

員がただ働いているがじゃないよということで、やっぱりそういう数字の勉強会なんかもや

って、あなたたちが今回頑張ってくれているということを、そして見せて数字上も見せて、

そして、今回はボーナスつうか昨年度ですか、そういうのは下げられましたけれども、働く

ことによって、やりがいが起こるというようなことをやっていかなければならないと思って

いますのでお願いします。

そして、最近でもちょっとどこだかは分からない。

○議長（深澤 守君） すみません、簡潔によろしくお願いします。

○８番（藤井 要君） そういうことで最近でもあったんですけれども、市長とか町長の決断

で、もうやめるというところもありますよね。本当、最近まだ１か月も経っていないと思い

ますけど、そういうところもありました。

でも、今、先ほども言ったように松崎の雇用を守る、いろいろな経済を守る、という意味

で続けていくしかないなと思っていますので、もう一度決断というかそういうところの町長

の決意をお願いしたいと思いますけれども。

○議長（深澤 守君） 町長。
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○町長（深澤準弥君） 今本当に皆さん議員の方々からも非常に叱咤激励という言葉で受けさ

せていただいております。やはり、それこそ自分だけが旗振ってもなかなかっていうところ

もあるんですが、従業員とも振興公社のほうにも勉強会を開くとか、そういったような小さ

いことから少しずつ意識改革も含め、少し変えていくところも進んでいるところでございま

すので、自分としても先ほどらい、お話したとおり自分が奉職したとき、一番最初の職場で

あったわけですので、建物はもう建て替わって大分変わっていますけれども、当時は伊豆ま

つざき荘の職員も直営で何人かいて、パートのおばさんたちと運営してきた状況です。

今、振興公社というものができまして、途中からそういったところで、しっかりと民営の

部分のいろんなしつつ、やるという方向に変わったところですけれども、これだけ社会が変

わっておりますので、その中でこのピンチだったコロナを乗り越え、そしてこの新しい時代

に向かって、チャンスをしっかりつかんでいくような方向性に、ぜひ自分がこの立場でいる

限りは、しっかりと責任を果たしていきたいと思いますので、皆さん方もまたぜひお力添え

をいただければと思います。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 私、１点だけちょっと質問いたします。

令和６年度は、料金改定、あとダイナミックプライシングですか、そういったことで新た

なチャレンジというような形でやるわけですけれども、一方でこの予算にどういった先ほど

言うように経営改善とか料理を含めての、そういった戦略がこの予算でどう見えるのかって

いうのが、ちょっと私は分からなかったわけですけれども、予算にないことも一方では考え

られるわけで、そういったことを着実にやっていっていただければいいと思いますが、１点、

私もよく委員会で発言しているんですけれども、一つの顧客のターゲットとして、まつざき

荘は修学旅行をということをよく私は言っています。

修学旅行を本当に、ここまつざき荘を拠点に誘致を本当に働きかけていただきたいなとい

うのがあります。今、ウィンターシーズンで長野のほうのホテルだとか旅館だとかは、スキ

ーとかそういったことで、修学旅行で本当にいっぱいのようです。

松崎町では、自然体験が元々ありますよね。岩地のほうでやっているとか。まつざき荘も

過去には日大生が体験旅行を２泊で来てとか、昨年は合宿の100名ぐらいのお客さんが都合

でキャンセルになったということですけれども、そういったことは需要はあるんじゃないか

なと思いますので、新潟から山梨までの山の国のほうってよく言いますけれども、そういっ
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たところからのやはり逆に修学旅行、これをまつざき荘にぜひ呼び込めるような形でやって

いってもらえればなあと思いますけれども、その辺町長いかがですか。

○議長（深澤 守君） 町長。

○町長（深澤準弥君） 宿泊施設の委員会でも非常に強くご意見をいただいているところです。

修学旅行併せ体験旅行というくくりになりますけれども、それこそ、前回もご質問があった

んですけれども、グリーンツーリズムの関係もあったり、文科省のほうでも体験学習の意味

が、非常に効果が高いと、子供たちの育成に、という結果もしっかりと発表されている中で

すので、そういったところは積極的に、営業にも行きたいと思っております。

幸い、その山の国の関係で清水のほうには、少しずつそういったものが増えているという

ような状況もございますので、先ほどらい話もありました、駿河湾フェリーを活用しますと、

清水と松崎、西海岸につなぐことができるんではないかというようなことも併せて、働きか

けは積極的にしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

髙橋君。

○３番（髙橋良延君） 私は本案に賛成をいたします。

令和６年度については、昨年コロナの感染分類が５類となりまして、いよいよコロナ前に

回復させる本当に重要な年度になるんではないかと思います。宿泊料の改定だとかダイナミ

ックプライシングなどについては、運営に当たる振興公社の主体性を持たせる上では、本当

に思い切ったチャレンジだと私は思います。ただ、一方で責任もやはり、より大きくなると

私は感じております。
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本年度行っているサービスだとか料理の改善などの具体的な成果が表れ、料金に見合った

お客様満足度が図られることを期待し、本案に賛成といたします。

○議長（深澤 守君） 本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

田中君。

○５番（田中道源君） ５番。

私はこの本案に賛成いたします。

先ほどいろいろ厳しいことを申してまいりましたけれども、潰したいから言っているわけ

ではなくて、本当に残していきたいと思いますし、しっかりと健全化した経営をしていただ

きたいという思いでちょっと厳しいことを言いました。

一緒になって町一丸となって建て直しに向かっていけますよう、皆さん覚悟を新たにして

いただき、改善に向かいますことを期待して、この本案、賛成させていただきたいと思いま

す。

以上です。

○議長（深澤 守君） 本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第34号 令和６年度松崎町営宿泊施設「伊豆まつざき荘」の事業会計予算に

ついての件を挙手により採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

20分まで休憩します。

休憩 午前１０時１１分

再開 午前１０時２０分
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○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

先ほど、生活環境課長から昨日の令和６年度松崎町温泉事業会計予算の説明及び質疑にお

ける発言について訂正の申出がありましたので、発言を許します。

生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） お時間いただきありがとうございます。

昨日の私の温泉事業会計予算の説明の中で正確でない部分がございましたので、訂正をさ

せていただきたいと思います。

昨日の温泉事業会計の減価償却が進んでいる状況、施設が古くなっている状況についてを、

19ページの固定資産を示す貸借対照表において、これまで整備をしてきました有形固定資産

の合計額が13億4,000万円ほど。これに対して現時点で残っている金額をお示しし、その金

額を13億4,000万円で割った割合、これが24.2％ほどで、償却が進んでいること、施設が古

くなっていることということで申し上げました。

そのところが、正確には分子のほうが20ページの固定資産合計額の３億2,400万円でご説

明しましたが、この３億2,400万円の中には19ページの一番下段でございます投資の金額も

入っております。投資の金額は他会計の貸付金でございますが、この貸付金を含めた金額３

億2,400万円を分子としてご説明をしてしまいました。正確には19ページの投資のところの

上にございます有形固定資産の合計額１億5,100万円を分子としてご説明するのが正確なと

ころでございました。

これを分子として計算をいたしますと11.3％ほどになります。昨日は24.2％とご説明しま

したが11.3％ほどになります。これはより償却が進んでいると、古くなっているということ

を示すものでございますので、ここについて謝り、正確でない部分がございましたので、訂

正をさせていただきます。申し訳ございませんでした。

それと、併せてご報告をさせていただきますが、髙栁議員からのご質問で、休止の戸数が

どのくらいあるかというご質問がございましたが、そのとき資料を持ち合わせてなかったも

のですので、記憶の中の数字として、たしかというようなことでご説明をいたしました。そ

の際、休止の件数が十数件くらいだったと思いますという発言をいたしましたが、確認をい

たしましたところ、営業用の休止戸数が14戸、それから自家用の休止戸数が59戸、これは令

和６年１月末現在の数字でございます。自家用が59戸、営業用が14戸が正確な値でございま

すので、併せて報告をさせていただきます。失礼いたしました。
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─────────────────────────────────────────────────

◎日程第２ 議案第３５号 令和６年度松崎町岩地漁業集落排水事業会計予算につ

いて

○議長（深澤 守君） 日程第２ 議案第35号 令和６年度松崎町岩地漁業集落排水事業会計

予算についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第35号 令和６年度松崎町岩地漁業集落排水事業会計予算につい

てでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 議案第35号 令和６年度松崎町岩地漁業集落排水事業会計予

算についてご説明をさせていただきます。

予算書１ページをご覧ください。

第２条、業務の予定量からご説明いたします。業務の予定量でございますが、水洗化戸数

114戸、年間排水量２万2,897立米、１日平均排水量63立米、主要な建設改良事業、今年度は

ございません。

第３条、収益的収入及び支出でございます。予定額でございますが、初めに収入からでご

ざいます。

第１款岩地漁業集落排水事業収益1,389万円。内訳として、第１項営業収益429万4,000円、

第２項営業外収益959万5,000円、第３項特別利益1,000円。

支出でございます。

第１款岩地漁業集落排水事業費用1,399万円。内訳として、第１項営業費用1,360万4,000

円、第２項営業外費用28万5,000円、第３項特別損失1,000円、第４項予備費1,000円でござ

います。

失礼いたしました。第４項予備費10万円でございます。

２ページをお願いいたします。

第４条、資本的収入及び支出でございます。資本的収入及び支出の予定額は次のとおりと
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定めるものでございます。

括弧といたしまして、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額29万9,000円は、引

継金29万9,000円で補塡をするものでございます。

内容ですが、収入からでございます。

第１款資本的収入1,000円、第１項加入金1,000円。

支出です。

第１款資本的支出30万円、第１項企業債償還金30万円でございます。

第４条の２、特例的収入及び支出でございます。

地方公営企業法施行令第４条第４項の規定により、当年度に属する債権及び債務として整

理する未収金及び未払金の金額はそれぞれ72万1,000円及び１万8,000円でございます。

第５条、一時借入金。一時借入金の限度額は1,000万円と定めるものでございます。

第６条、予定支出の各項の経費の金額の流用でございますが、各項相互と定めるものでご

ざいます。

第７条、他会計からの補助金でございます。一般会計から補助を受けますが、この金額は

603万円とするものでございます。内訳をご説明いたします。21ページをお願いいたします。

収益的収入及び支出からご説明いたします。なお、本年度から公営企業会計化をすること

でございますので、一般的に見る前年度の金額ですとか、前年度の比較を表す比較増減欄は

この表にございませんので、あらかじめご承知ください。

収入でございますが、主なところをご説明いたします。

１款１項１目排水処理施設使用料でございます。429万3,000円を見込むものでございます。

なお、これまでの集落排水事業会計においては、調定額に対し収納率を考慮いたしまして計

上を、これまでの会計ではしてきているところでございますが、公営企業会計化することに

よって発生主義、調定ベースになりますので、収納率が幾らかということではなくて、幾ら

調定、幾ら請求することになるかということを計上させていただいているものです。

それから、同じページの真ん中少し下のところに、長期前受金戻入が356万4,000円を計上

しております。これまでに整備したものに対し国県の補助等を受けているわけでございます

が、それの減価償却相当分についてを計上させていただいたものです。また、この辺につい

ては、後でＢＳのほうで説明をさせていただきます。

６目の雑収益でございますが、603万円。先ほども申し上げましたが、一般会計からの補

助として603万円を計上したものでございます。この趣旨については、これまでもご説明を
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させていただいておりますが、使用料の収入を水準的に上げられない水準、使用料収入が水

準的に国の示す水準を大きく上回っていることから、使用料収入を当面上げないということ

をご説明させていただきました。それに基づきまして、不足する財源についてを一般会計か

ら補助を受けるというものでございます。

22ページをお願いいたします。

支出でございます。

こちらも主なところをご説明いたしますが、１款１項１目事業費の上、地区指定管理業務

委託605万6,000円を計上しております。指定管理の議案の際にもご説明をしておりますが、

地元管理組合に対する指定管理をお願いしております。それの予算分を計上した指定管理料

としての分を計上させていただいたものです。

こちらについては、内訳書が26ページにございますので、そちらをご覧ください。地区管

理組合に対する指定管理料の内訳でございます。上から報償費、旅費、需用費という順でご

ざいますが、報償費については地区の組合の役員さん方への報償費、謝礼等でございます。

16節の需用費については、管理組合において消耗品ですとか電気料ですとか薬品費を払っ

ていただくことになるものですので、それらについての予算を計上したものです。これまで

と変わったところで申し上げますと、修繕費が昨年度の会計予算において145万円を計上し

ておりましたが200万円と、これまでのことも勘案して少し多めに計上させていただいたも

のです。

12節の委託料、こちらがこの支出の中の主なものでございますが、メンテナンス業者さん

への料金を計上したものです。内訳の主なところは以上でございます。

23ページにお戻りください。

23ページの上から２つ目、繰出金がございます、56万1,000円。他会計繰出金でございま

す。こちらについては、人件費についての相当分を一般会計に対して支払うというものでご

ざいます。会計として専属の職員を有してないものですので、環境保全係で行っている事務

に対し、一般会計に対し繰り出しを行うものです。

これも従来の考え方を引き継ぐものでございますが、金額的に、これまでは高卒初任給の

年収分の25％を３集排で分けてということで計上をしておりました。この点についてでござ

いますが、今後４月以降、公益企業会計化することに伴いまして、事務が増えるということ

を勘案いたしまして、これまでの25％、高卒初任給の年収の25％としておりましたところを、

60％と見込んだものでございます。高卒初任給の年収分の60％を３会計で割った結果、それ
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を56万1,000円と試算をいたしましたので、計上をさせていただいたものでございます。

その下、減価償却費でございます。減価償却費については642万9,000円を計上したもので

ございます。こちらについては、またＢＳのほうでご説明をさせていただきます。

24ページをお願いいたします。

資本的収入及び支出でございます。

支出のほうでございますが、企業債償還金として30万円を計上しているものでございます。

その内訳については、その下のページ、25ページにございますが、令和３年、５年と公営企

業適用債を借入れを起こしております。これは、内容的には公営企業会計に移行することに

対して支援業務のほうを委託しております。その公営企業会計移行支援業務に対し借入れを

起こしたものでございまして、その償還の元金の償還が始まりますので、それの30万円分を

計上したものでございます。

14ページをお願いいたします。

ＢＳ（貸借対照表）のご説明をさせていただきます。

上のほうに固定資産等ございまして、有形固定資産の状況をお示ししております。建物が

1,396万9,000円、工期物が9,053万、94万6,000円とございます。通常ですと、ここの考え方

といたしましては、建設当時の整備費用がまずあるわけでございますが、この途中から公益

企業会計化した場合においては、当初の建設費用を計上していくということではごさいませ

んで、既に償却が済んでいる分についてはなかったものとして、今年度以降、６年度以降に

ついて残っている分についてからスタートするということで、大きな違いがございます。

全体では、ここにはございませんが、３億5,000万ほどの整備がかかっているものでござ

いますが、令和６年３月においてはそれが３分の１程度、１億700万ぐらいまで減っており

ます。この１億700万円をスタートとして計上したものが上記のとおりでございます。上で

お示ししたとおりでございます。

結果、令和６年度中に三角で89万3,000円、553万6,000円としておりまして、合計では642

万9,000円が償却が済むということでございまして、それが先ほど説明した減価償却費の金

額でございます。結果、固定資産合計額は償却後、１億81万8,699円となるものでございま

す。

15ページをお願いいたします。

流動資産のところ、（１）で現金預金2,569万6,771円とございますが、こちらが現金預金

の金額でございまして、内容的には全会計において持っていた基金の残額ですとか、それら
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を引き継いだものでございますし、一般会計からの繰入れを含めたものでございます。

未収金が72万1,000円ありまして、そのうち貸倒引当金が2,000円、不良債権化したものが

2,000円あるということでございます。ここは、水道、温泉と同様に貸倒引当金については

理論上、試算を、計算を算出したものでございまして、上の未収金の72万1,000円について

も水道、温泉と同様、３月調定分についてを４月に請求して、４月の期限が来るというもの

も含まれておりますので、決算の際には実際はこの72万1,000円の九十数パーセント程度が

入ってくるというのが実情になろうかと思います。

それから、少し下の流動資産の合計の右側を見ていただきますと1,641万5,771円でござい

まして、こちらを流動比率を見ます際に、この次のページで出てきます流動負債で割ります

と流動比率、短期的な支払い能力を示す流動比率が出るわけでございますが、計算いたしま

すと3,705％になります、3,705％。これは一般会計からの繰入れを含んだ上での計算になり

ますが、短期的な支払い能力はあるということを示すものでございます。

６ページをお願いいたします。

キャッシュフロー計算書でございます。一番上、当年度純利益を1,000円からスタートし

ておりますが、当年度純利益を1,000円にすることについては、これまでも説明をさせてい

ただきましたが、当年度純利益を1,000円、プラス・マイナス・ゼロに近い金額にするため

に一般会計からの繰入れを受けるということで、それを基本としてこれまでもご説明をさせ

ていただきました。それに基づき当年度純利益を1,000円とさせていただき、それから各活

動についてをキャッシュ化しているものでございます。

主なところを申し上げますと、当年度純利益は1,000円、減価償却費が642万9,000円、先

ほどの金額でございます。642万9,000円は予算計上いたしますが、実際に支払うものではな

いものですので、キャッシュとしては戻るという考えでございます。それから、３つほど下

の長期前受金戻入額、マイナス356万4,000円となりますが、これは642万9,000円の減価償却

に相当する、過去にいただいた補助等ということで、これはマイナスに働きます。

結果、一番下の３つのところでございますが、期首における残高が1,300万3,000円でござ

いまして、この年度中に269万4,000円を増やしまして、期末における残高は1,569万7,000円

となるもでございます。

これは、大きく言いますと、先ほど申し上げた減価償却費から長期前受金戻入額を引いた

ものとおおむね一致するわけでございますが、この金額が毎年毎年増やす側、増加側に働く

ということになり、最終的にはほかに他の要素がなければ、期末における残高はこの程度ず
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つ増えていくと、今後も増えていくということでございます。

これは、一般会計からもらっておきながらキャッシュを増やすのはどうかというような疑

問もお持ちかと思いますが、これについては勉強会のときにもご説明をさせていただきまし

たとおり、後年の更新事業に対応できる会計とするために行っているものでございまして、

公営企業会計化の目的、意味というのも、そこらをしっかりと見据えた上で会計を整えるよ

うにということがございますので、その趣旨にも従った結果であるというふうなところでご

ざいます。

説明は以上でございます。

なお、本予算案は先月開催の公営企業委員会においてご承認をいただいていることをご報

告いたします。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） この排水事業というのは、もともとは漁港の環境整備ということでつ

くっていると思いますけれども、新しく入ってきた人も加入するというような、あるいはこ

の排水のほうに入らないで自前で浄化槽みたいなのを持っているとか、そういったのはある

んでしょうか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 新しく入った方がというご質問でございますが、新しく入っ

てきた方についても加入金等は条例で設定されておりますので、それは払っていただく必要

がありますけれども、新しい方にも入ってもらうことはできます。当然、エリアの中という

ことになりますけれども、新しい方にも入っていただきます。

その範囲内にあって合併浄化槽を整備した場合はということのご質問かと思いますけれど

も、入らないで合併浄化槽をという方も条件的にあるのかもしれませんが、基本的にはこの

エリアの方は入っていただくというものでございますし、このエリアの方は逆に合併浄化槽

の補助金は受けられないというルールになっておりますので、そういった事情もございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 価格の決め方についてですけれども、一般会計から入れないと会計上

成り立たないというお話でしたけれども、この価格の決め方って、条例で決まっているから
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でしょうけれども、その条例というのは、今まで改革とか何か、こういうことだから上げま

すとか下げますとか、そういったのはあったでしょうか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 価格の決め方ということでございますが、発足から料金改定

というのは、消費税とかそういうことを除いては行われてきてなかったというふうに承知を

しております。

それで、一般会計からの補助受ける際の考え方については、全協や勉強会でもご説明はさ

せていただいているところですけれども、１立米当たりの使用料金が幾らかということを物

差しにしております。これは、ちょっと資料のないところで恐縮ですけれども、全協等でお

示しした資料でご説明いたしますと、岩地の集落排水も１立米当たりの使用料金が令和４年

度末において196円になっております。この196円に対して、国の水準、目安として定めてい

る金額が150円でございます。

この150円を大きく上回っている状況、また他自治体の例も全協でご説明しましたが、他

自治体の例から比べても、熱海市の初島の、離島の違いがありますけれども、そこを除いて

は196円を上回るところは一つもございません。その他自治体の例、国の水準として示す150

円ということを物差しとして一般会計からの繰入れをさせていただきたいということを申し

上げたものでございます。

また、全国の実情からしても、下水道事業会計というのは使用料収入で賄えていないとい

うのが常態化をしているというのが実情としてございます。そこらの実情も併せ、勘案した

結果でございます。

○議長（深澤 守君） 藤井君。

○１番（藤井昭一君） １番。

この６年度から会計が変わるということですが、利用される方の負担する金額は変わらな

いという考えでよろしいですか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 公営企業会計化をするに当たり、当然に料金を上げる必要が

あるかどうかということも検討してきたところでございますが、結果的には先ほど申し上げ

たとおり、150円の国の示す水準ですとか、それらに基づく検討によって、不足する分につ

いては一般会計からの補助をいただくという結果になりました。その結果、使用料金、使用

者側が支払うべき使用料金ついては従前のとおり変わらないという結果でございます。
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○議長（深澤 守君） 髙橋君。

○３番（髙橋良延君） ページで言うと21ページでいいわけですかね。ちょっと教えてくださ

い。排水使用料が429万で、一般会計の補助が600万円。なければその会計は成り立たなかっ

たというようなことだと思いますが、例えば大きい修繕が途中出てしまった。例えば指定管

理のところで200万円の修繕費とか取ってありますけれども、大きい修繕、300万とか400万

とかの修繕が出てしまったという場合、どういう補正を組むんでしょうか。それ、ちょっと

教えてください。収入のところでどういう補正を組むのか、ちょっと教えてください。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 大きな修繕を必要とした場合、仮定のお話ということだと思

いますが、大きな修繕が必要とした場合は、その事情ですとかにも、災害とか何かとかとい

う事情によっても変わるとこもろあるかと思いますけれども、一般的には４条の資本的収入

及び支出ところで予算計上をすることになろうかと思います。

一般論で申し上げますと、４条収入をするに当たって、そのまま一般会計の繰入れだけで

やるかというと、そういうことでもなかろうかと思います。当然に国県の補助ですとか起債

ですとかという財源手当もございますでしょうし、あると思いますので、それらを含めて検

討していくということになろうかと思います。

ストレートに建設改良費についてを一般会計が持つということでは、一般論とすると、昨

今の水道のほうもそうですけれども、管理料をベースにしたりとかいうことでございますの

で、そちらのほうがメインになるのではないかなと。当然、事象の発生原因にもよるとは思

いますけれども、一般論とするとそういったことになろうかと思います。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませか。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより、討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。
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次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第35号 令和６年度松崎町岩地漁業集落排水事業会計予算についての件を挙

手により採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第３ 議案第３６号 令和６年度松崎町石部農業集落排水事業会計予算につ

いて

○議長（深澤 守君） 日程第３ 議案第36号 令和６年度松崎町石部農業集落排水事業会計

予算についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第36号 令和６年度松崎町石部農業集落排水事業会計予算につい

てでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 議案第36号 令和６年度松崎町石部農業集落排水事業会計予

算についてご説明いたします。

予算書１ページをご覧ください。

第２条、業務の予定量からご説明いたします。業務の予定量、水洗化戸数106戸、年間排

水量１万7,375立米、１日平均排水量48立米、主要な建設改良事業は本年度ございません。

第３条、収益的収入及び支出でございます。収益的収入及び支出の予定額でございますが、

初めに収入からです。

第１款石部農業集落排水事業収益1,166万8,000円。内訳として、第１項営業収益328万
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2,000円、第２項営業外収益838万5,000円、第３項特別利益1,000円。

支出でございます。

第１款石部農業集落排水事業費用1,176万8,000円。内訳として、第１項営業費用1,139万

4,000円、第２項営業外費用26万7,000円、第３項特別損失7,000円、第４項予備費10万円で

ございます。

２ページをお願いいたします。

第４条、資本的収入及び支出でございます。資本的収入及び支出の予定額は次のとおり定

めるものでございます。括弧、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額29万9,000円

は、引継金29万9,000円で補塡するものでございます。

内容ですが、初めに収入でございます。

第１款資本的収入1,000円、第１項加入金1,000円でございます。

続いて支出でございます。

第１款資本的支出30万円、第１項企業債償還金30万円でございます。

第４条の２、特例的収入及び支出でございます。地方公営企業法施行令第４条第４項の規

定により、当年度に属する債権及び債務として整理する未収金及び未払金の金額は、それぞ

れ68万3,000円及び１万9,000円とするものでございます。

第５条、一時借入金でございます。限度額を1,000万円と定めるものでございます。

第６条、予定支出の各項の経費の金額の流用でございますが、できる場合は各項相互と定

めるものでございます。

第７条、他会計からの補助金でございます。一般会計から補助を受けるものでございます

が、この金額を544万1,000円とするものでございます。

内訳をご説明いたします。21ページをお願いいたします。

資本的収入及び支出、初めに収入からでございます。主なところをご説明いたします。

１款１項１目排水処理施設使用料でございますが、323万5,000円を見込むものでございま

す。岩地と同様、発生主義でございまして、調定見込額を計上したものでございます。

それから、少し下、２項５目の長期前受金戻入でございますが、294万3,000円を計上する

ものです。本年度減価償却費に対する過去において補助を受けた相当分でございます。

６目雑収益、他会計補助金でございますが、先ほどのとおり544万1,000円を一般会計から

補助を受けるというものでございます。

22ページをお願いいたします。
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支出でございます。こちらも主なところをご説明いたします。

１款１項１目事業費の14節委託料、備考欄の上、地区指定管理業務委託482万4,000円を計

上するものでございます。こちらも岩地同様、地元の管理組合に指定管理をお願いしており

ますけれども、そちらに対する管理料でございます。

こちらも内訳が26ページにございます。構成的には岩地と同じでございますが、地区の

管理組合の役員さん方の報償費、管理謝礼ですとか、需用費で消耗品費ですとか修繕料、燃

料費等を管理組合において支払いをしていただきますので、それらを計上したものでござい

ます。大きな支出の中の一つとして、委託料の129万2,000円がございますが、こちらが施設

のメンテナンスをするメンテナンス業者さんへの支払いを見込むものでございます。

23ページへお戻りください。

４目減価償却費、41節有形固定資産減価償却費でございますが、530万1,000円を計上する

ものでございます。６年度中における償却分を計上したものです。このあたりはＢＳ（貸借

対照表）のほうでまたご説明をいたします。

24ページをお願いいたします。

資本的収入及び支出でございます。支出のご説明いたしますが、１款３項１目企業債償還

金で30万円を計上するものでございます。こちらにつきましては下のページで明細がついて

おりますが、岩地同様、令和３年、５年に移行支援業務に対し借入れを起こしました公営企

業会計適用債がございますので、これの元金分を計上したものでございます。

14ページをお願いいたします。

ＢＳ（貸借対照表）についてでございます。こちらも上の有形固定資産の状況をご説明い

たしますが、こちらについては岩地同様、既に建設してから30年以上経過しているわけです

が、その30年間において償却が済んだ分については考慮しないというところからスタートし

ております。全体では、整備してきた金額としますと３億4,400万円ほど整備にかかってき

ておりますが、そのうち償却が済んだ分はもう見ないというところからスタートをしており

まして、令和６年３月においては上の金額の合計額になりますが、9,612万円ほどになって

おります。この9,612万円からスタートとしてのＢＳとなっております。

令和６年度中においては、上の三角で表示をしておりますとおり、63万1,000円、461万

4,000円が償却が済むということでございまして、その合計額が530万円ほどになりますが、

この分の償却が済んで、その結果、右下にございますとおり、固定資産額の合計を9,082万

5,994円とするものでございます。
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その下、15ページでございますが、流動資産現金預金のところ、右側をご覧いただきます

と1,229万9,447円とございます。こちらが前会計においてからの引継金、それから基金を崩

した残金がこちらに入ります。また一般会計からの繰入れもここに含まれるものでございま

す。

未収金のところで68万3,000円、貸倒引当金マイナス１万3,000円については、岩地同様の

試算をした結果でございます。

その少し下、流動資産の合計が右側ご覧いただき、1,296万9,447円とありますが、こちら

を流動負債で割りますと短期的な支払い能力を示す流動比率が出てきますが、流動比率を計

算いたしますと3,039％ほどになります。短期的な支払い能力は、一般会計からの補助もあ

っての話でございますけれども、支払い能力はあるという結果でございます。

６ページをお願いいたします。

キャッシュフロー計算書でございます。岩地同様、当年度純利益についてをプロマイゼロ、

１とするところからスタートをしております。

その下、減価償却費が530万1,000円、反対側の長期前受金戻入が294万3,000円のマイナス

となっておりますが、この現金化の大きなところを計算した結果が下の３段でございますが、

期末における残高を1,229万9,000円としております。６年度中に、２つ上、218万円の増加

となりまして1,229万9,000円となるものでございます。

説明は以上でございます。なお、本予算につきましても、先月開催の公営企業委員会にお

いてご承認をいただいていることをご報告いたします。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 26ページ、一番下の汚泥処分費というのがあるんですけれども、これ

は一般の松崎町内なんかの下水道、あるいは浄化槽の処理と同じような考えでよろしいんで

しょうか。そして、年間どのくらい、この処理というのはなされるものなんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 26ページの委託料、12節委託料の一番下の汚泥処分費19万

3,000円についてのご質問かと思いますが、これは集落排水処理施設の処理場において発生
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した汚泥を処分するのに使うものでございまして、メンテナンス業者さんが汚泥の引き抜き

をして、それを西豆衛生プラントに持っていくわけですけれども、それに係る経費を計上し

ているものでございます。

○議長（深澤 守君） 髙栁君。

○７番（髙栁孝博君） 多分、西豆衛生プラントと同じように松崎地域内、あるいはほかの地

域内の処理と同じようにしているんだと思いますけれども、これ年に例えば１回とかそうい

う考えでよろしいんでしょうか。法定で何か決まっているものがあるんでしょうか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 汚泥処分費の引き抜きの回数についてのご質問かと思います

が、量によってメンテナンス業者さんが行っているものでございます。石部の場合は１回で

済んでいたと思います。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより、討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第36号 令和６年度松崎町石部農業集落排水事業会計予算についての件を議

題といたします。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。
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─────────────────────────────────────────────────

◎日程第４ 議案第３７号 令和６年度松崎町雲見漁業集落排水事業会計予算につ

いて

○議長（深澤 守君） 日程第４ 議案第37号 令和６年度松崎町雲見漁業集落排水事業会計

予算についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第37号 令和６年度松崎町雲見漁業集落排水事業会計予算につい

てでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） 議案第37号 令和６年度松崎町雲見漁業集落排水事業会計予

算についてご説明をいたします。

予算書１ページをご覧ください。

第２条、業務の予定量からご説明いたします。業務の予定量は、水洗化戸数133戸、年間

排水量５万607立米、１日平均排水量139立米、主要な建設改良事業、本年度はございません。

第３条、収益的収入及び支出でございます。その予定額でございますが、初めに収入でご

ざいます。

第１款雲見漁業集落排水事業収益5,105万9,000円。内訳として、第１項営業収益901万

9,000円、第２項営業外収益4,203万9,000円、第３項特別利益1,000円。

続いて、支出でございます。

第１款雲見漁協集落排水事業費用5,115万9,000円。内訳として、第１項営業費用5,026万

7,000円、第２項営業外費用67万3,000円、第３項特別損失11万9,000円、第４項予備費10万

円でございます。

２ページをお願いいたします。

第４条、資本的収入及び支出でございます。資本的収入及び支出の予定額は次のとおりと

するものでございます。

括弧といたしましては、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額382万7,000円は、
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引き続き382万7,000円で補塡するものでございます。

内容としては、収入でございます。

第１款資本的収入1,000円、第１項加入金1,000円。

支出でございます。

第１款資本的支出382万8,000円、第１項企業債償還金382万8,000円でございます。

第４条の２、特例的収入及び支出でございます。地方公営企業法施行令第４条第４項の規

定により、当年度に属する債権及び債務として整理する未収金及び未払金の金額は、それぞ

れ90万7,000円及び２万5,000円とするものでございます。

第５条、一時借入金でございます。限度額を5,000万円と定めるものでございます。

第６条、予定支出の各項の経費の金額の流用でございますが、流用することができる場合

を各項相互と定めるものでございます。

第７条、他会計からの補助金でございます。一般会計からの補助を受けるわけでございま

すが、この金額を1,674万5,000円とするものでございます。

予算の内訳を説明いたします。21ページをお願いいたします。

資本的収入及び支出、初めに収入からでございます。主なところをご説明いたします。

１款１項１目排水処理施設使用料901万円を計上するものでございます。こちらも岩地、

石部同様に発生主義でございますので、調定ベースで算出し、計上させてもらったものでご

ざいます。

真ん中少し下、２項５目の長期前受金戻入でございますが、2,529万3,000円を計上するも

のでございます。減価償却に対する、過去において受けた補助金等の金額相当分でございま

す。

その下、６目雑収益でございますが、先ほどのとおり、他会計から、一般会計からの補助

を受ける金額として1,674万5,000円を計上するものでございます。

22ページをお願いいたします。

支出でございます。こちらも主なところをご説明いたします。

１款１項１目事業費、14節委託料でございますが、備考欄の上、地区指定管理業務委託

1,241万8,000円でございます。岩地、石部同様に地区の管理組合に対し、指定管理でお願い

をしているものでございまして、そこに対する指定管理料を計上したものでございます。

こちらにつきましても、26ページに内訳がございます。構成は、岩地、石部とおおむね一

緒でございまして、報償費は管理される役員さん方への謝礼、需用費においては電気代です
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とか修繕費、燃料費等を組合のほうから支出をしていただいておりますので、それを計上し

たものでございます。修繕費が350万円となっておりますが、昨年、前会計、５年度会計に

おいては400万円を計上しておりました。実情を勘案し、メンテナンス業者とも相談した結

果、350万円を計上するものでございます。

一番下、12節委託料、こちらが日々管理をするメンテナンス業者さんへのメンテナンス料

として支払うものを計上したものでございます。

23ページへお戻りください。

真ん中ほど、４目減価償却費3,643万円を計上するものでございます。６年度中における

償却分を計上するものですが、雲見の場合は運用開始が平成８年度でございまして、岩地が

平成元年度、石部が平成３年度でございますので、それと比べるとまだ施設が新しく、まだ

30年を経過してないものですので、この減価償却費が２会計と比べると大きいという状況と

なっております。

24ページをお願いいたします。

資本的収入及び支出でございます。支出のほうをご説明いたしますが、１款３項１目企業

債償還金でございます。382万8,000円を計上するものでございまして、雲見については建設

当初、また途中で行った大規模改修に係る事業債の償還がまだ残っておりますので、前２会

計と比べると大きくなっております。その分が備考欄上段の352万8,000円になるものでござ

います。こちらにつきましては、下の25ページのほうに明細書がございますので、併せご覧

いただければと思います。

14ページをお願いいたします。

ＢＳ（貸借対照表）でございます。

こちらも前２会計同様に固定資産のところをご説明いたしますが、整備をしてきた固定資

産額といたしますと10億9,400万円ほどございます。前２会計と比べると大きいものですけ

れども、10億9,400万円ほど全体では固定資産額としてはございます。２会計同様に、これ

までの償却分についてはもう加味しない、計上しないということで、これからの分からスタ

ートということでございまして、二十数年分が償却した結果でございますが、令和６年３月

末においては３億9,000万円ほどまでこれが減っております。この３億9,000万円をスタート

とするものでございます。令和６年度中においては、上の三角の３つ、256万5,000円、

1,237万1,000円、2,150万3,000円とございますが、この分が６年度中に償却が済む分でござ

いまして、合計いたしますと3,643万9,000円になります。この分を減じた結果が固定資産合
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計額の右側、３億5,376万8,857円になるものでございます。

その下、15ページでございます。

流動資産のところ、現金預金、右側ご覧いただきますと1,144万6,808円が現金預金でござ

います。２会計同様に、前会計においての余剰金、それから基金を崩したことによるもので

ございます。

未収金が90万7,000円となっておりますが、これについては２会計同様に３月に調定して、

４月に請求、４月の期限の分が含まれておりますので少し大きくなっておりますけれども、

90％以上が一般的には通常ですと納付が済むという状況でございます。貸倒引当金のマイナ

ス1,000円がそのうちの不良債権化した分を示すものでございまして、水道、温泉、２会計

と同様に理論上の計算に基づいて算出をしたというものでございます。

その少し下に流動資産の合計がございまして、右側をご覧いただきますと1,235万2,808円

でございます。これを後段で出てきます、次のページ以降で出てきます流動負債で割ったも

のが短期的な支払い能力を示す流動比率になるわけでございますが、計算の結果ですと

567.6％となります。前２会計と比べると数字が低くなっている状況ですが、567％というこ

とで、短期的な支払い能力は一般会計からの補助を受けることによって有しているというこ

とでございます。

６ページをお願いいたします。

キャッシュフロー計算書でございます。２会計同様に今年度純利益を1,000円からスター

トしておりまして、各活動を現金化していくわけですが、主なものとして、上から３つ目の

減価償却費が3,643万9,000円ございます。また、反対側には長期前受金戻入額がマイナス

2,529万3,000円ございます。このあたりが大きな動きとなります。

最終的には下３段でございますが、期末における残高を1,144万7,000円とするものでござ

います。これは年度中において758万9,000円を増加した結果によるものでございます。この

758万9,000円も前２会計と同様に、上の減価償却費から長期前受金戻入額を引いたものとお

おむね一致をするものでございますが、その金額分が今後も増えていくというものでござい

ます。それについては、前２会計と同様、適正な公営企業会計とするために、今後の更新に

対する積立てというか補塡財源を増やしていくということによるものでございます。

ただ、３会計とも同じでございますが、減価償却費のところでご説明させていただいてい

ますとおり、過去30年近くの分の減価償却は済んだところからスタートしておりますので、

その分なかったことにしていることから、このままこのように積み上げていきますと、残高
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を増やしていけば安泰かというと決してそういうことではございませんで、過去30年間分は

既になかったこととしておりますので、大きな、時には不足が生じるということを示すもの

でも、このままいけばいいということを示すものではございませんで、大きなものに対して

は不足が生じるということを示しているものでもございます。

説明は以上でございます。なお、本予算につきましても先月開催の公営企業委員会におい

てご承認をいただいていることをご報告いたします。ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

藤井君。

○１番（藤井昭一君） 私、分からなくてちょっと教えていただきたいんですか、この３会計

で、先ほど岩地ほうは１立米196円ということでしたけれども、３会計、金額はどうなって

いるんですか。

○議長（深澤 守君） 生活環境課長。

○生活環境課長（髙橋和彦君） １立米当たりの使用料金、岩地の196円に対してほかの２つ

はというご質問かと思いますが、これについては前回行った議会の協議会においてもご説明

をさせていただいている資料の中にございますが、岩地が４年度末において１立米当たり

196円、石部が198円、雲見が189円でございます。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑ありますか。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより、討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。
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（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第37号 令和６年度松崎町雲見漁業集落排水事業会計予算についての件を挙

手により採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

30分まで休憩いたします。

休憩 午前１１時２２分

再開 午前１１時３０分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第５ 議案第３８号 公の施設の指定管理者の指定について（中瀬邸）

○議長（深澤 守君） 日程第５ 議案第38号 公の施設の指定管理者の指定ついて（中瀬

邸）の件を議題といたしたいと思います。

議案の朗読は省略して、提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第38号 公の施設の指定管理者の指定についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） それでは、議案第38号 公の施設の指定管理者の指定につき

ましてご説明させていただきます。

本議案につきましては、明治商家中瀬邸の令和６年度以降の指定管理者の指定につきまし

て議会の議決を求めるものでございまして、行政調査委員会での諮問答申等の手続を経て、
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２月21日の議会全員協議会にて詳細を説明させていただいたものとなります。

それでは、公の施設の指定管理者の指定の議案内容についてご説明いたします。

施設名は明治商家中瀬邸。

指定管理者は松崎町観光協会でございます。

指定の期間につきましては、令和６年10月１日から令和11年３月31日までの４年６か月間

といたします。

議案書の次に指定管理者指定申請書を添付しております。

２ページ目をご覧ください。

真ん中あたりでございますけれども、管理運営を行うに当たっての経営方針につきまして

は、「町のインフォメーションセンターとして観光情報の提供を行うとともに、町を代表す

る観光入館施設としての活用を継続し、呉服商家として栄えた建物の魅力や松崎の歴史文化

を来館者に伝えていきます。また、伊豆半島ジオパークビジターセンターでは、ジオパーク

の魅力を紹介します」ということで、観光協会といたしまして町の観光情報の発信をすると

ともに、現状のとおり中瀬邸を観光施設として活用していくものとなります。

５ページをお願いします。

こちらのほうでは、施設の現状に対する考え方及び将来展望が記載されておりますけれど

も、将来展望といたしましては、今後観光客や地域住民が気軽に使用できるワークスペース

としての活用ということを考えております。

６ページのほうをお願いいたします。

こちらのほうは６年度の10月１日からの半年分の指定管理料109万円の内訳となります。

それから、７ページにつきましては、６年度から10年度までの指定管理期間の年度ごとの

指定管理料の内訳となります。７年度以降につきましては、年間分としてそれぞれ206万円

の指定管理料となります。

最後になりますが、観光協会は町の主要産業であります観光業を牽引しなければならない

団体であり、現在の事務所からの移転が必要の中で、日中の管理人が不在となっている中瀬

邸の運営管理も含めての指定管理となりますので、ご承認いただけますようお願いしたいと

思います。

以上で議案第38号の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。
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質疑を許します。

菜野君。

○２番（菜野良枝君） ２番。

２ページのほうで伺います。

常勤の方が３名ということでしたが、現在の観光協会に比べて、やはり管理する広さが広

くなると思います。こちら１名体制になることも考えられると思うんですが、やはり防災

面・防犯面を考えても、やはり２名体制が組めるような内容にしていったほうがいいんじゃ

ないかと思いますが、どういうふうにお考えですか。

○議長（深澤 守君） 企画観光課長。

○企画観光課長（八木保久君） 職員の体制でございますけれども、観光協会の職員３名で動

いているところでございます。中瀬邸に移った後は離れのほうを事務所として考えておりま

して、母屋のほうは案内人が不在の入館施設となりますので、現状のとおりの体制かなとも

思っておりますけれども、案内人はいたほうがいいと思いますので、増やすことについては

まだはっきりと増やすというのはちょっと言えないですけれども、観光業をより牽引するた

めには職員のほうを増やすというのは、ちょっと検討は必要かなとは考えているところでご

ざいます。

○議長（深澤 守君） 菜野君。

○２番（菜野良枝君） ぜひ前向きな検討をお願いしたいと思います。回答は結構です。

○議長（深澤 守君） ほかに質疑はありませんか。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより、討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 反対討論なしと認めます。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。

髙栁君。



－441－

○７番（髙栁孝博君） 本案は、直営で無人となっていた施設を観光協会さんのほうに指定管

理者として委託するという案でございます。前に直営になるときに、無人になるときに、防

犯上、危ないので防犯カメラをつけたらどうかとかいう提案をしたことがあります。そうい

った意味でも、あるいは観光の施設として使うという意味でも、まさにインフォメーション

センターとしての役割としても、観光協会に適切であると思います。

また、観光協会は町の行政とともに、町の観光の発展に努めてきたところでございますの

で、今後のしっかりとした管理がされることを期待いたしまして賛成いたします。

○議長（深澤 守君） 本案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 賛成討論なしと認めます。

これをもって討論を終了します。

これより議案第38号 公の施設の指定管理者の指定について（中瀬邸）の件を挙手により

採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第６ 議案第３９号 監査委員の選任について

○議長（深澤 守君） 日程第６ 議案第39号 監査委員の選任についての件を議題といたし

ます。

議会事務局長をして、議案の朗読をいたさせます。

○議会事務局長（大場千徳君） 朗読いたします。

議案第39号 監査委員の選任について。

下記の者を監査委員に選任したいから、地方自治法第196条第１項の規定によって議会の

同意を求める。

住所、静岡県賀茂郡松崎町那賀６番地。

氏名、藤井隆幸、昭和29年２月９日生まれ。

令和６年３月６日提出、松崎町長、深澤準弥。
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提案理由、監査委員藤井隆幸氏が令和６年３月31日をもって任期満了のため。

以上でございます。

○議長（深澤 守君） 提出者から提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（深澤準弥君） 議案第39号 監査委員の選任についてでございます。

詳細は担当課長より説明をさせていただきます。

○議長（深澤 守君） 総務課長。

○総務課長兼防災監（齋藤 聡君） それでは、議案第39号 監査委員の選任についてご説明

いたします。

監査委員につきましては、普通地方公共団体の長が議会の同意を得て、人格が高潔で普通

地方公共団体の財産管理、業務の経営管理、その他行政運営に関し優れた識見を有する者及

び議員のうちからこれを選任することとされております。

このたび識見を有する者のうちから選任された監査委員、松崎町那賀６番地、藤井隆幸氏

が令和６年３月31日をもって任期満了となることから、引き続きお願いしたく、地方自治法

第196条第１項の規定により議会の同意を求めるものです。

藤井隆幸氏は元静岡銀行の職員であり、心が気高く清らかで、銀行員時代、財務管理、経

営管理に優れた識見を養っており、現在１期目となっております。監査委員として適任であ

ると判断し再任をしたく、議会の同意を求めるものでございます。

説明は以上になります。ぜひともご同意いただけますようお願い申し上げます。

○議長（深澤 守君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

質疑を許します。

（発言する人なし）

○議長（深澤 守君） 質疑がないようでありますので、質疑を終結したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

お諮りします。本案は人事案件でありますので、討論を省略して直ちに採決したいと思い

ますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）
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○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、討論を省略して直ちに採決を行います。

これより議案第39号 監査委員の選任についての件を採決いたします。この採決は挙手に

よる方法によって行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なし認めます。よって、採決は挙手による方法で行います。

これより議案第39号 監査委員の選任についての件を挙手により採決いたします。

本案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり同意することに決

しました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第７ 発議第１号 松崎町議会議員の請負の公表に関する条例の制定につい

て

○議長（深澤 守君） 日程第７ 発議第１号 松崎町議会議員の請負の公表に関する条例の

制定についての件を議題といたします。

議案の朗読は省略して、提出者から趣旨説明を求めます。

藤井君。

○８番（藤井 要君） それでは、趣旨説明をいたします。

発議第１号は、松崎町議会議員の請負の状況の公表に関する条例を制定するものでありま

す。

趣旨は、これまで地方自治法第92条の２の規定で、普通地方公共団体の議会の議員は当該

普通公共団体に対し、請負をする者及びその支配人であることができないと規定されており、

議員個人と町との請負が認められておりませんでしたが、令和４年12月の法改正により、令

和５年３月から各会計年度において「支払いを受ける当該請負の対価の総額が、普通地方公

共団体の議会の適正な運営の確保のための環境の整備を図る観点から、政令で定める枠を超

えないものを除く」が加えられ、政令で定める一定金額300万円までは議員個人による町と

の請負が規制の対象から除かれることになりました。

そのため、町議会議員と町との間の地方自治法に規定する請負の状況を公表することによ
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り請負の状況の透明性を確保し、議会の公正な運営及び実務遂行の適正を図ることを目的と

して条例を制定するものであります。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

○議長（深澤 守君） 以上で趣旨説明を終わります。

本発議第１号については賛同者が全員でありますので、質疑、討論を省略して直ちに採決

を行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、本発議は質疑、討論を省略し直ちに採

決することに決しました。

これより発議第１号 松崎町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定についての

件を挙手により採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長（深澤 守君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────────────────────

◎日程第８ 常任委員会の閉会中の所管事務調査について

○議長（深澤 守君） 日程第８ 常任委員会の閉会中の所管事務調査についての件を議題と

いたします。

総務常任委員長から会議規則第75条の規定によってお手元に配付いたしました所管事務の

調査事項について、閉会中の継続調査の申出があります。

お諮りします。総務常任委員長から申出のとおり閉会中の継続調査とすることに異議あり

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、総務常任委員長からの申出のとおり閉

会中の継続審査とすることに決しました。

─────────────────────────────────────────────────
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◎日程第９ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査について

○議長（深澤 守君） 日程第９ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査についての件を議

題といたします。

議会運営委員長から会議規則第75条の規定によってお手元に配付いたしました次期議会の

会期日程等の議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項について、閉会中の継続調

査の申出があります。

お諮りします。委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査とすることにご異議ございま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、委員長から申出のとおり閉会中の継続

審査とすることに決しました。

暫時休憩します。

休憩 午前１１時４８分

再開 午前１１時４９分

○議長（深澤 守君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

─────────────────────────────────────────────────

◎閉会の宣告

○議長（深澤 守君） 以上をもって本定例会に付議された案件の審議は全部終了しました。

会議規則第７条の規定によって、本日をもって閉会したいと思いますが、これにご異ぎご

ざいませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（深澤 守君） 異議なしと認めます。よって、本定例会は本日で閉会することに決し

ました。

これにて令和６年松崎町議会第１回定例会を閉会します。

ご苦労さまでした。
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閉会 午前１１時４９分
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。

令和 年 月 日

松崎町議会議長

松崎町議会議員

松崎町議会議員


